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Ⅰ 本校の目的 
１．本校の使命 

本校は、学校教育法の定める高等専門学校として、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な

能力を育成すること、並びにその教育及び研究の機能を活用して国際港都神戸の産業及び文化

の発展向上に寄与することを使命とする。 
 
２．本校の教育方針 

■ 人間性豊かな教育 
心身の調和のとれた，たくましく感性豊かな人間形成をめざして，教養教育の充実を

はかるとともに，スポーツ・文化クラブ等の課外活動を振興する。 
■ 基礎学力の充実と深い専門性を培う教育 

工学に関する基礎知識と専門知識を身につけ，日進月歩する科学技術に対応し，社会

に貢献できる創造性豊かな実践的技術者および開発型技術者を育成する。 
■ 国際性を育てる教育 

国際・情報都市神戸にふさわしい高専として，世界的視野を持った，国際社会で活躍

できる技術者を育成する。 
 
３．教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

神戸高専の準学士課程の教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げる学習・教育目標に沿って編

成しています。一般科目において自然科学に関する基礎学力、語学力、幅広い教養と思考力を養う

ための科目を、専門科目においてはそれぞれの学科の基本方針のもと実践的基礎能力を培うための

科目を用意しています。これらの知識・能力を効果的に修得するため、一般科目を低学年に多く配

置し、学年が進むにつれて専門科目が多くなるようくさび形に授業科目を編成しています。 
 
【機械工学科】 
機械工学科では、近年の科学技術の進歩に応えるべく、各種機器を開発、設計、製作するため

に必要な材料力学、熱力学、流体力学、機械力学に関する基礎知識と技術を修得し、コンピュー

タ利用、計測制御技術、電気電子技術等の分野にも即応できる能力を持った独創的なエンジニア

を育成できるように編成しています。実習系科目を通して実践的な能力を身につけるとともに、

機械工学実験や卒業研究を通して論理的な思考能力や問題解決能力を養えるように系統的に編

成しています。 
 
【電気工学科】 
  電気工学科では、現代社会の基盤となる電気エネルギーとそれにより構築された高度産業シス

テムを支えることのできる技術者を養成するため、①材料、電子デバイス、②電気エネルギー、

機器、設備、③コンピュータ、計測、制御、通信を３本柱とし、グローバルな活躍に必須の技術

英語系科目、課題解決力を育む実験実習、学外実習、卒業研究をバランス良く系統的に配置した

編成にしており、経済産業省が定める電気主任技術者の国家資格認定基準をも満たしたカリキュ

ラムとなっています。 
 
【電子工学科】 
  電子工学科では、今後もますます多様化、高度化していくであろうエレクトロニクス分野の第

一線で活躍できるように、低学年に電気電子系基礎科目を配置し、それを基礎に高学年では、物

性・デバイス系科目、計測・制御系科目、情報・通信系科目をバランスよく配置した５年間の系

統的なカリキュラムで学ぶことができるように編成しています。また、各科目に関連した実験実

習、学外実習、卒業研究などを通して、実践的で創造性豊かなエンジニアを養成できるように教

育課程を編成しています。 
 
【応用化学科】 
応用化学科では、学習教育目標に掲げている５分野（有機化学、無機化学・分析化学、物理化
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学、化学工学、生物工学）をコアとし、有機的なつながりに配慮したカリキュラムを編成してい

ます。また、５分野を学ぶにあたり必要不可欠な基礎としての情報技術に加え、先端分野として

着目されているエネルギー、新素材関連、環境問題などもバランス良く修得できるように編成し

ています。さらに、座学で学んだ内容の理解をより深めるために、実験実習や卒業研究を系統的

に編成しています。 
 

【都市工学科】 
都市工学科では、自然環境や人に優しい生活環境をデザインするための総合的な技術力、判断

力、創造性を合わせ持つ実践的技術者の養成を目指し、「教育プログラム」と「学習・教育目標」

を定め、それらに沿って教育課程を編成しています。構造力学、水理学、土質力学、材料学、計

画学、環境工学等の専門講義科目に加え、実験実習、学外実習、卒業研究などの体験的な科目を

系統性に配慮した順次性のある体系的な教育課程を編成し、いずれも専門性や学修難易度を考慮

して編成しています。 
 
４．卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

本校の準学士課程では、一般科目と専門科目を通じて、健康な心身と豊かな教養のもと、 工
学に関する基礎的な知識を身につけると同時に、創造性も合わせ持つ国際性、問題解決能力を有

する実践的技術者を養成しています。そのために学生が卒業時に身につけるべき学力や資質・能

力を次の４つの学習・教育目標として設定しています。 
これらの学習・教育目標に到達するために、各学科の所定の単位を修得し、かつこれらの能力

と素養を身につけた学生に対して卒業を認定します。 
 

(A) 工学に関する基礎知識を身につける． 
(A1) 数     学  工学的諸問題に対処する際に必要な線形代数、微分方程式、ベクトル解析、

確率統計などの数学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
(A2) 自 然 科 学  工学的諸問題に対処する際に必要な力学、電磁気学、熱力学などの自然科

学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
(A3) 情 報 技 術  工学的諸問題に対処する際に必要な情報技術に関する知識を身につけ、活

用することができる。 
(A4) 専 門 分 野  各専攻分野における工学基礎と専門分野の知識・技術を身につけ、活用す

ることができる。 
 

(B) コミュニケーションの基礎的能力を身につける． 
(B1) 論理的説明  技術的な内容について、図・表を用い、文章及び口頭で論理的に説明する

ことができる。 
(B2) 質 疑 応 答  自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。 
(B3) 日 常 英 語  日常的な話題に関する英語の文章を読み、聞いて、その内容を理解するこ

とができる。 
(B4) 技 術 英 語  英語で書かれた技術的・学術的論文の内容を理解し、日本語で説明するこ

とができる。また、特別研究等の研究に関する概要を英語で記述すること

ができる。 
 

(C) 複合的な視点で問題を解決する基礎的能力や実践力を身につける． 
(C1) 応 用･解 析  工学基礎や専門分野の知識を工学的諸問題に応用して、得られた結果を的

確に解析することができる。 
(C2) 複 合･解 決  与えられた課題に対して、工学基礎や専門分野の知識を応用し、かつ情報

を収集して戦略を立てることができる。また、複合的な知識・技術・手法

を用いてデザインし工学的諸問題を解決することができる。 
(C3) 体 力･教 養  技術者として活動するために必要な体力や一般教養を身につける。 
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(C4) 協 調･報 告  特定の問題に対してグループで協議して挑み、期日内に解決して報告書を

書くことができる。 
 

(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける． 
(D1) 技術者倫理  工学技術が社会や自然に与える影響を理解し、また、技術者が負う倫理的

責任を自覚し、自己の倫理観を説明することができる。 
(D2) 異文化理解  異文化を理解し、多面的に物事を考え、自分の意見を説明することができ

る。 
 

※ 学科別学習・教育目標（A4：専門分野細目） 

【機械工学科】 

(A4-M1) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 
(A4-M2) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身に

つけ、活用できる。 
� 熱および流体の諸性質を理解し、対象とする熱流体の物性値を定めることができる。 
� 熱流体に関する諸定理を理解し、それを用いて熱流動現象を説明できる。 
� 各種熱機関や流体機械の動作原理や特徴を理解し、エネルギー・環境問題を念頭におきな

がら、目的に応じた応用技術・システムを構築できる。 
(A4-M3) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 
� 設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 設計、製造等を行う際に必要な制御の基礎知識を身につけ、活用できる。 

(A4-M4) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 機械工作に関連する基本作業を習得し、実用に応じた加工ができる。 
� 機械加工および塑性加工の基礎知識を習得し、設計・生産分野における技術課題に対応で

きる。 
� 生産システムに必要な基礎知識を理解し、生産管理や生産技術として活用できる。 

 
【電気工学科】 
(A4-E1) 電気電子工学分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 電気および磁気に関する諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 
� 電気回路や電子回路の解析ができ、基本的な回路を組み活用できる。 
� コンピュータリテラシーと基本的なプログラミング技術を身につけ、活用できる。 

(A4-E2)  電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 電気電子材料における原子集合としての諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 
� 電気電子材料の特性を理解し、電気電子素子を活用できる。 

(A4-E3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
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� 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 
� 計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 
� 制御システムを解析でき、基本的なシステムを組み活用できる。 

(A4-E4) エネルギー、電気機器、設備に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
� 電気エネルギーの発生と輸送のしくみを理解し、環境や信頼性を考慮した電気設備の基礎

知識を身に付ける。 
� 電気機器の仕組みを理解し、用途に応じて適切な機器を使用できる。 

 
【電子工学科】 
(A4-D1) 電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

� 電界および磁界に関する諸定理を理解し、それらによって生じる物理現象を説明できる。 
� 電気回路や電子回路の動作を理解し、基本的な回路を設計できる。 
� 工学系に必要な情報リテラシーと基本的なプログラミング技術を身につける。 

(A4-D2) 物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ，活用できる。 
� 電子部品や電子素子(電子デバイス)に使用される材料の特徴を理解し、取り扱うことができ

る。 
� 電子部品や電子素子のしくみと特性を理解し、活用できる。 

(A4-D3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
� 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 
� 自動計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 
� 電子制御システムを理解し、簡単なシステムを構成できる。 

(A4-D4) 情報や通信に関するに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� コンピュータおよび周辺ハードウェアのしくみを理解し、基本的な回路を設計できる。 
� コンピュータソフトウェアを利用活用でき、開発できる。 
� 情報ネットワークのしくみを理解し、小規模なネットワークを構築できる。 

 
【応用化学科】 
(A4-C1) 有機化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 代表的な有機化合物の構造・性質・反応性について説明できる。 
� 各種スペクトルの原理を理解し、解析に利用できる。 
� 有機化学反応を電子論や分子構造に基づいて反応機構を解説できる。 

(A4-C2) 無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 主な無機化合物の製法や性質を説明できる。 
� 容量分析や代表的な分析機器の使用法を習得し、その解析ができる。 

(A4-C3) 物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 化学熱力学の基礎概念を理解し、それらの応用としての相平衡関係について説明できる。 
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� 反応速度式や量子理論の基礎を理解し、それらを用いて各種現象の説明ができる。 
(A4-C4) 化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 拡散単位操作の物理化学的基礎を理解し、各種装置の基本的な設計ができる。 
� 移動現象の基礎理論を理解し、装置設計に活用できる。 
� 反応工学の基礎理論を理解し、反応モデルや反応器の種類に応じた反応器の基本設計がで

きる。 
(A4-C5) 生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 生物を構成する生体分子の種類、構造について理解し、生合成過程を説明できる。 
� 遺伝子組み換え技術の応用例を理解し、有用性と問題点について説明できる。 

 
【都市工学科】 
(A4-S1) 設計に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 測量に関する理論を理解し、測量技術を身につける。 
� 設計製図に関する理論を理解し、図面作成技術を身につける。 
� 情報処理、CADに関する理論を理解し、設計に活用できる。 

(A4-S2) 力学に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 応用物理に関する理論を理解し、力学の解析に活用できる。 
� 構造力学、水理学、土質力学に関する諸定理を理解し、基礎的解析ができる。 

(A4-S3) 施工に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� コンクリート工学、材料学に関する理論を理解し、基礎的な施行技術を身につける。 
� 施工管理学に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 
� 防災に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

(A4-S4) 環境に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 
� 都市環境、環境水工、環境生態に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 
� 都市交通に関する理論を理解し、交通データの処理ができる。 
� デザイン、景観に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 
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Ⅱ 授業科目の履修について 

 

下記に「学生便覧」の「神戸市立工業高等専門学校履修規則(抄)」について抜粋した条文を掲載

する．それ以外の条文についても学生諸君にとって修学上関係の深い諸規則なので，別途配布され

ている「学生便覧」を必読すること． 

 

 

 （目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）における履修に関して

必要な事項を定めることを目的とする。 

  

（授業科目及び単位数） 

第２条 各学年に配当する授業科目及びその単位数は、別表第１及び別表第２のとおりとする。 

２ 特別活動は、別表第３のとおりとする。 

 

 （単位数の計算方法） 

第３条 授業科目の単位数の計算は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023 年４月学則第１号）

第 12 条第４項及び第５項に規定するところによるものとする。 

２ 前項の単位数の計算において、１単位時間は、50 分とし、２単位時間は、90 分とする。 

３ 第１項において１単位につき 30 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅰと、45 時間の学修を

必要とする内容について 15 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅱと、45 時間の学修を必要

とする内容について 30 単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅲとそれぞれ称するものとする。 

 

 （試験） 

第４条 試験の種類は、定期試験、中間試験及び臨時試験とする。 

２ 定期試験及び中間試験は、期日を定めて実施するものとし、試験の開始 10 日前までに、試験

科目及び時間表を学生に発表するものとする。 

３ 臨時試験は、必要に応じて行うものとする。 

 

 （追試験） 

第５条 定期試験又は中間試験を病気、忌引その他やむを得ない理由で受験できなかった学生に対

して、教務主事が認めた場合、追試験を行うことができる。 

２ 追試験の成績は、原則として 80 点満点で評価する。 

３ 前項の規定にかかわらず、感染症による出席停止に係る追試験の成績は、100 点満点で評価す

る。 

 

 （不正行為等の対応） 

第６条 故意に試験を忌避したと認められた者は、当該試験の成績を０点とする。 
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２ 試験中に不正行為を行った者は、当該試験期間中の全科目の試験の成績を０点とする。 

 

 （履修の認定） 

第７条 年間の欠課時数が授業時数の３分の１を超えない科目について、当該科目を履修したもの

と認定する。 

２ 前条の規定により認定された科目を「履修科目」と、年間の欠課時数が授業時数の３分の１を

超える科目を「不履修科目」と称するものとする。 

 

 （学業成績の評価） 

第８条 学業成績の評価は、履修科目について行う。 

２ 前項の評価は、授業科目ごとに、試験成績及び平素の成績をシラバスに記載された評価基準に

基づき、総合して行う。 

３ 試験成績は、定期試験、中間試験及び臨時試験により評価するものとする。 

４ 平素の成績は、学習態度が良好なことを前提としてレポート及び演習等を総合して評価するも

のとする。 

５ 学年成績の評価は、各学期末の学業成績を総合して行う。ただし、前期のみ又は後期のみで修

了する科目については、学期末の学業成績を学年成績とする。 

６ 科目担当教員は、必要に応じてレポート及び演習等の成績を試験成績に代えることができる。 

７ 科目担当教員が２人以上のときの学業成績は、当該担当教員が協議してその評価を行う。 

８ 学業成績は 100 点法により評価し、60 点以上の科目について単位の修得を認定する。 

９ 卒業研究の評価は、優、良、可及び不可の区別で行う。 

10 学外実習を修得した場合の評価は、認定となる。 

11 学業成績の優、良、可及び不可の評語の区分は次のとおりとする。 

学業成績 80点以上 79点〜70点 69点〜60点 59点以下 

評  語 優 良 可 不 可 

 

（以下、省略） 
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Ⅲ 試験についての注意事項 

 

１． 受験上の注意事項（定期試験・中間試験・追試験） 

 

① 中間試験は授業時間、定期試験は学校行事として扱うものとする。 

② 試験教室では、監督者に指示された座席で受験すること。 

机は原則として６列で（専門科棟の場合、ロッカーを移動するなどの措置を行っている場

合７列も可）等間隔に真直ぐに並べ、特に指示のない場合は窓側の前から出席番号順に着

席すること。 

③ 試験開始後、30 分以上遅刻してきた者は受験できない。また、試験開始後 30 分以内は退

室できない。尚、延着証明は遅刻を免除するためのものであり、試験に関して特別に扱う

ことはない。ただし、両主事判断により特別措置を講じることもある。 

④ 教室での受験が物理的に不可能な場合、両主事の判断による別室受験を認めることもある。 

⑤ 鉛筆（シャープペンシル）・消しゴムのほか、許可されたもの以外の使用は認めない。ま

た、電卓など持ち込みを許可された物の貸し借りはしないこと。 

⑥ 机の中には何も入れないこと。持ち物は、教室の前後に置くか、または机のフックに掛け

ておくこと。また下敷などを使用する場合には、あらかじめ監督者の許可を得ておくこと。 

⑦ 試験中、いったん退室した者の再入室は認めない。試験が終了しても答案用紙の回収が済

むまで教室への再入室はできない。 

⑧ 廊下での試験の待機は他の受験者への迷惑となるので、他所（食堂・図書館等）を利用す

ること。 

⑨ 授業中と同様、携帯電話等の電源は OFFにして、カバンに入れ、身に着けないこと。 

⑩ 試験監督からの終了合図にしたがい、速やかに筆記用具を置くこと。 

⑪ 答案用紙の回収は、最後尾の学生のみが行い、その他の学生は試験監督の指示があるまで

絶対に席を立たず、静かに待機すること。 
 
 

２．試験における不正行為 

 

［I］以下の行為は不正行為（カンニング）とみなす。 

① 予め机などに書き込んだり、またはカンニングペーパーなどを用意すること。また、それ

らを参照すること。 

② 使用を許可されていないノート、テキスト、参考書、辞書などを参照すること。 

③ 許可された場合を除き、電卓に式、数値などをあらかじめ記憶させておき、参照すること。 

④ 答案を互いに交換すること。 

⑤ 他人の答案を写し取ったり、写させたりすること。 

⑥ 試験中に私語をすること。 

⑦ 他人に受験を依頼すること。 

⑧ 試験中不審な行為をし、監督の先生の指示にしたがわないこと。 

⑨ 試験に関する資料などを記録した携帯電話などの電子媒体を身に着けること。また、それ

らを参照すること。 

⑩ 以上に類する行為をすること。 

 

［II］不正行為をした場合には、以後の受験は認めない。         

当該学生は監督者の指示を受けること。なお、当該試験期間の全試験科目は 0 点となる。

更に、１週間の家庭謹慎（初回）となる。 
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３．追試験 

 

① 中間・定期試験を病気・忌引など、やむを得ない理由で欠席した試験科目の追試験を希望

する学生は、追試験受験願書（所定の用紙）にその欠席理由を証明する書類等を添え、事

務室学生係に提出すること。教務主事が可否を決定する。 

② 追試験が認められる理由は以下のような場合である。 

（イ） 病気・負傷（医師の診断書、薬袋等が必要） 

（ロ） 忌引（三親等以内） 

（ハ） 天災・交通機関等の障害（証明書を必要とする場合がある） 

（ニ） 就職・編入学受験（証明する書類等が必要） 

（ホ） 以上に相当する理由のある場合 

③ 追試験許可者には、教科担当教官宛の「追試験実施依頼書」を発行する。 

追試験の実施日・時間等については、教科担当教官から直接指示を受けること。ただし、

非常勤講師の担当科目の場合はクラス担任から指示を受けること。 

④ 追試験の成績は、原則 80 点満点で評価する。ただし、以下の場合については追試験の成績

は 100 点満点で評価する。 

ア インフルエンザなど学校保健安全法施行規則第 18 条にかかげる第 1種・第 2種・第 3

種感染症による出席停止に伴う追試験（Ⅴ．感染症による学生の出席停止期間」を参

照） 

イ 忌引（二親等以内）に伴う追試験 

ウ 気象警報により、登校を自粛し、公欠を認められた学生を対象とした追試験 

エ その他教務主事が妥当と認めた学生を対象とした追試験 

 

 

４．再評価 

 

① 進級認定会議の結果、不合格となった科目の再評価を許可された学生は、不合格科目の再

評価を受けることができる。なお選択科目については再試験の科目を指定することがある。 

② 再評価で許可された学生が再評価を受けるためには、各自所定の申請を行う必要がある。

前期修了科目の内、必修科目は後期に再評価を受けることができる。加えて、30 点未満の

科目は、後期に 59 点上限とする「特別再評価」を受けることができる場合がある。 

③ 学年末には、５年生は再評価許可となった学生氏名、科目名をクラス担任が該当学生に連

絡するので各自確認すること。試験実施期日・時間、場所等についても各自確認すること。 

再評価合格による成績の評価は、60 点となる。 
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Ⅳ 感染症による学生の出席停止について 

 

◎学校保健安全法施行規則第 18 条に定める第１種・第２種・第３種感染症下記の感染症に罹患し

たときは「出席停止届」に「登校証明書」を添えて届け出てください。様式は、本校 HP の「在校

生の方へ」⇒「手続き関係」よりダウンロードできます。新型コロナウイルスによる出席停止の取

扱いは、感染状況により随時変更になりますので本校 HPより確認してください。 

 

出席停⽌の期間の基準 (学校保健安全法施⾏令§6②，施⾏規則§19) 
病名 期間の基準 

第
１
種 

エボラ出⾎熱、クリミア・コンゴ出⾎熱、痘そう、南⽶出⾎熱、ペスト、
マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰⽩髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器
症候群（病原体がベータコロナウイルス属 SARS コロナウイルスであるも
のに限る）、中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属 MERS
コロナウイルスであるものに限る）及び特定⿃インフルエンザ（感染症の
予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第六条第三項第六号に規
定する⿃インフルエンザをいう） 

治癒するまで 

第
２
種 

インフルエンザ（特定⿃インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症
を除く） 

発症した後 5 ⽇を経過し、かつ、解
熱した後 2 ⽇を経過するまで 
（発症、解熱を 0 ⽇とし、翌⽇から
1 ⽇と数える） 

新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロナウイルス属のコロナウ
イルスであるものに限る）） 

発症した後 5 ⽇を経過し、かつ、症状
が軽快した後 1 ⽇が経過するまで（発
症、解熱を 0 ⽇とし、翌⽇から 1 ⽇と
数える） 

百⽇咳 
特有の咳が消失するまで⼜は 5 ⽇間
の適正な抗菌性物質製剤による治療
が終了するまで 

⿇しん 解熱した後 3 ⽇を経過するまで 

流⾏性⽿下腺炎 
⽿下腺、顎下腺⼜は⾆下腺の腫賑が発
現した後 5 ⽇を経過し、かつ、全⾝状
態が良好になるまで 

⾵しん 発しんが消失するまで 
⽔痘 すべての発しんが痂⽪化するまで 

咽頭結膜熱 主要症状が消退した後 2 ⽇を経過す
るまで 

結核 

病状により学校医その他の医師にお
いて感染のおそれがないと認めるま
で 

髄膜炎菌性髄膜炎 

第
３
種 

コレラ、細菌性⾚痢、腸管出⾎性⼤腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、
流⾏性⾓結膜炎、急性出⾎性結膜炎その他の感染症（感染性胃腸炎など） 

そ
の
他
の
感
染
症 

感染性胃腸炎（ノロ・ロタ・カンピロバクタ
ー・サルモネラなど）、溶連菌感染症、マイコ
プラズマ感染症、⼿⾜⼝病、伝染性紅斑、ヘ
ルパンギーナ、デング熱 

 

ただし、第２種の感染症（結核及び髄膜炎菌性髄膜炎を除く）においては病状により学校医その他

の医師において感染のおそれが無いと認められた場合は、その限りではない。
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Ⅴ 諸手続一覧 

 

種 類 
用紙の 

交付 
提 出 先 時 期 

追試験受験願 学生課 担任→学生課 病気・忌引等により中間・定期

試験を受験できなかった場合 

未修得科目再評価申

請書 
学生課 科目担当教員→担任 所定の期間 

再履修免除申請書 学生課 
科目担当教員→担任→学

生課 
所定の期間(4,5 年生のみ) 

選択科目履修申請書 学⽣課 担任  

選択科目追加履修申

請書 
学生課 

科目担当教員→担任→学

生課 
所定の期間 

公用欠席願 学生課 担任→学生課 その都度 

公用欠席願 

（課外活動関係） 
学生課 

顧問→学生主事室→学生

課 
その都度 

出席停止届 学生課 担任→学生課 その都度 
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Ⅵ 教育課程表 
 

１．一般科目（各学科共通） 

 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

国語 6 2 2 2   

 

国語表現法 2    2  

倫理 2  2    

政治・経済 2   2   

歴史 4 2 2    

地理 2 2     

数学 I 12 4 4 4   

数学Ⅱ 6 4 2    

確率・統計 1    1  

物理 6 2 2 2   

化学 4 2(4) 2(0)    

生物 2  
2 

   
うち一科目を履修 

地学 2     

保健・体育 9 2 2 2 2 1 

 

芸術 1 1     

英語 12 4 4 4   

英語演習 5   1 2 2 

修得単位計 76 25(27) 24(22) 17 7 3 

選
択
科
目 

国際コミュニケーション 2    2  ※ 

!
選
択(

前
期) 

日本言語文化論 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ａ 1     

日本史学Ａ 1     

環境と人類の歴史 1     

地理学Ａ 1     

数学特講Ａ 1     

自然科学特講Ａ 1     

応用英語Ａ 1     

&
選
択(

前
期) 

日本の文学 1     

1 いずれか一科目を選択 

日本史学Ｂ 1     

社会と文化の歴史 1     

経済学Ⅰ 1     

数学特講Ｂ 1     

数学特講Ｃ 1     

手話言語学Ⅰ 1     

応用英語Ｂ 1     

'
選
択(

後
期)  

国文学・国語学 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ｂ 1     

経済学Ⅱ 1     

地理学Ｂ 1     

自然科学特講Ｂ 1     

手話言語学Ⅱ 1     

スポーツ科学演習Ａ 1     

スポーツ科学演習Ｂ 1     

開設単位計 26    2 24 
 

修得単位計 5    2 3 

一般科目開設単位計 102 25(27) 24(22) 17 9 27 
 

一般科目修得単位計 81 25(27) 24(22) 17 9 6 

(注)()内は，応用化学科の実施単位数である。 

  ※は，複数言語から一言語を選択する。 
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２．専門科目（電気工学科） 

 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2    2  

 

応用数学Ⅱ 2    2  

電気数学Ⅰ 1  1    

電気数学Ⅱ 1   1   

応用物理 2    2  

情報基礎 2 2     

情報処理Ⅰ 2  2    

情報処理Ⅱ 1   1   

電気磁気学Ⅰ 2   2   

電気磁気学Ⅱ 2    2  

電気計測 2   2   

電子工学 2   2   

工業英語Ⅰ 1   1   

半導体工学 2    2  

電気回路Ⅰ 2  2    

電気回路Ⅱ 2   2   

電気回路Ⅲ 2    2  

電気製図Ⅰ 1 1     

電気製図Ⅱ 1  1    

基礎電気工学 2 2     

ディジタル電子回路 2  2    

計算機工学 2   2   

電子回路Ⅰ 2    2  

電子回路Ⅱ 2     2 

制御工学 2    2  

数値解析 2    2  

電気材料 2     2 

電力工学Ⅰ 2   2   

電力工学Ⅱ 2     2 

電気機器Ⅰ 1    1  

電気機器Ⅱ 2    2  

電気機器Ⅲ 1     1 

電気法規及び電気施設管理 2    2  

パワーエレクトロニクス 1     1 

電気工学実験実習 13  3 4 4 2 

卒業研究 9     9 

   修得単位計 81 5 11 19 27 19 

選
択
科
目 

放電現象 2     2 

 

学外実習 1    1  

通信工学Ⅰ 2     2 

通信工学Ⅱ 2     2 

電気磁気学Ⅲ 2     2 

工業英語Ⅱ 2     2 

ロボット入門      ※ 1   1   

ロボット要素技術    ※ 1    1  

ロボット応用実践    ※ 1     1 

   開設単位計 16   1 2 11 

   修得単位計 5 以上   3・4・5 年で 5 以上 

専門科目開設単位合計 95 5 11 20 29 30 

 
専門科目修得単位合計 86 以上 5 11 

19 以上 27 以上  

3・4・5 年で 70 以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167 以上 30 35 
36 以上 35 以上  

3・4・5 年で 102 以上 

(注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム(ロボット分野)履修生用科目である。 
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 国語 武久 真士 講師 2 通年 E-1

2年 必修 国語 石原 のり子 准教授 2 通年 E-3

3年 必修 国語 土居 文人 教授 2 通年 E-5

4年 必修 国語表現法 野中 成淳 非常勤講師 2 通年 E-7

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 歴史 町田 吉隆 教授 2 通年 E-9

1年 必修 地理 八百 俊介 教授 2 通年 E-11

2年 必修 倫理 山本 舜 講師 2 通年 E-13

2年 必修 歴史 深見 貴成 教授 2 通年 E-15

3年 必修 政治・経済 丸山 栄治 非常勤講師 2 通年 E-17

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 数学Ⅰ 山路 哲史 准教授 4 通年 E-19

1年 必修 数学Ⅱ 傳田 桂子 非常勤講師, 菅野 聡子

教授

4 通年 E-21

2年 必修 数学Ⅰ 谷口 公仁彦 准教授 4 通年 E-23

2年 必修 数学Ⅱ 北村 知徳 教授 2 通年 E-25

3年 必修 数学Ⅰ 児玉 宏児 特任教授 4 通年 E-27

4年 必修 確率・統計 美世 佳一 非常勤講師 1 後期 E-29

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 物理 髙見 健太郎 准教授 2 通年 E-31

1年 必修 化学 佐藤 洋俊 教授 2 通年 E-33

2年 必修 物理 小倉 和幸 准教授 2 通年 E-35

2年 必修 化学 大塩 愛子 准教授 2 通年 E-37

2年 選択 生物 大塩 愛子 准教授 2 通年 E-39

2年 選択 地学 和田 充弘 非常勤講師 2 通年 E-41

3年 必修 物理 李 庚鎬 非常勤講師 2 通年 E-43

Ⅶ. シラバス

1. 一般科目一覧

■国語

■人文社会

■数学

■理科
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 英語 平野 洋平 准教授 4 通年 E-45

2年 必修 英語 上垣 宗明 教授 4 通年 E-47

3年 必修 英語 柳生 成世 非常勤講師 4 通年 E-49

3年 必修 英語演習 PILEGGI MARK 教授 1 後期 E-51

4年 必修 英語演習 [前期] PILEGGI MARK 教授, [後

期] 石井 達也 非常勤講師, [後期]

ミラー 非常勤講師

2 通年 E-53

5年 必修 英語演習 [前期] 山本 長紀 准教授, [前期]

ミラー 非常勤講師, [後期] 山本 長

紀 准教授

2 通年 E-55

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 選択 国際コミュニケーション(ドイツ語) 李 明哲 非常勤講師 2 通年 E-57

4年 選択 国際コミュニケーション(中国語) 牛根 靖裕 非常勤講師 2 通年 E-59

4年 選択 国際コミュニケーション(韓国語) 高 秀美 非常勤講師 2 通年 E-61

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授, 吉本 陽亮 准教

授

2 通年 E-63

2年 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授, 春名 桂 教授 2 通年 E-65

3年 必修 保健・体育 吉本 陽亮 准教授, 寺田 雅裕 教

授, 春名 桂 教授

2 通年 E-67

4年 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授,

宮内 健嗣 非常勤講師, 吉本 陽亮

准教授

2 通年 E-69

5年 必修 保健・体育 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授, 吉

本 陽亮 准教授

1 前期 E-71

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 芸術 大倉 恭子 非常勤講師 1 前期 E-73

■英語

■国際コミュニケーション

■保健・体育

■芸術
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 選択 日本言語文化論 武久 真士 講師 1 前期 E-75

5年 選択 哲学A 李 明哲 非常勤講師 1 前期 E-77

5年 選択 日本史学A 深見 貴成 教授 1 前期 E-79

5年 選択 環境と人類の歴史 町田 吉隆 教授 1 前期 E-81

5年 選択 地理学A 八百 俊介 教授 1 前期 E-83

5年 選択 数学特講A 山路 哲史 准教授 1 前期 E-85

5年 選択 自然科学特講A 髙見 健太郎 准教授 1 前期 E-87

5年 選択 応用英語A PILEGGI MARK 教授 1 前期 E-89

5年 選択 日本の文学 石原 のり子 准教授 1 前期 E-91

5年 選択 日本史学B 深見 貴成 教授 1 前期 E-93

5年 選択 社会と文化の歴史 町田 吉隆 教授 1 前期 E-95

5年 選択 経済学Ⅰ 伊藤 国彦 非常勤講師 1 前期 E-97

5年 選択 数学特講B 横山 卓司 教授 1 前期 E-99

5年 選択 数学特講C 児玉 宏児 特任教授 1 前期 E-101

5年 選択 手話言語学Ⅰ 今里 典子 教授 1 前期 E-103

5年 選択 応用英語B PILEGGI MARK 教授 1 前期 E-105

5年 選択 国文学・国語学 土居 文人 教授 1 後期 E-107

5年 選択 哲学B 李 明哲 非常勤講師 1 後期 E-109

5年 選択 経済学II 伊藤 国彦 非常勤講師 1 後期 E-111

5年 選択 地理学B 八百 俊介 教授 1 後期 E-113

5年 選択 自然科学特講B 髙見 健太郎 准教授 1 後期 E-115

5年 選択 手話言語学II 今里 典子 教授 1 後期 E-117

5年 選択 スポーツ科学演習A 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授,

春名 桂 教授

1 後期 E-119

5年 選択 スポーツ科学演習B 吉本 陽亮 准教授, 小森田 敏 教

授, 春名 桂 教授

1 後期 E-121

■5年選択科目
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 情報基礎 松露 真 准教授, 藤田 政宏 講師 2 通年 E-123

1年 必修 電気製図Ⅰ 谷口 雅央 非常勤講師 1 後期 E-125

1年 必修 基礎電気工学 中村 佳敬 教授, 道平 雅一 教授 2 通年 E-127

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 電気数学Ⅰ 赤松 浩 教授 1 前期 E-129

2年 必修 情報処理Ⅰ 松露 真 准教授 2 通年 E-131

2年 必修 電気回路Ⅰ 加藤 真嗣 教授 2 通年 E-133

2年 必修 電気製図Ⅱ 森田 二朗 特任教授 1 前期 E-135

2年 必修 ディジタル電子回路 佐藤 徹哉 教授 2 通年 E-137

2年 必修 電気工学実験実習 森田 二朗 特任教授, 池内 丈人

非常勤講師

3 通年 E-139

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

3年 必修 電気数学Ⅱ 赤松 浩 教授 1 後期 E-141

3年 必修 情報処理Ⅱ 松露 真 准教授 1 後期 E-143

3年 必修 電気磁気学Ⅰ 赤松 浩 教授 2 通年 E-145

3年 必修 電気計測 森田 二朗 特任教授 2 前期 E-147

3年 必修 電子工学 河合 孝太郎 准教授 2 後期 E-149

3年 必修 工業英語Ⅰ 森田 悠作 非常勤講師 1 後期 E-151

3年 必修 電気回路Ⅱ 道平 雅一 教授 2 通年 E-153

3年 必修 計算機工学 佐藤 徹哉 教授 2 前期 E-155

3年 必修 電力工学Ⅰ 津吉 彰 特任教授 2 前期 E-157

3年 必修 電気工学実験実習 [前期] 酒井 昌彦 准教授, [後期]

河合 孝太郎 准教授, [後期] 川合

聖 非常勤講師, 矢持 久嗣 非常勤

講師, [前期] 田村 駿 非常勤講師

4 通年 E-159

3年 選択 ロボット入門 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准

教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦

准教授, 尾山 匡浩 教授 【※成長

産業技術者教育プログラム(ロボッ

ト分野)開講科目】

1 通年 E-163

2. 専門科目一覧

■1年

■2年

■3年
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 必修 応用数学Ⅰ 酒井 昌彦 准教授 【実務経験者担

当科目】

2 通年 E-165

4年 必修 応用数学Ⅱ 中村 佳敬 教授 2 通年 E-167

4年 必修 応用物理 李 庚鎬 非常勤講師 2 通年 E-169

4年 必修 電気磁気学Ⅱ 酒井 昌彦 准教授 【実務経験者担

当科目】

2 通年 E-171

4年 必修 半導体工学 河合 孝太郎 准教授 2 前期 E-173

4年 必修 電気回路Ⅲ 津吉 彰 特任教授 2 後期 E-175

4年 必修 電子回路Ⅰ 佐藤 徹哉 教授 【実務経験者担当

科目】

2 通年 E-177

4年 必修 制御工学 道平 雅一 教授 2 通年 E-179

4年 必修 数値解析 阪下 和弘 非常勤講師 2 通年 E-181

4年 必修 電気機器Ⅰ 加藤 真嗣 教授 1 前期 E-183

4年 必修 電気機器Ⅱ 加藤 真嗣 教授 2 後期 E-185

4年 必修 電気法規及び電気施設管理 森田 二朗 特任教授 2 前期 E-187

4年 必修 電気工学実験実習 佐藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授,

中村 佳敬 教授, 森田 二朗 特任

教授, 津吉 彰 特任教授, 赤松 浩

教授, 加藤 真嗣 教授, 酒井 昌彦

准教授, 河合 孝太郎 准教授, [前

期] 川合 聖 非常勤講師, [前期]

池内 丈人 非常勤講師 【実務経験

者担当科目】

4 通年 E-189

4年 選択 ロボット要素技術 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准

教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦

准教授, 尾山 匡浩 教授 【実務経

験者担当科目】（※成長産業技術

者教育プログラム(ロボット分野)開

講科目）

1 通年 E-193

4年 選択 学外実習 津吉 彰 特任教授 【実務経験者担

当科目】

1 通年 E-195

■4年
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学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 必修 電子回路Ⅱ [後期] 佐藤 徹哉 教授 【実務経験

者担当科目】

2 後期 E-197

5年 必修 電気材料 河合 孝太郎 准教授 2 前期 E-199

5年 必修 電気機器Ⅲ 加藤 真嗣 教授 1 前期 E-201

5年 必修 電力工学Ⅱ [前期] 糀 芳信 非常勤講師, [後

期] 津吉 彰 特任教授 【実務経験

者担当科目】

2 通年 E-203

5年 必修 パワーエレクトロニクス 加藤 真嗣 教授 1 後期 E-205

5年 必修 電気工学実験実習 加藤 真嗣 教授, 津吉 彰 特任教

授, 赤松 浩 教授, 森田 二朗 特任

教授, 池内 丈人 非常勤講師

2 前期 E-207

5年 必修 卒業研究 森田 二朗 特任教授, 津吉 彰 特

任教授, 佐藤 徹哉 教授, 道平 雅

一 教授, 赤松 浩 教授, 加藤 真嗣

教授, 中村 佳敬 教授, 酒井 昌彦

准教授, 河合 孝太郎 准教授

9 通年 E-209

5年 選択 工業英語Ⅱ 森田 悠作 非常勤講師 2 前期 E-211

5年 選択 放電現象 赤松 浩 教授 2 後期 E-213

5年 選択 通信工学Ⅰ 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者

担当科目】

2 前期 E-215

5年 選択 通信工学Ⅱ 中村 佳敬 教授 2 後期 E-217

5年 選択 電気磁気学Ⅲ 南 政孝 非常勤講師 2 前期 E-219

5年 選択 ロボット応用実践 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准

教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦

准教授, 尾山 匡浩 教授 【実務経

験者担当科目】（※成長産業技術

者教育プログラム(ロボット分野)開

講科目）

1 通年 E-221

■5年
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科　目

担当教員 武久 真士 講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 実用��漢字表��知�について�中間・定期試$%評'する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年;シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

様\�文^_主体�にbみ�dじ�fえ_整iすることにより�nか�人間性�d性�思fs_tう．論i��bw_通して��
y�iwsと適{�表�s_獲}する．また�単に文^_bん%そ�内É_iwするだけ%�く�他àと�協ä_通じて自
å�り�意é_形êする能s_tうことí本授業�重ñ�目�%ある．受講öには�bむ・ùく・ûす・üくことに†する多
角��活§へ�積極�参©™´められる．

【B1】随想�評論�小説�≥�基本�bw方法�鑑賞方法_習}し�それによ
り�随想�評論�小説�≥_bw・鑑賞%きる．

随想�評論�小説�≥_�yにbw・鑑賞%きているか�レポーæおよ¿中間・定
期試$%評'する．

【B1】思f_筋道立てて表�するため�知�と方法_習}する． 思f_筋道立てて表�するため�知�と方法™√についているか�レポーæお
よ¿中間・定期試$%評'する．

【B1】日本古代語に†する知�_習}し�日本古典文学作…_正yに�
代語À%きるように�る．

古代日本語に†する知�™√についているか�日本古典文学作…_正yに
�代日本語À%きるか�中間・定期試$%評'する．

【B1】古代日本�文化�古代中国�文学に†する知�_習}し�それ_説
Õ%きる．

古代日本�文化�古代中国�文学についてiw%きているか�中間・定期試
$%評'する．

【B1】実用��漢字表�_Œいこ�せるように�る．

ê–は�試$80%　レポーæ20%　として評'する．到達目標1～5について�試$80%（前後期�中間・定期試$�平
均）�到達目標1～2に†するレポーæ20%として評'�100点満点%60点以‡_合‚とする．

『精選　言語文化』（Õ治ù院）
『精選　�代�国語』（Õ治ù院）
『漢検漢字学習ステップ3級改訂四版』（日本漢字能s検定協会）

木下是雄『i科˘�作文技術』（中公新ù）
苅谷剛彦『知�複眼思f法』（講談社＋α文庫）
倉島保美『論i™�わる�ùく技術�』（講談社ブルーバックス）
外山滋比古『思f�整i学』（ちくま文庫）
岸田一隆『科学コミュニケーショ$』（平凡社新ù）

第2�3学年�国語�．

履修:�
注意事項

『漢検3級 漢字学習ステップ 改訂四版』（漢字能s検定協会）�内Éは�中間・定期試$�出題範*に+むため�漢検3
級に合‚しているà%あってí�必-購/すること．
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 イ$æロダクショ$ シラバスや�授業�方法についてw説する

2 小説bw 芥川龍之介�羅ö門�_bむ

3 小説bw 芥川龍之介�羅ö門�_bむ

4 小説bw 芥川龍之介�蜜柑�_bむ

5 古文/門 古文_bむにあたって�イ$æロダクショ$_<う

6 古文bw 『宇治拾遺物語』_bむ

7 古文bw 『十訓抄』_bむ

8 中間試$ 前期中間試$_実Dする．

9 中間試$�w答・w説�評論bw 中間試$�w答・w説�山崎正和�H�東西�_bむ

10 評論bw 多和田葉子��ふと�と�思わ-��_bむ

11 評論bw 平田オリザ�わかりあえ�いことから�_bむ

12 評論bw 原研哉�美意�は資U%ある�_bむ

13 古文bw 『徒然草』_bむ

14 古文bw 『徒然草』_bむ

15 前期まとめ 前期授業�総Z_<う

16 短\�鑑賞 教科ù所_�短\_bむ

17 俳a�鑑賞 教科ù所_�俳a_bむ

18 和\�鑑賞 教科ù所_�和\_bむ

19 漢文/門 漢文�bみ方について学ぶ

20 漢文bw 故事ê語_bむ

21 漢文bw 『十八史略』_bむ

22 漢文bw 『十八史略』_bむ

23 中間試$ 後期中間試$_実Dする．

24 中間試$�w答・w説．評論bw 中間試$�w答・w説�松田悠馬�未l_予nする最p�方法�_bむ

25 評論bw 西垣通�ビックデーtと人工知能�_bむ

26 評論bw 落合陽一�魔法�世紀�_bむ

27 小説bw 太宰治�|つ�_bむ

28 小説bw 太宰治�}け~み�え�_bむ

29 小説bw 太宰治�}け~み�え�_bむ

30 まとめ 一年間�総Z_<う

前期�後期とíに中間試$およ¿定期試$_実Dする．I
考
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科　目

担当教員 石原�の�子�准教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校�2025年 シラバス

国語�(Japanese�Language�and�Literature)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】�(�学修単位I�)

授4�
概6�方針

様CD文FG主体JKLみNOじNQえG整TすることKよ�NZかD人間性NO性N思Q`Gaうc論TJDLeG通してNJ
hDTe`と適jD表現`G獲nするc現代文はNエッセイN小説NwのLexと鑑賞xG学{するc古文はN日本古典文
学・古代日本語KÄする基礎知Ñの{nおよÜ古典文学作àの現代語âK基づきN日本語と日本文åKついてのTe
Gèめるcまí漢文の訓LG通じてNわñ国の文åñóきD影ôGöけí古代中国の思想・文学Kûれるc

【B1】随想N評論N小説Nwの基本JLe方xN鑑賞方xG{nしNそれKよ
�N随想N評論N小説NwGLe・鑑賞できるc

随想N評論N小説NwGJhKLe・鑑賞できているかN中間・定期試®で評価
するc

【B1】思QG筋道立てて表現するíめの知Ñと方xG{nするc 思QG筋道立てて表現するíめの知Ñと方xñ¨KついているかNレポー∞お
よÜ中間・定期試®で評価するc

【B1】日本古代語KÄする知ÑG{nしN日本古典文学作àG正hK現
代語âできるようKDるc

古代日本語KÄする知Ññ¨KついているかN日本古典文学作àG正hK
現代日本語âできるかNレポー∞およÜ中間・定期試®で評価するc

【B1】古代日本の文åN古代中国の思想と文学KÄする知ÑG{nしNそ
れG説≤できるc

古代日本の文åN古代中国の思想と文学KついてTeできているかNレポー∞
およÜ中間・定期試®で評価するc

【B1】実用JD漢字表現G∂いこDせるようKDるc 実用JD漢字表現の知ÑKついてNレポー∞およÜ中間・定期試®で評価す
るc

成πはN試®80%　レポー∞20%　として評価するc到達目標1～5Kついての試®80%（前後期の中間・定期試®の平
均）N到達目標2～5KÄするレポー∞20%として評価N100点満点で60点以 G合ÃとするcDおN各試®Kおいて再試®
G実œする場合はN70点以 で合ÃとしN当該試®の点‘G60点とするc

『高等学校現代の国語』N『高等学校言語文å』（第一学{社）
『論T国語』（‘研出版）
『漢検準2級�漢字学{ステップ�改訂三版』（漢字能`検定協会）

福澤一吉『文FG論TでLみeくíめのクリティカル・リーディンÙ』（NHK出版新書）
村 慎一『D¸国語G学ぶのか』（岩ˇジュニ�新書）
山口仲美『日本語の歴史』（岩ˇ新書）
定延利之編・森篤嗣・茂木俊伸・金田純平『�íちの日本語』（朝倉書店）
二通信子・門倉正美・佐藤広子編『日本語`Gつける文FL本』（東京ó学出版会）

第1N3学年「国語」c

履修:�
注意事項

『漢検準2級�漢字学{ステップ�改訂三版』（漢字能`検定協会）の内)はN中間・定期試®の出題範,K-むcまíN夏
季・冬季休業中の課題として4利用するcそのíめN漢検準2級K合Ãしている5であって4N必8購:することc
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンスN国語G学ぶ意義KついてN評論の精L ガイダンスN（現代文）「?いつDñ�」（東浩紀）G精Lするc

2 評論の精L （現代文）「?いつDñ�」（東浩紀）G精Lするc

3 評論の精L （現代文）「?いつDñ�」（東浩紀）G精Lするc

4 評論の精L・古代の随BGLむ （現代文）「?いつDñ�」（東浩紀）G精Lするc／（古文）『枕草子』GLむc

5 古代の随BGLむ （古文）『枕草子』GLむc

6 古代の随BGLむ （古文）『枕草子』GLむc

7 古代の随BGLむ （古文）『枕草子』GLむc

8 中間試® 前期中間試®G実œするc

9 中間試®のe答・e説c評論のLe／評論の精L

10 評論の精L

11 評論の精L

12 評論の精L／中世軍記物語GLむ

13 中世軍記物語GLむ （古文）『平家物語』GLむ

14 中世軍記物語GLむ （古文）『平家物語』GLむ

15 中世軍記物語GLむ （古文）『平家物語』GLむ

16 俳MKついてc俳MのeNと鑑賞 （現代文）俳MKついて学ぶc教科書所Pの俳MGeN・鑑賞するc

17 俳MのeNと鑑賞 （現代文）教科書所Pの俳MGeN・鑑賞するc

18 俳MのeNと鑑賞 （現代文）教科書所Pの俳MGeN・鑑賞する

19 近世の俳諧紀行文GLむ （古文）『Tの細道』GLむc

20 近世の俳諧紀行文GLむ （古文）『Tの細道』GLむc

21 近世の俳諧紀行文GLむ （古文）『Tの細道』GLむc

22 近世の俳諧紀行文GLむ （古文）『Tの細道』GLむc

23 中間試® 後期中間試®G実œするc

24 中間試®のe答・e説c評論のLe 中間試®のe答・e説c（現代文）「フェ�D競争」（内田樹）G精Lするc

25 評論のLe （現代文）「フェ�D競争」（内田樹）G精Lするc

26 評論のLe （現代文）「フェ�D競争」（内田樹）G精Lするc

27 漢wのeNと鑑賞 （現代文）「フェ�D競争」（内田樹）G精Lするc

28 漢wKついてc漢wのeNと鑑賞 （漢文）漢wKついて教科書所Pの漢wG鑑賞するc

29 漢wのeNと鑑賞 （漢文）教科書所Pの漢wG鑑賞するc

30 漢wのeNと鑑賞 （漢文）教科書所Pの漢wG鑑賞するc

前期N後期と4K中間試®およÜ定期試®G実œするc

中間試®のe答・e説c（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）G精Lする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）G精Lする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）G精Lする.

（現代文）「未来世代への責任」（岩井克人）G精Lする.／（古文）『平家物語』GLむ

I
考
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科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

第1，2学年CDっF一般教IとしてM国語C学んだことQ確Sし，そM発展的・実践的学ZQDう\エッセイ・小説・詩・短
歌・俳gなどについて学Zし，エッセイM執筆，短歌・俳gM作成qそM解説Qsむ），志望動機・自己PRM作成q4年�M
Äに参ÇすÑインターンシッàMエントリーシート作成MFめM準çとして）QDう\

【B1】エッセイ・小説・詩・短歌・俳gM読解方êおよì鑑賞方êQZñし，
そM方êによってエッセイ・小説・詩・短歌・俳gQ鑑賞CきÑ\

エッセイ・小説・詩・短歌・俳gQ的確に読解・鑑賞CきていÑか，定期試úC
評ûすÑ\

【B1】文üM明°な文¢Q£くFめM知¶と方ê，短歌・俳gなどM簡単
な文学作®M作成êQZñし，文üM明°な文¢Q£き，簡単な文学作
®Q作ÑことがCきÑ\

明°な文¢Q£くFめM知¶と方ê，簡単な文学作®M作成êQ™につけ，そ
れQ実践すÑことがCきていÑか，レポートと提出±C評ûすÑ\

【B1】実用的な漢字能力q漢検2級程�）およì語彙力Q™につけÑ\ 実用的な漢字能力，語彙力が™についていÑか，年2回実ºM漢字小テストと
定期試úC評ûすÑ\

成æは，試ú60%　レポート14%　小テスト20%　提出±q俳g・短歌）6%　として評ûすÑ\試úは到達目標1，3につ
いてM定期試úM平均«M60%C評ûすÑ\到達目標2についてMレポートと提出±20%，到達目標3についてM小テス
ト20%C評ûすÑ\試ú・レポート・小テストM合計100点満点C，60点以ÕQ合ŒとすÑ\

「論理国語」q筑摩£房），「文学国語」q筑摩£房）
「漢検2級漢字学Zステッà　改訂四版」q漢字能力検定協会）
àリント教材

1，2年国語\4年国語表現ê\

履修:�
注意事項
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授4計画（国語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンス\さまざまな文体\漢字M練Zq原則，毎週）\

2 エッセイM読解 教科£MエッセイQ通読し，読解すÑ\

3 エッセイM読解 教科£MエッセイQ読解すÑ\

4 エッセイM読解 教科£所ÎMエッセイQ読解すÑ\

5 エッセイM読解 教科£所ÎMエッセイQ読解すÑ\

6 前期レポート課題qエッセイM執筆）M作成êについて 前期レポート課題qエッセイM執筆）M作成êについて解説すÑ\

7 俳gM作成ê\俳gM解Ôと鑑賞\漢字小テストq予定） 俳gM作成êについて簡単にÒす\教科£M俳gQ通読し，解Ô・鑑賞すÑ\漢字小テストQ実ºすÑq予定）\

8 俳gM解Ôと鑑賞 教科£M俳gQ解Ôし，鑑賞すÑ\

9 俳gM解Ôと鑑賞\俳gM作成q提出課題） 教科£M俳gQ解Ôし，鑑賞すÑ\俳gQ作り，そM解説Q£くq提出課題）\

10 俳gM解Ôと鑑賞 教科£M俳gQ解Ôし，鑑賞すÑ\

11 小説Q読むことMü義\教科£M小説Q読む 小説Q読むことMü義について，解説すÑ\教科£M小説Q通読すÑ\

12 小説Q読む 教科£M小説Q読解すÑ\

13 小説Q読む 教科£M小説Q読解すÑ\

14 小説Q読む\ 教科£M小説Q読解すÑ\

15 前期Mまとめ 前期MまとめQDう\

16

17 エントリーシートM£き方について エントリーエントリーシートM£き方について解説すÑqàリント教材）\

18 短歌M作成ê\短歌M解Ôと鑑賞 短歌M作成êについて簡単にÒす\教科£M短歌Q通読し，解Ô・鑑賞すÑ\

19 短歌M解Ôと鑑賞 教科£M短歌Q解Ôし，鑑賞すÑ\

20 短歌M解Ôと鑑賞 教科£M短歌Q解Ôし，鑑賞すÑ\

21 短歌M解Ôと鑑賞\短歌M作成q提出課題） 教科£M短歌Q解Ôし，鑑賞すÑ\短歌Q作り，そM解説Q£くq提出課題）\

22 詩M本Ùについて\詩M解Ôと鑑賞\漢字小テストq予定） 詩M本Ùについて解説すÑ\教科£M詩Q通読し，解Ô・鑑賞すÑ\漢字小テストQ実ºすÑq予定）\

23 詩M解Ôと鑑賞 教科£M詩Q解Ôし，鑑賞すÑ\

24 詩M解Ôと鑑賞 教科£M詩Q解Ôし，鑑賞すÑ\

25 日本文ˆM特¯について 日本文ˆM特¯について簡単に解説すÑqàリント教材）\

26 エッセイM通読と読解 教科£MエッセイQ通読し，読解すÑ\

27 エッセイM読解 教科£MエッセイQ読解すÑ\

28 エッセイM読解 教科£MエッセイQ読解すÑ\

29 エッセイM読解\ 教科£MエッセイQ読解すÑ\

30 後期Mまとめ 後期MまとめQDう\

前期定期試úおよì後期定期試úQ実ºすÑ\

さまざまな文体について，具体˚Q¸げて解説すÑqàリント教材）\漢字M練ZQDうq以下，漢字M練Zは原則毎週実º\漢字
小テストは年2回実º\詳�は授業C連�すÑ）\

後期レポート課題M作成êについて\エントリーシートM£き方につい
て\

後期レポート課題q志望動機・自己PRQ£く）M作成êについて，解説すÑ\エントリーシートM£き方について解説すÑqàリント
教材）

I
考
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科　目

担当教員 野中 成淳 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

事前学���め�発��質疑応 !意欲$!%&'み�国語�+!必-.知0�技2�確4!�5するよ9:がけるこ�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Mシラバス

国語�+法 (Japanese Expression)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本語�使nする様p.場rでt諸問w�%&xげ�日本語t�+�日本zt発{t特}!ついて�知0t整理�自発
$.考察�適á.4à!よ&�5するこ��目äす．テキスçt設問!èっë学ít発���それ!ïする質疑応 �中:
!授業�óめる．

【B1】文章�+t基õ��5する． úしこ�ば�üきこ�ばt°い�原稿n§t使い方�文章�+・構成t注意点
が©!ついているか�定期試Æおよ∞レポーç!よ&評µする．

【B1】論理$文章t基õ��5する． 文∑が統πされë論理$.文章がüけるか�定期試Æおよ∞レポーç!よ&
評µする．

【B1】レポーçtüき方��5する． 資料・文献等t根ø!基づき�自¡t意¬�筋ƒ�立てて≈べるこ�ができる
か�定期試Æ�レポーç!よ&評µする．

【B1】就職活 Àビジネスt場でœめられる文ütüき方��5する． 日常í活Àビジネスt場!適しëこ�ば—いが理“できているか�定期試Æ
およ∞レポーç!よ&評µする．

【B1】日常í活Àビジネスt場!おける”しいこ�ば—い��5する． 適á.こ�ば�nいë口’でt自¡�+ができるか�定期試Æ�レポーçおよ
∞演�発�!よ&評µする．

【B1】口’発�!おける自¡�+t方法��5する． わか&Àすく�興⁄t€てる口’発�tëめt知0・技2が�5できëか�授
業中t演�発��定期試Æおよ∞レポーç!よ&評µする．

成‹は�試Æ60%　レポーç10%　プレゼンテーション30%　�して評µする．到達目標1～6!Ëする定期試Æt平均
Î�60%�到達目標1～6!Ëするレポーç10%�到達目標5�6!Ëするプレゼンテーション30%�して評µ．100点満点で
60点以x�合Ô�する．

野田尚史・森口稔『日本語�úすçレーニン˜』˘ひつ˚ü房）
『〔三訂版〕国語t常0plus』˘明治ü院）
そtほか�適
プリンç�配
する．

野田尚史『.��わら.い�そt日本語』˘岩波ü店�2005）
定延利之・茂木俊伸・金田純平・森篤嗣『�ëちt日本語』˘朝倉ü店 �2012)
石黒圭『論文・レポーçt基本』˘日本4業出版社�2012）
石黒圭『文章は接続)で*まる』˘光文社�2008）
河野哲也『レポーç・論文tüき方入門』˘慶應義塾大学出版会�2002）

第3学年「国語」

履修:�
注意事項
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授4計画（国語表現�）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンス．

2 発�t仕方t説明

3 問い合わせ�する

4 お@い�する

5 お@い�する

6 A9�Bる�Cる

7 受講E!ËFtGい事例研究

8 受講E!ËFtGい事例研究

9 受講E!ËFtGい事例研究

10 ƒÀ交通t案M�する

11 インタビュー�する

12 スピーQ�する

13 スピーQ�する

14 会Rで発S�する

15 受講E!ËFtGい事例研究

16 受講E!ËFtGい事例研究

17 会Rで発S�する

18 手U�説明する

19 Àさしい日本語�úす

20 Àさしい日本語�úす

21 受講E!ËFtGい事例研究

22 受講E!ËFtGい事例研究

23 受講E!ËFtGい事例研究

24 プレゼンテーション�する

25 プレゼンテーション�する

26 研究�発�する

27 研究�発�する

28 r接�受ける

29 r接�受ける

30 受講E!ËFtGい事例研究

前期定期試Æおよ∞後期定期試Æ�4Wする．

授業t目$・成‹評µt方法・授業計Y!ついてガイタンス�Z9˘注意：初]から教科ü�nいるtで必_€`するこ�）.発
�予定t立案

分野別課w研究1

çレーニン˜1「問い合わせ�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜3「お@い�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜3「お@い�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜5「A9�Bる�Cる」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

分野別課w研究2

分野別課w研究3

分野別課w研究4

çレーニン˜6「ƒÀ交通t案M�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜7「インタビュー�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜8「スピーQ�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜8「スピーQ�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜10「会Rで発S�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

分野別課w研究4

分野別課w研究5

çレーニン˜10「会Rで発S�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜11「手U�説明する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜12「Àさしい日本語�úす」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜12「Àさしい日本語�úす」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

分野別課w研究6

分野別課w研究7

分野別課w研究8

çレーニン˜13「プレゼンテーション�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜13「プレゼンテーション�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜14「研究�発�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜14「研究�発�する」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜15「r接�受ける」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

çレーニン˜15「r接�受ける」t発��質疑応 ．問w点t考察�“説

分野別課w研究9

K
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

歴史 (Histor,)

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本列>?社AB対外関係，具体JにL外交・貿易・文QなSテーVとするZ古\か^近\?開aまでBdうが，通史でL
ないZ日本列>?歴史B世界史?動kと関lさせopえることBめざすZ

【C3】日本列>?社Au文Q?変wについo原zか^近\に{るまで?
概}B理�することができるZ

日本列>?社Au文Q?変wについo原zか^近\に{るまで?概}につ
いo?理�B中間試Ñおよá定期試Ñで評ãするZ

【C3】具体Jな史åu歴史叙éにèづいo，歴史J事íu事ì?内wと
因果関係B説òすることができるZ

授業でdっö歴史J事íu事ì?内wと因果関係についo?理�B，中間
試Ñおよá定期試Ñで評ãするZ

【C3】歴史J事íu事ì?内wと因果関係B，正úかつ丁ûに�説，表現
することができるZ

授業でdっö歴史J事íu事ì?内wと因果関係についo?理�B，歴史
プリン§およáノー§検ßで評ãするZ

【C3】史®u文Q©およá近\Q遺´についo，実≠に調ßしo，そ?作
成過¥B説òすることができるZ歴史J事íu歴史µ?人∑についo調
べるとともに客観Jに評ãすることができるZ

各Ωが興øB¿つテーVにしöがっo，史®u文Q©およá近\Q遺´につ
いo，まö歴史J事íu歴史µ?人∑についo，作成するレポー§?内wで評
ãするZ

成√L，試Ñ70%　レポー§14%　歴史プリン§、ノー§16%　としo評ãするZ到達目標1，2，3についoL中間およá定
期試Ñ4Ã?平均œで評ãするZまö到達目標3についoL歴史プリン§作成およáノー§検ßで評ãするZ目標4につい
oLレポー§で評ãするZこれ^B総“しo100œ満œで60œ以µB“’とするZ

『詳説日本史　改訂版』:石井進・五ø文彦・笹山晴生・高埜利彦ほか著（山川出版社）
『最新日本史図表　四訂版』外園豊è編集\表（第一学習社）

『日本史B用語集』（山川出版社）
『角川日本史辞典』（角川書店）

歴史（2年）・日本史学A（5年）・日本史学B（5年）・環�と人�?歴史（5年）・社Aと文Q?歴史（5年）

履修:�
注意事項

中学校までで学ん�知	にèづ
内w�が，教科書B授業�に�んでお
ことB期
するZ授業に参�する姿�?�しい
�についoL個�に注�するZ
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授4計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 導入－日本?歴史B学��øとL�か 日本列>?�≠��Jな多様"についoú#し，そ?歴史Jな形成についopえるZ

2 照葉樹林文Q)と弥生文Q，中国王-?興.と弥生時\?日本列>?社AについopえるZ

3 律令制導入期?日本社Aと-鮮半>?動kB関lづけopえるZ

4 奈良時\およá平安時\初期?政;と文Q?動きB理�するZ

5 遣唐使廃止�A?ユーラシC東方≠�?政;J情�と，いわゆる�国風文Q�?成立B関lづけopえるZ

6

7 平安時\A期?日本社A?社AJ・経済Jな変wと�日宋貿易�?実MについopえるZ

8 �期中間試Ñ

9 中間試Ñ?�Nとまとめ

10 元寇�A?東CジC世界?動kと日本社A?変wB理�するZ

11 元寇A?貿易と��期倭寇�?出現についo理�するZ

12 òおよá-鮮?成立と室町aT?外交・通商政Vについo理�するZ

13 �勘“貿易�?変wと琉球王国Bめぐる国際関係B関lづけo理�するZ

14 蝦夷≠?動kと�A期倭寇�?出現BユーラシC東方≠�?動kと関lづけo理�するZ

15 中世か^近世にかけo?転換期?社AB国際関係B経済史?`か^pえるZ

16

17 大航海時\と戦国時\?日本社A?動kB関lづけo理�するZ

18 豊臣政f?外交と-鮮出gB東CジC?国際関係と関lづけo理�するZ

19 徳川家j?外交・通商政VBa藩体制形成と?関lか^学�Z

20 いわゆる�鎖国�体制?成立BユーラシC東方≠�?動kと関lづけo理�するZ

21 新井白石と徳川吉n?対外#	，外交政VB比pしなが^，江戸時\?経済と社AについopえるZ

22 -鮮通信使Bめぐる外交政Vとオランt東インvA社?通商戦w?変wについo理�するZ

23 A期中間試Ñ　

24 中間試Ñ?�Nとまとめ

25 �漂流民�と�漂着民�?存}か^江戸時\?社AについopえるZ

26

27

28 a末期?日本外交B世界情�?変wと関lづけo理�するZ

29 ò;初期における日本外交B世界情�?変wと関lづけo理�するZ

30 日本列>?歴史B，世界史?視œでÄえること?�義についopえるZ

�期，A期ともに中間試Ñおよá定期試ÑB実ÅするZ

古\?日本とユーラシC東方≠�（1）

古\?日本とユーラシC東方≠�（2）

古\?日本とユーラシC東方≠�（3）

古\?日本とユーラシC東方≠�（4）

中世?日本とユーラシC東方≠�（1） 10-12世ÉにおけるユーラシC東方≠�?経済J・社AJ変動についopえるZ

中世?日本とユーラシC東方≠�（2）

第1Ñか^第7Ñまで?内wについo試ÑBÖうZ

中間試Ñ?内wについo�説するZÉ元�10世Éか^12世Éまで?日本社A?動きB，世界?動きと?関lか^理�するZ

中世?日本とユーラシC東方≠�（3）

中世?日本とユーラシC東方≠�（4）

中世?日本とユーラシC東方≠�（5）

中世?日本とユーラシC東方≠�（6）

中世?日本とユーラシC東方≠�（7）

中世?日本とユーラシC東方≠�（8）

近世?日本と世界?動き（1） �期?学習内wBú#するZ15，16世É?�世界?一体Q�?概観B理�するZ

近世?日本と世界?動き（2）

近世?日本と世界?動き（3）

近世?日本と世界?動き（4）

近世?日本と世界?動き（5）

近世?日本と世界?動き（6）

近世?日本と世界?動き（7）

第16Ñか^第22Ñまで?内wについo試ÑBÖうZ

中間試Ñ?内wについo�説するZ16世Éか^18世É�半まで?日本社A?動きB，世界?動きと?関lか^理�するZ

日本と世界?近\へ?動き（1）

日本と世界?近\へ?動き（2） 田沼�âと松平定信?通商・国防政Vと18世ÉA半か^19世É初めにかけo?ロシC?動kB理�するZ

日本と世界?近\へ?動き（3） 18世ÉA半か^19世É初めにかけo?イギリス?動kB太平洋・インv洋≠�?変wB関lづけopえるZ

日本と世界?近\へ?動き（4）

日本と世界?近\へ?動き（5）

日本と世界?近\へ?動き（6）

I
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

地理 (Geograph0)

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

人@A活CD自FDA関係，自F相互@A因果関係，社会的・経済的状TD人口構成・人@A諸活CA関係Y地形図・
統]か_`abc学dYすc

【C3】人@A活CD自FDA関係，自F相互@A因果関係，社会的・経済
的状TD人口構成・人@A諸活CA関係f理gできc

人@A活CD自FDA関係，自F相互@A因果関係，社会的・経済的状TD
人口構成・人@A諸活CA関係f理gできcかY中@試験・定期試験・課題
で評rすc

【C3】地形図・各種統]Y活uすcこDfできc 地形図・各種統]Y活uすcこDfできcかY中@試験・定期試験・課題で
評rすc

成wは，試験80%　レポート20%　Dし~評rすc．100ÄY満ÄDし，60Ä以ÑY合ÜDすc．試験成wは中@試験，定
期試験A平均ÄDすc．

âä崎典隆他「新詳地理探求」：帝国書院
荒井良雄他「新詳高等地図」：帝国書院

履修:�
注意事項
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授4計画（地理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 地球規†A大地形A分£D成因

2 内的営¶A影響

3 地形図A基本

4 地形図か_小地形Y判≠し，災Ø∞集≤DA関係YD_えc．

5 地形図か_小地形Y判≠し，災Ø∞集≤DA関係YD_えc．

6 地形図か_村≤なµ歴∑Y`abc．

7 地形図か_村≤なµ歴∑Y`abc．

8 中@試験

9

10 気候分£A形成要因Y学dし，デーªか_特ΩY`abり，地ÄY特定すc手¿Y学dすc．

11 気候ごDA土壌・植≈A特∆D形成要因Y学dすc．

12 気候ごDA土壌・植≈A特∆D形成要因Y学dすc．

13 自F条»Y背 DしÀ農業A分£・成立Y学dすc．

14 自F条»Y背 DしÀ農業A分£・成立Y学dすc．

15 自F環ŒD文化 自F環ŒD衣食”なµ文化A関係

16

17

18 人口構成D地域特ΩA関係Y学dすc．人口移CD人口構成

19 人口構成D地域特ΩA関係Y学dすc．経済D人口構成

20 工業立地A類◊Y学dすc．

21 工業立地A類◊Y学dすc．

22 工業D地域 工業D地域・経済発ŸA関係

23 中@試験

24 中@試験A返却・g‹Y›うDDも‡市街地A発Ÿ過„‡つい~学dすc

25 郊ÁA発Ÿ過„‡つい~学dすc

26 都市‡おけc問題DそA対Ó‡つい~学dすc

27 都市‡おけc問題DそA対Ó‡つい~学dすc

28 都市圏 都市D周辺地域

29 人@A活CD環ŒA関係‡つい~学dすc

30 人@A活CD環ŒA関係‡つい~学dすc

内的営¶‡よc地形1

内的営¶‡よc地形2

地形図A判`1

地形図A判`2

地形図A判`3

地形図A利u1

地形図A利u2

第1週ˆか_第7週ˆA範˘で試験Y›う

気候要˙D特Ω1な_び‡中@試験Ag答g‹ 中@試験A返却・g答Ag‹Y›うDDも‡気候分£A形成要因Y学dし，デーªか_特ΩY`abり，地ÄY特定すc手¿Y
学dすc．

気候要˙D特Ω2

気候D土壌・植≈1

気候D土壌・植≈2

自FD農業1

自FD農業2

人口A変化D要因1 人口変化A社会的・経済的要因Y学dすc．人口転換論1期D2期

人口A変化D要因2 人口変化A社会的・経済的要因Y学dすc．人口転換論3期D4期

人口構成D地域1

人口構成D地域2

工業立地1

工業立地2

第16週ˆか_第22週ˆA範˘で試験Y›なう

中@試験Ag‹および都市A内部構造1

都市A内部構造2

都市問題1

都市問題2

環Œ問題1

環Œ問題2

I
考

前期，後期Dも‡中@試験および定期試験Y実�すc．
学年	‡再試験Y›うこDfあc．
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科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(20%), D1(80%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

倫理 (Ethic-)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

我<はな?@きているのか，どI@きるべきなのか，自LはこれからどIなっていくのかR我<のSのTりにはこIしX素Zで
哲学]な疑_があふれているRこの授業では先eの思gh哲学i歴史]に学びつつ，現oのさまざまな倫理]諸_tに
uれることで，wでもない自L自Sがこれから先どI@きていくべきなのかiyえていくR

【C3】倫理h哲学といっX思g]な_t{があることi理|し，自L自S
の_tとして}き~けてyえることができるR

倫理h哲学，思g一Åについての理|!と，自L自Sの_tとして}き~け
てyえることができているかi授業内課th定期試áで評âするR

【C3】東åの源流思gièしく理|できているR ギリシí思g，ユダヤ・キリスó教，イスラーム，仏教，中国思gの理|!i授業
内課th定期試áで評âするR

【C3】å洋近現o哲学の展¢と日本思gから日本哲学への進展，現o社
ßにおける諸課tと倫理の関™ièしく理|できているR

近o以¨のå洋哲学および日本思gの史]展¢の理|!，現o技Øh@命
倫理，環境倫理といっX応用倫理学の諸_tについての理|!i授業内課
th定期試áで評âするR

【C3】思gの表現∂である文章πテクスóºièしく読|し，æかれている内
øhその真¬の条ƒiè≈に判定できるR

文章のè≈な読|«と文»i判定する思y«i授業内課th定期試áで
評âするR

【D1】現o社ßにおける倫理]_tについて自Lの意 i矛Ãなく展¢
できるR

現o社ßにおける倫理]_tについて自Lの意 i矛Ãなく展¢できるかi
授業内課th定期試áで評âするR

成Œは，試á70%　授業内課t30%　として評âするR100点満点で60点以”i合’とするR

『高等学校倫理』：越智貢・w 著π第一学習社º
『íプロー·倫理資料PLUS』：長島隆行・w 編著π東京法令º

『倫理用語集』：濱井修 監修，小寺聡 編π山川出版社º
適宜，補助資料としてプリンói配�するR

哲学A，哲学B

履修:�
注意事項

授業では�くの思g�h哲学�の名	が出てきますが，それらは単なる記�ではなく，歴史]に@きX実
のe�ですR
実�に�らのæいXものi読むことで，みなさんの中にそれが�ることになりますR興�i�っX思g�・哲学�の文章に，
積極]にuれるよIにしてくださいR
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授4計画（倫理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ガイダンス：�倫理�で学�思gと哲学 哲学i導 に，倫理といIL!の位"づけi$IR授業の進%&なども説(するR

2 青年期の特+i学び，自L自Sの,のあり&と-らし合わせてyえるR

3 欲1h葛3といっXe4の根源]な6みと7き合い，どIいI時oに@きているかi把:するR

4 初期自然哲学hソフィスóといっXソクラテス以	のギリシí思gについて学�R

5 ソクラテス・プラóン・íリスóテレスi概Bし，ギリシí哲学の枠Dみi理|するR

6 プラóンとíリスóテレスの思gにEみFみ，Gかい用語hyえ&などの理|iH%るR

7 その¨のギリシí思gの展¢i学び，ギリシí思g全∂の総Ki行なIR

8 	期中4試á 	期のそれまでの内øについて中4試ái実LするR

9 旧約聖æとユダヤ教について学び，イエス登Rの経TiUさえるR

10 新約聖æとキリスó教について学び，その¨の発展i理|するR

11 	XiEまえてスコラ哲学への進展i検[しX¨，イスラームについて学�R

12 仏教の成立とガウタマ＝シッダールタの思gi学び，原始仏教の基本i理|するR

13 部fと大hへのLiについて学び，大h仏教の展¢iUさえるR

14 孔孟，老mといっX諸子百�の思gについて学�R

15 	XiEまえて中国思gの内øiH%X¨，	期最終Tとして源流思girりsるR

16 日本思gのルーtとしての古神vと仏教伝xi学び，神vと鎌倉仏教への展¢iUさえるR

17 近世日本思gとして江戸時oの儒学h国学i学び，近o化以	の日本思gの特+i理|するR

18 �近o�の成立 å洋における近oの成立i宗教改革，近o科学の成立i通して学�R

19 近o哲学i特+づけるイギリス経áÇと大陸合理Çの概Ñi学�R

20 カンóの理Ç理Üに関するyえi学び，カンó認識Çの基本iUさえるR

21 カンóの実践理Üに関するyえi学び，カンó倫理学のÑ点iUさえるR

22 カンó以¨，ヘーゲルi中åにドイtB念Çへの展¢i学�R

23 ¨期中4試á ¨期のそれまでの内øについて中4試ái実LするR

24 マルクス，フロイó，ニー·êio表に，戦¨構造主義の土ñとなっX哲学・思gi学�R

25

26 日本の近o化と個eの自覚，日本哲学の成立について学�R

27 京都学fの成立i概Bしつつ，å田幾�úの哲学について学�R

28 京都学fの哲学i概Bし，和辻哲úの倫理学について学�R

29 @命倫理h環境倫理の諸_tについて学び，現oi@きる”で留意しておくべき課ti認識するR

30

	期，¨期ともに中4試áおよび定期試ái実LするR

青年期の課tπ1º

青年期の課tπ2º

ギリシí思gπ1º

ギリシí思gπ2º

ギリシí思gπ3º

ギリシí思gπ4º

ユダヤ・キリスó・イスラームπ1º

ユダヤ・キリスó・イスラームπ2º

ユダヤ・キリスó・イスラームπ3º

仏教π1º

仏教π2º

中国思gπ1º

中国思gπ2º

日本思gπ1º

日本思gπ2º

å洋近o哲学π1º

å洋近o哲学π2º

å洋近o哲学π3º

å洋近o哲学π4º

ヘーゲル以¨の哲学思gπ1º

ヘーゲル以¨の哲学思gπ2º 	Xの°きとして内øi補¢しつつ，適宜19世§から20世§にかけての哲学]諸思•i¶り”げるR

近o日本哲学π1º

近o日本哲学π2º

近o日本哲学π3º

現oの諸課tと倫理π1º

現oの諸課tと倫理π2º 情報倫理h技Ø�倫理について学び，AIなどの科学技Øのあり&についてyえるR

I
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

教科�をよ��み�内�を理�できるようにすること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年4シラバス

歴史 (HistorA)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現PQ日本社UにVきる人Xにとって�[Q社UとQコミュニケーショcd必要不可hであり�そQ基mとなるQo歴史に
ついてQ知sである．本授業でd�近P社UQ成立かv現PにwるまでQ世zQ歴史を{市民革~」{帝国主義」{戦Ñ」を
中Üとして学んでい�．

【C3】16世äかv現ãまでQ世zQ歴史Qåれを理�できる． 16世äかv現ãまでQ世zQ歴史QåれQ理�4を�中X試èおよë定期
試èで評ïする．

【C3】基本ñな世zQ歴史ñ事òを理�する． 基本ñな世zQ歴史ñ事òQ理�4を�中X試èおよë定期試èとレポート
・提出ûで評ïする．

【C3】16世äかv現PまでQ世zQ社U問†°文£に§して理�できる
．

16世äかv現PまでQ世zQ社U問†°文£に§してQ理�4を�中X試
èおよë定期試èで評ïする．

【C3】現PQ社Uにおける事¶を世zQ歴史に§ßさせて思´できる． 現PQ社Uにおける事¶を世zQ歴史に§ßさせて思´できているか�レポ
ート・提出ûで評ïする．

成¨d�試è70%　レポート・提出û30%　として評ïする．到達目標1・2・3についてd�中Xおよë定期試è4≥Q平
均∂で評ïする．ま∑到達目標2についてd�レポート・提出ûで∏評ïする．到達目標4についてd�レポート・提出ûで評
ïする．これvを総∫して�100∂満∂で60∂以Ωを∫æとする．

木村靖二[『詳説世z史』（山川出版社）
第一学習社編集部編『グローバルワイ◊最新世z史図表』（第一学習社）

全国歴史教育研究協議U編『世z史用語集』（山川出版社）
西川正雄[編『角川世z史辞典』（角川�店）

歴史（1年）�日本史学A（5年）�日本史学B（5年）�環Óと人ÔQ歴史（5年）�社Uと文£Q歴史（5年）

履修:�
注意事項
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授4計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 導入・主権国家体ıとd 世z史を学ˆΩでQ基m概¯とヨーロッ˚Q主権国家体ıについて理�する．

2 絶対王ˇと市民革~ イギリス・フラcスでQ王ˇと革~について理�する．

3 産業革~とアメリ�独立革~ イギリスかv	まっ∑産業革~およëアメリ�o独立する情�を理�する．

4 アcシャc＝レジー�とd�かを理�し�フラcス革~Q意義について理�する．

5 フラcス革~Q経�とナポレオcQ動�について理�する．

6 七月革~と二月革~Q意義について知る．ま∑�イギリス・フラcスを中Üとし∑ヨーロッ˚情�を理�する．

7 前�に�じ．

8 中X試è

9 ヨーロッ˚Q再編 中X試èQ内�について�答・�説し�イタリアと◊イ!o統一する情�を理�する．

10 アメリ�Q発展 アメリ�∫衆国o発展・拡'し�南北戦Ño*こる経�を理�する．

11 オスマc帝国と�ガル帝国 オスマc帝国と�ガル帝国o�列.Q圧0によって衰退・滅4する経�を理�する．

12 東南アジア諸国と清朝 東南アジア諸国o植民地£され�清朝∏アヘc戦Ñ以<に半植民地£してい�経�を理�する．

13 帝国主義Q展>と植民地 帝国主義o全面ñに展>し�列.Q植民地Ñ@Q情�について理�する．

14 アジア諸国Q改革 清朝Q滅4と辛亥革~Q経�について理�する．ま∑�アジア各地でQ民族運動について´える．

15

16 アジアQ革~と運動 清朝o滅4する過Iを理�する．ま∑アジア諸国でQ民族運動Q高まりを知る．

17 第一次世z'戦Q勃発かv終戦までQ経�を知る．ま∑ロシア革~について理�する．

18

19 前�に�じ．

20 戦X期Qアジアとヨーロッ˚ アジアにおける民族運動Q高まりとヨーロッ˚Q協調体ıを理�する．

21 世z恐Oo世zにPえ∑影Rについて´える．ま∑�ファシズ�諸国Q動�o意Uする∏Qを理�する．

22 前�に�じ．

23 中X試è

24 中X試èQ�答・�説をおこなう．ま∑�第二次世z'戦o*こり�それo世zにどQような影RをPえ∑かを理�する．

25 前�に�じ．

26 冷戦構Yと第三世zとQ§[について理�する．ま∑各地Q戦Ñ・紛ÑQ経�とそQ意Uを´える．

27 前�に�じ．

28 戦]Qベトナ�と中東 紛Ñ・戦Ño_い∑地`Q状bについて理�する．

29 冷戦Q終結 deQ対立o終わり�新∑な紛ÑQ時Pへと移jすることを理�する．

30 まとめl歴史を学ˆこととd�か

前期�]期と∏に中X試èおよë定期試èを実nする．

フラcス革~とナポレオc（1）

フラcス革~とナポレオc（2）

ウィーc体ıとそQ崩壊(1)

ウィーc体ıとそQ崩壊(2)

第1�かv第7�までQ内�について試èをjう．

19世äQ歴史を´える 19世äQ世zQ歴史について´える．

第一次世z'戦(1)

ヴェルサイw体ıとワシcトc体ı（1） 国際協調Q時PとしてQ1920年Pをヨーロッ˚・アジアを中Üにして学ˆ．ま∑�各地`Q民族運動について理�する．

ヴェルサイw体ıとワシcトc体ı（2）

世z恐Oとファシズ�(1)

世z恐Oとファシズ�(2)

第16�かv第22�までQ内�について試èをjう．

第二次世z'戦(1)

第二次世z'戦(2)

冷戦Q構Y(1)

冷戦Q構Y(2)

これまで学んでき∑世zQ歴史と現P社UとQつなoりについて理�し�今]Q世zについて´える．ま∑�歴史を学ˆことoど
Qような意UをzつQかを´える．

I
考
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科　目

担当教員 丸山 栄治 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 適宜紹�する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

政治・経済 (Political Science and Economic?)

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現代社OにおいSTたちW直YしSいる様\]問_`根bにc政治d経済`問_Wあります．こ`授業でck政治d経済
`基bm]仕oみq理sしk現代社O`具体m]問_についSwえSいy姿{q|につけます．

【C3】憲�`基bm]性Åd基bm人É`内ÖについS理sする． 憲�`基bm]性Åd基bm人É`内ÖについS理sできSいるかどうか
qk授業でäすä_d試åで評éする．

【C3】日b`政治機ëd政治参加kそしSk戦ñd平òにôする日b`政
治問_についS`基bm]事õq理sする．

日b`政治機ëd政治参加kそしSk戦ñd平òにôする日b`政治m問_
についSk基bm]事õW理sできSいるかどうかq授業でäすä_d試å
で評éする．

【C3】経済`基bm]仕oみdk日b`経済情{`概ûq理sする． 経済`基bm]仕oみdk現代日b`経済情{`概ûW理sできSいるか
どうかqk授業でäすä_d試åで評éする.

【C3】社O保障k労働問_k地球環ß`問_についS®W論™dされSい
るかq理sする．

社O保障k労働問_k食料問_についS`論™W理sできSいるかqk授業で
äすä_d試åで評éする．

成∞ck試å70%　ä_30%　dしS評éする．100™満™で60™以µq合Ådする．

『高等学校　政治・経済』（清水書院）
『政治・経済資料2025』（東京�令出版）

経済学Ik経済学II(5年選択）

履修:�
注意事項

授業でck教科書`内Ö»ô…する時事問_についSwえる時ÀÃÕけます．質問»意–Wあれ—気“に発‘しSyださ
い．
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授4計画（政治・経済）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 Tたちd政治 現代日b`諸ä_についSwえk政治q学◊意義q確Ÿする．

2 社O契約‹についS理sする．またk障›`ある人d人ÉについSwえる．

3 議院内閣‡d大統領‡`‰いについS理sする．またk旧優生保護�qめぐる問_についSwえる．

4 日b国憲�`成立d基b原理 大日b帝国憲�d日b国憲�`‰いd日b国憲�`三大原理q理sする．

5 精神`自由 信教`自由qô…するいyつか`判Ùq通しSwえる．

6 日b`政治機ë 国Od内閣`ÃつÉıについS理sする．またk司�É`独立d日b`裁判‡)についS理sする．

7 人|`自由 人|`自由`意義d基b原˘q理sしk冤˚d死刑‡)についSwえる．

8 前期中À試å 前期中À試åq実�する．

9 政党政治d選挙‡) 日b`政党政治d選挙‡)`特�q理sする．

10 政治参加dメディア・地方自治 政治参加`ä_qメディア`あり方ddÃにwえる．またk地方自治`b
についS理sする．

11 国際社O`成立d国際�についS理sする．またk難民問_についSwえる．

12 民族差別kヘイトスピー�についSwえる．

13 平ò主義 日b国憲�`原˘である平ò主義dk自衛隊発�`経�q理sする．

14 日b`安全保障 日b`安全保障d沖"`基地問_についSwえる．

15 戦後日b`外交政策 戦後`日b`外交政策k特に戦後補(`問_についSwえる．またk前期`内Öq)り*る．

16 Tたちd経済 現代日b`諸ä_についSwえk経済q学◊意義q確Ÿする．

17 市場経済`機,dı界 市場による経済`調0dk市場W失2するケースq事ÙddÃに理sする．

18 経済体‡`変Öd経済思想

19 社O保障‡) 日b`社O保障‡)`内Öq理sする．またk生活保護qめぐる問_についSwえる．

20 国民経済d景気変動 経済規;qcかる指=q理sしk経済成>についSwえる．

21 物édそ`変動 インフB»デフBdc®かk物é`変動WTたち`生活にど`よう]影DqEえるかq理sする．

22 財政`しyみdcたらき 財政`機,q理sする．またk日b`租税体Jq把Lしk個\`税`特�q理sする．

23 後期中À試å 後期中À試åq実�する．

24 金O`しyみdcたらき 金Odc®かk日b銀Q`金O政策W物éにEえる影Dq理sする．

25 国政収Sd為替 為替Bート`変動ûVq理sする．またk国際通貨体‡`変Öq理sする．

26 企業`活動d役割 日b`いyつか`企業形\q理sしk企業に]められる社Om責_についSwえる．

27 労働問_d労働環ß`変化 日b`労働運動`歴史k労働基bÉd労働三�`内Ödそ`意義q理sする．

28 労働問_dジェンダー ジェンダー`観™から労働問_についSwえる．

29 農業d食糧問_ 日b`農業政策`変jq理sしk食料自給lについSwえる．

30 日b経済`あゆみ 戦後`日b経済`あゆみについS復oするddÃにk一年À`授業全体q)り*る．

前期k後期dÃに中À試åおよq定期試åq実�する．

現代民主政治へ`あゆみd基b原理／基bm人É1

議O‡民主主義d世界`政治体‡／基bm人É2

国際化d人É1

国際化d人É2

18世紀以x`経済思想`変jqk資b主義`諸問_ddÃに理sする．

K
考
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科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポー��評�する．

2 試験�レポー��評�する．

3 試験�レポー��評�する．

4 試験�レポー��評�する．

5 試験�レポー��評�する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電気工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学N基Pとなる事TU丁Wに講義する．さらに�演[U\うことにより�内bN定dと応用gN養
iUはかる．

【A1】整mn分数mN計qが�きる．

【A1】方程m・不等mUwいたり�利用したり�きる．

【A1】簡単な等m・不等mN証~が�きる．

【A1】2次関数n分数関数などNグラÉU理wし応用�きる．

【A1】三角比・三角関数に関する定理�公mU理wし活用�きる．

iäは�試験85%　レポー�15%　としå評�する．試験iäは中間試験と定期試験N平均íとする．100í満í�60
í以ñU合òとする．

「新基P数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基P数学問題集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャー�m 基Pと演[ 数学I+A�数学II+B+C」：チャー�研究所 編著（数研出版）

「新版 基P数学 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基P＆高専TEXT 基P数学［第2版∆」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)
「高専テキス�シリーズ 基P数学（第2版）」：ñ野健爾 監修（森北出版）
「新版 基P数学演[ 改訂版」：岡本和夫 著（実教出版）
「LIBRARY 工学基P＆高専TEXT 基P数学問題集［第2版∆」：佐々木良勝 他 著 (数理工学社)

1年N数学II�2年N数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Ÿがある場合には�発展fiな話題U‡うこともある．・参考書に‰げた書Êは全部Èえる必Îはない．・4ÏNオ
リエンテーションN中��入学Úに課した課題についåN実g試験U実Ùする．こN試験N結ˆは1年数学INiäとは関
˜がない．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 整mN加法・減法�整mN乗法 整mN加法・減法�乗法についåw¸し�演[U\う．

2 因数分w 因数分wN公mおよびそN�い方についåw¸し�演[U\う．

3 整mN除法�剰余N定理と因数定理 整mN除法および剰余N定理と因数定理についåw¸し�演[U\う．

4 分数mN計q 分数mN計qについåw¸し�演[U\う．

5

6 いろいろな方程m 連立方程mn高次方程mなど�いろいろな方程mについåw¸し�演[U\う．

7 演[

8 中間試験 Ú期中間試験U\う．

9 中間試験Nw答・w¸�恒等m�等mN証~ Ú期中間試験N答�U返
し�w答Uw¸する．また�恒等mおよび等mN証~についåw¸し�演[U\う．

10

11 いろいろな不等m

12 不等mN証~ 不等mN証~についåw¸し�演[U\う．

13 関数とグラÉ 関数に関する用�n座標平�についåw¸し�グラÉUか�準�Uする．

14

15

16

17 べき関数�分数関数 べき関数�分数関数についåw¸し�演[U\う．

18 無理関数 無理関数についåw¸し�演[U\う．

19 逆関数 逆関数についåw¸し�演[U\う．

20 鋭角N三角比 三角比N定義・性�とそN利用についåw¸し�演[U\う．

21 鈍角N三角比 三角比U鈍角に拡�Nñ�そN相互関˜についåw¸し�演[U\う．

22 三角�へN応用 正弦定理・余弦定理など三角比N三角�へN応用についåw¸し�演[U\う．

23 中間試験 後期中間試験U\う．

24 中間試験Nw答・w¸�一般角と三角関数 後期中間試験N答�U返
し�w答Uw¸する．また�一般角および一般角N三角関数についåw¸し�演[U\う．

25 弧,法�三角関数N性� 弧,法�三角関数N性�についåw¸し�演[U\う．

26 三角関数NグラÉ�グラÉN拡大・縮小 三角関数NグラÉ�グラÉN拡大・縮小についåw¸し�演[U\う．

27 三角関数N方程mと不等m 三角関数U()方程m・不等mについåw¸し�演[U\う．

28

29 *U和・差（和・差U*）に,す公m�三角関数N合iについåw¸し�演[U\う．

30 演[ 三角関数に関する総合fiな演[U\う．

Ú期�後期ともに中間試験および定期試験U実Ùする．

2次方程m�wと˜数N関˜ 2次方程mNw法�判別m�およびwと˜数N関˜についåw¸し�演[U\う．

60ま�N内bについå演[U\う．

不等mN性��1次不等mNw法 不等mとそNwN性��1次不等mNw法についåw¸し�演[U\う．

連立不等m�2次以ñN不等mなどNw法についåw¸し�演[U\う．

2次関数NグラÉ�2次関数N最大・最小 2次関数NグラÉとそN最大値・最小値についåw¸し�演[U\う．

2次関数と2次方程m 2次関数と2次方程mについåw¸し�演[U\う．

2次関数と2次不等m 2次関数と2次不等mについåw¸し�演[U\う．

加法定理�加法定理N応用(1) 加法定理および2倍角N公m�半角N公mについåw¸し�演[U\う．

加法定理N応用(2)

I
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験	レポート	�テスト�評�する．

2 試験	レポート	�テスト�評�する．

3 試験	レポート	�テスト�評�する．

4 試験	レポート	�テスト�評�する．

5 試験	レポート	�テスト�評�する．

6 試験	レポート	�テスト�評�する．

7 試験	レポート	�テスト�評�する．

8 試験	レポート	�テスト�評�する．

9 試験	レポート	�テスト�評�する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年(シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

傳田 桂子 非常勤講師, 菅野 聡子 教授

電気工学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学W基Yとなる事]^丁`に講義する．さらに	演d^eうことにより	内kW定mと応用pW養
r^はかる．

【A1】実数	複素数W計yが�きる．

【A1】集}W概�^理ÅÇ応用�きる．

【A1】順Ñと組}せ^áっâ場}W数W計yが�きる．また	二項定理が
áえる．

【A1】さまざまな確íW計yが�きる．

【A1】命îWïえñ^理ÅÇ	証òが�きる．

【A1】座標平面ù�	ûと直線	2次曲線	領§などW¶ßñ^理Å�きる．

【A1】指数法則	指数関数^理ÅÇ	計yおよ¨応用が�きる．

【A1】対数W定義	対数関数^理ÅÇ	計yおよ¨応用が�きる．

【A1】数ÑとそWØに関する事項およ¨数学的帰納法Wïえñ^理Å�
きる．

r≥は	試験80%　レポート20%　とÇâ評�する．試験r≥は中間試験と定期試験W平均ûとする．100û満û�60
û以ù^}ºとする．

「新基Y数学 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新基Y数学問î集 改訂版」：高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャート式 基Yと演d 数学I+A	数学II+B+C」：チャート研究所 編著（数研出版）

「新版 基Y数学 改訂版」：岡本Ø夫 著 (実教出版)
「新編 高専W数学1 [第2版・新装版]」：田代嘉宏・難波完爾 編 (森北出版)
「高専テキストシリーズ 基Y数学 (第2版)」：高専W数学教材研究会 編 (森北出版)
「新版 基Y数学演d 改訂版」：岡本Ø夫 著 (実教出版)
「新編 高専W数学1 問î集 (第2版)」：田代嘉宏 編 (森北出版)

1年W数学I	2年W数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Ûがある場}には	発展的な話î^¶うこともある．・参ï書に˙げた書¸は全部ˇえる必�はなß．・確íにつ
ßâはチャートまたは配�プリント^利用する．
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授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 実数	平ñ根 実数	絶対値	平ñ根につßâÅ�Ç	演d^eう．また	分
W有理�につßâÅ�Ç	演d^eう．

2 複素数 複素数W定義およ¨計yñ法につßâÅ�Ç	演d^eう．

3 集}	集}W�素W個数 集}W概�につßâÅ�Ç	演d^eう．また	集}W�素W個数につßâÅ�Ç	演d^eう．

4 場}W数	順Ñ ØW法則	�W法則につßâÅ�Ç	演d^eう．また	順Ñおよ¨重複順ÑにつßâÅ�Ç	演d^eう．

5 組}せ	�じもW^��順Ñ 組}せW計yとそW応用につßâÅ�Ç	演d^eう．また	�じもW^��順ÑにつßâÅ�Ç	演d^eう．

6 円順Ñ	二項定理 円順Ñ	二項定理につßâÅ�Ç	演d^eう．

7 演d 順Ñと組}せにつßâW総}的な演d^eう．

8 中間試験 前期中間試験^eう．

9 中間試験WÅ答・Å�	命î

10 事�と確í	確íW基本性質 事�と確íW概�およ¨確íW基本性質につßâÅ�Ç	演d^eう．

11 独立な試eと確í	条件!き確í 独立な試eW確í	反復試eW確í	条件!き確íにつßâÅ�Ç	演d^eう．

12

13

14 円Wñ程式 座標平面ùW円Wñ程式につßâÅ�Ç	演d^eう．

15 楕円	双曲線 座標平面ùW楕円	双曲線につßâÅ�Ç	演d^eう．

16

17 不等式と領§ 座標平面ù�不等式W'す領§につßâÅ�Ç	演d^eう．

18 演d

19 累乗根	指数W拡張 累乗根とそW性質	指数W整数・有理数へW拡張と指数法則につßâÅ�Ç	演d^eう．

20 指数関数 指数関数とそWグラフ	指数ñ程式・不等式につßâÅ�Ç	演d^eう．

21 対数 対数W定義・性質	0W変換公式につßâÅ�Ç	演d^eう．

22 演d 指数関数およ¨対数W計yにつßâ演d^eう．

23 中間試験 後期中間試験^eう．

24 中間試験WÅ答・Å�	対数関数 後期中間試験W答5^返7Ç	Å答・Å�^eう．また	対数関数とそWグラフ	対数ñ程式・不等式につßâÅ�Ç	演d^eう．

25 常用対数 常用対数につßâÅ�Ç	演d^eう．

26 数Ñ	等差数Ñ 数ÑW基本事項	等差数ÑとそWØにつßâÅ�Ç	演d^eう．

27

28 さまざまな数ÑWØW計yñ法につßâÅ�Ç	演d^eう．また	漸�式につßâÅ�Ç	演d^eう．

29 数学的帰納法 数学的帰納法につßâÅ�Ç	演d^eう．

30 演d

前期	後期ともに中間試験およ¨定期試験^実:する．

前期中間試験W答5^返7Ç	Å答・Å�^eう．また	命îWïえñと必�条件・十分条件	命îW逆・裏・対>と証òñ法につ
ßâÅ�Ç	演d^eう．

2û間W距@と内分û 座標平面ùW2û間W距@	線分W内分û	三角CW重DにつßâÅ�Ç	演d^eう．

直線Wñ程式	2直線W関係 座標平面ùW直線Wñ程式	2直線W平e・垂直条件につßâÅ�Ç	演d^eう．

放物線	2次曲線W接線 座標平面ùW放物線につßâÅ�Ç	演d^eう．また	座標平面ùW2次曲線W接線につßâÅ�Ç	演d^eう．

2次曲線およ¨不等式W'す領§につßâ演d^eう．

等比数Ñ	ßろßろな数ÑWØ(1) 等比数ÑとそWØにつßâÅ�Ç	演d^eう．また	ØW記号ΣW性質につßâÅ�Ç	演d^eう．

ßろßろな数ÑWØ(2)	漸�式

24～29QW総}的な演d^eう．

I
考
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科　目

担当教員 谷口 公仁彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

理工学��基�とな�微分・積分学�講 す�"概$�理%&重(�)き+豊-な演/�0じ2運用能6�7め�"

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 無限数<とそ�>&つい2�計Bができ�か�試験+レポーKLで評Nす�"

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業7L専門学校 2025年[シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電気工学科・2年・0年・必修・4単位【講 】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

【A1】無限数<とそ�>&つい2�計Bができ�"

【A1】関数�極限・連続yなど�概$�理%し+ 極限�計Bでき�"
関数�極限・連続yなど�概$�理%し+ 極限�計Bでき�か�試験+レ ポー

KLで評Nす�"

【A1】様}な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計Bでき+グラフ �

概形+接線+速[・加速[など&応用でき�"

様}な関数�微分係数・導関数・第2次導関数�計Bでき+グラフ�概形+ 接

線+速[・加速[など&応用でき�か�試験+レポーKLで評Nす�"

【A1】様}な関数�不定積分・定積分�計Bでき+積分�面積・体積など 

&応用でき�"

様}な関数�不定積分・定積分�計Bでき+積分�面積・体積など&応用 で

き�か�試験+レポーKLで評Nす�"

成èは+試験85%　レポーKL13%　ì�実6試験2%　とし2評Nす�"試験成èは中間試験と定期試験�平均(と

す�"100(満(で60(以ù�合üとす�"

「新版 微分積分 I 改訂版」 : 岡本 >夫 編 (実教出版)

「新版 微分積分 I演/ 改訂版」 : 岡本 >夫 編 (実教出版)

「新課程 チャーK式 基�と演/ 数学II+B+C+数学III」 : チャーK研究所編著 (数研出版)

「新編 7専�数学2(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編（森北出版）

「新 微分積分I 改訂版」 : 7遠節夫 他 著 (大日本図書)

「新編 7専�数学 2 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)

「新 微分積分I 問題集 改訂版」 : 7遠節夫 他 著 (大日本図書)

「大学・7専Ã�ため� %法演/ 微分積分I」：糸岐宣昭・”‘廣孝 著 (森北出版）

1年�数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間&余Ÿがあ�場合&は+発展fiな話題�‡うこともあ�"・参考書&Êげた書Ëは全部Îえ�必Ìはない"・4Ó�最

�授業時&+1年時�数学�内Ú&関す�実6試験�実Ûし+成è& 加Ùす�"・前年[�学年末休業前&課された課

題�成è�レポーK�成è&加Ùす�"
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 無限数<�極限 無限数<�極限&つい2%˙し+演/�˚う"

2 無限L比数< 無限L比数<&つい2%˙し+演/�˚う"

3 無限L比級数 無限L比級数&つい2%˙し+演/�˚う"

4 関数�極限値 関数�極限値&つい2%˙し+演/�˚う"

5 関数�いろいろな極限 関数�いろいろな極限&つい2%˙し+演/�˚う"

6 いろいろな関数�極限 いろいろな関数�極限&つい2%˙し+演/�˚う"

7 連続関数 連続関数&つい2%˙し+演/�˚う"

8 中間試験 中間試験�˚う"

9 中間試験�%答・%˙+平均変化�と微分係数+導関数 中間試験�返�し+%答・%˙�˚う"平均変化�と微分係数+導関数&つい2%˙し+演/�˚う"

10 関数�積・��微分法+合成関数�微分法&つい2%˙し+演/�˚う"

11 逆関数�微分法+”角関数�導関数&つい2%˙し+演/�˚う"

12 対数関数と指数関数�導関数 対数関数と指数関数�導関数&つい2%˙し+演/�˚う"

13 7次導関数+接線�方程式&つい2%˙し+演/�˚う"

14 平均値�定理+関数�増�&つい2%˙し+演/�˚う"

15 関数�グラフ&つい2%˙し+演/�˚う"

16 曲線�凹�とグラフ&つい2%˙し+演/�˚う"

17 いろいろな応用 関数�グラフ�概形�方程式�不L式などへ�利用&つい2%˙し+演/�˚う"

18 近似式+速[と加速[ 近似式+速[と加速[&つい2%˙し+演/�˚う"

19 不定積分 不定積分&つい2%˙し+演/�˚う"

20 )換積分法と部分積分法 )換積分法と部分積分法&つい2%˙し+演/�˚う"

21 いろいろな関数�不定積分 いろいろな関数�不定積分&つい2%˙し+演/�˚う"

22 演/

23 中間試験 中間試験�˚う"

24 中間試験�%答・%˙+定積分 中間試験�返�し+%答・%˙�˚う"定積分&つい2%˙し+演/�˚う"

25 定積分�)換積分法 定積分�)換積分法&つい2%˙し+演/�˚う"

26 定積分�部分積分法+微分積分学�基本定理 定積分&よ�面積�計B法&つい2%˙し+演/�˚う"

27 いろいろな図形�面積 定積分�面積へ�応用&つい2%˙し+演/�˚う"

28 体積 定積分�体積へ�応用&つい2%˙し+演/�˚う"

29 区分求積法 区分求積法&つい2%˙し+演/�˚う"

30 定積分と不L式 定積分と不L式&つい2%˙し+演/�˚う"

前期+後期とも&中間試験およ�定期試験�実Ûす�"

関数�微分法（1）

関数�微分法（2）+”角関数�導関数

7次導関数+導関数と関数�増�（1）

導関数と関数�増�（2）

関数�グラフ（1）

関数�グラフ（2）

16～21��総合fiな演/�˚う"

I
考

- E–24 -



科　目

担当教員 北村 知徳 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

工学，自然科学，社会学なB幅DE分GH利JされM線形代数学Q基SにつEV講義し，演YZ[う. 発展`な事bc適
宜fう予hHあM.

【A1】ベクトmQ意oおよびそQ性uZ理wし，基本`な計zがHきM． ベクトmQ意oおよびそQ性uZ理wし，基本`な計zがHきMかZ試験，レ
ポート，ÑテストH評áすM．

【A1】ベクトmQâäãZ利JしV，平çé空êQ図形ZíäM． ベクトmQâäãZ利JしV，平çおよび空êQ図形ZíäMかZ試験，レポ
ート，ÑテストH評áすM．

【A1】[ìおよびそQ演zãîZ理wし，基本`な計zがHきM． [ìおよびそQ演zãîZ理wし，基本`な計zがHきMかZ試験，レポート，
ÑテストH評áすM．

【A1】連立1次ã程òQwîにつEV理wし，実öに計zがHきM. 連立1次ã程òQwîにつEV理wし，実öに計zがHきMかZ試験，レポー
ト，ÑテストH評áすM．

【A1】[ìòにつEV理wし，実öに計zがHきM. [ìòつEV理wし，実öに計zがHきMかZ試験，レポート，ÑテストH評á
すM．

成úは，試験70%　レポート20%　Ñテスト10%　としV評áすM．100点満点H60点以§Z合¶とすM．試験成úは中
ê試験とh期試験Q平©とすM．

「改訂版 新版 線形代数」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「改訂版 新版 線形代数演Y」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「新課程　チャートò　基Sと演Y　数学II+B+C」：チャート研究所編著 (数研出版)

「新 線形代数 改訂版」：高遠 節夫 監修（大日本図書）
「高専テキストシリーズ 線形代数 第2版」：§G 健爾 監修（森北出版）
「線形代数学　初–か—ジョmダ’標準形ÿ」：三宅 敏恒 著(培風館)
「線形代数学Q演Y」：三宅 敏恒 著(培風館)
「キーポイ’ト 線形代数」：薩摩 順吉・ÂÊ谷 晶二 著 (岩波書店)

1年Q数学I， 数学II

履修:�
注意事項

・レポートは4ÓQ試験é夏季休業期êなB適宜課す．・参â書にÛげı書ˆは全部˘E˙äM必˚はなE.

- E–25 -



授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 平çベクトm

2 平çベクトmQ成分表˝と大きさ

3 ベクトmQ内積

4 位�ベクトm

5 直線Qベクトmã程ò

6 �Qベクトmã程ò

7 演Y

8 中ê試験

9 試験返却，空ê座標

10 空êベクトm

11 空êベクトmQ内積

12

13

14

15 演Y

16

17 [ìQ累乗，逆[ìにつEV学ぶ．

18 転�[ì，対称[ì，交代[ì，直交[ìなBにつEV学ぶ．これまHQ演YZ[う．

19 �き出しîにつEV学ぶ．

20 逆[ìQ��ã，[ìQ階数につEV学ぶ．

21

22 演Y [ìにつEVQ総合演YZ[う．

23 中ê試験

24 試験返却，[ìòQh義 中ê試験Q答�Z返却し，w答Zw�すM．[ìòQh義につEV学ぶ．

25 [ìòQ性u [ìòQ性uにつEV学ぶ．

26 [ìòQ展開 [ìòQ余因子展開につEV学ぶ．

27 文�Z�ん![ìò 文�Z�ん![ìòQíEãにつEV学ぶ．

28 [ìòと逆[ì [ìòZJEı逆[ìQ表しãにつEV学ぶ．

29

30 演Y

前期，後期とcに中ê試験およびh期試験Z実$すM．

ベクトmQ基本`な概念・J'および加î・減î・実数*なBQ演zとそQ基本î+につEV学ぶ.

ベクトmQ成分表˝，大きさ，平[につEV学ぶ.

ベクトmQ内積，成分計z， 基本性uにつEV学ぶ.

位�ベクトmQ利JîにつEV学ぶ.

直線Qベクトmã程òにつEV学ぶ.

�Qベクトmã程òにつEV学ぶ.

平çベクトmにつEVQ総合演YZ[う.

中ê試験Z[う.

中ê試験Q答�Z返却し，w答Zw�すM．空ê座標Q基本`なíEãとJ'につEV学ぶ.

空êベクトmとそQ成分につEV学ぶ.

空êベクトmQ内積につEV学ぶ.

空êベクトmQ応J(1) 空êにおけM位�ベクトmQíEãと直線Qã程òにつEV学ぶ.

空êベクトmQ応J(2) 空êにおけM平çQã程òと球çQã程òにつEV学ぶ.

空êベクトmQ応J(3) 点と平çQ距離，およびベクトmQ外積につEV学ぶ.

空êベクトmにつEVQ総合演YZ[う.

[ì(1) [ìQ概念とJ'および和，差，スカラー*，積なBQ[ìQ基本`な演zにつEV学ぶ.

[ì(2)

[ì(3)

連立1次ã程òと[ì（1）

連立1次ã程òと[ì(2)

連立1次ã程òと[ì(3) 正+HなE連立1次ã程òにつEV，そQwきãZ学ぶ．

中ê試験Z[う.

[ìòと連立1次ã程ò 連立1次ã程òに6すMクラメmQ公òにつEV学ぶ．正+HなE連立1次ã程òにつEV復YすM．

[ìòにつEVQ総合演YZ[う.

I
考
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科　目

担当教員 児玉 宏児 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 重積��計�ができるか�試験�レポー!で評#する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年6シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電気工学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

理工学W�基Yとなるテイラー展開�偏微��重積��微�方程dについh講義する．概j�理kに重l�おき�基本問題
�応用問題�演tで基Y�uめ�さらに応用y�つけh運用能y�高める．

【A1】ロピタÄ�定理�テイラー�定理など�Éっh�関数�極限値�近似
値など�計�ができる．

ロピタÄ�定理�テイラー�定理など�Éっh�関数�極限値�近似値など�計
�ができるか�試験�レポー!で評#する．

【A1】�数関数�三角関数など�様éな関数�不定積��êめることがで
きる．

�数関数�三角関数など�様éな関数�不定積��êめることができるか�
試験�レポー!で評#する．

【A1】定積��Éっh�面積�体積�曲ï�ñさが計�できる． 定積��Éっh�面積�体積�曲ï�ñさが計�できるか�試験�レポー!で評
#する．

【A1】偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ô条件úき極値�
êめることができる．

偏導関数�計�ができ�偏導関数�応用し�極値ô条件úき極値�êめるこ
とができるか�試験�レポー!で評#する．

【A1】重積��計�ができる．

【A1】微�方程dとそ�kについh理kし�1階微�方程d�2階微�方程
dがkける．

微�方程dとそ�kについh理kし�1階微�方程d�2階微�方程dがkけ
るか�試験�レポー!で評#する．

成†は�試験70%　レポー!27%　実y試験3%　としh評#する．試験成†は中間試験と定期試験�平®とする．100
l満lで60l以¨�合Æとする．

「新編 高専�数学3 [第2版・新装版]」：田代 嘉宏 他 編（森北出版）
「改訂版 新版微�積�II演t」：岡本 和夫 監修（実教出版）

「改訂版 チャー!d 基Yと演t 数学III」：チャー!研究所 編著（数研出版）
「改訂版 新版微�積�II」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「数研講Œシリーズ 大学教養 微�積�」：加藤 文元 著（数研出版）
「大学・高専◊�ため�k法演t 微�積�II」：糸岐 宣昭 他 著（森北出版）
「高専テキス!シリーズ 微�積�2 問題集」： ¨野 健爾 監修（森北出版）

1�2年�数学I�数学II

履修:�
注意事項

・時間に余Âがある場合には発展Èな話題�Îうこともある．・レポー!は夏季休業前�冬季休業前等�適宜ıす．・参考書
に˘げた書˚は全部˛える必�はない．・4��最��授業時に2年時まで�数学�内�に関する実y試験�実�し�l
数�成†に加	する．・前年6�学年末休業前にıされたı題�成†�レポー!�成†に加	する．
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授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 曲ï�媒介変数方程d�極Œ�と曲ï 媒介変数で表�された曲ï�概���べる方法�学tする．

2 不定��極限値

3 べき級数�高次導関数

4 テイラー�定理

5 無理関数など�不定積�

6 �数関数�不定積�

7

8 中間試験 中間試験��う．

9 試験返却�和�極限としh�定積�

10 面積・体積

11 曲ï�ñさ

12 広義積�

13

14 偏導関数�合成関数�偏導関数

15

16

17 陰関数定理

18 条件úき極大・極小

19 重積�

20 積��順序変更 積�順序�変更�理kし�計��する．

21 体積

22 極Œ�による重積�

23 中間試験 中間試験��う．

24 試験返却�微�方程dとk

25 変数�離�

26 同次�

27 ï�微�方程d�完全微��

28

29

30 演t

前期�後期ともに中間試験およ&定期試験�実�する．

ロピタÄ�定理�用いh不定��極限�êめる.

べき級数�高次導関数�Îいについh学tする.

テイラー展開�マクローリ*展開�Éっh関数�近似d�êめる.

無理関数など�不定積�についh学tする.

�数関数�不定積�についh学tする.

sin x�cos x ��数関数�不定積� sin x�cos x �./�数関数�不定積�についh学tする.

中間試験�答1�返却し�k答�k2する．和�極限としh�定積��理kし�和�極限�定積�に3しh計�する.

定積��Éっh面積ô体積�計�する.

定積��Éっh曲ï�ñさ�計�する.

広義積�についh理kし�広義積��計�する.

2変数関数 2変数関数�概j�理kし�極限値ô連続6��べる.

偏導関数についh理kし�様éな偏導関数�計��する.

2変数関数�平®値�定理 2変数関数�平®値�定理�理kし�誤8�評#に利用する.

2変数関数�極大・極小 偏導関数�Éっh極値�計��する.

陰関数定理についh理kし�極値ô特異l�êめる.

条件úき�関数�極値についh理kし�極値�êめる.

重積�についh理kし�計��する.

重積��Éっh体積�êめる.

極Œ��Éっh重積��êめる.

中間試験�答1�返却し�k答�k2する．微�方程dと一般k�特殊k�特異kについh理kする.

変数�離��微�方程d�kく.

同次��微�方程d�kく.

ï�微�方程d�完全微���微�方程d�kく.

2階微�方程d 2階微�方程d�1階微�方程dに3しhkく.

定数係数2階ï�微�方程d 定数係数2階ï�微�方程d�kく.

微�方程d�kく演t�する.

I
考
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科　目

担当教員 美世 佳一 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

電気工学科・4年・後期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

1年IJ学んL確率M基OPQまえてU確率V統計MWえXP必Yとす\場^J直^したときU必Yc基O的知fP講義
す\．

【A1】デーjP解lす\ときM統計MWえXP理解す\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】確率変{と確率分}M概�P理解す\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】二項分}U正規分}P理解しU具体ÜM確率cどP計àvき\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

【A1】推定・検定MWえXP理解しU具体ÜPãえ\． 中間試験・定期試験Uレポーuv評xす\.

成çはU試験80%　レポーu20%　として評xす\．試験成çは中間試験と定期試験M平均íとす\．100í満ív60
í以ñP合òとす\．

「LIBRARY 工学基O&高専TEXT 確率統計」£河東泰之 監修（{理工学社）
「LIBRARY 工学基O&高専TEXT 確率統計 問題Æ」£河東泰之 監修（{理工学社）

「新 確率統計改訂版」「新確率統計問題Æ改訂版」£高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新版 確率統計」「新版 確率統計演習」£岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポインu 確率・統計」£和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これLけは知っておこう! 統計学」£東北大学統計グループ 著 (有斐⁄ブックス)
「Rvfiしfl統計」£奥村 晴彦 著（共立出版）

1年{学IUIIU2年{学IUIIU3年{学I

履修:�
注意事項

・授業中J電ÁË必Yc場合Ëあ\．・時間J余ÏËあ\場合JはU 発展的c話題Pãうこともあ\.・参W書JÚげた書
Ùは全部˜え\必Yはcい.
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授4計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5 確率分}M基本的c概�V性˙P学習す\．

6 二項分}Uポアソン分}MWえXと計àX˝P学習す\．

7 連続型確率分} 連続型確率分}と確率密!関{M概�P学習す\．

8 中間試験 中間試験P�う．

9 中間試験M解答・解�P�う．またU正規分}M基OP学習しU関連した確率M計àX˝P学習す\．

10 標準正規分}JついてUまたそM応�として二項分}M正規分}Jよ\近�Jついて学習す\．

11 母Æ�と標本 母Æ�と標本M関係UさらJ標本平均M分}と中心極限定理cどJついて学習す\．

12 í推定U区間推定MWえXU信頼係{V信頼区間Jついて学習す\．

13 母平均と母比率M区間推定Jついて学習す\．

14 仮�検定MWえXU��Jついて学習す\．

15 母平均と母比率M検定Jついて学習す\．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験およ�後期定期試験P実�す\．

1I デーj(1) 1I MデーjM整理とそれJ関す\基O的c��P学習す\．平均cどM代表$Jついて学習す\.

1I デーj(2) 1I MデーjJおけ\散}!（分散U標準偏差）M意)P理解しUそM計àX˝P学習す\．

2I デーj(1) 2I MデーjM整理とそれJ関す\基O的c��P学習す\.共分散と相関係{Jついて学習す\.

2I デーj(2) 最小2乗˝U回帰直0Jついて学習す\．

離散型確率分}(1)

離散型確率分}(2)

中間試験M解答・解�U正規分}(1)

正規分}(2)

母{M推定(1)

母{M推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)

J
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

物理 (Physics)

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

物理;<事物・現?についてD観察・考察<どI通してK物理学;に探MすO能QR態 ITてO.さらに基本;<概[や
原理・法_D理`IaめKそれI活fすO能QITgすOh第一学年ではKmに物理D基礎部pであOQ学I学ぶh

【A2】等加速 直線運xDy速 R時{」Ky位}R時{」Ky速 R変位」
D関係ÅI理`しK活fできOh

本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】運xD第1法_K第2法_K第3法_I理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】運x量保òD法_I理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】Q学;エネルギー保òD法_I理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】つùûいD条†I理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

【A2】圧QR浮Qについて理`しK活fできOh 本校ÉÑめÖ期áにàâ試ãR適時àâレポーêでK授業内íD理` I評
îすOh

g£はK試ã70%　レポーê30%　Rして評îすOh<おK試ãg£はK中á試ãRÑ期試ãD平均©RすOh100©満©
で60©以≠IûÆRすOh

y高専テキスêシリーズ 物理(≠) Q学・波x」 潮秀樹監修（森北出版）
y高専テキスêシリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」 潮秀樹監修（森北出版）
y物理（1年生）～授業ノーê≈演習問題～」 髙見健太郎（神戸高専）

yセミナー 物理基礎＋物理」 （第一学習社）
yフォêサイエンス 物理図’」 （数研出版）
y高専D物理問題集[第3版]」 田中冨士男編著（森北出版）
y理科年表」 国立天文台編集（丸善）
y理化学辞典」 長倉三郎他編集（岩波書店）

国語K数学IK数学II

履修:�
注意事項

(i)授業計ÙRテキスêにıいK必ˆ予習IすOこRh学んだこRIÑ˚させOÖめK必ˆ復習や問題演習等D自習学習Ià
âこRh (ii)物理I理`すOÖめには数学;知�は必�R<ODでK数学IしっかùR勉�すOこR. まÖK考えD伝達・享受
D能Q
必�<DでK国語
勉�すOこRh (iii)授業中におけO携帯電�やゲー��D使fK<らびに授業妨�につ<É
O言xIàっÖ�はK原_Rして教�よù退�させ欠席!いRすO.
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授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 物理学導入

2

3

4

5

6

7

8 中á試ã

9 中á試ãD`説 中á試ãD%えûわせR`説Iàâh

10

11

12

13

14

15 復習R演習 これまでD内íD復習R演習によù理`IaめOh

16

17 仕事R運x・位}エネルギーについて考察すOh

18 摩)<どÉ*い条†でD運xエネルギーR位}エネルギーD関係について考察すOh

19 Q学;エネルギーについてDまRめIàâh

20

21

22 平面運xでD運x方程ÅR仕事について考察すOh

23 中á試ã

24 中á試ãD`説 中á試ãD%えûわせR`説Iàâh

25

26

27

28

29

30 復習R演習 これまでD内íD復習R演習によù理`IaめOh

前期K後期R
に中á試ãおよびÑ期試ãI実1すOh

1・2・3年2D物理で学ぶKQ学K熱K波xK電磁気K原子I概観すOh

直線運x1(平均D速 ・加速 ) 直線運xでD速 R加速 D平均3について考察すO.

直線運x2(x-tKv-tKa-tグラフ) 位}R時{K速 R時{K加速 R時{D関係IグラフI使って考察すO.

直線運x3(瞬áD速 ・加速 ) 平均D速 R瞬áD速 について考察すO.

直線運x4(まRめ) 等加速 直線運xI数ÅIfいて理`すO.

運xD法_1(QK第一法_) QD種=Rxかし>さ・?さについて考察すO.

運xD法_2(第二法_K第三法_) QR加速 D関係（運x方程Å）K2つD物ADáにはÖらBQD関係（作f反作fD法_）について考察すO.

習熟 IみOÖめに中á試ãIàâ.

運xD法_3(まRめ) 慣HD法_K運x方程ÅK作f反作fD法_についてDまRめIàâ.

いろいろ<直線運x1(方程Å作g) これまで学習してきÖこRIいろいろ<直線運xに応fすO.

いろいろ<直線運x2(自由落下) これまで学習してきÖこRIいろいろ<直線運xに応fすO.

いろいろ<直線運x3(摩)R斜面) これまで学習してきÖこRIいろいろ<直線運xに応fすO.

運x量(QNR運x量・運x量保òD法_) yQRそDQÉはÖらいÖ時áDN」Ry物AD質量R速 DN」について考察すO.作f反作fD法_から運x量保òD法_
I導出すOh

Q学;エネルギー1(仕事) 物理におけO仕事について理`すO.

Q学;エネルギー2(運xK位})

Q学;エネルギー3(保ò法_)

Q学;エネルギー4(まRめ)

平面・空á運x1(ベクêルRスカラー) TきさRUきIVつ量RTきさだけIVつ量についてKそD表記方法R数学;Xù!いI理`すO.

平面・空á運x2(速 R運x量KQ) 直線運xで学んだ速 や運x量<どD知�I平面や空á運xD場ûに拡[すO.

平面・空á運x3(運x方程ÅK仕事)

習熟 IみOÖめに中á試ãIàâ.

いろいろ<空á運x4(等速円運x) 等速円運xにおけO速さや加速 について理`すO.

いろいろ<空á運x5(惑^D運x) ケプラーD3法_R万有引Qについて考察すO.

いろいろ<空á運x6(単振x) バネ振ù子D運xについて考察すO.

剛AにfBQ(モーメンêKつùあい) 剛AにfBQDつùあいやモーメンêI理`すO.

流AにfBQ(圧QK浮Q) 圧QR浮Qについて考察すO.

I
考
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科　目

担当教員 佐藤 洋俊 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

2 試験・実験レポート・�テスト�評�する．

3 試験・�テスト�評�する．

4 試験・�テスト�評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学

原'とし*化学実験,におい*0う．

神戸市立工業高等専門学校 2025年?シラバス

化学 (ChemistrK)

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高学年Y専門Z[研]�^様`[物abcうため，化学Z視ghiかせ[い．化学物aにlする情nboにつけ，特sb
tかし*研]に応vし，危険sb認zし*安|に配~し[ければ[ら[い．本科É�^oÑ[物aÖ専門Z器具・薬âb
使vし，実験題åb数çé利vし*学êし，基本Z[íìîbïいそれらb応v�きるよう学tôらíìる授業b展õし*
いé．

【A2】試薬・溶ùY特ûに注†し，器具b適¢に使vし*，安|に実験b0
うことh�きる．

【A2】実験から§られた結¶につい*íßし，化学反応Y量Zl™b理解
�きる．

【A2】化学Y基本法'b理解し，化学反応≠bÆに計∞bすることh�き
る．

【A2】化学物aと社≤とYつ[hりb理解�きる．

成µ^，試験70%　レポート15%　�テスト15%　とし*評�する．試験成µ^，中∏と定∫Y平ºとする．班・個øYレ
ポートÖ�テスト�合計30%�評�する．指√にƒわ∆危険[0«b0った場合^特別指Àb0う．100g満g�60g
以œb合–とする．再試験b実“する場合^60g以œ�合–とし，当該試験Yg数b60gとする

Professional Engineer LibrarK化学（実教出版）
新課程版　リードα化学基礎＋化学（数研出版）
一般化学　（神戸高専）

新課程版　フォトサイエンス化学図録（数研出版）
化学I・IIY新研]（三省堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（化学）

テーマ 内容（目標・準Hなど）

1 混合物Y分離 混合物^様`[操¸によっ*純物aに分離することh�きる．実験b通じ*学ぶ．

2 物aY構成と混合物Y分離

3 化合物と単体 実験b通じ*蒸留装�Y¢しい使いî，物理変化と化学変化Y�い，Æ	につい*学ぶ．

4 原
Y構造 原
^，原
�とそれbとりまéいéつかY電
�構成され*いる．原
Y構造における規'sb学ぶ．

5 同位体，電
殻，電
配� 電
^電
殻に存�し*いる．各Æ	Y原
�^，電
殻に存�する電
数^一定�ある．

6 溶ùY電Àsと電
配�Yl™ イオン^電�bもつ粒
�あり，�イオンと�イオンに分�される．実験b通じ*イオンYt成，Æ	Y周∫�につい*学ぶ．

7 化学結合 イオン結合，共有結合，金属結合[どについ*学ぶ．

8 中∏試験（前∫） 教科書，ノートY'()み^不可，計∞-Y'()み^事前に指√する．

9

10 物a量Y応v，発tする気体量Y予想 化学反応≠Y™数から，そY反応における物aY量Zl™b2ることh�きる．実験b通じ*学ぶ．

11 化学反応≠と実験へY応v 化学反応≠Yつéりîb実験b通じ*学ぶ．

12 化学反応≠と量Yl™ 実験b通じ*化学反応≠から反応4bíì，必5[物a量b計∞するî法b学ぶ．

13 物aY三6とそY変化 実験b通じ*物aY三6Y�い，状6変化Y89î，状6図につい*学ぶ．

14 気体Y圧;と蒸気圧 実験b通じ*気圧Y定義，蒸気圧曲=につい*学ぶ．

15 物aY三6と気体につい* 物aY三6と気体につい*学ぶ．

16 ボイ?Y法'・シャ??Y法' 実験b通じ*，気体Y体Aと圧;Yl™・気体Y体Aと温?Yl™につい*学ぶ

17 ボイ?・シャ??Y法'，気体Y状6î程≠ ボイ?・シャ??Y法'から気体定数bÀéî法b学ぶ．

18 気体Y状6î程≠実験 気体Y状6î程≠b応vし，実験b通じ*分
量b計∞するî法b学ぶ．

19 溶解，溶ù，溶媒，溶a 実験b通じ*溶解Y仕Eみについ*学ぶ．

20 溶解? ある温?におい*，一定量Y溶媒に溶解しうる溶aYa量b溶解?という．

21 濃?

22 Gと塩基・中和反応≠

23 中∏試験（後∫） 教科書，ノートY'()み^不可，計∞-Y'()み^事前に指√する．

24 中∏試験Y解答・解説，中和滴定

25

26 中和滴定曲=，塩Y水溶ùYùsについ*学ぶ．

27 G化と還Æ G化還Æ反応^，G	Y授Pだけ�^[é，水	Ö電
Y授P�も説Rされる．実験b通じ*，そYíìîb学ぶ．

28 金属Yイオン化傾TとG化数

29 G化・還Æとイオン化傾TY応v イオン化傾Tb応vし*，日常tW�応vされ*いる化学Y原理b実験b通じ*学ぶ．

30 イオン化傾Tb応vし*，日常tW�応vされ*いる化学Y原理b実験b通じ*学ぶ．

前∫，後∫ともに中∏試験およ9定∫試験b実“する．

物aに^2種�以œY物aから[る混合物と1種�Y物aから�き*いる純物ahある．また，実験,YY[実験器具Y使vî
法につい*実験b通じ*説Rする．

中∏試験Y解答・解説，物a量(原
Ö分
Y数ìî) 中∏試験Y解答・解説b0う．実験b通じ*物a量(mol)Yíìîb学ぶ．

モ?濃?^，溶ù1リット?中に溶解し*いる溶aY物a量��した濃?�ある．

GÖ塩基^，水溶ù中�水	イオンÖ水G化物イオンbtじる．また，Gと塩基h反応し*，\いにそYsab](^すことb中
和といい，水分
と塩ht成する．これらb実験b通じ*学ぶ．

中∏試験Y解答・解説b0う．濃?既2Y塩基（G）bvい*，濃?未2YG（塩基）Y濃?baめる操¸b中和滴定という．計∞
b9操¸î法につい*も学9，oYcりY実試料分eへ適vする．

pHと水	イオン濃? 水溶ùYGs，ア?カリs^，水	イオン指数によっ*�される．oYcりY溶ùについ*pHbjべ，水	イオン濃?とYl™b
実験b通じ*学ぶ．

中和反応とpH

金属Y単体に^，水溶ù中�電
blっ*�イオンに[ろうとするsahあり，これb金属Yイオン化傾Tという．実験b通じ*
学ぶ．

G化・還Æとイオン化傾TY応v（2）

H
考

- E–34 -



科　目

担当教員 小倉 和幸 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

物理 (Physics)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

物理:;事物・現>についてC観察・考察;どH通してJ物理学:に探LすN能PQ態�HSてN.さらに基本:;概Zや
原理・法^C理_H`めJそれH活eすN能PHSfすNg第2学年ではJ熱P学J電磁気学J波nC基oH学ぶg

【A2】温�Q熱について理_しJ活eができNg 本校がtめu期wにxy試{Q適時xyレポーÅでJ授業内ÉC理_�H評
ÖすNg

【A2】電磁気について理_しJ活eができNg 本校がtめu期wにxy試{Q適時xyレポーÅでJ授業内ÉC理_�H評
ÖすNg

【A2】波nC基本:;性áH理_しJ活eできNよyにすNg 本校がtめu期wにxy試{Q適時xyレポーÅでJ授業内ÉC理_�H評
ÖすNg

fâはJ試{70%　レポーÅ30%　Qして評ÖすNg;おJ試{fâはJ中w試{Qt期試{C平均êQすNg100ê満ê
で60ê以îH合ñQすNg

「高専テキスÅシリーズ 物理(î) P学・波n」潮秀樹監修（森北出版）
「高専テキスÅシリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修（森北出版）

「セミナー 物理基o＋物理」 （第一学習社）
「フォÅサイエンス 物理図∑」（数研出版）
「高専C物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）

国語J数学IJ数学II

履修:�
注意事項

(i)授業計ÿQテキスÅにŸいJ必⁄予習HすNこQg学んだこQHtflさせNuめJ必⁄復習や問題演習等C自習学習Hx
yこQg (ii)物理H理_すNuめには数学:知Âは必ÊQ;NCでJ数学HしっかりQ勉ÎすNこQ. まuJ考えC伝達・享受
C能PÚ必Û;CでJ国語Ú勉ÎすNこQg (iii)授業中におけN携帯電˜やゲー˘˙C使eJ;らびに授業妨˛につ;が
N言nHxっu�はJ原^Qして教�より退�させ欠席�いQすN.
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授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 温�Q熱 絶対温�J熱J内	エネルギー;どC概ZH理_すNg

2 熱量 熱P学に特�;熱量J熱É量J比熱C概ZH理_すNg

3 比熱C測t 物体wC熱量C出�りからJ比熱について考察すNg

4 理想気体

5 気体C分子運n論 P学C概ZHeいてJ気体C分子運n論H理_すNg

6 熱P学第一法^ 熱P学第一法^H理_しJそC応eH考えNg

7 熱P学第二法^ 熱P学第二法^H理_しJそC応eH考えNg

8 中w試{

9 中w試{C_説 中w試{C�え合わせQ_説Hxyg

10 静電気P 電�C性áや電�Cwに� PH理_すNg

11 電!Q電位 電!・電気P線・電位;どH考察すNgさらにガウスC法^C使い%H理_すNg

12 コンデンサー コンデンサーC仕)みH理_しJそC応eH考えNg

13 直流 電流Q電�C速�C関係Jオー˘C法^J抵抗3について理_すNg

14 キルヒホッフC法^ 回8において起電PC代数和が電圧降下に等しいこQH理_しJキルヒホッフC法^H適eして回8H流れN電流H考察すNg

15 復習Q演習 これまでC内ÉC復習Q演習により理_H`めNg

16 ジュール熱 抵抗によって発@すNジュール熱について理_すNgまuJ電PQ電P量C関係H考えNg

17 電流がつ N磁! 電流が磁!Hつ NこQH理_しJ直線電流・円形電流・ソレノイEC場合;どについて考察すNg

18 電流が磁!から受けNP 磁!J磁束密�J磁束C関係H理_しJ磁!中C電流が受けNPCIきさやそC%JH考察すNg

19 ローレンLP 磁!中H運nすN�電粒子が受けNPであNローレンLPH理_すNgまuJそC応eH考えNg

20 電磁誘導 導体HQ 磁束C変化によって@じN誘導起電Pについて理_すNgまuJ直流におけN自己誘導・相互誘導C現>H考察すNg

21 交流 交流C性áH学びJ実x値J誘導リアクタンスJÉ量リアクタンスJインピーダンスC概ZH理_すNg

22 電気振nQ電磁波

23 中w試{

24 中w試{C_説 中w試{C�え合わせQ_説Hxyg

25 正弦波

26 干cQde合わせC原理 波nに特�;現>QしてJ干cH起こしJde合わせC原理により波C振fが決tされNこQH理_すNg

27 自由端・固t端反射

28 t常波 互いに逆Jきでoじ波長C進x波からJt常波が@じNこQH理_すNg

29 波C干c・回折・反射・屈折 ホイヘンスC原理HeいNこQでJ波に特�;現>であN干c・回折・反射・屈折C現>H理_すNg

30 復習Q演習 これまでC内ÉC復習Q演習により理_H`めNg

前期J後期QÚに中w試{およびt期試{H実vすNg

理想気体についてfり立つJボイルC法^JシャルルC法^Jボイル・シャルルC法^H確zしJ理想気体C状態%程}H理_す
Ng

習熟�HみNuめに中w試{Hxy.

コイルQコンデンサーC)み合わせにより電気振nが起きNこQH理_すNgさらにJそれが電磁波C送受Äに関ÅしていNこQH
理_すNg

習熟�HみNuめに中w試{Hxy.

周期J角振n数J振n数J波長;どC基本:;概ZQJ波nC基本C形であN正弦波C表}H理_しJ自Ñに変形できNよyにす
Ng

固t端Q自由端でそれぞれで反射すNQきにJ位相がどy⁄れNかH理_すNgまuJそれによって@じN合f波について考察す
Ng

I
考
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科　目

担当教員 大塩 愛子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポート��テスト�評�する．

2 試験�レポート��テスト�評�する．

3 試験�レポート��テスト�評�する．

4 試験�レポート�評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学，生物， 地学

神戸市立工業高等専門学校 2025年5シラバス

化学 (ChemistrB)

電気工学科�2年�通年�必修�2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

我QR生STUくR化学物WXYえられている．しかし，化学物WT便b�あるdeX，有g�危ij影lmnぼすもRも
存rする．専門sj研u�T，こR影lw特yX配{しjければjらず，そRÄXT物WR基Çdjる化学R知識�視点
á必àdjる．Ç科â�T，化学Xäする基Çsjãえåd応用èmêうため，身ïj物Ww専門sj器具�薬ôm用い
た学ömõい，学生úらáãえる授業m展ûする．

【A2】試薬�器具m適†X°¢£い，安•X実験mõうこdá�きる．

【A2】実験から®られた結™m整理し，ã¨mõうこdá�きる．

【A2】化学R基Ç法Æm学び，化学反応R特±m理≤している．

【A2】化学物WR特ym理≤し，社¥�Rb用m認識している．

成∑T，試験70%　レポート15%　�テスト15%　dして評�する．試験成∑T中∫d定ºR平均点dする．指¿X¡わ
ず危ijõÄmõう√T特別課∆R提»m…める．100点満点�60点以Õm合œdする．再試験m実—する場合T70点
以Õ�合œdし，該‘する試験R点数m60点dする．

「Professional Engineer LibrarB　化学」·実教»版）
「視‰�dらえるフォトサイエンス化学図録」·数研»版）
「改訂版 リードα 化学基礎＋化学」·数研»版）

「化学I�IIR新研u」卜部吉庸 著·三省堂）

履修:�
注意事項

講義T化学実験室(一般科棟B棟5階)�õう．教室変�R�TそR都5指¿mする．問∆	w化学図録T適宜使用する
R�，毎回持�するこd．
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授4計画（化学）

テーマ 内容（目標・準Hなど）

1 導入，�エネルギー 化学反応XおけるエネルギーR»入¢m数�m用いて表�する手法Xついて学ぶ．

2 燃焼��生成��中和��溶≤� 様Qj反応�Xついて，エンタルピー変化d化学反応$m用いた表しåm学ぶ．

3 ヘスR法Æ 未知R反応�m知るdきT，ヘスR法Æmb用する．そR手法d理論s理≤mõう．

4 結合エネルギー，演ö

5 化学反応R速5Xついて学ぶ．また，化学反応T必ずしも一å通õRもR�Tjく，そR仕,みXついても学ぶ．

6 化学平衡/Xおける，濃5平衡定数R…めåm理≤する．

7 演ö これま�R内2m演ö問∆m≤きjáら確認，復öする．

8 中∫試験·前º） 教科書，ノートR持89みT不可．計算>R持89みT事前XY持する．

9 中∫試験R≤@mõう．また，水BwCガスR特±�反応yXついて学ぶ．

10 炭BdケイBR特±�反応y，窒BdリンR特±�反応yXついて学ぶ．

11 酸Bd硫JR特±�反応y，ハロゲンR特±�反応yXついて学ぶ．

12

13

14 無>化合物XついてRまdめ 各班，Q¢‘てられた無>化合物XついてRべ，発表用Rスライドm作成する．

15 無>化合物XついてR班別発表 各班，Rべた内2mもdX発表スライドm作成し，発表する．

16 有>化合物Xついて 有>化学分WR導入mõう．

17 有>化合物R特±�構造�分類

18 分子モデルd異y体

19 いろいろj炭化水B

20 化学$R決定 試aから化学$m導く手法Xついて学ぶ．

21 アルコールR構造，yWmRべ，そR相関yXついて学ぶ．

22 アルコールR持つ反応yXついて学ぶ．さらX，エーテルR構造dそRyWXついて学ぶ．

23 教科書，ノートR持89みT不可．計算>R持89みT事前X指¿する．

24 中∫試験R≤@，エステル 中∫試験R≤@mõう．また，エステルXついて学び，事前学ödしてセッケンXついて班�Rべる．

25 油jdセッケン 油jdT，高級j肪酸dグリセリンRエステル�ある．油jdセッケンR関nm学ぶ．

26 セッケンR合成 いくつかR油jm使用してセッケンR合成実験mõい，油jXよるpいm比rする．

27 身ïj染ad医薬ôXついてそR歴vw分類，yWm学ぶ．

28

29 タンパxWR構造wyWXついて学ぶ．

30 発表

結合T一yRエネルギーdみjすこdá�きるこdから，そRãえåXついて学ぶ．反応�Xついてこれま�R範{R演ömõう
．

反応速5d化学平衡·1）

反応速5d化学平衡·2）

中∫試験R≤@，水Bd18族元B·Cガス）

14族元B·炭BdケイB）�15族元B·窒Bdリン）

16族元B·酸Bd硫J）�17族元B·ハロゲン）

1族元B·アルカリ金属）�12族元B·亜Ñd水銀） 1族R元Bから水BmÜいた金属元Bmアルカリ金属dáう．アルカリ金属á持つ特±w反応Xついて学び，そR用àXついて
≤@する．12族R亜Ñd水銀R特±�反応yXついて学び，そR化合物RyWd用àXついて≤@する．

8族元B·鉄）�11族元B·銅�銀） 鉄R特±�反応yXついて学び，そR化合物RyWd用àXついて≤@する．また，銅w銀R特±�反応yXついて学び，身ïj
b用ãm≤@する．

炭Bmåç化合物m有>化合物déぶ．そR分類Xついて学ぶ．さらX，有>化合物T大きく分けて炭化水B基d官能基から構
成されている．官能基Xよる有>化合物R分類dそRyWm学ぶ．

有>化合物T分子$だけ�T構造á特定�きjい．分子$�¿y$�構造$Rpいm理≤して，分子R立体構造d異y体Xつ
いて学ぶ．

炭Bd水BRみから�きた有>化合物m炭化水Bdéぶ．アルカン�アルケン�アルキンXついて代表sj物WmãXîげてそ
れぞれR製法w反応m学ぶ．

アルコールRyW·1）

アルコールRyW·2）dエーテル

中∫試験(後º)

有>化合物d人∫生S·1）

有>化合物d人∫生S·2） 有>化合物Töい存rRもR�Tjい．我QáõXする炭水化物も有>化合物�ある．代表sjúdアミノ酸R構造dyWXつ
いて学ぶ．

有>化合物d人∫生S·2）

身R回¢R化学XついてRべてポスターR代ûdして新üm作成する．それm用いて班内�発表mし，各班代表√Txラス内�
発表する．人X@†するå法Xついて模索�挑§する/∫dする．

H
考

前º，後ºdもX中∫試験および定º試験m実—する．
各試験dも，電•R持89みT可dする·必àj/T¶め周知する）．
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科　目

担当教員 大塩 愛子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 細��構��機�について�理解��試!によ#評%する．

2 呼*+光合.�仕0みについて�理解��試!によ#評%する．

3

4 生殖細��形.過6+受8�しくみについて�理解��試!;評%する．

5

6

7

8 生<�進>について�理解��試!;評%する．

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 授業A;随時紹Eする

関連科目 >学，地学

Iになし

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

生< (Biolog`)

電気工学科・2年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

近年，ニュースなt身近な+ころ;iPS細�・遺伝子治療・生<多様Äなt+いÅ生<学に関Éする言Ö�Üく機áàâえ
た．さらに，も�づく#�現ëにおいても生<àもつ機��模îした製ñà開òされるなtバイオテクノロジー�活¢àめざ
ましい．本科ß;は，最先´�研究AÆなtも紹Eしなàら，生<について�基礎±な知≥�習µする．

【A2】細��構�+細�小器∏�機��理解する．

【A2】呼*+光合.�仕0みについて理解する．

【A2】DNA�構�+タンパク質合.について理解する． DNA�構�+タンパク質合.について�理解��試!;評%する．

【A2】生殖細��形.過6+受8�しくみ�理解する．

【A2】遺伝�法¿+様¡な遺伝現象，É√�0ƒえについて理解する． 遺伝�法¿+様¡な遺伝現象，É√�0ƒえについて�理解��試!;評
%する．

【A2】生<�環境応»について理解する． 動<�刺ÀにÃする反応+行動，植<�環境応»について�理解��試!
;評%する．

【A2】植生�多様Ä+様¡なë–;�植<�分“について理解する． 植生�多様Ä+様¡なë–;�植<�分“について�理解��試!;評%
する．

【A2】生<�進>について理解する．

【A2】実!�ß±�理解し，µられた結’�整理・考ÿするこ+à;きる． 実!�ß±�理解し，µられた結’�整理・考ÿするこ+à;きている⁄レポ
ー›によ#評%する．

.fiは，試!80%　レポー›20%　+して評%する．レポー›には授業‡に作.する作‚も„む．試!.fiは‡Â+定期
�平均Í+する．指ÏにÌわÔ危Òな行Ú�行ÅÛはI別課ˆ�提¯�˘める．最終.fiは100Í満Í;60Í以˛�合
ˇ+する．再試!�実�するë合は70Í以˛;合ˇ+し，該�する試!�Í��60Í+する．

「理解し�すい生<」（‚英堂）
「フォ›サイエンス生<図�」（�研¯版）

履修:�
注意事項
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授4計画（生物）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 生��単位：細�

2 細��機�+構� 細��構.する細�小器∏�構�+機�について学ぶ．

3

4 呼*+光合.

5

6

7

8 ‡Â試!（前期） ‡Â試!�行Å．教科書・ノー›・プリン›�����みは不 +する．

9 ‡Â試!�解説，作‚ ‡Â試!�解説�行Å．"えられたテー#について作‚�行Å．

10 無Ä生殖+有Ä生殖

11 減�分裂 生殖細�は体細��染色体�à半分になる減�分裂によ#形.される．半分になる理,+分裂過6�学ぶ．

12 遺伝�法¿+遺伝子Â�相互作用

13 遺伝子�É√+0ƒえ

14 Ä+遺伝

15 演習 これま;�AÆについて演習�行Å．

16 動<�生殖細��形.+受8について学ぶ．

17 ウニ�ò生�2に，動<�ò生�過6+胚Ö�形.，器∏形.について学ぶ．

18 カエ5�ò生�2に，動<�ò生�過6+胚Ö�形.，器∏形.について学ぶ．

19 植<�配偶子形.+受889胚ò生�過6について学ぶ．

20 被子植<�器∏�分>�過6について学ぶ．さらに，植<�ò;+.<�調節，?�分>について学ぶ．

21 刺ÀにÃする動<�反応+行動 動<à刺À�受けて⁄ら行動するま;�過6�学ぶ．

22 演習 これま;�AÆについて�演習�行Å．

23 ‡Â試!（後期） ‡Â試!�行Å．教科書・ノー›・プリン›�����みは不 +する．

24 ‡Â試!�解説，作‚ ‡Â試!�解説�行Å．"えられたテー#について作‚�行Å．

25 個体Cについて理解し，これら�変動について学ぶ．

26 個体C+生<CE�関F�理解し，個体CA�相互作用について学ぶ．

27 生態H�保全 生態Hにおける生<多様Äに影L�"える要N�学ぶ．

28 生��起P+進> 生��起Pについて理解し，生<進>�道R�学ぶ．

29 生<�分�+H統 生<àたtってきた進>�道Rに基づいて生<�分�する方法�学ぶ．

30 演習 これま;�AÆについて�演習�行Å．

全て�生<は細��単位+して;きている．生<�構.単位;ある細��òW+細�説�確立についてYべ，細��基本±な
つく#について学ぶ.

代]+ATP 細�は_#�んa<質�分解して>学エネ5ギー（ATP）�_#¯し，これ�dって有機<�合.する．こ�よÅな合.�分解+い
った生体A;�>学反応について学ぶ．

呼*+光合.もエネ5ギー�ATP+してµる反応;ある．それぞれ�仕0みについて学ぶ．

遺伝子+DNA 遺伝子+DNA�関Fについて学ぶ．

DNA�構�+タンパク質合. 遺伝子�本体;あるDNA�構�+複製について学ぶ．さらに，タンパク質�合.は，遺伝情i�転k+翻mによっておこなわれ
るしくみについて学ぶ．

実!：DNA抽¯+演習 実oに野q�細��d用し，DNA�抽¯して観ÿする．また，s#�時Â;これま;�AÆについて演習�行Å．

生殖は大きく無Ä生殖+有Ä生殖に分けられるà，これらtなる2u�生殖方法�vいについて学ぶ．

生<はそれぞれ，Iwある形質�もってお#，こ�形質àx⁄ら子に伝わる現象�遺伝+いÅ．メンデ5�法¿，様¡な遺伝様{に
ついて学ぶ．

遺伝子�É√，さらに減�分裂時に染色体�部分±な交ƒによって生じる遺伝子�0ƒえについて学ぶ．また，0ƒえ�起こ#
�すさ�指�;ある0ƒえ%�計Åも行Å．

Ä染色体+常染色体�vい�理解し，t�よÅにÄ決定à行われる⁄�理解する．さらにÄ染色体にある遺伝子による伴Ä遺伝
について学ぶ．

動<�生殖+ò生(1)

動<�生殖+ò生(2)

動<�生殖+ò生(3)

植<�生殖+ò生(1)

植<�生殖+ò生(2)+植<�反応+調節

個体C+生<CE(1)

個体C+生<CE(2)

I
考

前期，後期+もに‡Â試!およ9定期試!�実�する．
電Ü���à必要なoは，àめ周知する．
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科　目

担当教員 和田 充弘 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地理，高専生のための防災・減災入門

神戸市立工業高等専門学校 2025年/シラバス

地学 (Earth and Planetary Science)

電気工学科・2年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

宇PQ地RのST立ちとその構Sについて，]太陽`と惑b」，]地Rの構d」，]地Rの歴f」，]大気と海i」，]地R環境問
m」，]宇P」nキーワーrとして，幅uい内wについて学xする{関}する分�Ä物理，化学，生物，地理と多Çにわたる学際
ÖÜ分�であることnäみて，網羅Öに学xするのではÜく，地RのêみÄ相íに関ìしていることn体`Öに学ぶ{また，
人òÄ直öしている具体Ö問mnúTùげ，社会人Q技術£Ä§えているべß教©の涵©n目¨す{

【A2】地Rの内部構dとプレー∞Q地±の運≥について理¥する{ 本校Ä∂めた期∏にπ∫試ºと適時π∫レポー∞で，授業内wの理¥/n評
¬する{

【A2】地Rの火山活≥と鉱物，火S«と堆積«，地 の変S作Õについて
理¥する{

本校Ä∂めた期∏にπ∫試ºと適時π∫レポー∞で，授業内wの理¥/n評
¬する{

【A2】大気の構dと運≥，Œの形SQ降水過程，気象予÷のしくみについ
て理¥する{　

本校Ä∂めた期∏にπ∫試ºと適時π∫レポー∞で，授業内wの理¥/n評
¬する{

【A2】海iの構dと運≥，◊と潮汐，エルニーニ›Qラニーニfiについて理
¥する{

本校Ä∂めた期∏にπ∫試ºと適時π∫レポー∞で，授業内wの理¥/n評
¬する{

【A2】地R環境問mと自然災·のメカニズÂについて理¥する{ 本校Ä∂めた期∏にπ∫試ºと適時π∫レポー∞で，授業内wの理¥/n評
¬する{

【A2】太陽`と太陽`の惑b，地Rの自Êと公Êについて理¥する{ 本校Ä∂めた期∏にπ∫試ºと適時π∫レポー∞で，授業内wの理¥/n評
¬する{

【A2】太陽nËÈ恒bの構dと活≥，宇Pの構dと進化について理¥する
{

本校Ä∂めた期∏にπ∫試ºと適時π∫レポー∞で，授業内wの理¥/n評
¬する{

SÏは，試º70%　レポー∞30%　として評¬する{Üお，試ºSÏは，中∏試ºと∂期試ºの平均Ûとする{100Û満Û
で60Û以ùn合¯とする{

]地学基礎」（啓林館），]地学」（啓林館）
]センサー地学」（啓林館）
]スクエ�最新図説地学」（第一学x社）

]はじめての地質学 日本の地�と«�n�べる」日本地質学会編著（ペレ出版）
]�と地の理nさぐる　地R学と宇P学」福江 純，他（プレ�デス出版）
]一般気象学・第2版補訂版」 小倉 義光著（東京大学出版会）

履修:�
注意事項

(i)授業計(とテキス∞に*い，予xnすること{学んだことn∂-させるため，/0復xQ問m演x等の自x学xnπ∫こ
と{ (ii)地学n理¥するためには，他の理科科目（3に物理Q化学）の知56/7とÜTます{他の理科科目6しっかTと勉
;すること.  (iii)授業中における携帯電@QゲーÂBの使Õ，Üらびに授業妨·につÜÄる言≥nπった£は，原Iとして
教JよT退Jさせ欠席Oいとする.
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授4計画（地学）

テーマ 内容（目標・準Hなど）

1 地学・授業のオリエンテーシ›ン{R地Rの形と大ßさについて学ぶ{

2 地Rの内部構dについて�べSn学び，理¥する{

3 重Uと地磁気について学ぶ{大陸移≥説の誕生について知る{

4 大陸移≥説からプレー∞テク∞ニクスへの進[n知る{プレー∞テク∞ニクスの理\でみる地Rの]n学ぶ{

5 地^の基本n学び，実xÜどn通して地^とその発生のメカニズÂnbえる{

6 地^とその災·n知T，緊急地^速÷Üどn理¥する{火山の基礎としてマグマの発生，火山の構dn学ぶ{

7 火山とその災·，火山噴出物と火S«について学ぶ{

8 中∏試º これまでに学んだ範kについて出mする{

9 試º返mと¥説{R　変S作Õ 試º返mと問mの¥答・¥説nπ∫{R　変S作Õと変S«について学ぶ{

10 堆積作Õと堆積« 風化・侵食・運搬・堆積と堆積作Õ・堆積«，堆積地形について学ぶ{

11 地�と地質図 地�の形S，地質図について演xn通して理¥する{

12 地質図の演xで地質構dn理¥する{化�について学び，地Rの歴fn�べるSsn知る{

13 絶対年代・相対年代n知る{地Rの誕生からwカンブリ�時代（冥王代・太古代・原生代）n学ぶ{

14 古生代から新生代までの生物の進化と環境の変化n学ぶ{

15 大量絶滅，人òの進化，~び日本列Äの形Sと歴fについて理¥する{

16 実ºQ実xn通して，大気圧・大気の組SÜど気象の基礎と大気の�構dn学ぶ{

17 大気中の水蒸気の変化ÜどからŒの形Sと降水のしくみ，大気の安∂・不安∂について学ぶ{

18 気圧と風の関ì，高気圧・低気圧，台風について実xÜどn通して理¥nàめる{

19 大気の大循環n学ぶ{日本の四ãと気象災·について理¥する{

20 気象観測，�気予÷の仕組みについて知る{海iの構dと海水の運≥，海水の大循環n学ぶ{

21 海èQ潮汐n学ぶ{エルニーニ›とラニーニfiÜど，大気と海iの相í作Õついて理¥する{

22 気候変≥Q物ëの循環n知T，様ìÜ地R環境問m（地R温暖化Üど）について理¥する{

23 中∏試º これまでに学んだ範kについて出mする{

24 試º返mと¥説{R�文分�の導入 試º返mと問mの¥答・¥説nπ∫{R　宇P開発の歴fn知る{宇Pの構dと太陽`の誕生について学ぶ{

25 太陽`の惑bについて知T，惑bの視運≥Qチチウス・ボーデのsI，ケプラーのsIn学ぶ{

26 地Rの自Ê・公Êについて学び，�R座üと†について理¥する{`外惑bに関して最新情÷n知る{

27

28

29 恒bの進化，銀河`・銀河，b•Qb∏Œについて学ぶ{

30 銀河の分ò，宇Pの大規模構d，宇Pの膨©と進化についてハッブル・ルメー∞ルのsInËめ学ぶ{

前期，後期と6に中∏試ºおよび∂期試ºn実Æする{

地学とはØかR地Rの概観と構d1

地Rの概観と構d2

地Rの概観と構d3

地R概観と構d4

地Rの活≥1

地Rの活≥2

地Rの活≥3

地質図の演xR地Rの歴f1

地Rの歴f2

地Rの歴f3

地Rの歴f4

大気の構dと運≥1

大気の構dと運≥2

大気の構dと運≥3

大気の構dと運≥4

大気の構dと運≥5R海iの構dと運≥1

海iの構dと運≥2R大気海i相í作Õ1

大気海i相í作Õ2R地R環境問m

太陽`1

太陽`2

太陽`3R地^と災· b座早見¥について知る{太陽とい∫恒bについて学ぶ{R　（1月17日n意5して）地^災·について学ぶ{

恒bと宇P1 太陽の構dと活≥について理¥nàめる{恒bの∑るさと距πについて学ぶ{HR図について知る{

恒bと宇P2

恒bと宇P3

H
考
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科　目

担当教員 李 庚鎬 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 中間・定期試��レポー��評�する．

2 中間・定期試��レポー��評�する．

3 中間・定期試��レポー��評�する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

自%�問'()くこ�,大.なの�1自宅学4(5らないこ�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

物理 (Physics)

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

第二学年ま�bcbつけf物理学の知識・思考方l(も�bして1音波・光波およu初等wな原子物理(理)し1自ら考え
応|し1探~する�(cbつける．各%Åの基礎wな事Ö(よく理)し1工学wな応|(視Åbáれて1自ら探~する契機
(提åする．

【A2】波çの基礎wな概è��もb1音波�光波の具体wな性ì(理)す
る

【A2】前期量子ñ�原子・原子核・素粒子物理の初等wな知識(1科学史
wな視õ��もb理)する．

【A2】演4(通して1基礎wな問'(自ら考え1)く�(cbつける．

成ûは1試�85%　レポー�15%　�して評�する．試�成ûは1中間試��定期試�の平均õ�する．最終成ûは1100
õ満õ�60õ以®(合™�する．´状≠bよっては1再試�(∞う．）

「高専テキス�シリーズ 物理(®) �学・波ç」潮秀樹監修´森北出版）
「高専テキス�シリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修´森北出版）
「セミナー 物理基礎＋物理」 ´第一学4社）

「フォ�サイエンス 物理図—」´数研出版）
「高専の応|物理[第2版]」小暮陽三監修´森北出版）
「理化学辞典」長倉三郎他編集´岩波書店）
「理科年表」国立天文台編集´丸善）
「高専の物理問'集[第3版]」田中冨士男編著´森北出版）

国語1数学I1数学II1応|物理ほかの専門科目

履修:�
注意事項

- E–43 -



授4計画（物理）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 シラバス�授業の˜¯方の説明後1音の発˝�伝ˇおよu音の三要素bついて)説する．

2 音の発˝�伝ˇおよu音の三要素bついて)説する．

3 これま�b学ん�波性ìから1うなり�共�bついて考える．

4 これま�b学ん�波性ìから1うなり�共�bついて考える．

5 緊急車
,サイレン(�らして�づく�き��ざかる�き�は1音の高さ,�なる．このこ�bついて考える．

6 緊急車
,サイレン(�らして�づく�き��ざかる�き�は1音の高さ,�なる．このこ�bついて考える．

7

8 中間試�

9 中間試�の)説 中間試�の�え合わせ�)説(∞う．

10

11 シャボン�b�,�くのはなぜか．薄�bよる干�(考える．

12 シャボン�b�,�くのはなぜか．薄�bよる干�(考える．

13

14 鏡1¯,ね1光ファイバー1レーザーなどの光学機$bついて)説する．

15 鏡1¯,ね1光ファイバー1レーザーなどの光学機$bついて)説する．

16 電子の電%�ì量,どのようb&られfか1�ムソンの実�1ミリカンの油滴実�(通じて)説する．

17 電子の電%�ì量,どのようb&られfか1�ムソンの実�1ミリカンの油滴実�(通じて)説する．

18 原子�原子核 原子の構/bついて1科学史wな視õ(ふまえて)説する．

19 原子核の崩2�半減期1放射7bついて)説する．

20 原子核の崩2�半減期1放射7bついて)説する．

21 核融合�核%裂1核エネルギーbついて)説する．

22 核融合�核%裂1核エネルギーbついて)説する．

23 中間試� 中間試�(∞う．

24 中間試�の)説 中間試�の�え合わせ�)説(∞う．

25 光の粒子性�電子の波ç性bついてbついて)説する．

26 光の粒子性�電子の波ç性bついてbついて)説する．

27

28

29 素粒子bついて1クォーク模?の概要()説する．

30 素粒子bついて1クォーク模?の概要()説する．

前期1後期�もb中間試�およu定期試�(実@する．

音波1{音の発˝1音のBさ1音の三要素}

音波2{音の発˝1音のBさ1音の三要素}

音波3{うなり1共�}

音波4{うなり1共�}

音波5{ドップラー効果}

音波6{ドップラー効果}

光波1{反射�屈折1回折�干�} 光波の反射�屈折12Nのスリッ�bよる光の回折�干�(考える．

1～7Qの範S�試�(∞う．

光波2{反射�屈折1回折�干�} 光波の反射�屈折12Nのスリッ�bよる光の回折�干�(考える．

光波3{薄�bよる光の干�}

光波4{薄�bよる光の干�}

光波5{偏光1%散1散乱} 光は横波�ある,1自然光は˜∞方Zb垂\な]�あらゆる方Zb振çしている．一つの方Zb振ç,偏っf光(つくる�どの
ようなこ�,`きる�ろうか．まf1夕cはdく1eはなぜfいのか．これらbついて)説する．

光学機$1{レンズ1レーザー}

光学機$2{レンズ1レーザー}

電子1

電子2

原子核の崩2�放射能1

原子核の崩2�放射能2

原子核の崩2�放射能3

原子核の崩2�放射能4

波ç性�粒子性1

波ç性�粒子性2

原子の構/1 原子の7スペク�ル1ボーiの原子模?1X7の波長bついて)説する．

原子の構/2 原子の7スペク�ル1ボーiの原子模?1X7の波長bついて)説する．

素粒子1

素粒子2

I
考
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科　目

担当教員 平野 洋平 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 �し���英��スラスラ��沢山�むことができるか�演)で評+する．

6 異�/0諸事3につ�6理8でき6�るか�9演)で評+する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科=はこ?以A0英語科が開DするE60科=に関Gする

電子辞書9または英和辞書�持Pすること

神戸市立工業高等専門学校 2025年_シラバス

英語 (English)

電気工学科・1年・通年・必修・4単位【D義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

4技w0バランスに配zしながら9第1学年とし6必~な英語��総合ÇにÉにつける．演)科=でもある0で9授業áに
指âさ?る方åで予)・復)�必èêうこと9授業に積極ÇにPîすること9発ñすること9英語音ò�利öした演)�êう
ことがõ�úめら?る．

【B3】1年ûレベ°0語彙・ñ£�)§する． 1年ûレベ°0語彙・ñ£�)§でき6�るか�9á間・期末試験™´演)で
評+する．

【B3】1年ûレベ°0�å項=�)§する． 1年ûレベ°0�å項=�理8し6�るか�9á間・期末試験™´演)で評
+する．

【B3】1年ûレベ°0英語���≠し�8Æできる． 1年ûレベ°0英語���≠し�8Æでき6�るか�9á間・期末試験™´演
)で評+する．

【B3】1年ûレベ°0英語�Ø�6≠し�理8したり9リピー¥したりできる． 1年ûレベ°0英語�Ø�6≠し�理8したり9リピー¥したりできるか�9á間
・定期試験または演)で評+する．

【B3】�し���英����沢山�むことができる．

【D2】英��通し69異�/に∂する人∏0�/9生活様式9Ω0見方が理
8できる．

成¿は9試験70%　演)30%　とし6評+する．ただし9必~に√じ6再試験�êう場合がある．授業á0演)が十»に
êわ?な�場合9原Àとし6年間総合評+は不Õとなる．

「MY WAY English Communication I」€森住fiほか15名（三省堂）
「Vision Quest English Grammar 24 For 3rd Edition」€高校英語研究会・啓林館編集部（啓林館）

「Vision Quest 総合英語 3rd Edition」€野村恵造編著（啓林館）
「理工系学生0ため0必修英単語2600」€亀山太一監修（成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction 英語学)0心�え．予)復)0仕方0説明9�試し等

2 Lesson 1 Proverbs Around the World

3 Lesson 1 Proverbs Around the World

4 Lesson 2 Iwago Mitsuaki: An Animal Photographer

5 Lesson 2 Iwago Mitsuaki: An Animal Photographer

6 Lesson 3 Sending Canned Mackerel to Space

7 Lesson 3 Sending Canned Mackerel to Space

8 á間試験08答・8説 á間試験08答・8説�êう

9 Lesson 4 Messages from Winnie-the-Pooh

10 Lesson 4 Messages from Winnie-the-Pooh

11 Lesson 5 Endangered Languages

12 Lesson 5 Endangered Languages

13 Lesson 6 A Wheelchair Traveler

14 Lesson 6 A Wheelchair Traveler

15 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

16 Lesson 7 The Fugees

17 Lesson 7 The Fugees

18 Lesson 7 From Landmines to Herbs

19 Lesson 8 Avatar Robots

20 Lesson 8 Avatar Robots

21 Lesson 8 Avatar Robots

22 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

23 á間試験．á間試験08答・8説 そ?までに学)したことにつ�6試験�êう・á間試験08答・8説�êう

24 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

25 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

26 Lesson 9 Kadono Eiko and the Power of Imagination

27 Lesson 10 SDGs

28 Lesson 10 SDGs

29 Lesson 10 SDGs

30 学)内�0復) ここまで0学)内���り�る

前期9後期ともにá間試験およ´定期試験�実#する．

・世%0ことわざ9'わ?るñ£0(�)共通+など�-る．・£在形 / 過去形 / 進ê形 /SVO(O=that節)�理8し9ñ£する

第27と8じ

・写真家 岩合光>さんが写真�通し6つたえた�こと．・助動詞 / CけÉ / 助動詞0つ�たCけÉ�理8し9ñ£する

第47と8じ

・高校生がDった鯖Gが宇IJK´立った．・動名詞 / to不定詞0名詞Çöå・副詞Çöå・形�詞Çöå�理8し9ñ£する

第67と8じ

・世%áで�MNが?るOクQ0プーさん』にTめら?たメッセージ．・£在完了形 / £在完了進ê形 / 過去完了形�理8し9ñ
£する

第97と8じ

・消\0危^にある世%0言語とそ0�/．・関係代名詞 / It is ... to不定詞�理8し9ñ£する

第117と8じ

・c�すで世%一dした三代達fさん0ブログ．・£在»詞・過去»詞0形�詞Çöå / »詞�� / It is ... that �理8し9ñ
£する

第137と8じ

・難k0子lたち0ため0サッカーチーqが未s�tり開�きっかけに．・関係副詞 / 比較級・最上級�理8し9ñ£する

第167と8じ

第167と8じ

・z?た場{に�6もコミュニケーション�Õwにする»Éロボッ¥．・条Ñ�ñすif節 / 仮定å過去 / I wish ～ / as if ～ �理
8し9ñ£する

第197と8じ

第197と8じ

・児童�学D家・角野栄子さん0Dã0魅�と9想像�0世%．・SVO1O2 (O2=how to ＝) / SVO＋to 不定詞 / SVOC (=動
詞0原形9£在»詞） �理8し9ñ£する

第247と8じ

第247と8じ

・SDGsに関する課íにつ�6プレゼンテーション形式でïえる．・プレゼンテーション0基礎　�理8し9ñ£する．

第277と8じ

第277と8じ

I
考
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科　目

担当教員 上垣 宗明 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 異文��諸事�につい�理�でき�いるかを$演&で評(する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科.はこ1以3�英語科6開8する9��科.に関;する

電子辞書$または英和辞書を持Dすること

神戸市立工業高等専門学校 2025年Tシラバス

英語 (Englis_)

電気工学科・2年・通年・必修・4単位【8義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

4技m�バランスに配pしな6ら$第2学年とし�必uな英語vを総合yにzにつける．演&科.でもある�で$授業~に
指Äさ1る方Éで予&・復&を必Üáうこと$授業に積極yにDãすること$発çすること$英語音èを利ëした演&をáう
こと6íìîめら1る．

【B3】2年ñレベô�語彙・çõを&úする． 2年ñレベô�語彙・çõを&úでき�いるかを$~間・定期試験¢£演&で
評(する．

【B3】2年ñレベô�文É項.を&úする． 2年ñレベô�文É項.を理�し�いるかを$~間・定期試験¢£演&で評
(する．

【B3】2年ñレベô�英語長文を¶しì�ßできる． 2年ñレベô�英語長文を¶しì�ßでき�いるかを$~間・定期試験¢£演
&で評(する．

【B3】2年ñレベô�英語を®い�¶しì理�したり$リピー≠したりできる． 2年ñレベô�英語を®い�¶しì理�したり$リピー≠したりできるかを演&
で評(する．

【D2】英文を通し�$異文�にÆする人∞�文�$生活様式$µ�見方6理
�できる．

成∏は$試験70%　演&30%　とし�評(する．ただし$必uにªじ�再試験をáう場合6ある．授業~�演&6十¿に
áわ1ない場合$原√とし�年間総合評(は不≈となる．

「Grove Englis_ Communication II」”笹島÷などÿ文英堂）

「Vision Quest 3rd Edition」”野村恵造編著ÿ啓林館）
「Vision Quest Englis_ Grammar 24 For 3rd Edition / Ultimate 2nd」”高校英語研究会・啓林館編集部ÿ啓林館）
「理工系学生�ため�必修英単語2600」”亀山太一監修ÿ成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction 英語学&�心¯え．予&復&�仕方�説明$v試し等

2 Lesson 1 Breakfast Around t_e World

3 Lesson 1 Breakfast Around t_e World

4 Lesson 2 W_at Makes You a Good Street Dancer?

5 Lesson 2 W_at Makes You a Good Street Dancer?

6 Lesson 3 Volunteering and Music Bring Us Toget_er

7 Lesson 3 Volunteering and Music Bring Us Toget_er

8 ~間試験．~間試験��答・�説 そ1までに学&したことについ�試験をáう・~間試験��答・�説をáう

9 Lesson 4 Zoos ― Roles and C_allenges

10 Lesson 4 Zoos ― Roles and C_allenges

11 Lesson 5 Paper Can C_ange t_e Future

12 Lesson 5 Paper Can C_ange t_e Future

13 Lesson 6 Our Advanced Network Society

14 Lesson 6 Our Advanced Network Society

15 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

16 Lesson 7 Connecting wit_ People

17 Lesson 7 Connecting wit_ People

18 Lesson 7 Connecting wit_ People

19 Lesson 8 Practice Makes Perfect ・大�さん6国際�パンコンテス≠に むまで�経#を理�し�$$えを%める．・関係副(とそ�ëÉ$¿(¯文

20 Lesson 8 Practice Makes Perfect

21 Lesson 8 Practice Makes Perfect

22 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

23 ~間試験．~間試験��答・�説 そ1までに学&したことについ�試験をáう・~間試験��答・�説をáう

24 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

25 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

26 Lesson 9 T_e World Wit_out Honeybees

27 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

28 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

29 Lesson 10 T_e Fort_ Bridge

30 学&内��復& ここまで�学&内�を�り�る

前期$後期ともに~間試験およ£定期試験を実1する．

・国2地4で5う朝7�特9につい�理�し�$$えを%める.・「S+V」「S+V+C」「S+V+O」「S+V+O1+O2」「S+V+O+C」�文
型$動名(

第2?と@じ

・ス≠リー≠ダンスについ�理�し�$$えを%める.・完了形$進á形$完了進á形

第4?と@じ

・若GをボランティJにDãさせるロックコープス�活動につい�理�し�$$えを%める.・助動($助動(+完了形$to不定(�
ëÉ

第6?と@じ

・動µQ�役Sについ�理�し�$$えを%める.・Tけzÿ「S+V+O1+O2」「S+V+O+C」$助動(をUむ$進á形など）

第9?と@じ

・V�消X6必Üしも森林破[につな6らないことについ�理�し�$$えを%める.・名(を修\する¿(／¿(�形�(yë
É$「S+V+(O+)O (=t_at節・S+V+C(=t_at節))」「S+V+(=seem[appearなど])+to不定(」

第11?と@じ

・ネッ≠ワーク社会�利便fと危険fについ�理�し�$$えを%める.・「S+V+O+(to不定(・¿(・原形不定()」「S+V+
(=seem[appearなど])+to不定(」

第13?と@じ

・社会yなつな6り6人にiえる影kについ�理�し�$$えを%める．・比較(as～as/not as～as)$関係代名(�ëÉ

第16?と@じ

第16?と@じ

第19?と@じ

第19?と@じ

・ミツバr�有益fについ�理�し�$$えを%める．・仮定É過去・過去完了$if �ない仮定É$仮定ÉをUむçõ

第24?と@じ

第24?と@じ

・スコッ≠ランx�フォース{6ど�ような{かについ�理�し�$$えを%める．・倒置$省略$@Ä�t_at$付帯状Ñ�wit_

第27?と@じ

第27?と@じ

I
考
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科　目

担当教員 柳生 成世 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 外��諸事�につい�知 !"かになったかを(演*+評-する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科4は(こ7以外�英語科!開講するすべ��科4に関>する．

電子辞Bまたは英和辞Bを持Fすること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Vシラバス

英語 (Englisa)

電気工学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

1(2学年+学*した内qを確sにしたt+(さらに4技x�バランスにz配|しな!ら(}にリーディンÇÉ�充sをÖる．
演*科4+zある�+(授業àに指äさ7る方å+予*・復*を必èêい(また授業に積極ìにFîし(発ñすること(英
語音òを利öした練*をêうこと!ùûüめら7る．

【B3】3年°レベ§�語彙(ñ¶を*ßする． 3年°レベ§�語彙(ñ¶を*ß+き�いるかを(à間(定期試≠およ∞演*
+評-する．

【B3】3年°レベ§�文å項4を*ßする． 3年°レベ§�文å項4を*ßし�いるかを(à間(定期試≠およ∞演*+評
-する．

【B3】さまざまなReading Skillを把ªし�(3年°レベ§�英語長文を正
しû解ø+きる．

さまざまなReading Skillを把ªし�(3年°レベ§�英語長文を正しû解ø+
きるかを(à間(定期試≠およ∞演*+評-する．

【D2】英文を通し�(外��人¡�文化(生活様式(∆�見方!理解+きる
．

成…は(試≠70%　演*30%　とし�評-する．100点満点+60点以tを合œとする．再試≠をs—する場合!ある．授
業à�演*!十‘にêわ7ない場合(原◊とし�年間総合評-は不⁄となる．

「BIG DIPPER Englisa Communication III」Â石川慎一郎・àÎ�りこほか7名（数研出版）

「Vision Quest 総合英語 3rd Edition」Â野村恵造編監修（啓林館）
「理工系学生�ため�必修英単語2600」Â亀山太一監修（成美堂）

履修:�
注意事項
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授4計画（英語）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 Introduction / Lesson 1

2 Lesson 2 「健康」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見を�す・BûÉを�う．

3 Lesson 3 「討論」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見を�す・BûÉを�う．

4 Lesson 4 「食文化・歴史」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見を�す・BûÉを�う．

5 Lesson 5 「コミュニケーション」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／クラスメー#と会�を%けるÉを�う．

6 Lesson 6 「娯楽・歴史」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見を�す・BûÉを�う．

7 Lesson 7 「ウェブサイ#」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／}定�.を人に/めるÉを�う．

8 à間試≠(à間試≠�解答・解説 à間試≠�解答・解説をおこなう．

9 Lesson 8 「自然」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見をBûÉを�う．

10 Lesson 9 「異文化理解」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見を�す・BûÉを�う．

11 Lesson 10 「芸術」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見を�す・BûÉを�う．

12 Lesson 11 「リーフレッ#」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�9え�計<を�す・BûÉを�う．

13 Lesson 12 「心理」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見を�す・BûÉを�う．

14 Lesson 13 「経済」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘�意見を�す・BûÉを�う．

15 Lesson 14 「新聞記事」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／関>した写Dについ�描写するÉを�う．

16 Lesson 15 「スポーツ」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／パラÇラフ構成を把ªするÉを�う．

17 Lesson 16 「言語・文化」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／パラÇラフ構成を把ªするÉを�う．

18 Lesson 17 「環境」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／パラÇラフ構成を把ªするÉを�う．

19 Lesson 21 「技術・社会」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／�約文を完成させるÉを�う．

20 Lesson 21

21 Lesson 22 「歴史・人権」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／内qをまとめたポスターを完成させるÉを�う．

22 Lesson 22

23 à間試≠(à間試≠�解答・解説 à間試≠�解答・解説をおこなう．

24 Lesson 18 「教育・社会問題」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／パラÇラフ構成を把ªするÉを�う．

25 Lesson 19 「メディア・倫理」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／パラÇラフ構成を把ªするÉを�う．

26 Lesson 20 「健康・歴史」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／パラÇラフ構成を把ªするÉを�う．

27 Lesson 23 「防災」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉを�う．

28 Lesson 23

29 Lesson 24 「科学・倫理」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／内qをリテリンÇするÉを�う．

30 Lesson 24

シラバス解説(英語学*�心構え(予*復*�仕方等．「食文化・環境」に関する英語を題
に(概���点を把ªするÉ／自‘
�意見を�す・BûÉを�う．

19週4と]じ

21週4と]じ

27週4と]じ

29週4と]じ

I
考

前期(後期とzにà間試≠およ∞定期試≠をs—する．
学生�英語*熟V・状況等によっ�授業計<を変eすること!ある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 英
によ�基本��コミュニケーショ�ができ�かどうか$演&で評(す�．

2 授業-.質疑・応3$4して7学9.リスニ�<能>$評(す�．

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科Aは7こD以F.英
科が開Hす�すべて.科Aに関Kす�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Xシラバス

英
演& (The Practice of English)

PILEGGI MARK 教授

電気工学科・3年・後期・必修・1単位【H義・演&】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

This class is the first time for students to have English class focusing on communication skills of 
speaking and listening. TOEIC study tips will also be introduced for the first time in this class.

【B3】英
によ�基本��コミュニケーショ�ができ�．

【B3】さまざま�コミュニケーショ�場è.7英
話ë.発ì$îきï�こ
とができ�．

【B3】TOEIC試験対ö.基õ$演&し7úにつけ�． TOEIC対ö.基õがúについてい�かどうか$7-間試験・定期試験7演&
で評(す�．

【D2】アメリ§.文化�内®について英
で©かDたも.$理≠でき�． アメリ§.文化�内®について英
で©かDたも.$理≠でき�か7-間試
験・定期試験7およØレポー≤で評(す�．

成¥は7試験70%　演&30%　として評(す�．

Comprehensive Practice for the TOEIC L&R Test: Lynch7 Shitori (Seibido)
プリ�≤

履修:�
注意事項

英和・和英辞©（電子辞©$æむ）$準¬す�こと．�お7テキス≤$紙媒«で購入（入手）してい�い場合7成¥$評(し�
い．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction to the Course

2 TOEIC Test Info and TOEIC Textbook Introduction

3 English Conversation and American Culture(1)

4 TOEIC Unit 2 Meetings & Seminars

5 English Conversation and American Culture(2)

6 English Conversation and American Culture(3) Conversation strategies – Confirmation questions - Giving directions to draw a picture.

7 Mostly reviewing for the exam Finish up with any leftover TOEIC or Conversation practice and review for midterm test.

8 -間試験 Midterm test and assessment.

9 TOEIC Unit 3 Restaurants

10 English Conversation and American Culture(4)

11 English Conversation and American Culture(5) Video about American lifestyle and holidays.

12 TOEIC Unit 4 Company Recruitment

13 English Conversation and American Culture(6)

14 Overall TOEIC review and conversation

15 Complete term review for the final exam

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Overview of the course ー Assessment of students' English proficiency.

Basic info about the test7 the 7 different parts. Start textbook Unit 1 Travel (未来表現).

Self-introductions7 Conversation Strategies - Rejoinders. American greeting styles and language.

Textbook grammar point: (現在分詞・過去分詞).

American trivia and information exchange. Conversation Strategies – Follow up Questions. What? Where? 
Why? When? With who? How...?

Go over midterm. Start a new TOEIC Unit. Textbook grammar point(代名詞).

Discussion about family and travel. Conversation Strategies – Clarification Questions. Also finishing TOEIC if 
not done unit 3.

Textbook grammar point:(不定詞・動名詞) .

Conversation Strategies – Keeping or killing the conversation. Overall review of English communication skills 
learned so far.

Taking time to review and clarify any TOEIC study points7 as well as continuing to practice all conversation 
skills learned so far.

Focusing on test content and confirming student's English communication progress. Also introducing self-
study apps for spring break.

J
考

後期-間試験およØ後期定期試験$実Èす�．
Midterm and final tests created from about 1/3 homework7 1/3 TOEIC7 1/3 Conversation Strategies. I use Google Classroom a lot! (For submitting 
homework and sharing class data).
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(90%), B4(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 授業��質疑・応���して�各学��コミュニケーショ%能'�評)する．

3

4 授業��質疑・応���して�各学��リスニ%/能'�評)する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科3はこ6以8�英語科;開=する>て�科3?関Aする．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Oシラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] PILEGGI MARK 教授, [後期] 石井 達也 非常勤=師, [後期] ミラー 非常勤=師

電気工学科・4年・�年・必修・2単位【=義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

前期：Class alternates between English conversation skills and TOEIC test taking skills. American Culture 
and Global topics also introduced.後期：クラス�2つ?êけ�前íì後íî学�;ï6ñわる．8国人=師�授業î
は英語î�自己表現技ü��日本人教師?よる授業îは�TOEIC問£�解•�学習する．

【B4】TOEIC試験対©�基´�演習し¨?つける． TOEIC対©�基´;¨?ついているかどうか���間試験・定期試験�演習
î評)する．

【B3】英語?よる基本≥¥コミュニケーショ%;îきる．

【B3】∂しい英語�発∏;îきる． 授業��質疑・応���して�各学�;∂しい発∏;îきるかどうか�評)す
る．

【B3】さまざま¥コミュニケーショ%場Ω��英語話ø�発∏�¿き¡るこ
ì;îきる．

【B3】コミュニケーショ%?必¬¥英語�語彙�文•�理解îきる． 授業�?¡∆«っ…重¬語彙�文•項3?ついて�知Õ��間試験・定期試
験�演習î評)する．

成œは�試験70%　演習30%　ìして評)する．前期は�到達3標1�5��間・定期試験40%�演習10%î評)する． 後
期は到達3標2～4�演習20%�到達3標1�5��間・定期試験30%î評)する．…だし�必¬?応じて再試験�◊う場合
;ある．

Climb High to the TOEIC L&R Test: Yasumaru�Watanabe�Totoki�Zitzmann�Hama (Kinseido)
Science for Tomorrow: Hattori� Yamashita� Hasegawa� Perkins (Kinseido)
プリ%ト

履修:�
注意事項

英和・和英辞書（電子辞書�Èむ）�準Ìするこì．¥お�テキスト�紙媒Ûî購ï（ï手）してい¥い場合�成œ�評)し¥
い．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Also TOEIC Information revisited

2 English Conversation (1)

3

4

5

6

7

8 Midterm assessment Midterm test and assessment

9

10

11 English Conversation (6) Asking about and describing routines and exercise (2)

12

13

14

15 Skill strengthening Strengthen weak points through various exercises

16 English Conversation (1) Overview of the course - International Introductions

17 English Conversation (2) Jobs and routines

18 English Conversation (3) Describing routines using adverbs of frequency

19 English Conversation (4)

20 English Conversation (5) Describing where classmates live using prepositions of space

21 English Conversation (6) Asking about life experiences (Have you ever...)

22 English Conversation (7)

23 Midterm Test Midterm test and assessment

24

25 Science for Tomorrow: Unit 1

26

27 Science for Tomorrow:: Unit 2

28

29 Science for Tomorrow: Unit 3

30

前期�後期ìも?�間試験およ�定期試験�実�する．

Introducing yourself; introducing others; checking information� exchanging personal information

English Conversation (2)� TOEIC演習(1) Describing school and daily schedules� Unit 5 Traffic & Travel �過去形・過去進◊形］

TOEIC演習(2) Finish Unit 5 Unit 5 Traffic & Travel �過去形・過去進◊形］

English Conversation (3)� TOEIC演習(3) Talking about likes and dislikes� Start Unit 6 News�未来表現］

TOEIC演習(4) Finish Unit 6  Unit 6 News�未来表現］

English Conversation (4)� (Review) Talking and describing about families� review for midterm test

English Conversation (5)� TOEIC演習(5) Return test. Asking about and describing routines and exercise (1)� Start Unit 7 Job Offers & Employment [現
在完了形]

TOEIC演習(6) Finish Unit 7 Job Offers & Employment [現在完了形]

English Conversation (7)� TOEIC演習(7) Talking about past events�Start Unit 8 Office Work & Meetings [受動態]

TOEIC演習(8) Finish Unit 8 Office Work & Meetings [受動態]

English Conversation (8)� (Review) Giving opinions about past experiences; talking about vacations� give final test data overview

Shopping� numbers and prices

Writing a postcard� simple past

TOEIC演習（9） 後期?おけるTOEIC学習�説�およ�Unit 9 Buisiness [接続詞]

Recyclable Glue that Sticks and Unsticks on Demand 変幻自在�エコ接着剤

TOEIC演習（10） Finish Unit 9 Buisiness [接続詞]

Bumble Bees Like to Play with Toys too! 昆"も#�;$き？

TOEIC演習（11） Unit 10 Announcements & Advertisements�前置詞］

Lab-Grown Chicken Approved for Sale in the US '∆(;る代ñ肉市場

TOEIC演習（12）ìまìめ Finish Unit 10 Announcements & Advertisements�前置詞］ and review 後期TOEIC学習内-�まìめ

J
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(70%), B4(30%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科�は，こ�以��英語科�開�するすべて�科��関!する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年2シラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] 山本 長紀 准教授, [前期] ミラー 非常勤�師, [後期] 山本 長紀 准教授

電気工学科・5年・通年・必修・2単位【�義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

前期は，クラスを2つ�iけ，少人数教nを実pする．授業計r�2回～8回と9回～15回�セッ{�なっており，学ÄはÅ�
Çわること�なる．前期授業�半iは，英語Ö発áÖきる技術ãを�åし，自i�èえを英語Ö発ëするため�技術�基
本を学習する．前期授業�半iと後期�授業Öは，科学技術やそ�ó�テーôをöった英õとTOEICテス{を演習形式
Ö学習する．また，プレゼンテーション・コンテス{�ßけた演習®実pする．

【B3】英語�論理展開を理¨し，プレゼンテーション用原稿作±�利用Ö
きる．

英語�論理展開を理¨し，プレゼンテーション用原稿作±�利用Öきている
かどうか，原稿チェックπ�評ªする．

【B3】プレゼンテーション�ため�態2や提æ�基本øな方¡を理¨し実
¬Öきる．

プレゼンテーション�ため�態2や提æ�基本ø方¡を実¬Öきているかど
うか，発ë√Ö評ªする．

【B4】科学技術やそ�ó�テーô�関する英õをƒみ，正«�英õをƒみ
»ること�Öきる．

科学技術やそ�ó�テーô�関する英õ�ƒ¨…は，演習と中間試Õおよび
定期試ÕÖ評ªする．

【B4】科学技術やそ�ó�テーô�関する語—を増”させる． 科学技術やそ�ó�テーô�関する語—…は，演習と中間試Õおよび定期
試ÕÖ評ªする．

【B3】TOEICテス{�演習を数÷くこなすこと�より，TOEIC�スコÿをß
Ÿさせること�Öきる． TOEICテス{�関しては，演習と中間試Õおよび定期試ÕÖ評ªする．

±⁄は，試Õ70%　プレゼンテーション25%　演習5%　として評ªする．100点満点Ö60点以Ÿを合flとする．必‡�応
じて再試Õを‰うこと�ある．�標1，2をプレゼンテーションÖ評ªする．到達�標3，4，5を中間試Õ・定期試Õおよび演習
Ö評ªする．なお，プレゼンテーションを‰わない場合は不合flとする．

Best Practice for the TOEIC L&R Test :Yoshizuka， Skerritt， Schauerte (Seibido)
Science Bridge :Nozaki， Matsumoto， Graham-Marr (Kinseido)

「理科˝�ため�Å門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）
「はじめて�英語プレゼンテーション」：飯泉恵美子，T. J. Oba著（ジャパンタイムズ）
「理工˝大学Ä�ため�英語ハンドブック」：東京工業大学�国語研究教nセンター編（三省堂）

履修:�
注意事項

電子辞書，'�英和・和英辞典，または辞書ÿプ*等�Åった携帯端.を持0すること．また，åæさ�た課2や，予習・復
習を«実�‰うこと．なお，テキス{を'媒7Ö購Å（Å手）していない場合，±⁄を評ªしない．
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授4計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 イン{ロダクション 教員紹介，少人数授業�ため�グループiけ，授業�Aめ方・内C�ついて�ガイダンスを‰う．

2

3

4

5 書き言FとGし言F�H�注Jを喚Lし，準Nしている原稿�英õを洗Pさせる．発ëπ�態2�ついて®再2åQする．

6

7

8 中間試Õ�¨答・¨説 中間試Õ�¨答と¨説を‰う．

9

10

11

12

13

14

15 こ�まÖ�復習 こ�まÖ学習してきた内Cを復習する．

16 プレゼンテーション�準N プレゼンテーション�原稿作±．

17

18

19

20

21 プレゼンテーション�発ë√を実pする．

22 プレゼンテーション�発ë√を実pし，校内�コンテス{�出場する代ëを決定する．

23 中間試Õ�¨答・¨説 中間試Õ�¨答と¨説を‰う．

24

25

26

27

28

29

30 授業�WりXり

前期，後期と®�中間試Õおよび定期試Õを実pする．

プレゼンテーションi析(1) こ�回から15回�まÖは2グループ�iか�て，グループごと�授業．プレゼンテーション�実¬\�]�，英õ�構±，ë現，図
�提æ，発ë態2など�ついてi析し理¨する．

プレゼンテーションi析(2) 2回�とaじ．

原稿作±実¬(1) 自i�発ëしたい2�をbび，プレゼンテーション�ため�原稿を作±する．そ�際，2～3回�Ö学習した内Cを反eさせるよう
�åQする．

原稿作±実¬(2)

発ë√(1) 授業をfける20g�学Ä�うh半数�10g�，準Nした原稿や図を®と�プレゼンテーションを‰う．学Ä�相互評ª®‰う．

発ë√(2) 前回とak�lり�10g�，プレゼンテーションを‰う．学Ä�相互評ª®‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{ Unit 5 (前半)と TOEIC 演習(1) 試科学技術英語ƒ¨演習(Unit 5 :Pareidolia — Imaginary Faces)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{ Unit 5 (後半）と TOEIC 演習(2) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 5 :Pareidolia — Imaginary Faces)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 6 (前半)と TOEIC 演習(3) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 6 :Robotic Finger)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキスUnit 6 (後半)と TOEIC 演習(4) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 6 :Robotic Finger)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 7 (前半)と TOEIC 演習(5) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 7 :Delicious Insect Food)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 7 (後半)とTOEIC 演習(6) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 7 :Delicious Insect Food) とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 9 (前半)と TOEIC 演習(7) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 9:Wildfire and Air Pollution)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 9 (後半)と TOEIC 演習(8) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 9 :Wildfire and Air Pollution)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 11 (前半)と TOEIC 演習(9) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 11 :Might Toothpaste Cure Allergiesu)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 11(後半)と TOEIC 演習(10) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 11 :Might Toothpaste Cure Allergiesu)とTOEIC演習を‰う．

プレゼンテーション�発ë√1

プレゼンテーション�発ë√2

科学技術英語ƒ¨演習：テキス{Unit 12 (前半)と TOEIC 演習(11) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 12 :NASA's DART Spacecraft)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 12 (後半)と TOEIC 演習(12) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 12 :NASA's DART Spacecraft)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 14 (前半)と TOEIC 演習(13) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 14 :The Doppler Effect)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 14 (後半)と TOEIC 演習(14) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 14 :The Doppler Effect)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 15 (前半)と TOEIC 演習(15) 科学技術英語ƒ¨演習(Unit 15 :Surviving a Trip to Mars)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語ƒ¨演習:テキス{Unit 15 (後半)と TOEIC 演習(16) 科学技術英語ƒ¨演習(テキス{Unit 15 :Surviving a Trip to Mars)とTOEIC演習を‰う．

科学技術英語�ƒ¨，英語プレゼンテーション，TOEIC対策，そ�ぞ��‡点をおさらいする．

J
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試��演��評�する．

2 演��評�する．

3 演��評�する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新�アクティヴ・ドイ(語」清水薫（同学社）

参考書

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Bシラバス

国Hコミュニケーション(ドイ(語) (German for International Communication)

電気工学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日常生o�必qな表st題vにしながらzドイ(語{初歩的知Ä�文Çt�Éする．第二言語�しáドイ(語t学ぶこ��z
ネイティã�しá{日本語z義務教è�学ん�きí英語t相対ñしáóられるようにする．外国語学�はzそ{地域・国{文
ñt理°するこ�につながるこ�t知る．

【D2】ドイ(語{基礎的な語彙z表sz文Ç知Ät¶にßける．

【D2】ドイ(語{学�t通しá日本語z英語t相対ñしáóるこ�が�きる
ようになる．

【D2】言語t文ñ�しá理°する．

成™はz試�70%　演�（レポートØ∞テストØ課題発表など）30%　�しá評�する．試�成™はz中間試��定期試�{
平均ª�する．100ª満ª�60ª以øt合¡�する

『óるだけ�ƒし≈学べる「«らし」�「文ñ」ドイ({こ�»図鑑』野口真南（KADOKAWA）2019年
『標÷ドイ(語』常木実（郁文堂）1990年
「こ�»�文ñ」 鈴木孝夫 （岩波新書）2004年

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 イントロダクション ドイ(語についáz学�{仕方z「外国語学�{意義」についá（一年t通しá学びながらÈえáÎしいこ�）．

2 英語�Ïい「つづÓ通Ó」に発Ôする練�z短母Ôz複母Ôz重母Ô{発Ô．

3 子Ô{発Ô変ñ{ルールt練�．

4 挨拶 表s練�z基数詞 簡単なあいさつ表stˇえz�っáみる．数詞{練�．

5 名前z出¶地など自己紹介．動詞{一人称z二人称�{練�．「あなíはどこから�ましíか�」など．

6 語�が規則的に変ñする動詞（＝規則動詞）{人称変ñ{練�．次�に暗�テスト．

7 ここま�{ま�め 母Ôz子Ô{変ñzあいさつz数詞{復�．自己紹介{文における規則動詞{復�．

8 中間試� ここま�{範��中間試�t実施．

9 前期中間試�{°答・°説．自分以外{家%{紹介．動詞{三人称�{練�．「あなí{父({趣*はなん�すか�」など．

10

11

12 商,{値./特1tíずねるz店5�6{会話場面．「すみませんzプリン>はどこ�すか�」など．

13

14

15 ?き@Ó練�zドイ({文ñ紹介 ここま�{?き@Ó問題に挑Cする．ドイ({文ñt表すおもしろい表sなどt紹介．

16 家%構成/z所Hしáいるも{tíずねる．「あなíはItJっáいますか�こ{IはK{も{�すか�」など．

17

18

19 「ど{商,がおLみ�すか�」/「Mは母({手Oいtしáいます」など．

20

21

22 ここま�{ま�め おもに「定冠詞・不定冠詞・所H冠詞{¡変ñ」�z「不規則動詞{人称変ñ」t復�．

23 中間試� ここま�{範��中間試�t実施．

24 「誕生日はzお父さんにStプレゼントしましíか�」など．〜にz〜tzなど目的語が二つある表s．

25

26

27 「どこにW≈{�」「どこにいる{�」など{表s．（場所か方Xか）

28

29 前置詞tZいí熟語・慣Z表sなど．ここま�{文Çポイント{ま�め．

30 ?き@Ó練�zドイ({文ñ紹介 ここま�{?き@Ó問題．ここま�{ドイ(語学�t]まえz「外国語学�{意義」t^めá確認．

授4計画（国Kコミュニケーション(ドイW語)）

アルファベート�発Ô（1）

アルファベート�発Ô（2）

LEKTION1h名前z住所z出¶地

LEKTION1h文Ç{ポイント

LEKTION2h年齢z趣*z職業z家%

LEKTION2h文Ç{ポイント 文{lÓ方zsein（〜�あるz存oする）{so人称変ñ．

LEKTION2h文Ç{ポイント 疑問詞z所H冠詞（M{／あなí{／彼s{ etc.）zs性�{接�語などについá学�．

LEKTION3:xいyする場面�{表s

LEKTION3:文Ç{ポイント 名詞{性�¡（1¡／4¡）t学�．不定冠詞（＝一つ{）z定冠詞（＝そ{）z指示代名詞（それ）{�い方�z「¡変ñ」{練�．次
�暗�テスト．

LEKTION3:文Ç{ポイントzここま�{ま�め 願~t表す助動詞möchte（〜しíい）{�い方．人称代名詞（彼z彼szそれ）{練�．ここま�{規則動詞{変ñz文{lÓ方z
冠詞{¡変ñz指示代名詞z人称代名詞などt復�．

LEKTION4hJÇyについáíずねる

LEKTION4:文Ç{ポイント haben（Jつ）{so人称変ñz定冠詞・不定冠詞・所H冠詞{¡変ñ．次�暗�テスト．

LEKTION4:文Ç{ポイント 2¡（所H）{ZÇ．否定冠詞kein（＝ひ�つも〜ない）{�い方．否定疑問文に対する答え方．

LEKTION5:Lみ{表sz生o��う表s

LEKTION5:文Ç{ポイント 3¡支à{動詞{練�．不規則動詞{人称変ñ．次�に暗�テスト．

LEKTION5:文Ç{ポイント 定冠詞類z人称代名詞{3¡z男性弱変ñ名詞など．

LEKTION6:プレゼント{表s

LEKTION6:文Ç{ポイント 目的語が二つある文å{練�z3¡・4¡支à{動詞．命令�{練�．

LEKTION6:文Ç{ポイント 名詞複数�{語�変ñ�¡変ñz人称代名詞（1〜4¡）{導入．

LEKTION7:外出にëする表s

LEKTION7:文Ç{ポイント 前置詞{各支à．3¡支àz4¡支à{前置詞．

LEKTION7:文Ç{ポイントzここま�{ま�め

D
考

前期z後期�もに中間試�および定期試�t実施する．
達成B{ïいñにはz暗ót課する．
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科　目

担当教員 牛根 靖裕 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 ドイ�語，韓国語

神戸市立工業高等専門学校 2025年(シラバス

国-コミュニケーション(中国語) (Chinese for International Communication)

電気工学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現代中国語（標準語Z[発]^基礎的文cを，発]・読解・作文[演iを通じk学iするn受講p[教授内tuvする理
解をはかる評価v|^しk，中間・定期試ÇuÉえ，随時áすáà[áâをäã演iで[çéèみë重ìするn

【D2】現代中国語[発]^そ[ピンインuよる表記cをiôするn 現代中国語[発]^そ[ピンインuよる表記cを講義中[演i（発]練iZ
uよっk評価するn

【D2】現代中国語[漢字（簡体字Z[中でë，比較的使用頻([高いë[
[¶ß®をiôするn

現代中国語[漢字（簡体字Z[¶ß®を演i（短文読解・作文・™テスト・á
âZuよっk評価するn

【D2】現代中国語[簡単≠文c知Øをiôするn 現代中国語[簡単≠文c知Øを演i（短文読解・作文・™テスト・áâ・口頭
発表Zおよ≥中間試Ç，定期試Çuよっk評価するn

成µは，試Ç60%　演i（発]、読解、作文、™テスト、áâ、口頭発表Z40%　^しk評価するn試Ç成µは中間試Ç，定
期試Ç[平均点n演iでは授業内で[暗ºおよ≥™テストëáす（複数回Znコミュニケーション能¡[養成を重ìするた
め，試Ç以à[評価を40%^するn試Ç・演i[評価を総«し，100点満点60点以…を« ^するn

おëk≠し中国語教材開発研Œチーム—著］『初級中国語でおëk≠し　改訂版』（金星堂， 2024年Z

相原茂—編著］『新装版　はじめk[中国語学i辞典』（朝日出版社 ，2021年Z
相原茂・石田知子・戸沼市子〔著〕『WhyÚuこたえるはじめk[中国語[文c¶』（同学社，2016年再版Z
相原茂・喜多山幸子・魯暁琨〔著〕『大˛≠こ^はみん≠やさしい中国語で�える』（朝日出版社，2001年Z

履修:�
注意事項

現代中国語[学iを通じ，中国[文化・社�uvする関�を�めるn受講puは講義[予i・演i・復iへ[自主的≠ç
éèみ��められるn辞¶を購�する場«は，講師からは『新装版　はじめk[中国語学i辞典』（相原茂[編著]，朝日出
版社，2021年Zを推�するn
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4

5 基本構文を用いた短文[読み解ßを�≠い，練i問âuçéèãn

6

7 副�や動�を用いた基本構文を用いた短文[読み解ßを�≠い，練i問âuçéèãn

8 中間試Ç

9

10 動� を!べる連動文，現代中国語で[時を表わすさまざま≠語 ・表現[を学ぶnまた短文を講読し，練i問âuçéèãn

11

12 家族構成を*べる短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

13

14 年+≠どを*べる短文を読み解ß，練i問âuçéèãn前期u.った現代中国語[基本語cuついk，復i・確1を�うn

15 総«復i 中間試Ç以3[講義で[学i内tuついk，復i・確1を�うn

16 前期学i内t[復i 動�*語構文，助動�≠ど前期学i内tuついk，復i・確1を�うn

17

18 物˛[所7を表現する短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

19

20 存7を*べる短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

21

22 復i

23 中間試Ç

24 中間試Ç[問â，解9[確1を�い，内tuついk解:するn状<[持>を表わす動<助�“着Aを学ぶn

25 推量・確1を表わす語 助�“吧A，*語D�主語＋*語^≠っkいる主**語文を学≥，短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

26

27 短文を読み解ß，練i問âuçéèãn

28

29

30 総«復i 中間試Ç以3[文c，語cuついk，復i・確1を�うn

前期，後期^ëu中間試Çおよ≥定期試Çを実Hするn

授4計画（国Kコミュニケーション(中国語)）

講義概J[:明，発]練i(1) 本講義[®針・目標・内t・評価®c[:明，およ≥同:明u関する質疑応9≠ど[後，中国語[声調・母]（単母]，複母
]，n/ngをVう母]Z，発]記号（ピンインZ[表記cを学iするn

発]練i(2) 中国語[複母]，子][発声c，表記cを学iするn現代中国（中華人民共和国Zで公用文字^されkいる簡略字「簡体字`u
ついkëaれるn

発]練i(3) 中国語[子]，鼻母][発声c，声調変化，r化]を学iするnまた発]練i[おさらいを�≠うn

第1á　人称代名�，動�“是A，疑問文(1) “…... A，疑問文� (2) - 疑
問�疑問文

中国語で常用する人称代名�，動�“是Aを用いた基本構文を学iするn語気助�“ Aを用いた当否疑問文，「什么`（何Z・「� 谁
`（誰Zを用いた疑問�疑問文を学iするn

第1á　短文講読，発展練i問â

第2á　指示代名�，動�*語文，疑問文(3) “…...呢A，副� “也/不
/都A

現代中国語で用いる指示代名�，動作動�[基本構文を学ぶnまた語気助�“…...呢Aを用いた省略疑問文，常用する副�[用
cuついkë学iするn

第2á　短文講読，発展練i問â

第1zから第7zまで[内tuついk試Çを�うn

中間試Ç[解9^ま^め第3á　助動�“想A，助�“吧A(1) 中間試Ç[内tuついk解:するn中国語短文暗ºáâ[:明náâ用短文は受講p[J}を~ん�…で告知するn中国語
uおける助動�[語c，提案・Ñい命Üを表わす語気助�“吧A[用cを学ぶn

第3á　連動文(1)，時点表現，短文講読，発展練i問â

第4á　構造助�“的A(1)，疑問文(4) - 選択疑問文，形t�*語文，
名�*語文(1)

連体修â[語 （定語Zをäã構造助�“的A，選択åから[選択を�める疑問文，形t�を用いた表現，日付・天候・身長・体重
≠どを表現する^ßu用いられる名�*語文uついk学ぶn

第4á　短文講読，発展練i問â

第5á　名�*語文(2)，比較文，常用量� 月日・曜日・時間・年+・値ï≠ど数を*べる名�*語文，形t�[程(を*べる比較表現，名�[数量表現u用いる量�を学
ぶn

第5á　短文講読，発展練i問â　　文c[ま^め

第6á　介�(1)，時点^時量，連動文(2)，存7動�“7A 動�[�òu関わる場所・v|≠どをäã介�，動�[発ôする時間（時点Zや動作[持>時間（時量Z，動作�ò[®cや手
ïを示す連動文，存7[所7を表わす動�“7A[用cを学ぶn

第6á　短文講読，発展練i問â

第7á　介�(2)，存現文(1)，助動�“�/能A，®位� 動作[場所を示す介�“7A，存7動�“有A^“7Aをëちいた存現文，可能[助動�“�A^“能A[用c，位ûを表わす中国語
[®位�を学ぶn

第7á　短文講読，発展練i問â

第8á　動作[進�表現，構造助�“的A(2)，完了表現 動作[進�を表現する“7/正7/正…...(呢)A，動� を連体修â 化する構造助�“的A[用c，動作[完了を表わす動<助
�“了A，状§[変化[完了・発ôを表わす語気助�“了Aを学ぶn

第8á短文を読み解ß，練i問âuçéèãn第17回講義以3[学i内tuついk復iするn

第17回から第22回まで[講義で[学i内t[iô状§を，筆記試Çuよé確1するn

中間試Ç[解:第9á　状<[持>表現

第9á　助�“吧A(2)，主**語文，短文講読，発展練i問â

第10á　®向補語，数量補語，“是…...的A構文 人や物[移動[®向を表わす®向補語，動作[持>時間や回数を表わす数量補語，場所・時間・®™≠どをçé立kk*べる“
是…...的A構文を学ぶn

第10á　短文講読，発展練i問â

第11á　結果補語，経Ç表現，可能補語 動作・�ò[結果を具体的u*べる結果補語，動作・�ò[経Çを*べる“过(過)A[用c，結果補語^®向補語[可能表現で
ある可能補語を学ぶn

第12á　二重目的語，使役表現，様<補語 目的語を2種çっk物˛[授与・çôを表わす動�[二重目的語表現，動�“让(讓)Aを用いた使役表現，動作およ≥そ[結果
uvする評価や主体・v|[状<を*べる様<補語を学ぶn

D
考
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科　目

担当教員 高 秀美 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 『みんな���韓国語（文法編 』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社

参考書

関連科目 ドイ4語，中国語

課題，9テス<=準?をしBC�，授EF参HすることをMNOみます．

神戸市立工E高等専門�校 2025年]シラバス

国aコミュニケーション(韓国語) (Korean for International Communication)

電気工�科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

韓国語(ハングル =文â=仕ãみを理çしながè単語と文ê=ëみíきîïきñり=練ôをしながè�ôする．文法事
õを理çしながè挨ùî自己紹°など=基礎•な会話表©を�ôする．韓国=社会î生活文¨などが理ç�きる映画
îドラØを選∞し，語�能≤を≥¥文¨=理çをµめる．

【D2】ハングル文â構∏を理çし，日常生活�π∫ªNºわれる基礎•な
短文表©を¿Fつける.

文â�ô=段≈�は，9テス<を«なNと∫2»F1…�実Àし，文â=ô得状
Œを把–しながè，—íN」ことFついては9テス<およ◊前期，後期と∫中間試
›と∞期試›�評flする．

【D2】簡単な挨ùî自己紹°かèはじめ，�ô内‰を基礎Fして場面Á=
会話表©をô得する．

会話表©は，それぞれ=表©を個ÁF発Ïîイン<ネーションを指導◊チェ
ッÙを授E中Fıい，後期Fおいては会話Fついて口˜�=発表Fより評fl
する．

【D2】韓国・朝¯=文¨=理çをµめ，コミュニケーション能≤◊国a
感˙を¿Fつける．

韓国語=基礎•な知¸î会話�ôと同˛F会話=背�Fある文¨をついて
ç�をıい，そ=理ç]を前期，後期と∫中間試›と∞期試›�評flする．

∏�は，試›50%　9テス<20%　演ô30%　として評flする．∏�Fおいて，9テス<と演ô（課題◊授E中=暗唱・
発表など を重
する理�は初歩•なコミュニケーション能≤を確�するBめ�ある．100点満点�60点以Cを合�とす
る．

『ポケッ<プログレッシ�韓日・日韓辞�』  油谷幸利　他編著　9�館，2004年
『パスポー<朝¯語9事�』  塚本勲　監修・熊谷明泰編集　白水社，2011年
『基礎かè��韓国語講座　初級』木内　明著，国í刊ı会，2004年

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3 韓国語=基本子Ïを復ô後，激Ïと濃Ïを��．

4 韓国語=子Ïを復ô後，基本母Ïâ=ãみ合わせ�8èれB複合母Ïを勉Mする．

5

6 韓国文¨î韓国;=生活を映<を通じて��．

7

8 中間試›

9

10

11

12

13 漢数â：日本語=いち，F，さんF相Bする年，月，日，値段，電話番号，何;前，�年，≈，…，号HなどFºう．漢数âを�ô．

14 Review 2

15 前期=まとめ ∞期試›FMけB課題演ôをıう．まB，これま�=�ô内‰を再確�するとと∫F，口˜�質疑応Rする．

16 復ô◊数â=活用 前期=�ô内‰を9テス<�再確�する．数âî数詞，数UVFついて�ôする．

17

18 動詞î形‰詞=否∞表©と˙UておきBい動詞を文êを8りながè�ôする．

19 接続語尾]して，]Nて，]�あり，]が，]けれどFついて�ôする．

20 Review 3

21 韓国文¨î韓国;=生活を映<を通じて��．

22 用^=『�す・ます形』，『]ヘ`a』]と不可能=表©Fついて�ôする．

23 中間試›

24 中間試›=内‰Fついてç�する．用^=『�す・ます形』，『]ヘ`a』を復ôし，縮約形=『]ヘ`a』を�ôする．

25 固有数â：日本語=hつ，iつFBBる数â，]歳，˛間，個，名，枚，mなどFºう，固有数âを�ôする．

26 Review 4

27 動詞=過去形を�ôする．pは]かè]ま�と手段を表す助詞を��．

28 さまざまな尊u=表©を�ôする．

29 おvい表©，丁xな命令形Fついて�ôする．

30

前期，後期と∫F中間試›およ◊∞期試›を実Àする．

授4計画（国Kコミュニケーション(韓国語)）

授Eガイダンス・文âと発Ï(1)基本母Ï 授E=ガイダンスとと∫F，簡単F韓国文¨，韓国語=歴~î文âFついて�明する．そして，韓国語=基本母Ï（10個 Fつい
て�明する．

文âと発Ï(2)子Ï（平Ï 韓国語=基本母Ïを復ô後，基本子Ï（10個 を��．

文âと発Ï(3)子Ï（激Ï・濃Ï 

文âと発Ï(4)i重母Ï

文âと発Ï(5)子Ï（終声子Ï ・ëみV=法則 子Ïと母Ï=ãみ合わせを単語をºって練ô後，パッチム(子Ï＋母Ï=後FÜる子Ï，áUると意味 Fついて勉Mする．

文¨õ目（1 ：韓国=映画感想

第1課　çは吉田ひかる�す． ]�す・�すか（ハムニダa ，]は(助詞 ついて�ôする．

第1»かè第7»ま�=内‰Fついて試›をıう．

中間試›=çRとまとめ，第2課　お名前は何�すか 中間試›=内‰Fついてç�する．]�す・�すか=（ヘ`a ，]が(助詞 Fついて�ôする．

第3課　ここは出口�はありません． ]�はありません（名詞文=否∞ ，]∫(助詞)Fついて�ôする．自己紹°=練ôをıう．

Review 1，第4課　ëNF地下î=ïありますか． 第1課かè第3課ま�=内‰を復ôする．]います・]ありますpは]いません・ありません，]F(助詞)Fついて�ôする．

第5課　�校=図í館�アルバイ<をします． ]をしますpは]�(場所＋�)を�ôする．

第6課　ç=誕生日は10月9日�す．

第4課かè第6課ま�=内‰を復ô，練ô問題を通じて確�する．

第7課　友ùとランチをûべます． 用^=『�す・ます形』　『]ハムニダa』，]と(助詞 ついて�ôする．

第8課　日本=°はあまり¢Nありません．

第9課　キムチは§いけどおいしい�す．

第7課かè第9課ま�=内‰を復ô，練ô問題を通じて確�する．

文¨õ目（2 ：韓国=映画を通して=文¨理ç

第10課　今日は天気がとて∫ªい�す．

第16»かè第22»ま�=内‰Fついて試›をıう．

中間試›=çRとまとめ，第11課　公®�友ùを©ちます．

第12課　合コンは今日=夕V6˛�す．

第10課かè第12課ま�=内‰を復ô，練ô問題を通じて確�する．

第13課　KTX�3˛間かかりましB．

第14課　韓国=映画は≠き�すか．

第15課　ÆをØUてNださい．

Review 5，後期=まとめ 第13課かè第15課ま�=内‰を復ô，練ô問題を通じて確�する．これま�=�ô内‰を再確�するとと∫F，口˜�質疑応R
する．

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評�する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授, 吉本 陽亮 准教授

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主]なスポー`活bc通してe生gにわたって心m�健nc保持増qしerかなスポー`ライuc継wするため�資質・
能
c|�通}育~することc目Çす．1É各Ö�運b�特àâ社会生活における健n・安èについて理ìするとともにe
技能cmにïけるようにする．2É生gにわたって継wして運bにòしô習õc育てる．3É健n�保持増qと体
�向ùc
目Çしerか�活
ある社会生活cüô能
c†う．

【C3】ソu
テニス�特àc理ìしeサービスâス
ロー¶など�安®したラ
ケッ
操¨cmにける．またeルールâ審判法eスコ≥�ïけ方等c学びeグ
ルー∑∏�自主]に簡∫ゲーºΩ運ü�きる．

ソu
テニス�特à�理ì・ルール・審判法・ゲーº�qめ方などc理ìして
いるかについてe学習記¿c通じて評�する．またeラケッ
操¨技能c修得し
ているかについてe実技試√�評�する．

【C3】バドミン
ン�特àc理ìしeサービスâス
ロー¶など�安®したラ
ケッ
操¨cmにける．またeルールâ審判法eスコ≥�ïけ方等c学びeグ
ルー∑∏�自主]に簡∫ゲーºΩ運ü�きる．

バドミン
ン�特à�理ì・ルール・審判法・ゲーº�qめ方などc理ìしてい
るかについてe学習記¿c通じて評�する．またeラケッ
操¨技能c修得して
いるかについてe実技試√�評�する．

【C3】«�特àâ»ぎ�メカニズºc理ìしe基本»法c学ぶ．またe«中
��自己防衛技”として総合]な«»能
�向ùc÷る．

«�特àâ»ぎ�メカニズº・»法・自己防衛技”・救急法などc理ìしe«
»技能c修得しているか実技試√�評�する．

【C3】剣⁄�基本理€c学びe基本b¨â打突・fiじ技・得意技c修得す
る．またe対人技能�基本c学びe試合Ω�きる技能・態*c修得する．

基本b¨â打突・fiじ技・得意技c修得しているかについてe実技試√�評�
する．またefi用技能â試合技能・態*c修得しているかについてe相互試合c
通じて評�する．

【C3】卓Á�特àc理ìしeサービスâス
ロー¶など�安®したラケッ

操¨cmにけることΩ�きる．またeルールâ審判法eスコ≥�ïけ方等c
学びeグルー∑∏�自主]に簡∫ゲーºΩ運ü�きる．

卓Á�特à�理ì・ルール・審判法・ゲーº�qめ方などc理ìしているかに
ついて学習記¿c通じて評�する．

【C3】毎時Í�ス
レッÏâサーキッ

レーニングcÓうことによ}e継w
]な体
向ù・健n増q・傷害予防にÚする知Ùと技能c修得する．また
e各Ö目�練習方法c学びe段階]な技能習¯c÷ることΩ�きる．

体
向ù・健n増q・傷害予防・技能習¯にÚしてe毎時Í�技能習¯*c
Ú心・意欲・思考・技能・知Ù�観�か˝学習記¿c通じて評�する．

【C3】新体
テス
c通じてe自˛�体
・運b能
�状態c総合評�基
�と�˝し合わせて評�する．またe自˛�m体・運b能
�変�c把握
してe適	な生活様��実�â運b能
�向ùc÷ることΩ�きる．

前��到達目標毎1＝20%e2＝20%e3＝20%e6＝40%�割合�評�する．後��到達目標毎4＝50%e6＝40%e7＝
10%�割合�評�する．前�と後�cそれぞれ50�ずつとしe100�満��60�以ùc合�とする．

ステッ∑≥ッ∑高校スポー` 大修館書店
改訂新版「保健体育概論」 近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるbき�ì剖学 大修館書店
最新体育・スポー`科学研究法 大修館書店
スポー`マンな˝:�も知っておきたい「か˝だ」�こと 大修館書店

レーニングÇ導=テキス
理論編 ベースボールマガジン社

レーニングÇ導=テキス
実�編 ベースボールマガジン社

履修:�
注意事項

1É前�授業において実技試√Ω未実C�=�e9月末Gま�(後��2月末G)に再試√cIけることΩ�きる．それ以降
�再試√�KしL�Iけïけない．Mしe診断書Ω提Lされた病状â整形外科]な疾W�場合�e担当教[と相\�ùe
対fiする．2É診断書Ω提Lされた場合においてe実技試√cIけることΩ困^な場合�レポー
�代`することΩある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5 グルー∑活bc通してe前a�学習∏bc®cさせる．またeダブルス�リーグgc通してeルールâ試合�運ü方法c学ぶ．

6

7

8

9 グルー∑活bc通してe前a�学習∏bc®cさせる．またeシングルス�リーグgc通してeルールâ試合�運ü方法c学ぶ．

10 グルー∑活bc通してe前a�学習∏bc®cさせる．またeダブルス�リーグgc通してeルールâ試合�運ü方法c学ぶ．

11

12

13 基本»法にÏャレンジしe前a�学習∏bc®cさせる．個人�能
にfiじてe»
c高める．

14

15 «»技能c修得しているかについて実技試√�評�する．

16

17 剣⁄�基本理€・基本姿勢・lえなどc学ぶ．

18 基本技能e足oき・素q}などcÓう．

19 新体
テス


20 基本技能e左右面素q}・uみvみ足b¨��連w面打ちなどcÓう．

21 基本技能e跳躍素q}e残心について学ぶ．

22

23 fi用技能e垂e小手e�ccけて打ちvみ稽ÅcÓう．

24 fi用技能e剣⁄具一�ccけて仕Öけ技�稽ÅcÓう．

25 fi用技能e剣⁄具一�ccけてfiじ技�稽ÅcÓう．

26 fi用技能e互角稽Åe試合練習cÓう．

27

28 fi用b¨�実技試√cÓう．

29 剣⁄áき勝âによる試合�評�cÓう．

30

保健講義1
改®新版「保健体育概論」c用いて「人Íとスポー`　ースポー`�科学ー」�学習cÓいe自˛�興ç�あるテーマについて
探èする．またテーマにêったレポー
c¨~する．

ソu
テニス1
安èに留意するためeíしい用具ìボール・ラケッ
É�îい方cïえる．壁打ちâ対人ボレーc通してe様óなラケッ
操¨�方法
c学ぶ．またeラリーΩwくような簡∫ゲーºにô}öô．

ソu
テニス2
対人ラリーâ壁打ちc通してe前a�学習∏bc®cさせる．またeス
ロー¶練習âサーブ練習c通してeõいボールc打てるよう
になる．またe簡∫ゲーºc通してeルールâ試合�運ü方法c学ぶ．

ソu
テニス3
テニスコー
�利用方法âネッ
�設置(撤去)方法c学ぶ．グルー∑活bc通してe前a�学習∏bc®cさせる．またeダブルス
�リーグgc通してeルールâ試合�運ü方法c学ぶ．

ソu
テニス4

ソu
テニス5
これま��学習c生かしてeí�なルールに¢}eグルー∑ごとに試合c運üする．またeラケッ
操¨技能c修得しているかについ
てe実技試√�評�する．

バドミン
ン1
安èに留意するためeíしい用具ìシャ
ル・支•�運び方・ネッ
�設置方法・ラケッ
É�îい方cïえる．壁打ちâ対人ラリー
c通してe様óなラケッ
操¨�方法c学ぶ．またeラリーΩwくような簡∫ゲーºにô}öô．

バドミン
ン2
対人ラリーâ壁打ちc通してe前a�学習∏bc®cさせる．またeス
ロー¶練習âサーブ練習c通してe色óなÁÖc打てるよう
になる．またe簡∫ゲーºc通してeルールâ試合�運ü方法c学ぶ．

バドミン
ン3

バドミン
ン4

バドミン
ン5
これま��学習c生かしてeí�なルールに¢}eグルー∑ごとに試合c運üすることΩ�きる．またeラケッ
操¨技能c修得して
いるかについてe実技試√�評�する．

«»1
«�特àc理ìしeßき方・®み方などc学ぶ．またe»ぎ�メカニズºìス
リーºライン・ローリング・息継ぎ・ス
ロー¶Éc学びe
基本»法にÏャレンジしe個人�能
にfiじて»
c高める．

«»2

«»3
«にÚする事´とそ�原≠c知}e自己防衛方法cc衣«»âßきmc通して学ぶ．様óなリレーÖ目cÓいe»ぐことだけ�なく
e∞い合う±しみcçわう．

«»4

保健講義2
改®新版「保健体育概論」c用いて「か˝だとこころ　ー健nと現代社会・心と健nー」�学習cÓいe自˛�興ç�あるテーマ
について探èする．またテーマにêったレポー
c¨~する．

剣⁄1

剣⁄2

反復∂とび・20mシャ
ルラン・立ち幅跳び・ù体πこし・長座体前屈・ハンドボールæげ・50m走・m長・体重・握
c測®する．
Ç®�用√に記¿c記ƒする．

剣⁄3

剣⁄4

剣⁄5 基本b¨�実技試√cÓう.

剣⁄6

剣⁄7

剣⁄8

剣⁄9

剣⁄10 fi用技能e気剣体に基づいて技�判®cÓう.

剣⁄11

剣⁄12

卓Á1
安èに留意しeíしい用具ìボール・ラケッ
・卓Á台・ネッ
É�îい方cïえる．対人ラリーc通してe様óなラケッ
操¨�方法c
学ぶ．またeラリーΩwくような簡∫ゲーºにô}öô．

J
考

中Í試√および®�試√�実Cしない．
中Í試√および®�試√�実Cしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評�する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授, 春名 桂 教授

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主[なスポー^活`a通してc生eにわたって心k�健la保持増oしcpかなスポー^ライsa継uするため�資質・
能
az�通{育|することa目Äす．1）　各É�運`�特Üá社会生活における健l・安çについて理ëするとともに
c技能akにìけるようにする．2）　生eにわたって継uして運`にñしó習ôa育てる．3）  健l�保持増oと体
�向
õa目Äしcpか�活
ある社会生活aùó能
aûう．

【C3】ソs
ボー°�特Üa理ëしc状£に§じたバッ
操®と走塁c安´し
た捕≠á送≠akにつける．またcチー±�特≤に§じた®≥a立ててc勝
µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きる．

ソs
ボー°�特Ü�理ë・°ー°・審判法・ゲー±�oめ√などa理ëして
いるかについてc学習記∆a通じて評�する．またcボー°操®・バッ
操®技
能a修得しているかについてc実技試»�評�する．

【C3】バレーボー°�特Üa理ëしc状£に§じたボー°操®と三段攻撃
とそ�œ{等�連—した`きakにつける．またcチー±�特≤に§じた®
≥a立ててc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�き
る．

バレーボー°�特Ü�理ë・°ー°・審判法・ゲー±�oめ√などa理ëして
いるかについてc学習記∆a通じて評�する．またcボー°操®技能a修得して
いるかについてc実技試»�評�する．

【C3】“�特Üá”ぎ�メカニズ±a理ëしc基本”法a学ぶ．またc“中
��自己防衛技‡として総合[な“”能
�向õa„る．

“�特Üá”ぎ�メカニズ±・”法・自己防衛技‡・救急法などa理ëしc“
”技能a修得しているか実技試»�評�する．

【C3】バスケッ
ボー°�特Üa理ëしc状£に§じたボー°操®と攻撃と
そ�œ{等�連—した`きakにつける．またcチー±�特≤に§じた®≥
a立ててc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きる
．

バスケッ
ボー°�特Ü�理ë・°ー°・審判法・ゲー±�oめ√などa理ë
しているかについてc学習記∆a通じて評�する．またcボー°操®技能a修得
しているかについてc実技試»�評�する．

【C3】サッカー�特Üa理ëしc状£に§じたボー°操®と攻撃とそ�œ{
等�連—した`きakにつける．またcチー±�特≤に§じた®≥a立てて
c勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きる．

サッカー�特Ü�理ë・°ー°・審判法・ゲー±�oめ√などa理ëしている
かについてc学習記∆a通じて評�する．またcボー°操®技能a修得している
かについてc実技試»�評�する．

【C3】毎時Í�ス
レッチáサーキッ

レーニンÌaÓうことによ{c継u
[な体
向õ・健l増o・傷害予防にÚする知Ùと技能a修得する．また
c各É目�練習√法a学びc段階[な技能習˜a„ることが�きる．

体
向õ・健l増o・傷害予防・技能習˜にÚしてc毎時Í�技能習˜*a
Ú心・意欲・思考・技能・知Ù�観�か˛学習記∆a通じて評�する．

【C3】新体
テス
a通じてc自ˇ�体
・運`能
�状�a総合評�基
�と�˛し合わせて評�する．またc自ˇ�k体・運`能
�変�a把握
してc適
な生活様��実
á運`能
�向õa„ることが�きる．

前��到達目標毎1＝20%c2＝20%c3＝20%c6＝40%�割合�評�する．後��到達目標毎4＝25%c5＝25%c6＝
40%c7＝10%�割合�評�する．前�と後�aそれぞれ50�ずつとしc100�満��60�以õa合�とする．

ステップアップ高校スポー^"大修館書店
改´新版「保健体育概論」"近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みる`き�ë剖学"大修館書店
最新体育・スポー^科学研究法"大修館書店
スポー^マンな˛;�も知っておきたい「か˛だ」�こと"大修館書店

レーニンÌÄ導>テキス
理論編"ベースボー°マガジン社

レーニンÌÄ導>テキス
実
編"ベースボー°マガジン社

履修:�
注意事項

1）前�授業において実技試»が未実C�>�c9月末Gま�(後��2月末G)に再試»aIけることが�きる．それ以降
�再試»�KしL�Iけìけない．Mしc診断書が提Lされた病状á整形外科[な疾V�場合�c担当教Zと相\�õc
対§する．2）診断書が提Lされた場合においてc実技試»aIけることが困_な場合�レポー
�代aすることがある．3)
天cによる授業変da考eしc屋外É目と屋内É目a隔i�実Cする．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 基本”法にチャレンジしc前k�学習内la´mさせる．個o�能
に§じてc”
a高める．

14

15 “”技能a修得しているかについて実技試»�評�する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義3
改´新版「保健体育概論」arいて「oÍとスポー^　ー運`�ˇ析ー」�学習aÓいc自ˇ�興ª�あるテーマについて探求
する．またテーマにwったレポー
a®|する．

バレーボー°1
安çに留意するためcyしいr具{バレーボー°・支柱・ネッ
）��い√aÄえる．壁Éちá対oパスa通してc様Üなボー°操®
�√法a学ぶ．またcラリーがuくような簡äゲー±にã{åó．

ソs
ボー°1
安çに留意するためcyしいr具{バッ
・Ìローブ・ベース・ソs
ボー°・マスク）��い√aÄえる．キャッチボー°a通してc様
Üな送≠{ピッチンÌaëó）と捕≠�√法a学ぶ．
スバッティンÌa通してcバッ
操®�√法a学ぶ．

バレーボー°2
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせcスパイク練習áサーブ練習a通してc攻撃�√法a学ぶ．またc簡äゲー±a
通してc°ー°á運ù√法a学ぶ．

ソs
ボー°2
キャッチボー°・
スバッティンÌ・シー
ノックa通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc°ー°á試合
�運ù√法a学ぶ．

バレーボー°3
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc三段攻撃áそ�œîなど�連ïプレイc°ー°
á試合�運ù√法a学ぶ．

ソs
ボー°3
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc状£に§じたバッ
操®と走塁c安´した捕≠
á送≠と状£に§じたœîなど�`きa高める．

バレーボー°4
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせる．またcy�ゲー±a通してcチー±�特≤に§じた®≥a立ててc勝µa∂
う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

ソs
ボー°4
Ì°ープ活`a通してc前k�学習内la´mさせる．またcy�ゲー±a通してcチー±�特≤に§じた®≥a立ててc勝µa∂
う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

バレーボー°5
これま��学習a生かしてcy�な°ー°にñ{cÌ°ープごとに試合a運ùする．またcボー°操®技能a修得しているかについ
てc実技試»�評�する．

ソs
ボー°5
これま��学習a生かしてcy�な°ー°にñ{cÌ°ープごとに試合a運ùする．またcボー°操®・バッ
操®技能a修得してい
るかについてc実技試»�評�する．

“”1
“�特Üa理ëしcòき√・ôみ√などa学ぶ．またc”ぎ�メカニズ±{ス
リー±ライン・ローリンÌ・息継ぎ・ス
ローク）a学びc
基本”法にチャレンジしc個o�能
に§じて”
a高める．

“”2

“”3
“にÚする事úとそ�原ûa知{c自己防衛√法am衣“”áòきka通して学ぶ．様ÜなリレーÉ目aÓいc”ぐことだけ�なく
c∂い合う∑しみaªわう．

“”4

保健講義4
改´新版「保健体育概論」arいて「か˛だとこころ　ー疾病とそ�予防・大¢�仕åみと§きー」�学習aÓいc自ˇ�興ª�
あるテーマについて探求する．またテーマにwったレポー
a®|する．

バスケッ
ボー°1
安çに留意するためcyしいr具{ボー°・ゼッケン・タイマー）��い√aÄえる．シューティンÌáボー°ハンドリンÌa通してc
様Üなボー°操®�√法a学ぶ．

サッカー1
安çに留意するためcyしいr具{ボー°・ゼッケン・ゴー°）��い√aÄえる．対oパスa通してc様Üなボー°操®�√法a学
ぶ．

新体
テス
1
反復≠とび・20mシャ
°ラン・立ち幅∞び・õ体±こし・長座体前屈・k長・体重・握
a測´する．Ä´�r∑に記∆a記∏す
る．

新体
テス
2 ハンドボー°πげ・50m走a測´する．Ä´�r∑に記∆a記∏する．

バスケッ
ボー°2
個o練習áÌ°ープ活`(1対1c2対2c3対3)a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc連ïプレーá
°ー°c試合�運ù√法a学ぶ．

サッカー2
個o練習áÌ°ープ活`(1対1c2対2c3対3)a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc連ïプレーá
°ー°c試合�運ù√法a学ぶ．

バスケッ
ボー°3
個o練習áÌ°ープ活`(1対1c2対2c3対3)a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc連ïプレーá
°ー°c試合�運ù√法a学ぶ．

サッカー3
個o練習áÌ°ープ活`(1対1c2対2c3対3)a通してc前k�学習内la´mさせる．またc簡äゲー±a通してc連ïプレーá
°ー°c試合�運ù√法a学ぶ．

バスケッ
ボー°4
y�コー
a�って�ゲー±a通してcよ{高*な連ïプレーá°ー°c集団≥‡a学ぶ．またcチー±�特≤に§じた®≥a立て
てc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

サッカー4
y�コー
a�って�ゲー±a通してcよ{高*な連ïプレーá°ー°c集団≥‡a学ぶ．またcチー±�特≤に§じた®≥a立て
てc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

バスケッ
ボー°5
y�コー
a�って�ゲー±a通してcよ{高*な連ïプレーá°ー°c集団≥‡a学ぶ．またcチー±�特≤に§じた®≥a立て
てc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

サッカー5
y�コー
a�って�ゲー±a通してcよ{高*な連ïプレーá°ー°c集団≥‡a学ぶ．またcチー±�特≤に§じた®≥a立て
てc勝µa∂う∑しさáπびaªわいc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．

バスケッ
ボー°6
リーÌ≥�運ù√法a学びc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．またcボー°操®技能a修得しているかについて実技試»
�評�する．

サッカー6
リーÌ≥�運ù√法a学びc自主[にゲー±a展æ�きるようになる．またcボー°操®技能a修得しているかについて実技試»
�評�する．

J
考

中Í試»および´�試»�実Cしない．
中Í試»および´�試»�実Cしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 新体
テス
�得��評�する．

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

吉本 陽亮 准教授, 寺田 雅裕 教授, 春名 桂 教授

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主_なスポーb活de通してg生iにわたって心o�健pe保持増sしgtかなスポーbライwe継yするため�資質・
能
e~�通�育Äすることe目Ñす．1） 各á�運d�特äã社会生活における健p・安ëについて習得した技能e活
ï�きる．2）生iにわたって継yして運dにóしò習ôe定õさせる．3）健p�保持増sと体
�向üe目Ñしgtか�
活
ある社会生活e°ò能
e高める．

【C3】これま�に学ん•水泳技能eいかしてg総合_な水泳能
�向üe
™る．

水�特äã泳ぎ�メカニズム・泳法・自己防衛技術・救急法などe理∫しg水
泳技能e修得しているかについてg実技試º�評�する．

【C3】バレーボーø�特äe理∫しg状¡に¬じたボーø操≈と攻«�連
…したdきeoにけることが�きる．またgチームメンバーとチーム�課Œe
共–しg課Œ∫—に向けて主体_に“�”òことが�きる．

バレーボーø�特ä�理∫・øーø・審判法・ゲーム�sめ◊などe理∫して
いるかについて学習記Ÿe通じて評�する．またgボーø操≈技能e修得して
いるかについて実技試º�評�する．

【C3】軟式野›�特äe理∫しg状¡に¬じたバッ
操≈と走塁g安定した
捕›ã送›eoにけることが�きる．またgチームメンバーとチーム�課Œ
e共–しg課Œ∫—に向けて主体_に“�”òことが�きる．

軟式野›�特ä�理∫・øーø・審判法・ゲーム�sめ◊などe理∫してい
るかについて学習記Ÿe通じて評�する．またgボーø操≈・バッ
操≈技能e
修得しているかについて実技試º�評�する．

【C3】卓›�特äe理∫しgサービスãス
ローÁなど�安定したラケッ

操≈eoにけることが�きる．またgチームメンバーとチーム�課Œe共–し
g課Œ∫—に向けて主体_に“�”òことが�きる．

卓›�特ä�理∫・øーø・審判法・ゲーム�sめ◊などe理∫しているかに
ついて学習記Ÿe通じて評�する．またgラケッ
操≈技能e修得しているかに
ついて実技試º�評�する．

【C3】バドミン
ン�特äe理∫しgサービスãス
ローÁなど�安定したラ
ケッ
操≈eoにけることが�きる．またgチームメンバーとチーム�課Œe
共–しg課Œ∫—に向けて主体_に“�”òことが�きる．

バドミン
ン�特ä�理∫・øーø・審判法・ゲーム�sめ◊などe理∫してい
るかについて学習記Ÿe通じて評�する．またgラケッ
操≈技能e修得してい
るかについて実技試º�評�する．

【C3】ソw
テニス�特äe理∫しgサービスãス
ローÁなど�安定したラ
ケッ
操≈eoにけることが�きる．またgチームメンバーとチーム�課Œe
共–しg課Œ∫—に向けて主体_に“�”òことが�きる．

ソw
テニス�特ä�理∫・øーø・審判法・ゲーム�sめ◊などe理∫して
いるかについて学習記Ÿe通じて評�する．またgラケッ
操≈技能e修得して
いるかについて実技試º�評�する．

【C3】バスケッ
ボーø�特äe理∫しg状¡に¬じたボーø操≈と攻«
�連…したdきeoにけることが�きる．またgチームメンバーとチーム�課
Œe共–しg課Œ∫—に向けて主体_に“�”òことが�きる．

バスケッ
ボーø�特ä�理∫・øーø・審判法・ゲーム�sめ◊などe理∫
しているかについて学習記Ÿe通じて評�する．またgボーø操≈技能e修得
しているかについて実技試º�評�する．

【C3】サッカー�特äe理∫しg状¡に¬じたボーø操≈と攻Ïとそ�«�
等�連…したdきeoにけることが�きる．またgチームメンバーとチーム�
課Œe共–しg課Œ∫—に向けて主体_に“�”òことが�きる．

サッカー�特ä�理∫・øーø・審判法・ゲーム�sめ◊などe理∫している
かについて学習記Ÿe通じて評�する．またgボーø操≈技能e修得している
かについて実技試º�評�する．

【C3】新体
テス
e通じてg自Ó�体
・運d能
�状Ôe総合評�基
ÒとÚらし合わせて評�する．またg自Ó�o体・運d能
�変ıe把握
してg適˘な生活様式�実˚ã運d能
�向üe™ることが�きる．

【C3】毎時˛�ス
レッチãサーキッ

レーニン�e�うことによ�g継y
_な体
向ü・健p増s・傷害予防に�する知
と技能e修得する．また
g各á目�練習◊法e学びg段階_な技能習�e™ることが�きる．

体
向ü・健p増s・傷害予防・技能習�に�してg毎時˛�技能習�)e
�心・意欲・思考・技能・知
�観�から学習記Ÿe通じて評�する．

前��到達目標毎1＝20%g到達目標毎2～6＝40%g到達目標毎10＝40%�評�する．後��到達目標毎2g4～8＝
50%g到達目標毎9＝10%g到達目標毎10＝40%�評�する．前�と後�eそれぞれ50�ずつとしg100�満��60�
以üe合&とする．

ステップアップ高校スポーb)大修館書店
改訂新版「保健体育概論」)近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるdき�∫剖学)大修館書店
最新体育・スポーb科学研究法)大修館書店
スポーbマンならC�D知っておきたい「から•」�こと)大修館書店

レーニン�Ñ導Fテキス
理論編)ベースボーøマガジン社

レーニン�Ñ導Fテキス
実˚編)ベースボーøマガジン社

履修:�
注意事項

1）前�授業において実技試ºが未実K�F�g9月末Nま�(後��2月末N)に再試ºePけることが�きる．それ以降
�再試º�RしS�PけTけない．Uしg診断書が提Sされた病状ã整形外科_な疾^�場合�g担当教bと相d�üg
対¬する．2）診断書が提Sされた場合においてg実技試ºePけることが困gな場合�レポー
�代iすることがある．3）
前��水泳�g必修とする．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択á目�競技特äe理∫しgm�øープ�課Œ練習e�う．またg自主_に簡oゲームが運°�きるようになる．

5 選択á目�競技特äe理∫しgm�øープ�課Œ練習e�う．またg自主_に簡oゲームが運°�きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12 設定された練習プロ�ラムから泳法e選択しg個r�泳
に¬じて一定時˛泳ぎg総合_な泳
e高める．

13 設定された練習プロ�ラムから泳法e選択しg個r�泳
に¬じて一定時˛泳ぎg総合_な泳
e高める．

14 設定された練習プロ�ラムから泳法e選択しg個r�泳
に¬じて一定時˛泳ぎg総合_な泳
e高める．

15 水泳技能e修得しているかについて実技試º�評�する．

16

17

18

19 新体
テス


20 選択á目�競技特äe理∫しgm�øープ�課Œ練習e�う．またg自主_に簡oゲームが運°�きるようになる．

21 選択á目�競技特äe理∫しgm�øープ�課Œ練習e�う．またg自主_に簡oゲームが運°�きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義5
改定新版「保健体育概論」eïいて「r˛とスポーb　ースポーb
レーニン�ー」に�する学習e�いg自Ó�興x�あるテー
マについて探zする．またテーマに{ったレポー
e≈Äする．

選択実技1
選択á目�競技特äe理∫しgm�øープ�課Œ練習e�う．またg簡oゲームe実Kしg競技øーøã試合�運°◊法e理∫
する．

選択実技2
選択á目�競技特äe理∫しgm�øープ�課Œ練習e�う．またg簡oゲームe実Kしg競技øーøã試合�運°◊法e理∫
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技6
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技7
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技8
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技9
チーム�特äに¬じた戦術e選択・遂��きるようにチームá�協âする．またg正Åøーøにäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．またg授業�学ん•技能e修得しているかについてg実技試º�評�する．

選択実技10
チーム�特äに¬じた戦術e選択・遂��きるようにチームá�協âする．またg正Åøーøにäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．またg授業�学ん•技能e修得しているかについてg実技試º�評�する．

水泳1

水泳2

水泳3

水泳4

保健講義6
改定新版「保健体育概論」eïいて「健pと生i　ー生活と地›環境・健pと環境ー」に�する学習e�いg自Ó�興x�ある
テーマについて探zする．またテーマに{ったレポー
e≈Äする．

選択実技1
選択á目�競技特äe理∫しgm�øープ�課Œ練習e�う．またg簡oゲームe実Kしg競技øーøã試合�運°◊法e理∫
する．

選択実技2
選択á目�競技特äe理∫しgm�øープ�課Œ練習e�う．またg簡oゲームe実Kしg競技øーøã試合�運°◊法e理∫
する．

反復èとび・20mシャ
øラン・立í幅îび・ü体ïこし・長座体前屈・ハンドボーøöげ・50m走・o長・体重・握
e測定する．
Ñ定�ïûに記Ÿe記üする．

選択実技3

選択実技4

選択実技5
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技6
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技7
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技8
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技9
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技10
試合e通じてよ�高)な技能ã集団戦術e学びg競技特ä�理∫e�める．またg正ÅøーøにÒじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．

選択実技11
チーム�特äに¬じた戦術e選択・遂��きるようにチームá�協âする．またg正Åøーøにäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．またg授業�学ん•技能e修得しているかについて実技試º�評�する．

選択実技12
チーム�特äに¬じた戦術e選択・遂��きるようにチームá�協âする．またg正Åøーøにäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．またg授業�学ん•技能e修得しているかについて実技試º�評�する．

選択実技13
チーム�特äに¬じた戦術e選択・遂��きるようにチームá�協âする．またg正Åøーøにäったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主_に運°�きるようになる．またg授業�学ん•技能e修得しているかについて実技試º�評�する．

J
考

中˛試ºおよび定�試º�実Kしない．
中˛試ºおよび定�試º�実Kしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 新体
テス
�得��評�する．

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 宮内 健嗣 非常勤講師, 吉本 陽亮 准教授

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主hなスポーk活mn通してp生rにわたって心x�健yn保持増|しp}かなスポーkライÄn継Çするため�資質・
能
ná�通à育âすることn目çす．1） 各ê�運m�特ìî社会生活における健y・安öについて習得した技能n活
û�きる．2）生rにわたって継Çして運mに†し°習¢n定§させる．3）健y�保持増|と体
�向®n目çしp}か�
活
ある社会生活n™°能
n高める．

【C3】健y�保持増|・傷害予Æと体
�向®に必Øな知±n修得しp}
か�活
ある社会生活n™°能
n≤う．

健y�保持増|・傷害予Æと体
�向®に必Øな知±n理µしているかに
ついてpレポー
およ∏小テス
�評�する．

【C3】バレーボー∫�特ìn理µしp状ºにΩじたボー∫操¿と攻¬�連
ƒしたmきnxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ãn
共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

バレーボー∫�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µして
いるかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpボー∫操¿技能n修得して
いるかについて実技試€�評�する．

【C3】軟式野fl�特ìn理µしp状ºにΩじたバッ
操¿と走塁p安定した
捕flî送flnxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ã
n共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

軟式野fl�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µしてい
るかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpボー∫操¿・バッ
操¿技能n
修得しているかについて実技試€�評�する．

【C3】卓fl�特ìn理µしpサービスîス
ローÈなど�安定したラケッ

操¿nxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ãn共Œし
p課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

卓fl�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µしているかに
ついて学習記Ÿn通じて評�する．またpラケッ
操¿技能n修得しているかに
ついて実技試€�評�する．

【C3】バドミン
ン�特ìn理µしpサービスîス
ローÈなど�安定したラ
ケッ
操¿nxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ãn
共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

バドミン
ン�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µしてい
るかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpラケッ
操¿技能n修得してい
るかについて実技試€�評�する．

【C3】ソÄ
テニス�特ìn理µしpサービスîス
ローÈなど�安定したラ
ケッ
操¿nxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課Ãn
共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

ソÄ
テニス�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µして
いるかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpラケッ
操¿技能n修得して
いるかについて実技試€�評�する．

【C3】バスケッ
ボー∫�特ìn理µしp状ºにΩじたボー∫操¿と攻¬
�連ƒしたmきnxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�課
Ãn共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

バスケッ
ボー∫�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µ
しているかについて学習記Ÿn通じて評�する．またpボー∫操¿技能n修得
しているかについて実技試€�評�する．

【C3】サッカー�特ìn理µしp状ºにΩじたボー∫操¿と攻とそ�¬à
等�連ƒしたmきnxにけることが�きる．またpチームメンバーとチーム�
課Ãn共Œしp課Ãµœに向けて主体hに–à—°ことが�きる．

サッカー�特ì�理µ・∫ー∫・審判法・ゲーム�|め÷などn理µしている
かについて学習記Ÿn通じて評�する．またpボー∫操¿技能n修得している
かについて実技試€�評�する．

【C3】新体
テス
n通じてp自Ú�体
・運m能
�状Ûn総合評�基
˜と¯らし合わせて評�する．またp自Ú�x体・運m能
�変˚n把握
してp適ˇな生活様式�実�î運m能
�向®n�ることが�きる．

【C3】毎時��ス
レッチîサーキッ

レーニン�n	うことによàp継Ç
hな体
向®・健y増|・傷害予Æに
する知±と技能n修得する．また
p各ê目�練習÷法n学∏p段階hな技能習�n�ることが�きる．

体
向®・健y増|・傷害予Æ・技能習�に
してp毎時��技能習�)n

心・意欲・思考・技能・知±�観�から学習記Ÿn通じて評�する．

前��到達目標毎1＝20%p到達目標毎2～6＝40%p到達目標毎10＝40%�評�する．後��到達目標毎4～8＝
50%p到達目標毎9＝10%p到達目標毎10＝40%�評�する．前�と後�nそれぞれ50�ずつとしp100�満��60�
以®n合%とする．

ステップアップ高校スポーk(大修館書店
改訂新版「保健体育概論」(近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目�みるmき�µ剖学(大修館書店
最新体育・スポーk科学研究法(大修館書店
スポーkマンならB�C知っておきたい「からだ」�こと(大修館書店

レーニン�ç導Fテキス
理論編(ベースボー∫マガジン社

レーニン�ç導Fテキス
実�編(ベースボー∫マガジン社

履修:�
注意事項

1）前�授業において実技試€が未実K�F�p9月末Nま�(後��2月末N)に再試€nPけることが�きる．それ以降
�再試€�RしS�PけTけない．Uしp診断書が提Sされた病状î整形外科hな疾^�場合�p担当教bと相d�®p
対Ωする．2）診断書が提Sされた場合においてp実技試€nPけることが困gな場合�レポー
�代iすることがある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp自主hに簡nゲームが運™�きるようになる．

5 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp自主hに簡nゲームが運™�きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13

14 健y�保持増|・傷害予Æと体
�向®に
する学習n	いpテーマにoったレポー
¿âCしく�小テス
n	う．

15 健y�保持増|・傷害予Æと体
�向®に
する学習n	いpテーマにoったレポー
¿âCしく�小テス
n	う．

16

17

18

19 新体
テス


20 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp自主hに簡nゲームが運™�きるようになる．

21 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp自主hに簡nゲームが運™�きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義7 改定新版「保健体育概論」nûいて「現代社会とスポーk　ースポーkへ�アプローチ・スポーk�文˚史ー」�学習n	いp自
Ú�興y�あるテーマについて探{する．またテーマにoったレポー
n¿âする．

選択実技1 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp簡nゲームn実Kしp競技∫ー∫î試合�運™÷法n理µ
する．

選択実技2 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp簡nゲームn実Kしp競技∫ー∫î試合�運™÷法n理µ
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技6 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技7 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技8 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技9 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについてp実技試€�評�する．

選択実技10 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについてp実技試€�評�する．

選択実技11 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについてp実技試€�評�する．

選択実技12 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについてp実技試€�評�する．

保健講義8

保健講義9

保健講義10 改定新版「保健体育概論」nûいて「健yと生r　ー福祉・障害とスポーk・保健	éと医療制)ー」�学習n	いp自Ú�興
y�あるテーマについて探{する．またテーマにoったレポー
n¿âする．

選択実技1 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp簡nゲームn実Kしp競技∫ー∫î試合�運™÷法n理µ
する．

選択実技2 選択ê目�競技特ìn理µしp小�∫ープ�課Ã練習n	う．またp簡nゲームn実Kしp競技∫ー∫î試合�運™÷法n理µ
する．

反復îと∏・20mシャ
∫ラン・立ó幅ô∏・®体öこし・長座体前屈・ハンドボー∫üげ・50m走・x長・体重・握
n測定する．
ç定�û£に記Ÿn記§する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技6 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技7 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技8 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技9 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技10 試合n通じてよà高)な技能î集団戦�n学∏p競技特ì�理µnÄめる．またp正Ç∫ー∫に˜じたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．

選択実技11 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについて実技試€�評�する．

選択実技12 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについて実技試€�評�する．

選択実技13 チーム�特ìにΩじた戦�n選択・遂	�きるようにチーム内�協àする．またp正Ç∫ー∫にâったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主hに運™�きるようになる．またp授業�学んだ技能n修得しているかについて実技試€�評�する．

J
考

中�試€およ∏定�試€�実Kしない．
中�試€およ∏定�試€�実Kしない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 新体
テス
�得��評価対�としない．

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

小森田 敏 教授, 春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授

電気工学科・5年・前期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

自主cなスポーf活hijしてl生nにわたって心t�健ui保持増xしlyかなスポーfライ|i継~するため�資質・
能
iÖ�jÜ育áすることi目äす．1） 各ç�運h�特êë社会生活における健u・安óについて習得した技能i活
öできる．2）生nにわたって継~して運hにùしû習üi定°させる．3）健u�保持増xと体
�向•i目äしlyかで
活
ある社会生活ißû能
i高める．

【C3】健u�保持増x・傷害予´と体
�向•に必¨な知Æi修得しly
かで活
ある社会生活ißû能
iØう．

健u�保持増x・傷害予´と体
�向•に必¨な知Æi理≤しているかに
ついてlレポー
およµ小テス
で評価する．

【C3】バレーボー∑�特êi理≤しl状πに∫じたボー∑操Ωと攻ø�連
¡したhきitにけることができる．またlチームメンバーとチーム�課…i
共Àしl課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

バレーボー∑�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”などi理≤して
いるかについて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能i修得して
いるかについてl実技試ÿで評価する．

【C3】軟式野‹�特êi理≤しl状πに∫じたバッ
操Ωと走塁l安定した
捕‹ë送‹itにけることができる．またlチームメンバーとチーム�課…
i共Àしl課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

軟式野‹�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”などi理≤してい
るかについて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能i修得してい
るかについてl実技試ÿで評価する．

【C3】卓‹�特êi理≤しlサービスëス
ローÊなど�安定したラケッ

操Ωitにけることができる．またlチームメンバーとチーム�課…i共Àし
l課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

卓‹�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”などi理≤しているかに
ついて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能i修得しているかに
ついてl実技試ÿで評価する．

【C3】バドミン
ン�特êi理≤しlサービスëス
ローÊなど�安定したラ
ケッ
操Ωitにけることができる．またlチームメンバーとチーム�課…i
共Àしl課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

バドミン
ン�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”などi理≤してい
るかについて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能i修得してい
るかについてl実技試ÿで評価する．

【C3】テニスÎµソ|
テニス�特êi理≤しlサービスëス
ローÊなど
�安定したラケッ
操Ωitにけることができる．またlチームメンバーとチ
ーム�課…i共Àしl課…≤Ãに向けて主体cにÕÜŒûことができる．

テニスÎµソ|
テニス�特ê�理≤・∑ー∑・審判法・ゲーム�xめ”など
i理≤しているかについて学習記÷ijじて評価する．またlボー∑操Ω技能
i修得しているかについてl実技試ÿで評価する．

【C3】新体
テス
ijじてl自Ì�体
・運h能
�状Ói総合評価基
ÚとÛらし合わせて評価する．またl自Ì�t体・運h能
�変ˆi把握
してl適˙な生活様式�実¸ë運h能
�向•i˝ることができる．

【C3】毎時��ス
レッチëサーキッ

レーニン�i�うことによÜl継~
cな体
向•・健u増x・傷害予´に�する知Æと技能i修得する．また
l各ç目�練習”法i学µl段階cな技能習	i˝ることができる．

体
向•・健u増x・傷害予´・技能習	に�してl毎時��技能習	,i
�心・意欲・思考・技能・知Æ�観�から学習記÷ijじて評価する．

到達目標毎1＝20%l到達目標毎1～6＝40%l到達目標毎8＝40%で評価する．100�満�で60�以•i合�とする．

ステップアップ高校スポーf�大修館書店
改訂新版「保健体育概論」�近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみるhき�≤剖学�大修館書店
最新体育・スポーf科学研究法�大修館書店
スポーfマンなら6で7知っておきたい「からだ」�こと�大修館書店

レーニン�ä導:テキス
理論編�ベースボー∑マガジン社

レーニン�ä導:テキス
実¸編�ベースボー∑マガジン社

履修:�
注意事項

1）前期授業において実技試ÿが未実?�:�l9月末Cまでに再試ÿiEけることができる．そG以H�再試ÿ�Iし
J�EけKけない．Lしl診断書が提JさGた病状ë整形外科cな疾U�場合�l担当教Yと相[�•l対∫する．2）診
断書が提JさGた場合においてl実技試ÿiEけることが困]な場合�レポー
で代_することがある．
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授4計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 選択ç目�競技特êi理≤しl小�∑ープで課…練習i�う．またl自主cに簡dゲームが運ßできるようになる．

5 選択ç目�競技特êi理≤しl小�∑ープで課…練習i�う．またl自主cに簡dゲームが運ßできるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13 新体
テス


14 健u�保持増x・傷害予´と体
�向•に�する学習i�いlテーマにeったレポー
Ωá7しく�小テス
i�う．

15 健u�保持増x・傷害予´と体
�向•に�する学習i�いlテーマにeったレポー
Ωá7しく�小テス
i�う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義11 改定新版「保健体育概論」iöいて「現代社会とスポーf　ースポーfと社会ー」に�する学習i�いl自Ì�興k�あるテーマ
について探mする．またテーマにeったレポー
iΩáする．

選択実技1 選択ç目�競技特êi理≤しl小�∑ープで課…練習i�う．またl簡dゲームi実?しl競技∑ー∑ë試合�運ß”法i理≤
する．

選択実技2 選択ç目�競技特êi理≤しl小�∑ープで課…練習i�う．またl簡dゲームi実?しl競技∑ー∑ë試合�運ß”法i理≤
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技6 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技7 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技8 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技9 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技10 試合ijじてよÜ高,な技能ë集団戦qi学µl競技特ê�理≤irめる．またl正t∑ー∑にÚじたゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．

選択実技11 チーム�特êに∫じた戦qi選択・遂�できるようにチームzで協|する．またl正t∑ー∑に}ったゲーム（
ーナメン
・リー�
戦など）が自主cに運ßできるようになる．またl授業で学んだ技能i修得しているかについて実技試ÿで評価する．

反復Åとµ・20mシャ
∑ラン・立Ñ幅Üµ・•体áこし・長座体前屈・ハンドボー∑åげ・50m走・t長・体重・握
i測定する．
ä定�öêに記÷i記ëする．

保健講義12

保健講義13

J
考

中�試ÿおよµ定期試ÿ�実?しない．
中�試ÿおよµ定期試ÿ�実?しない．
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科　目

担当教員 大倉 恭子 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 歌��テスト��テスト演習��カノ �作"�採点%&評(する．

2 歌��テスト%&そ�正.さ0評(する．

3 歌��テスト%&発20評(する．

4 カノ �作"�採点%&評(する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 4し

関連科目 4し

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

芸術 (ArM)

電気工学科・1年・前期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

2楽（歌_0身a&bじ�生涯学習&つなげる.歌��指導�lm個人pテスト�そ�%�個人指導&よって�変声直後lm
x&いる変声途{�|0出~るだÄÅい状ÉへÖ導きたい．カノ 作à&よって既習した理ã�.åÖ�正しç楽é0èç
こÖ0体íさせたい．生涯学習Öîï観点からも�できるõú流û&左†されないà0体íさせたい．

【C3】基本§な楽é�見方�èき方0ßる．

【C3】リズム�メロディØ0理∞しながら歌ï．

【C3】諸外¥�à0歌ïこÖ&よってそ�¥�2楽�îµ&∂れる．

【C3】カノ �作à0∑して楽∏0理∞し�.åする．

歌�テスト50%  カノ 30%  授業{&実∫する�テスト演習20%　こ�ªつ�項Ω�合ø0100点満点で評(し�60点
以√0合ƒÖする．

ON!1（2楽�友社_
プリ ト

履修:�
注意事項

半期�授業�Ã&1Õ�歌��テスト0ûï．実技�演習が{Œ�教科な�で出席�授業ÉEも重要”する．
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授4計画（芸術）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 説明�歌� 授業0÷めるため�説明 ÿ0çださい・校歌�éŸみ�歌詞�．

2 歌��楽∏ 既習à 少年%代�楽∏（2符・休符・記é_そ�·�à

3 歌��楽∏

4 歌��楽∏

5 歌��カノ 作à 既習à そ�·�à�カノ 作à（カノ 作à�‚�説明�演習_

6 歌��カノ 作à 既習à „m‰ç カノ （演習Ö個人指導_

7 歌�� カノ 作à 既習à カノ （演習Ö個人指導_�アニØ・ロØリØ（合�_

8 歌�� カノ 作à 既習à カノ （演習Ö個人指導_�そ�·�à（合�_

9 歌�� カノ 作à 既習à  カノ （演習Ö個人指導_

10 歌��カノ 作à 既習à �カノ 作à（演習Ö個人指導_

11 歌�テスト�カノ 提出

12 歌�テスト

13 歌��カノ �テスト 既習à�カノ &Ëする�テスト

14 歌�� カノ 作à 既習à

15 2楽観賞 2楽観賞（パッヘルベル�カノ �そ�·バロッÔ2楽�鑑賞Ö∞説_

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

既習à Caro mio benéŸみ�カ トリØロØド��さな空�楽∏（2階・和2_

既習à Caro mio ben歌詞�（イタリアµ�説明_楽∏（2程_

Caro mio ben歌�テスト（個人pテスト・·�|mカノ 0提出��テスト�準備)

Caro mio ben歌�テスト（個人pテスト・·�|mカ�テスト�準備_．テスト終了後�必要�ある|&再試í．

I
考

{Ã試íおよ�定期試ím実∫しない．
歌�テスト�カノ �提出�授業{&実∫する�テスト0以て試í�代わúÖする．
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科　目

担当教員 武久 真士 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 授業内���じ�プリン��配!する

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年1シラバス

日本言語文化論 (Japanese Language and Culture)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本授業では[近代^_短歌[俳句[歌dなどひろくj韻文」�テキス�として[文学作s�精uするとはどのような営zである
のかということ�ついて学ぶÅ受講Éは講師Ñ解Üする方法論�参ä�[提åされ�作s�èする自ëなりの解ì�立ち
ïげることÑóめられるÅu解�öしては[グループでの作業ûüうÅ文学作s�題°として[他£と協•し意ß�交©し合
う能¨�涵Æすることû本授業の重∞な目≤であるÅ

【C3】日本の文学・文化の特¥�ついて適∂�Ü∑できる 日本の文学・文化の特¥�πする知ª�ついて[中間・定期試¿とレポー�で
評ƒする

【C3】日本の文学・文化の歴∆�πする«しい知ªと理解�…し[適∂�
Ü∑できる

日本の文学・文化の歴∆�πする知ª�ついて[中間・定期試¿とレポー�で
評ƒする

【D2】文学作s�精uし[自ëなりの理解�適∂�表Àできる 文学作s�uÃ能¨ÑÕ�ついているか[中間・定期試¿とレポー�で評ƒ
する

成œは[試¿70%　レポー�30%　として評ƒするÅ到達目標1～3�ついての試¿70%[到達目標1～3�πするレポー�
30%として評ƒ[100点満点で60点以ï�合ŸとするÅ

松本和‹ら編fiテクス�ë析入門』„ひつじ書房）
廣野由美子fi批評理論入門』„中公新書）
西原大輔編fi一ÙでuÃ日本の近代^500』„笠間書院）
鮎¯ぱてfi東京大学jボーカロイ�音楽論」講義』„文藝春秋）
豊崎由美・広瀬大志fiカッ
よくなきゃ[ポエ�じゃない�』„思潮社）

第1[2[3年j国語」

履修:�
注意事項
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授4計画（日本言語文化論）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 ガイダンス�文学作s�精uするとはどのようなことか 授業�ついて概Üし[本授業�おけるj精u」の定義�ついて解Üする

2 三好達治・立原道造 三好達治・立原道造の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

3 最$タヒ・水(なお 最$タヒ・水(なおの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

4 À代短歌 岡野大*_木下龍‹など塚本邦夫以1のÀ代短歌�精uし[どのような短歌であるか自ëの言"で表Àする

5 北原白秋・萩原朔太郎 北原白秋・萩原朔太郎の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

6 米津玄師 米津玄師の作s�精u・精;し[どのような音楽であるか自ëの言"で表Àする

7 谷¯俊太郎・大岡信 谷¯俊太郎・大岡信の作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

8 中間試¿ 中間試¿�実@する

9 鮎¯信夫・田村隆一

10 宮(賢治・入(康夫 宮(賢治Ñのちの^G�Hえ�影K�学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言"で表Àする

11 吉本隆∑

12 VOCALOID

13 小野十三郎・金時鐘

14 令和の^

15 本講義のまとめ 授業の総Z�üう

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試¿および前期定期試¿�実@するÅ

鮎¯信夫・田村隆一�中[�[戦]�èして^GÑどのよう�^き合っ�のか�学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であ
るか自ëの言"で表Àする

吉本隆∑�中[�[50～60年代の^Ñ社`とどのよう�かかわり�ûっ�のか�学びつつ[MらMbらの作s�精uし[どのよう
な^であるか自ëの言"で表Àする

VOCALOID楽cの歌dÑ言語表Àとしてどのよう�近代^とdのeうûの�åしているか学びつつ[作s�精u・精;し[どの
ような音楽であるか自ëの言"で表Àする

小野十三郎・金時鐘�中[�[^Gと社`運gとのπh�ついて学びつつ[Mらの作s�精uし[どのような^であるか自ëの言
"で表Àする

i�2010年代以1�発表され�^�概kし[^のÀ在mÑどのようなûのであるか知る

N
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト こちら�プリン�など�用!します．

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年6シラバス

哲学A (Philosophy A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

SたちU日常�無!XYZ[\れた^_じた^していc法ef常XghYはjkきな哲学的nいUoまれています．こg
授業�はj有rな哲学sたちUj独ug視wx方法�z{|いた}nいx~{〉g連Å�概Éしj哲学Yおいて「なぜそれ
Unàxなcgか？」「どうしてそういうz{方�すcgか？」などg思zパターン�学ん�いきます．

【C3】日常Yíされた哲学的nい�uî�ïつ[óしj哲学的Yz{cた
めgモデõ�獲ùすcこx．

日常Yíされた哲学的nい�uî�ïつ[óしj哲学的Yz{cためgモデ
õ�獲ùすcこxU�きcかjûテス�x定期試¢�評§すc．

【D2】哲学Y•かせない思z法f概ßYついてg理®�©めjuîgz
{�よ^明´Y表≠�きcようYなcこx．

哲学Y•かせない思z法f概ßYついてg理®�©めjuîgz{�よ^明
´Y表≠�きcかjûテス�x定期試¢�評§すc．

成Øはj試¢80%　ûテス�20%　xして評§すc．100w満w�60w以≥�合µxすc．ûテス�はj授業�登∑すcj
哲学g基本的概ß�∫しª理®していcこx�´ºすcためY実æすc．そg理®gもxj試¢�はjuîな^gz{Y結
びつ[c．

貫成人『哲学マップ«ちªま新書j2004年
熊野純彦『西洋哲学史　古”からh‘’«岩波新書j2006年
熊野純彦『西洋哲学史　近”から≠”’«岩波新書j2006年
畠山 創『k論争! 哲学バ�õ« KADOKAWAj2016年
そg他j授業�紹‰します．

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 イン�ロダクション　哲学�学ぶxはどういうこxか？

2 古”ギリシÏ哲学Ìソクラテス登∑ま� 古”ギリシÏg哲学sたちYよcj「万g根Ú」など�nうj独Ûな‘界É�理®�きcようYすc．

3 古”ギリシÏ哲学Ìソクラテスjプラ�ン

4 古”ギリシÏ哲学ÌÏリス�テレス 「目的因」などU登∑すc理論哲学からj「美˘」�˙い˚めc実践哲学ま�j幅˛いÏリス�テレスg哲学gエッセンス�学ぶ．

5 h‘哲学Ì�マス・Ïクィナスなど 「神学x哲学」g関��テーマY活�したh‘g哲学sたちUj後‘Y	{た影響�など�理®�きcようYすc．

6 ここま�gまxめ　ûテス� ここま�g哲学概ßなどg理®6�´ºしj復�すc．

7 「我　思うゆ{Y　我あ^」�有rな「方法的懐�」Yついてj理®�きcようYすc．

8 「主É／客É」xいう二項対立g‘界Éfj「心身nà」などjデカõ�哲学gエッセンス�理®�きcようYすc．

9 k陸合理論Ìライプニッツ

10 k陸合理論Ìスピノザ

11 イギリス経¢論Ìロック

12 イギリス経¢論Ìバークリー すべてg存&はj経¢的な知(Yよって説明されな[ればならないxすcjバークリーg哲学g要w�理®�きcようYすc．

13 イギリス経¢論Ìヒューム 人0xは「知(g1」�あcxしてj因果関�f「u我」Yついても否定したjヒュームg哲学g要w�理®�きcようYすc．

14 ここま�gまxめ　ûテス� ここま�g哲学概ßなどg理®6�´ºしj復�すc．

15 ディスカッション 学ん4内6�uîg言8�どgようY表≠しj思zすcか�試すディスカッション�ディベー�形;�<う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（哲学A）

生活�「>た^前」xされcこx�具体AYしなUらj「哲学」xいう学nUどgようYnいjz{cgかYついてjおおまかなイメー
CUùられcようすc．

「無知g知」f「対D」�Eじてj「〜xはなYか？」xいう本GYHろうxすcソクラテスgz{�理®�きcようYすc．またjそg弟
K�あcプラ�ンU提Mした「イデÏ」xいう概ß�学ぶ．

近‘哲学Ìデカõ�（1）

近‘哲学Ìデカõ�（2）

数学sj外交Sなど多UY活�しなUらj哲学sxしては「経¢よ^知V�重視すc」k陸合理論�あったライプニッツ．「モナX論
」などg要w�理®�きcようYすc．

k陸合理論�あ^なUらもjこれま�gキリス�教的‘界ÉYはxどまらないjスピノザg「神＝u然＝‘界」（汎神論）xいう哲学
g要w�理®�きcようYすc．

医s�あ^なUら市民社aYついてz{j「知Vは経¢Yよって成^立つ」xいうイギリス経¢論g哲学g立∑�つªったjロック
哲学g要w�学ぶ．

D
考

前期定期試¢�実æすc．
ûテス��2回実æすc．
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 日��他���関�について�期 レポート%授業内課)によって評-する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント5配7する

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

日�史学A (Japanese History A)

全学科%5年%前期%選択%1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

�授業では�20世紀前j�日��政治%社会%文pについてqrsう．日露戦争後以z�日�は�いわゆるデモクラシー
Ä進ÇしÑ時ÜであっÑÄ�1930年Üにâる�急ãに戦争�時Üへ�çréわる．それはなぜな�か．明治以z�急ãに
大都市�なっÑ神戸�状ò5qrôげなÄら�こ�時期�日�について理û5深めÑい．

【C3】歴史�°れについて理û5深めるこ�Äできる． 歴史�°れについて理û5深めるこ�Äできるか�期 レポート%授業内課)
によって評-する．

【C3】歴史資§5•じて歴史学�あrß5学ぶ． 歴史資§5•じて歴史学�あrßについて�期 レポート%授業内課)によっ
て評-する．

【D2】日��他���関�について理û5深める

成©は�期 レポート85%　授業内課)15%　�して評-する．これら5総´して�100点満点で60点以ô5´Ø�する．
資§（史§±5も�にオリジナ∂な思∏5ま�めるこ�は�ど�世ªで活ΩするÑめにも必øである．そ�Ñめ試¡は¬わず�
レポート5重≈する．

原田敬一『日清%日露戦争』（岩波書店�2007年±
成田龍一『大”デモクラシー』（岩波書店�2007年±

1年「歴史」�2年「歴史」�5年「日�史学B」

履修:�
注意事項

レポートにおいて�いわゆる「コピ⁄」Äある�判‹される場´は�総´成©559点以fl�する．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 導â――日��歴史5学ぶ意義 日�史5学ぶにあÑって�そ�意„5これまで�研究史から∏える．まÑ歴史資§�はÁか�そしてそ�大Ëさについて∏える．

2 日露戦後�日�社会�ép 明治維新後�日��Îみ�概Ó5確し�日露戦争後�日�社会Ä再編成されていÛ状ò5学ぶ．

3

4 前Ùにıじ．

5 大戦景˜�そ�後�不òÄ日�社会に˘えÑ影˚�¸で�˝に社会問)�発��そ�対�5�る．

6 前Ùにıじ．

7 前々Ù�前Ùにıじ．

8 憲政�常道

9 昭和恐�Ä日�社会に˘えÑ影˚について�地域社会�状ò����政�などからそ�˝��意„5�る．

10 前Ùにıじ．

11 民�は満州事é以z�戦争についてど�ような姿�であっÑか5学ぶ．まÑ�民��植民地��関�についても理ûする．

12 前Ùにıじ．

13 前々Ù�前Ùにıじ．

14 歴史資§�そ�保存 歴史学に不可�である歴史資§�そ�保存�重ø�について学ぶ．

15 �授業�ま�め

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

¸間試¡およ�定期試¡は実"しない．

授4計画（日本史学A）

第一次世ª大戦�日�社会（1± 第一次世ª大戦Ä日�に˘えÑ影˚�帝�主義�時Üにおける日��位(5�る．まÑアジア諸��日��関�について確
する．

第一次世ª大戦�日�社会（2±

社会問)�発��デモクラシー（1±

社会問)�発��デモクラシー（2±

社会問)�発��デモクラシー（3±

1920年Üから30年Ü初,�政党政治�あrß�そ�問)点について学ぶ．

昭和恐��衝撃（1±

昭和恐��衝撃（2±

�民%民��戦争（1±

�民%民��戦争（2±

�民%民��戦争（3±

20世紀初,�日��動1についてま�め�世ª�¸で�日�について∏える．

D
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー�およ�プリン�講義

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資'について,授業.に紹0する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Aシラバス

環GH人JK歴史 (Environment and Human Histor\)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

人J,k環G」へK適oH依qrstuし，さらにそれr改|してきた．対ÄHする地ÇÉ時ÖÉ多áにわたるが，テーãごH
に通時éにèう．したがって通史で,ない．文化人J学，考古学なñ歴史学に連òする分öK成úおよ�遺伝学ü自然科
学史なHK知£r援•する．

【C3】人Jが直ßした諸課題，気候|≠ü感染∞なñによる歴史é環G
K|化r理≤するこHができる．

人Jが直ßした諸課題，気候|≠ü感染∞なñによる歴史é環GK|化に
ついて理≤できているかñうかr，プリン�H.間試∑およ�定期試∑で評価
する．

【C3】栽培植æH農業，牧¡H遊牧なñK生業形≈H歴史é事件・事ÄK
関連…について理≤できる．

栽培植æH農業，牧¡H遊牧なñK生業形≈H歴史é事件・事ÄK関連…に
ついてについて理≤できているかñうかr，プリン�H.間試∑およ�定期試
∑で評価する．

【D2】日本以ÕK世œK他地Çについて，そK歴史é環Gr理≤した上
で，当該地Çにおける社÷H文化について具体éなテーãについて説明
するこHができる．

受講‹が選んfi世œK特定地Çについて，歴史é環Gr理≤した上で，当該
地Çにおける社÷H文化r，正·にかつわかtüす‚説明できるかñうかr，レ
ポー�で評価する．

成Â,，試∑80%　レポー�10%　プリン�10%　Hして評価する．到達目標1，2について,授業.に作業するプリン�お
よ�.間試∑，定期試∑K平均Ìで評価する．到達目標3について,レポー�Ó具体éな作成手,指Úする）で評価す
る．これらr総ıして100Ì満Ìで60Ì以上rı¯Hする．

.尾佐助『栽培食æH農˛K起源』Ó岩波新書）
山本太郎『感染∞H文明―共生へK道』Ó岩波新書）
.川毅『人JH気候K10万年史』Ó講談社ブルーバックス）
川北稔『砂�K世œ史』Ó岩波ジュニ�新書）
篠田謙一『人JK起源―古ÖDNAが"るホモ・サピエンスK(いなる旅』Ó.公新書）

歴史Ó1年生），歴史Ó2年生），日本史学AÓ5年生），日本史学BÓ5年生），社÷H文化K歴史Ó5年生）

履修:�
注意事項
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授4計画（環C�人E�歴史）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 講義K概-r説明し，.なる学問分ör関連させて学ぶこHK意義r考える．k人4」H,5か，について考える．

2

3 人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環GHK関:について考える．

4 人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環GHK関:について考える．

5 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

6 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

7 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

8 .間試∑

9

10 農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

11 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

12 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

13 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

14 感染∞H人間社÷K関:，感染∞K流DH防FK歴史，感染∞およ�非感染∞が人間社÷にHえた影Jなñについて学ぶ．

15 まHめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期.間試∑およ�前期定期試∑r実Nする．

導入・人JH環G適o(1)

人JH環G適o(2) k人4」Hk民R」，k文化」Hk文明」K定義r理≤する．人JK出7H環GへK適o，文化K誕生H|9について理≤し，人JH環
GHK関:について考える．

人JH環G適o(3)

人JH環G適o(4)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(1)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(2)

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(3)

第1Uから第7UまでK講義内9r整理し，そK内9r理≤できているかr試∑形Yで·Zする．

.間試∑答\Ku却，農˛H牧¡K歴史H社÷|9(4) .間試∑答\Ku却r^ねて，第7U目までK講義内9r復aする．農˛K開始，農˛文化複ıK成立H交流，農業生@K技
術史，家¡K歴史，遊牧文化H食文化なñについて学ぶ．

農˛H牧¡K歴史H社÷|9(5)

病気H人JK歴史(1)

病気H人JK歴史(2)

病気H人JK歴史(3)

病気H人JK歴史(4)

人JH自然環GK関:r歴史éに把dするこHK意義H，21世eK人間社÷K課題について考える．

M
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 人��知��行��文��関��理!できる%定期試験・演,で評.する

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー3講義

参考書 授業78提示

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Hシラバス

地理学A (Geography A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

交通現g�地h�関�，人��知�・行�，都市・産業・施m�立地，情o�拡散・伝s8ついv数値�・図式�しv分析
する方�Ä学,する

【C3】交通，知�・行�，産業・施m�立地パターン，拡散現gÄ数値Ñ8
分析するこ��できる

交通，知�・行�，産業・施m�立地パターン，拡散現gÄ数値Ñ8分析するこ
��できる%定期試験・演,で評.する

【D2】人��知��行��文��関��理!できる

成áは，試験80%　演,20%　�しv評.する．100点満点で評.し60点以éÄ合ê�する．期ë8再試験Ä行うこ��
ある

1年「地理」

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 交通�地h�相互関�

2 交通ô�計量Ñ分析

3 交通現gÄ指ù�しû地h分析

4 知��成ü立ち

5 空�認£�図式�

6 人�行��成ü立ち

7 個人行��地h分析へ�応用

8 演, 交通�地h，知��行��範©8おける演,

9 都市�立地�商圏分布

10 都市システ∞�中心地論

11 工業�立地

12 工業�立地

13 公共施m�立地

14 情o�拡散・伝s�パターン

15 情o�拡散・伝s�パターン

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験Ä実施する．

授4計画（地理学A）

交通�地h1

交通�地h2

交通�地h3

知��行�1

知��行�2

知��行�3

知��行�4

都市�立地�都市システ∞1

都市�立地�都市システ∞2

施m�産業�立地1

施m�産業�立地2

施m�産業�立地3

拡散�伝s1

拡散�伝s2

D
考
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科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験�レポート�発��評�する．

2 試験�レポート�発��評�する．

3 試験�レポート�発��評�する．

4 レポート�発��評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「イプシロン・デル,論法完全攻2」4原惟行・松永秀章 著（共立出版）

参考書

関連科目

・時DE余Gがある場KEは�発展NO話QRSうこともある．・参考ZE[げ]Z^は全部`える必cはOい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年rシラバス

数学特講A (Mathematics A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

大学数学R学ぶ]めì数学ì基ïとOる事óR丁ôE講義する．さらE�演ùR行うことEより�内°ì定£と応用¶ì養
®Rはかる．

【C3】大学数学R理´する]めE必cO基本NO記ÆR理´�きる.

【C3】証≤ì基本NO構®R理´し�自∂�Zくことが�きる.

【C3】数学R主体NE学∫ªめる]めì�基本NO課Q´決能¶Røる.

【D2】¿ì学¡と協¶し√演ùEƒみ�課Q´決することが�きる.

®∆は�試験70%　レポート10%　発�20%　とし√評�する．

「»R…かし√まOぶε-δ論法」4藤岡敦 著（裳華房）
「はじめ√学ぶイプシロン・デル,」4細井勉 著（日本評論社）

国語�2年ì数学I

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 極限 高校数学Eおける極限E‡し√´·し�演ùR行う．

2 実数ì性質 実数ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

3 イプシロンエÊ論法Eよる数Áì極限ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

4 収Èする数Áì性質RイプシロンエÊ論法R用い√´·し�演ùR行う．

5 収ÈしOい数ÁE‡し√´·し�演ùR行う．

6 収ÈしOい数Áì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

7 演ù これま�ì内°ì総KNO演ùR行う．

8 イプシロンデル,論法Eよる‡数ì極限ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

9 ‡数ì極限ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

10 イプシロンデル,論法Eよる‡数ì連続性ì定義E‡し√´·し�演ùR行う．

11 連続‡数ì性質E‡し√´·し�演ùR行う．

12 発�ÓÔけ√ì準備�発�練ùR行う．

13 発�ÓÔけ√ì準備�発�練ùR行う．

14 発�Ó ÙグループEよる®果発�R行う．

15 総K演ù これま�ì内°ì復ùと総KNO演ùR行う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験R実¯する．

授4計画（数学特講A）

数Áì極限1

数Áì極限2

数Áì極限3

数Áì極限4

‡数ì極限1

‡数ì極限2

‡数ì連続性1

‡数ì連続性2

発�準備1

発�準備2

D
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

自然科学特講A (Natural Sciences A)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

先人QRSTUげてきY基礎科学か]最先_`現代科学まで，自然科学4分野(物理，化学，生物，地学)`発展jk講義
l演nkど`座学，あるいは，自]R調vしY結yz発表/要~するkど`機ÅzÇして，我ÑzÖÜáà環äR自然科学
`枠åで記éできることz学ぶ.まY，自然科学zさ]î主体jî学óòめてöàYめ`，感性，知j好奇†z°い，基本j
k課題発見力，問題解決力z©うことz目¨とする.

【C3】我ÑzÖÜáà環äR自然科学(物理，化学，生物，地学)`枠åで記
éできることz理解する.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【C3】自然科学`基ºとkる知Ωz理解し，様Ñk現ø`説¡îこれ]`
知Ωz√いることRできる.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【D2】自然科学z主体jî学óòめてöàYめ`，基本jk課題発見力，
問題解決力z©う.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

成≈は，試∞85%　レポー∂15%　として評∫する．100点満点で60点以Uz合Àとする．

「相対性理論 (物理学レクチャーコース)」： 河辺哲次 著（裳華房）

「第3版 シュッツ 相対論入門I 特殊相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「第3版 シュッツ 相対論入門II 一般相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「相対性理論 (基礎物理学選書) 」： 江沢洋 著（裳華房）
「Ùとıでよàわかる 相対性理論」： ニュー∂ンプレス 著（ニュー∂ンプレス）

履修:�
注意事項

(i)微分，S分，微分方程式，ベク∂�解�kど`数学`知ΩR必要とkる．(ii)授業�îおける携帯電
lゲー�機`使√
，そ`他授業妨�îつkRる言�zöっY�î対しては，「欠席�い」l「教�か]`退�」z�じる場合Rある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 特殊相対性理論z概!する．

2 一般相対性理論z概!する．

3 時Æ`"れîついて#える．

4 ローレンツ収'îついて#える．

5 ローレンツ変)z導出する．

6 速*`変),z導出する．

7 ミンコフスキー時0z理解する．

8 相対性理論î基づà諸現ø ミュー粒4`寿�kど`特殊相対性理論R関7する8つか`現øz#9する．

9 ベク∂�`変)性，反変;と共変;z理解する．

10 ローレンツ変)`ö列表現，ベク∂�場とテンソ�場z理解する．

11 相対論jk電磁気学z理解する．

12 相対論jk電磁気学î基づà諸現øz#9する．

13 相対論jk力学z理解する．

14 相対論jk力学î基づà諸現øz#9する．

15 復nと演n 復nと演nîよÜ理解zCめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期≠期試∞z実Eする．

授4計画（自然科学特講A）

導入I

導入II

特殊相対性理論I

特殊相対性理論II

ローレンツ変)I

ローレンツ変)II

ローレンツ変)III

相対性理論î必要k数学I

相対性理論î必要k数学II

相対論jk電磁気学I

相対論jk電磁気学II

相対論jk力学I

相対論jk力学II

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 英会話��上�させることができたかどうか��中間試験・演&で評(する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書2む）�準6すること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

応用英語A (Applied English A)

PILEGGI MARK 教授

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

アメリr文t�紹vw英会話技y�向上させるため�様}~技y�活用w~がら�バラエティÑÖÜむ活á�àう．グルÑプ
ワÑçとプロジェçë作ìでグロÑバル~視ïで物ó�òえる�と英語öコミュニケÑショ°能��上�させる．

【D2】アメリrö文tö諸§�よりよß理©w�™た~発¨�表Æできる． アメリrö文tö諸§�理©w™た~発¨�表Æできるか��中間試験・演&
で評(する．

【C3】グロÑバルシ°キ°グ�テçノロジÑ�±wてより≥ß理©できる． グロÑバルシ°キ°グ�テçノロジÑ�±wてより≥ß理©できるかどうか��
授業中ö質疑・応∂で評(する.

【C3】テçノロジÑ�∏って研究手Ωとwてö英語表Æ��高める． テçノロジÑ�∏って研究手Ωとwてö英語表Æ��高めるóができたか�グ
ルÑプ・プロジェçëで評(する.

【C3】英会話��上�させる．

ìæは�試験35%　演&30%　プロジェçë35%　とwて評(する．

プリ°ë
Google Classroom Documents� Slides & Spreadsheets

本科 はこÀ以Õö英語科が開講する全てö科 Ö関–する.

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency

2 English Conversation and American Culture (1)

3 Technology and studying English (1) Introduction of technology useful when studying English as a second language

4 Global thinking and technology (1)

5 English Conversation and American Culture (2) Focus on conversation skill building and American culture. Introduce ESL Card games from previous classes.

6 Technology and studying English (2) Discuss using technology to develop self-study tools and discuss groups for the group projects.

7 Global thinking and technology (2) Discuss using technology and English to interact on a global scale. Social media and Online gaming.

8 中間試験 Midterm test and assessment

9 Return exams & Technology and studying English (3) Brainstorming on group project: new ESL self-study ideas and tools to make them. Discuss English databases.

10 Global thinking and technology (3) Use technology to find out how other countries' college students live and study.

11 English Conversation and American Culture (3)

12 Technology and studying English (4) Start to develop ESL original (analog/digital) language projects' prototypes in groups.

13 Global thinking and technology (4) Using technology to help in the development of study tools and continuation of group projects.

14 Check Group projects ESL language group projects presented to other groups for final feedback before final submission.

15 Celebrate the completed Group projects

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（応用英語A）

Self introductions� American greeting styles and language

Introduce global thinking� global topics� using technology.

Conversation skills for debate� opinions and refusals connecting to group projects.

The English Learning group projects should all be finished with final edits so they can be presented to the 
class.

D
考

前期中間試験�実‰する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 石原�の�子�准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%),�D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適�プリン�教��配�する

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校�2025年/シラバス

日5の文学�(Japanese�Literature)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】�(�学修単位I�)

授4�
概6�方針

文学作STUれること�Yして\我^_他aの視cかe世g�hることができる．それ_nかToきることTpがるだけで
なく\ものごと�客観yThた�{えた�する素~Tもなる．古典文学_ÅÇÉTÑかれたもので_あるが\ÜきTわた�\人
びとがäもとTãき\åしみ\éえてきたことで\今我^_それTUれることができる．5講義で_\物ëí随筆\日ïí和歌
とÇったさまざまな文学作S�úむこと�Yして\その作Sのみなeず\日5の文üí歴史\ことばTつÇても学ぶ．

【C3】日5の文学の特¶TつÇて理®し\適©T説´できる． 日5の文学の特¶TつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレポー�で評µす
る．

【C3】日5文学T関∑する歴史í文üTつÇて理®し\適©T説´できる
．

日5文学T関∑する歴史í文üTつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレポ
ー�で評µする．

【D2】日5文学T影π�∫えた外国文学TつÇて理®し\適©T説´でき
る．

日5文学T影π�∫えた外国文学TつÇての知≠í理®/�\定期試∞とレ
ポー�で評µする．

成æ_\試∞80%　レポー�20%　として評µする．到達目標1～3TつÇての試∞80%\到達目標1～3T関するレポー�
20%として評µ\100c満cで60c以«�合…とする．なお\再試∞�実Õする場合_\70c以«で合…とし\定期試∞の
c–�60cとする．

保立道久『平安王朝』（岩波新Ñ）
池田亀鑑『平安朝のo„と文学』（ちくま学芸文庫）
益田勝実『火山列Ïの思想』（講談社学術文庫）
土田直鎮『王朝の貴族』(中公文庫)
橋5義彦『平安貴族』（平凡社ライブラリー）

第1\2\3年「国ë」

履修:�
注意事項

- E–91 -



授4計画（日C�文学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 ガイダンス 授業で����作STつÇての概説

2 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

3 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

4 『源氏物ë』「桐壺巻」の概
TつÇて学ぶ

5 「Ü恨歌」の影π 『源氏物ë』�_じめ\日5古典文学T多�な影π�∫えた「Ü恨歌」白居�TつÇて学ぶ

6 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

7 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

8 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

9 平安時�の貴族と政治 平安時�中期までの政治TつÇて\文学作S�Yじて学ぶ

10 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

11 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

12 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

13 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

14 一条朝と女流文学 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ

15 一条朝と女流文学#まとめ 女流文学が隆�� めた一条天"の時�と\その時�Toまれた文学TつÇて学ぶ#まとめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試∞�実Õする．

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

ものがた�の_じま�-「桐壺巻」

J
考

- E–92 -



科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリン��配�する

参考書 毎��授業 !紹#する

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年1シラバス

日本史学B (Japanese History B)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

満州事変以[� 代（十五年戦争期bcばれるこbもある）からl占領期�op現r!sるまで�日本�歴史!ついp学
ぶz戦争{国民生�!ど�ようÉ影Ö�Üえた�かlまた現代�日本社äb戦前・戦中・戦å{ど�ようÉ関係èがある�
かl身íÉ話î�ïñóげつつl現代!生きる一õ�õúbしp理ü�深めたいz

【C3】歴史�°れ�理üしl現代社ä�¢える£がかñbするz 歴史�°れ�理üしpいるかどうかl試•およßレポー�・提出≠!よっp評
∞するz

【C3】歴史資≤≥身��ñ�も�からl歴史学�あñ¥�学ぶz 歴史資≤≥身��ñ�も�からl歴史学�あñ¥�理üできpいるかどうかl
試•およßレポー�・提出≠!よっp評∞するz

【D2】日本b他国b�関係è!ついp歴史�学ぶこb!よっp理üするz 日本b他国b�関係è!ついp理üが深められpいるかどうかl試•およßレ
ポー�・提出≠!よっp評∞するz

成∂{l試•80%　レポー�・提出≠20%　bしp評∞するzこれら�総∏しpl100点満点で60点以ó�∏ªbするz

1年「歴史」l2年「歴史」l5年「日本史学A」

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Éø太平洋戦争�開戦したか 丸山眞«�議…�£がかñ!しpl日本�指導Ãたち�特œ!ついp¢えるz

2 戦 期�社äb文化 戦争bいう事“が日本社ä!ど�ようÉ影Ö�Üえた�か�文化的側’から¢えるz

3 「十五年戦争」期�日本社ä�「総力戦体ÿ」bbらえlそ�特œ!ついp¢えるz

4 前⁄!€じz

5 戦争�激化b民衆 総力戦fl!おいp日本�民衆がど�よう!¢えl行·しpいた�か�‚るz

6 œ兵ÿがある社äb{ 特!太平洋戦争期�日本社ä!おいpl軍Â≥œ兵b{ど�ようÉも�であった�か�学ぶz

7

8 前⁄!€じz

9 戦å日本{戦争�ど�よう!ÊñÁñlそれが戦å社ä�どう¥Ëづけたか�¢えるz

10 前⁄!€じz

11

12 前⁄!€じz

13 安定成長期から現代!いたるまで�日本!ついpl社ä�·Ë�中Ó!¢えるz

14 前⁄!€じz

15 日本í現代史�学ぶ意味 これまで�授業�内Ú�まbめl日本�í現代史�学ぶ意味�¢えるz

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試•�実Ùするz

授4計画（日本史学B）

総力戦体ÿ…�¢える（1）

総力戦体ÿ…�¢える（2）

占領fl日本�·Ë（1） 戦å�民主化�中Óbする改˜!ついplそ�特œ�学ぶz特!日本国憲˘�ÿ定�意義!ついp¢えるzまた戦å�文化!つ
いp学ぶ.

占領fl日本�·Ë（2）

戦å日本社äb戦争�ÊñÁñ¥（1）

戦å日本社äb戦争�ÊñÁñ¥（2）

高1o済成長å¸�日本社äb文化（1） 高1成長期å¸l特!1970年前å�日本社ä!ついpl当 �文化からそ�特œ�¢えるz

高1o済成長å¸�日本社äb文化（2）

1980年代以[�日本（1）

1980年代以[�日本（2）

D
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資�について!講#$%&適宜紹*する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年<シラバス

社BC文D$歴史 (Social and Cultural HistorT)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講#】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

cCc意e$観gかi世界各地n$社BC文D$歴史o考える．具体sに!前近u$%国c，イスラーyc，ヨーロッパ
c$発�CアメリÉ合衆国$c制<oáàâげる．それ!多様Dする21世è$日本社Bo考えていíì$指ïCなàうる
だろう．

【C3】世界各地n$c制<Cc意eについて，歴史s事õCして理ûする
こCが&きる．

世界各地n$c制<Cc意eについて$理ûo，プリン§C%間試ßおよび
定期試ß&評≠する．

【C3】前近uおよび近u以Ø$各地n&$c制<およびc意e$変±C
それが社Bに≤え≥影µo，歴史s事õCして多角sに理ûするこCが&
きる．

前近uおよび近u以Ø$各地n&$c制<およびc意e$変±Cそれが社
Bに≤え≥影µo理û&きているかどうかo，プリン§Cレポー§&評≠する．

【D2】c制<o%∫Cする世界各地$歴史s事õo，世界$動ºC関連
させて，21世è$日本列¬に√きる社BƒCして理ûするこCが&きる．

c制<o%∫Cする世界各地$歴史s事õo，世界$動ºC関連させて，21
世è$日本列¬に√きる社BƒCして理û&きているかo，%間試ßおよび
定期試ß&評≠する．

成∆!，試ß80%　レポー§10%　プリン§、ノー§10%　Cして評≠する．試ß80%　レポー§10%　プリン§10%　Cし
て評≠する．到�目標1，3!プリン§，ノー§および%間試ß，定期試ß$平均g&評≠する．到�目標2!プリン§，ノー§お
よびレポー§$平均g&評≠する．これio総合して100g満g&60g以âo合—Cする．

宮崎市定『雍正帝：%国$独裁君主』（%公文庫）
井筒俊彦『イスラーy文DÊそ$根Ëにあるも$』 (岩波文庫)
大沼保昭 『国ìc』（ちíÚ新書）
山内進『増補 決闘裁判 ：ヨーロッパc精神$原風景』（ちíÚ学芸文庫）
ジェーyス・M・バーダマン (著)， 水谷 八也 (翻訳)『黒ƒ差�CアメリÉ公民権運動 ―�もなきƒ�$�い$記録』 (集英社新書)

歴史（1年√），歴史（2年√），日本史学A（5年√），日本史学B（5年√），社BC文D$歴史（5年√）

履修:�
注意事項
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授4計画（社C�文E�歴史）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 も$$考え�について，いíつか$�co紹*する．

2 推!$形#について紹*し，$せてƒ間社BCc，c意e，c制<について概観する．

3 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

4 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

5 前近u%国$c制<o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

6 前近u$イスラーycC社B$関+o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

7 前近u$イスラーycC社B$関+o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

8 %間試ß

9

10 古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

11 古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

12

13

14

15 ÚCめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期%間試ßおよび前期定期試ßo実1する．

導入（1）

導入（2）

前近u%国$c制<（1）

前近u%国$c制<（2）

前近u%国$c制<（3）

イスラーycCそ$社B（1）

イスラーycCそ$社B（2）

第15かi第75Ú&$講#内±o理û&きているかどうかo試ß形#&確8する．

%間試ß答:$返却，ヨーロッパcCそ$社B(1) %間試ß答:$返却，û説．古u$ローマcかi近世における国ìc$誕√Ú&$歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$
特)o考*する．

ヨーロッパcCそ$社B(2)

ヨーロッパcCそ$社B(3)

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(1) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(2) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

アメリÉ合衆国$c制<Cそ$社B(3) アメリÉ合衆国憲c$成立かi20世è?ば$公民権運動にAる歴史o概観し，具体sな事&に'して，そ$特)o考*する．

近u以Ø$日本ƒ$c意eについて，21世è$日本社B$Bà�C関連させて考*する

M
考
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科　目

担当教員 伊藤 国彦 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキス��指�せず�講 ノー�#$う&講 レジュ*+プリン�/配1する&

参考書

関連科目

受講5+理解89:じて+進8>内@/調Bする+#�授業計F9若H+変JがあMNる&

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

経済学Ⅰ (Economics I)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講 】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本科x#��ミク{経済学+基本}~理論（消費5$動�生産5$動�価á*カニズã等å/学び�最è+経済問ë/理解
するため+知ï/ñ9つける&また�技術5として社ü#活°するため+見方・§•方/¶う&

【C3】需®+理論および消費5$動+理論/理解する& 需®と消費5$動+理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価す
る&

【C3】供±+理論および生産5$動+理論/理解する& 供±と生産5$動+理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価す
る&

【C3】完全競争市µ9おける市µ均∑と資源分配+効率Ω9ついて理解
する& 市µ(価á)*カニズã9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価する&

【C3】市µ+失øと外部効¬9ついて理解する& 市µ+失ø>外部効¬9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評価する
&

【D2】不確実Ω>ゲーã理論9ついて理解する& 不確実Ω+問ë>ゲーã理論9ついて+理解8/��期試≠+NÆ9よM評
価する&

成»��試≠100%　として評価する&成»���期試≠100%として評価する&�期試≠�100Æ満Æ#�60Æ以Ã/合
áとする&

D.A.*イヤー著�桜田訳�÷ア*リカ+高校生が学ん#いる経済教室』�SBクリエイティブ
N.G.マンキュウー著�足立他訳�÷マンキュウー経済学I　ミク{経済学編(第4版)』�東洋経済è報社&

政治・経済（3年å�経済学II（5年å

履修:�
注意事項
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授4計画（経済学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 授業ガイダンス 授業+進め方>評価方Ú~ど/説ıする&

2 経済学と�？ 経済学�ミク{経済学と�ど+よう~学問か/理解する&

3 企業+種˙としくみ 代表}~企業形�#ある株式ü社9ついて理解する&

4 企業+x}と$動 営�/x}とする企業+�潤最大化$動/理解する&

5 企業9	わる�ピックス 現実+企業>企業$動9	わる�ピックス/紹�する&

6 経済学9おける家計 日常#+家計と経済学9おける家計と+�い/理解する&

7 家計+x}と$動

8 現実+家計+$動 不確実Ω+�#+選択>現実+家計+消費$動9ついて解説する&

9 理想}~市µとそ+機能

10 市µ均∑+�ましさ

11 寡占企業>独占企業 企業が少�#ある市µ#+企業$動/ゲーã理論� いて理解する&

12 市µ+限界 市µ*カニズãがうまく機能し~いケース9ついて紹�する&

13

14 政$+役割 市µ+限界/'う組)として+政$+役割と予+/理解する&

15 今-+市µと政$+あM方 政財政赤0が1•る2#+今-+市µと政$+あM方/§•る&

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期�期試≠/実3する&

家計+効 (満足8)最大化$動/理解する&

完全競争市µ#機能する市µ(価á)*カニズã/理解する&

市µ+均∑(需±一致)状�+�ましさ/余剰分9#確:する&

IT・AI時代+経済 IT>AIが市µ経済9�たらす影?/§•る&

J
考
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科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

線形代数��中�とし�数�について，これま%習'し�内)�復習し，実践-.演習�0う．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試4%評6する

2 試4%評6する

3 試4%評6する

4 試4%評6する

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「演習 線形代数 改訂版」：村上 正康・野澤 宗平・稲葉 尚志 共著（培風館）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門�校 2025年aシラバス

数�特講B (Mathematics B)

全�科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

【C3】ベクトÉÑ0ÖÜ計算，連立方程åÜ解法，0ÖåÜ計算�理解し，
問ëí解ける

【C3】ベクトÉ空ïÑ線型写òÜ理ô�理解し，問ëí解ける

【C3】0ÖÜ対角úÑ二次形åについて理解し，問ëí解ける

【D2】様†.現¢と数�Ü対£�ë§とし�£用問ëí解ける

成ßは，試4100%　として評6する．試4成ßは中ï試4と定期試4Ü平™とする．100点満点%60点以上�合∞とす
る．

「1±%マスター　大�Ü線形代数」 : 石井俊全 (技術評ô社)
「線形代数� 初æか¿ジョÉダƒ標準形«」:三宅 敏恒 著（培風館）
「線形代数 (ドリÉと演習シリーズ) 」日本数�教育�会高専・大�部会教§研’グÉープTAMS著 (電気書院)
「ドラゴƒ桜å大�数�入門ドリÉ 線形代数íわかる」：牛瀧文宏著 (講談社)
「キーポイƒト線形代数」:薩摩 順吉・Ô谷 晶二 (岩波書店)

1〜3年Ü数�，4年Ü£用数�

履修:�
注意事項

参考書に˙げ�書¸は全部˝い˛える必�は.い. 必�.�に図書館%参�するとよい．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 線形代数Ü基本計算

2 ベクトÉÜ復習と空ï図形

3 0ÖÜ計算， 様†.0Ö， 連立一次方程å 0ÖÜ計算，正則性，対称0Ö・交代0Ö・直交0Ö.どについて演習する．連立一次方程åÜ解法について演習する．

4 0ÖÜ簡約úと階数 ベクトÉÜ一次関係，およ�0ÖÜ階数.どについて演習する．

5 0Öå

6 ベクトÉ空ï ベクトÉ空ïÜ定義�確�する．多項åÜ�るベクトÉ空ï.どについて演習する．

7 内積空ï 直交補空ï， グラム・シュミットÜ正規直交ú法， およ�正射$ベクトÉ.どについて演習する．

8 中ï試4 前%%�ん'内)について試4する．

9 線型写ò，線型変換

10 固有値・固有ベクトÉ・固有空ï 0ÖÜ固有値，固有ベクトÉ，固有空ï.どについて演習する．

11 0ÖÜ対角ú 対角ú可能性，およ�対称0ÖÜ直交0Öによる対角ú.どについて演習する．

12 二次形åÜ標準形 二次形åÜ標準形，およ�正定値.どについて演習する．

13

14 ジョÉダƒ標準形 ジョÉダƒ標準形�ë§にし�£用問ëについて演習する．

15 微分方程åと0Ö 微分方程åと0ÖÜ関係�ë§にし�£用問ëについて演習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（数学特講B）

授業%1う用2Ñ表4Ü確��0う. 線型代数%基本技術とされる0ÖÜ簡約ú， 0ÖåÜ計算， 固有値Ü67方， 0ÖÜ
対角úÜ方法.ど�確�する.

ベクトÉÜ内積と正射$，外積と面積・体積Ü関係について復習する．空ï図形(直線，平面，球)Ü方程å，点と平面Ü距=Ü公
åについて復習する．

0ÖåÜ計算， 余因A�用い�逆0ÖÜ計算.どについて演習する.

核Ker とòIm， 線型写òÜ表現0Ö.どについて演習する．

0ÖÜn乗， 数Öと0Ö 0ÖÜn乗， 数Öと0ÖÜ融合問ëについて演習する．

D
考

前期中ï試4およ�前期定期試4�実Iする．
再試4�実Iすることíある．

- E–100 -



科　目

担当教員 児玉 宏児 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

微分積分など�高専数��知��確!し#大�・専攻'で��)につなが-問/�0い��ぶ

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験・レポー8で評:す-

2 試験・レポー8で評:す-

3 レポー8で評:す-

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 編入数�徹底研究（金子書房）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門�校 2025年Tシラバス

数�特講C (Mathematics C)

全�'・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

【C3】微分・積分・偏微分・重積分など�問/�rけ-

【C3】微分方程v�理rし#問/�rけ-

【D2】様yな現{|数��対応# 数理モデÅ�考Éでき-

成Üは#試験80%　レポー820%　|しà評:す-â試験成Üは中間試験|定期試験�平é|す-â100点満点で60点
以ì�合ï|す-â

大�編入�ため�数�問/集 : 碓氷 久 (大日本図書)

1〜3年�数�#応用数�

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ガイダンス#微分積分 授業計ß�説明#授業に™す-諸注≠�Æうâ 微分積分

2 微分 微分�計算

3 積分 積分

4 積分 積分

5 広義�積分 広義�積分

6 院™数�微分 院™数�微分

7 不等v 不等v

8 中間試験 前¥で�ん∂内∏�試験す-

9 試験�r説 試験�r説|要点復)

10 不等v 不等v

11 漸化v|数Ω�収束 漸化v|数Ω�収束

12 条件¬き極値 条件¬き極値

13 条件¬き極値 条件¬き極値

14 合成™数�微分 合成™数�微分

15 微分方程v|数�モデÅ 微分方程v|数�モデÅ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験およ«前期定期試験�実…す-â

授4計画（数学特講C）

D
考
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 �にはあげないが�必�に�じて�参考資$%書'(講義+,紹.する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年@シラバス

手話言語学Ⅰ (Sign Language Linguistics I)

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本手話(ゼfかh学i本講義,は�まk言語学l基礎oな概q%考rs(学んだうr,�日本手話l構x(yし{理解
し�さhに少数言語使用É,ある�ろうÉへについてyし{áる．実â,は�指文åç基本oな手話単語・表è(学êする．

【C3】日本手話がë言語」,あるこç(言語学l視ï,説ó,きる． 日本手話がë言語」,あるこç(言語学l視ï,説ó,きるか(�定期試õ,
評ùする．

【D2】手話話É,あるëろうÉ」について理解し説ó,きる． 手話話É,あるëろうÉ」について理解し説ó,きるか(�定期試õ,評ùす
る．

【C3】指文åç基本手話単語・表è(表すこçが,きる． 指文åç基本手話単語・表è(表すこçが,きるか(�定期試õおよ†演ê
,評ùする．

成£は�試õ85%　演ê15%　çして評ùする．到達目標1ç3(定期試õ�到達目標3(演ê,評ùする．演ês®l評
ùs©については講義™に´し{解説する．

プリント
授業,指定し∞動画

本科目は手話言語学II�およ専攻科l手話言語学に関µする．

履修:�
注意事項

毎∑l授業に出πして手話l演ê(∫い�基本oな手話表è(必kêªするこç．参ºにあ∞って�積極oに発言するこ
çç�倫理¬l問ƒに留∆するこçが«めhれる．

- E–103 -



授4計画（手話言語学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンス 授業目o・授業実施s©・評ùs©などについて説óする．

2 ëきこrない」çは？

3

4

5

6

7 言語l定義

8 手話表èl記述© 手話表èl記述©について学êする．

9

10

11

12

13

14 手話表èl総括 これま,学êし∞手話表èl実â(総復êする．

15 総括 授業全’l総括(÷じて�手話言語に◊する理解(ÿめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試õ(実施する．

Ÿl構xç⁄こrlメカニズflについて学êする．ë指文å1ç単語1」(学êする．

言語êª1 ろう‡l家庭環‰ç手話言語学êªについて学êする．ë指文å2ç単語2」(学êする．

言語êª2 ろう‡l音声言語êªç�ろう教Áについて学êする．ë指文å3ç単語3」(学êする．

手話l歴史1 世Îl手話l歴史について学êする．ë指文å4ç単4」(学êする．

手話l歴史2 日本l手話l歴史について学êする．ë指文å5ç単語5」(学êする．

言語l定義について学êする．ë指文å6ç単語6」(学êする．

手話l構x1 日本手話l階層構xについて学êする．ë単語7ç表è1」(学êする．

手話l構x2 日本手話l基本oな構文について学êする．ë単語8ç表è2」(学êする．

手話l構x3 日本手話l複Úな構文について学êする．ë単語9ç表è3」(学êする．

手話l�徴1 日本手話l手指表èl�徴について学êする．ë単語10ç表è4」(学êする．

手話l�徴2 日本手話l映ˆ(もちいて非手指表èl�徴について学êする．ë単語11ç表è5」(学êする．

L
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 英会話��上�させることができたかどうか�中間試"と演$で評&する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書1む）�準5すること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Dシラバス

応用英語B (Applied English B)

PILEGGI MARK 教授

全学科・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

英語によるプレゼンテーション�さらに上�させるためz原|}書き~から発表術zスライÉ}改Öまでáたà発â�紹ãし
z海éでèプレゼンできる技術�ëにつける．

【D2】オーディエンスにòわりやすúプレゼンテーション�するため}工夫
ができる．

オーディエンスにòわりやすúプレゼンテーション�するため}工夫ができる
かどうか�z授業中に教員・peer・自己評&�用ú¢評&する．

【C3】グローバルシンキング�利用し表現技術�©く. グローバルシンキング�利用し表現技術�©けたかどうか�z質疑・応Æ�通
し¢評&する．

【C3】テクノロジー�≥っ¢研究手∏とし¢}英語表現��高める． テクノロジー�≥っ¢研究手∏とし¢}英語表現��高めることができたか�
zプレゼン・演$で評&する．

【C3】英会話��上�させる．

成∫はz試"35%　プレゼンテーション35%　演$30%　とし¢評&する．

プリント
Google Classroomz Documentsz Slides & Spreadsheets

本科«はこ»以é}英語科が開講する全¢}科«に関Ãする.

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 Introduction to the course

2 Presentation tips (1) Discussion about the ingredients of a good presentation.

3 Technology and presenting (1)

4 Global thinking and technology (1)

5 Presentation tips (2) Developing presentation slides using Google Suite apps & Microsoft PowerPoint.

6 Technology and presenting (2)

7 Global thinking and technology (2)

8 中間試" Midterm test and assessment

9 Return exams & Presentation tips (3)

10 Technology and presenting (3)

11 Global thinking and technology (3) Gain more understanding of the Pecha Kucha format by watching examples of good presentations using it.

12 Presentation tips (4)

13 Pecha Kucha presentation scripts & slides due

14 Final individual (Pecha Kucha) presentations (1) Pecha Kucha PowerPoint Presentations in English with peer - assessment

15 Final individual (Pecha Kucha) presentations (2) Pecha Kucha Powerpoint Presentations in English with peer - assessment

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（応用英語B）

Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Self introductions in a mini presentation 
format. Using eye contact.

Introduction of technology advances and tools used in presentations. Learn to use Google search more 
effectively in English.

TED Talksz Breaking News English and other online resources for presenting ideas.

Group work. Groups of students research a recent news topicz and present that information after quick 
summarizing and preparation.

Introduce more inspiring online presentation resources. Review of all information so far and preparations for 
the midterm exam.

Introduce the Pecha Kucha presentation formatz  after reviewing the midterm tests.

Brainstorming about Pecha Kucha topics. Organize a database with student's topics and final presentation 
scheduling.

Script editing and peer/group/self assessment explanation of Pecha Kucha format. Asking the teacher for 
more natural English edits.

Completion of preparation early so enough time can be spent memorizing the final presentation. Confirm that 
all tech is working correctly in advance.

D
考

前期中間試"�実‡する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.

- E–106 -



科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリン�教材

参考書 ドナルド・キーン�日本文学"」$中公文庫）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年6シラバス

国文学・国語学 (Japanese Linguistics and Japanese Literature)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

日本文学およ\日本語学]分_かa�ピッdefghげj概lするo日本文学は1000年にわたる伝uv存xしz{v国
v|るべ~事Ä]ひとつであるo本授業ではz日本文学と外国文学と]関àあるいは世界文学としj]日本文学]位置z
日本語と外国語と]比較等z多面的視_で日本文学ì日本語eîïñすoこれによgz国際化社úeù~る視û]創†に
°するo

【C3】日本文学]特£についj理•しz適ßにl®で~るo 日本文学]特£についj]知™ì理•6z表現≠ez中間試験・定期試験で
評≥するo

【C3】日本語]特£についj理•しz適ßにl®で~るo 日本語]特£についj]知™ì理•6z表現≠ez中間試験・定期試験で評
≥するo

【D2】外国]文化・言語と比較しj]日本文化]特£e理•しz適ßにl
®で~るo

外国]文化と比較しj]日本文化]特£についj]知™ì理•6z表現≠
e中間試験・定期試験で評≥するo

成∂はz試験100%　としj評≥するo到達目標1z2z3についj]中間試験・定期試験]平均Ωe試験成∂とするo100点
満点で60点以he合√とするo

1～3年国語o4年国語表現法o

履修:�
注意事項
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授4計画（国文学・国語学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 日本文学は世界でど]ように評≥されjいる]か 日本]古典文学・現代文学についj]評≥ez具体œe–げつつ—ïるo

2 日本文学は世界でど]ように評≥されjいる]か 日本]古典文学・現代文学についj]評≥ez具体œe–げつつ—ïるo

3 日本語とはど]よう“言語“]か 世界]中]言語としj]日本語]特£と面”さについjz具体œe–げつつ—ïるo

4 日本語とはど]よう“言語“]か 世界]中]言語としj]日本語]特£と面”さについjz具体œe–げつつ—ïるo

5 日本文学]歴"とキーワード$古代編）

6 日本文学]歴"とキーワード$平安時代編）

7 日本文学]歴"とキーワード$鎌倉・室町・安土桃山時代編）

8 中間試験 中間試験e実‡するo

9

10 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

11 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

12 日本文学]歴"とキーワード$江戸時代編）

13 日本文学]歴"とキーワード$近代編）

14 日本文学]歴"とキーワード$現代編）

15 総括 学んで~たこと]総括eおこ“うo

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験およ\後期定期試験e実‡するo

8世紀以前$奈良時代以前）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

8～11世紀頃$平安時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

12～16世紀頃$鎌倉・室町・安土桃山時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

中間試験]•lo日本文学]歴"とキーワード$鎌倉・室町・安土桃山
時代編）

中間試験]•leおこ“うo12～16世紀頃$鎌倉・室町・安土桃山時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキー
ワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

16～19世紀中頃$江戸時代）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

19～20世紀$®治・大正・昭和）]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

21世紀]現代]日本文学e理•しj他Îに伝ïるため]知™とキーワードe学ぶo

J
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年'シラバス

哲学B (Philosophy B)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

DたちはHIJKることができるのか？U自W」とはなにか？近[とい]時[はH宗`の意bcdわりはじめi意義がなくなる
kではなく）H科学技術H市民社会H国民国家H資本主義などH現[のyとなるcのがzく登|した}一�でH自らがÅりÇし
たcのによってU自Üとはなにか？人àとはなにか？」J見ä]ことcãえてきた}この授業ではH近[以èに活ëした哲学
íたちのUìいとîえ」の連ñJ学びH現[のDたちの哲学的考öのヒンùにします}

【C3】日常に°された哲学的ìいJ自Üで見つ•ÇしH哲学的に考えるた
めのモデ®J獲™すること

日常に°された哲学的ìいJ自Üで見つ•ÇしH哲学的に考えるためのモデ
®J獲™することができるかH´テスùと定期試Øで評±する}

【D2】哲学に≤かせない思考µ∂概∏についての理πJ∫めH自Üの考
えJより明ªに表現できるよ]になること}

哲学に≤かせない思考µ∂概∏についての理πJ∫めH自Üの考えJより明
ªに表現できるかH´テスùと定期試Øで評±する}

成æはH試Ø80%　´テスù20%　として評±する}100点満点で60点以¬J合ƒとする}´テスùはH授業で登|するH
哲学の基本的概∏J∆しく理πしていることJª«するために実…する}その理πのcとH試ØではH自Üなりの考えに結
びつ•る

貫成人『哲学マッ–—ちくま新書H2004年
熊野純彦『西洋哲学史　近[から現[‹—岩波新書H2006年
畠山 創『大論争! 哲学バù®— KADOKAWAH2016年
その他H授業で紹Ïします}

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 インùロダクション　哲学J学ぶとはど]い]ことか？

2 近[«識論の二大ア–ローチ

3

4

5 ここまでのまとめ　´テスù ここまでの哲学概∏などの理π'Jª«しH復˘する}

6 ドイ˚観∏論˝フィヒテHシェリングHヘーゲ®

7 近[の不安˝ショーペンハウアーHキ®ケゴー®Hフェオイエ®バッハ

8 近[の�わり˝マ®クスHフロイùHニーチェ

9 現象学と実存思想˝フッサー®Hハイデッガー

10 フランス実存思想˝サ®ù®Hメ®ロ＝ポンティ

11 ここまでのまとめ　´テスù ここまでの哲学概∏などの理π'Jª«しH復˘する}

12 Ü析哲学のはじまり˝ラッセ®Hヴィドゲンシュタインなど

13 言 ∂社会H心理のÜ析からH戦後の哲学に大きな影響%えたU構造主義」の要点J学ぶ}

14 東洋思想

15 ディスカッション 学ん,内.J自Üの言/でどのよ]に表現しH思考するかJ試すディスカッションJディベーù形2で3]}

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（哲学B）

生活でU5たり6」とされることJ具体9にしながらHU哲学」とい]学ìがどのよ]にìいH考えるのかについてHおおまかなイメー
;が™られるよ]する}

1＋1＝2が∆しいことH=の6のコッ–の存?などJ@めるのはH経ØかKBか？これらのU«識」JめぐってH神学と科学がせめぎ
あ]17世紀〜18世紀にH哲学¬ではイギリス経Ø論と大陸合理論とい]二大ア–ローチの論争があったことの全体象Jつかむ}

カンùi1）«識論
イギリス経Ø論と大陸合理論J調NしたことでcKられるHカンùによるUカテゴリー」とい]概∏とHその«識論の要点J理πでき
るよ]にする}

カンùi2）倫理学 倫理学でU義務論」としてcKられるHカンù倫理学の要点J理πできるよ]にする}とりわ•H各自の理BからQじられる道徳µ則
によるH自律的な規Wの重要Bについて}

自我H自然H精神などH世\のあらゆる側_J説明するための統一的な原理JcめたH三人の哲学íたちの要点J学ぶ}ヘーゲ®
のU弁証µ」など}

都市工業hがiむ時[H一人ひとりのか•がえのなさ∂H現実社会で生きるU不安」などJ哲学にkりlc]としたH三人の哲学í
たちの要点J学ぶ}ショーペンハウアーの悲観主義iペシミズム）など}

経済活r∂労tから人àの生き�J説いたマ®クスH無意識など心理的Åvから自我‹ア–ローチしたフロイùH近[までの西
洋哲学の固定的概∏J破yしよ]としたニーチェなどJ学ぶ}

世\大戦6後に現れたH現象学∂ドイ˚実存思想のエッセンスJ学ぶ}フッサー®による«識論HハイデッガーによるU本来的実存
」など}

わたしたちはU自Wとい]{に|されている」と言ったサ®ù®HU身体」の実存に徹底的に焦点J5てたメ®ロ=ポンティなどHフラ
ンス実存思想の要点J理πできるよ]にする}

ラッセ®によるU記述理論」∂HヴィドゲンシュタインのU言 ゲーム」などH現[論理学∂言 Ü析からはじまるH現[哲学の一片
JKる}

構造主義のはじまり˝ソシュー®Hレヴィ=スùロースなど

ウパニシャッド哲学H仏`H儒`H道`などH古[からの東洋思想∂HそれJå•て日本で発生した独自の思想などについてH概要
J学ぶ}

D
考

後期定期試ØJ実…する}
´テスùJ2回実…する}
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科　目

担当教員 伊藤 国彦 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 マク�経済指�について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

2

3 金融市6について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキス;<指定せず%講?ノー;BCう．講?レジュH プリン;を配Mする．

参考書

関連科目

受講O 理解#にPじて 進#S内Uを調Wする B%授業計[に若] 変_があ-得る．

神戸市立工業高等専門学校 2025年#シラバス

経済学II (Economics II)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講?】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本科ÜB<%マク�経済学 基本àâ理論（GDP%マク�経済政策%IS-LMモデñ等óを学び%最ö 経済問úを理解する
ため 知†を°につける．また%技術Oとして社©B活´するため 見方・ÆØ方を∞う．

【C3】マク�経済指�について理解する．

【C3】GDPと総需≥ 理論について理解する． GDPと総需≥ 理論について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

【C3】金融市6について理解する．

【C3】マク�経済政策について理解する． マク�経済政策(財政政策と金融政策)について 理解#を%定期試) 得+
によ-評/する．

【D2】IS-LMモデñ・分∂について理解する． IS-LMモデñ・分∂について 理解#を%定期試) 得+によ-評/する．

成∏<%試)100%　として評/する．成∏<%定期試)100%として評/する．定期試)<100+満+B%60+以ºを合
æとする．

D.A.Hイヤー著%桜田訳%«アHリ… 高校 が学んBいる経済教室』%SBクリエイティブ
N.G.マンキュウー著%足立他訳%«マンキュウー経済学I　マク�経済学編(第4版)』%東洋経済ö報社

政治・経済（3年ó%経済学II（5年ó

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 授業ガイダンス 授業 進め方S評/方·âどを説‰する．

2

3

4 経済全ÂB消ÁS投Èがど ようにÍまる かを理解する．

5

6 財市6BCう財政政策 財政政策 手Ìと財市6 理論をPÓした財政政策 効果分∂を理解する．

7 貨幣乗Ù 理論を基ıに金融政策 基本àâしくみを解説する．

8 日本銀Cが実˚しきた金融政策を˝にして%現実 金融政策について理解をˇめる．

9 物/%物/指Ù%インフレ�について理解し%統計か�物/動�を�み解く．

10 労働市6における問ú 失業%低賃金%所得æ�âど労働市6 問úを紹�する．

11 失業�S実質賃金âどについて理解し%統計か�労働市6動�を�み解く．

12 貨幣市6と利子� 貨幣市6における利子� 役�を重�するケイン� 貨幣理論を理解する．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試)を実˚する．

授4計画（経済学II）

経済循�と国内総 産(GDP) 経済循� しくみと国内総 産(GDP) 概 について説‰する．

マク�経済指�(GDP統計・景気指�) GDP統計と景気指�か�日本経済  産S需≥ 動�を�み解く．

財市6 理論そ 1

財市6 理論そ 2 経済全ÂB 総需≥＝GDP Í定H…ニ�&を理解する．

貨幣市6と金融政策そ 1

貨幣市6と金融政策そ 2

マク�経済指�(物/統計)

マク�経済指�(雇Ó統計)

IS－LMモデñと< IS<財市6 需給一致,B%LM<貨幣市6 需給一致,Bあることを確/する．

IS－LMモデñによる分∂ IS(財市6)とLM(貨幣市6)を同1にÆ2して分∂する手·を°に3ける．

IS－LMモデñによるマク�政策効果分∂ IS－LMモデñをÓいて財政政策と金融政策 効果を分∂する．

D
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 途上�におけ�貧困問��理�できてい�$演習・定期試+で確-す�

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー2講義

参考書 　

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Cシラバス

地理学B (GeographyB)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

_めに途上�におけ�貧困問�について学ぶ．そe後，資源問�，経済活le世界的拡大，経済的格sについて学習す�
．最後に，それらをふまえてSDGse達~�先進�e役Éについて学習す�．

【C3】資源問�，経済活le世界的拡大�影Öについて理�でき� 資源問�，世界的経済e世界的拡大�影Öについて理�できてい�$演習・
定期試+で評áす�

【C3】SDGs�先進�e$$わりについて理�でき� SDGs�先進�e$$わりについて理�できてい�$定期試+で評áす�

【D2】途上�におけ�貧困問��理�でき�

~äは，試+80%　演習20%　�して評áす�．100点満点で評áし60点以上を合格�す�．期íに再試+をîうこ��
あ�

地理（1年）

履修:�
注意事項
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4

5

6

7

8 演習 途上�におけ�貧困�資源問�にöす�演習

9 �家úe経済格s 世界経済eùにおけ�途上�経済e位ûづけ

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試+を実°す�．

授4計画（地理学B）

途上�におけ�貧困問�1 途上�におけ�貧困e原因1

途上�におけ�貧困問�2 途上�におけ�貧困e原因2

途上�におけ�貧困問�3 貧困を原因�す�途上��§え�問�1

途上�におけ�貧困問�4 貧困を原因�す�途上��§え�問�2

資源問�1 資源確¶に$$わ�問�1

資源問�2 資源確¶に$$わ�問�2

資源問�3 資源確¶に$$わ�問�2

経済ße~立�変化1 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化1

経済ße~立�変化2 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化2

経済ße~立�変化3 経済活le活性化・広域化に≠う経済ße~立�変化3

SDGs�途上� SDGs�途上�eö係

SDGs�先進�e役É1 SDGs�日∞e$$わり1

SDGs�先進�e役É2 SDGs�日∞e$$わり2

D
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

自然科学特講B (Natural Sciences B)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

先人QRSTUげてきY基礎科学か]最先_`現代科学まで，自然科学4分野(物理，化学，生物，地学)`発展jk講義
l演nkど`座学，あるいは，自]R調vしY結yz発表/要~するkど`機ÅzÇして，我ÑzÖÜáà環äR自然科学
`枠åで記éできることz学ぶ.まY，自然科学zさ]î主体jî学óòめてöàYめ`，感性，知j好奇†z°い，基本j
k課題発見力，問題解決力z©うことz目¨とする.

【C3】我ÑzÖÜáà環äR自然科学(物理，化学，生物，地学)`枠åで記
éできることz理解する.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【C3】自然科学`基ºとkる知Ωz理解し，様Ñk現ø`説¡îこれ]`
知Ωz√いることRできる.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

【D2】自然科学z主体jî学óòめてöàYめ`，基本jk課題発見力，
問題解決力z©う.

本校R≠めY期Æîöう試∞と適時öうレポー∂で，授業内∏`理解*z評
∫する．

成≈は，試∞85%　レポー∂15%　として評∫する．100点満点で60点以Uz合Àとする．

「相対性理論 (物理学レクチャーコース)」： 河辺哲次 著（裳華房）

「第3版 シュッツ 相対論入門I 特殊相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「第3版 シュッツ 相対論入門II 一般相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「相対性理論 (基礎物理学選書) 」： 江沢洋 著（裳華房）
「ÛとÙでよàわかる 相対性理論」： ニュー∂ンプレス 著（ニュー∂ンプレス）

履修:�
注意事項

(i)微分，S分，微分方程式，ベク∂ˇ解�kど`数学`知ΩR必要とkる．(ii)授業�îおける携帯電	lゲー�機`使√
，そ`他授業妨�îつkRる言�zöっY�î対しては，「欠席�い」l「教�か]`退�」z�じる場合Rある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 特殊相対性理論z概 する．

2 一般相対性理論z概 する．

3 時Æ`!れîついて"える．

4 ローレンツ収&îついて"える．

5 ローレンツ変(z導出する．

6 速*`変(+z導出する．

7 ミンコフスキー時/z理解する．

8 相対性理論î基づà諸現ø ミュー粒3`寿�kど`特殊相対性理論R関6する7つか`現øz"8する．

9 ベク∂ˇ`変(性，反変:と共変:z理解する．

10 ローレンツ変(`ö列表現，ベク∂ˇ場とテンソˇ場z理解する．

11 相対論jk電磁気学z理解する．

12 相対論jk電磁気学î基づà諸現øz"8する．

13 相対論jk力学z理解する．

14 相対論jk力学î基づà諸現øz"8する．

15 復nと演n 復nと演nîよÜ理解zBめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期≠期試∞z実Dする．

授4計画（自然科学特講B）

導入I

導入II

特殊相対性理論I

特殊相対性理論II

ローレンツ変(I

ローレンツ変(II

ローレンツ変(III

相対性理論î必要k数学I

相対性理論î必要k数学II

相対論jk電磁気学I

相対論jk電磁気学II

相対論jk力学I

相対論jk力学II

D
考

- E–116 -



科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 講義��随時指�する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年0シラバス

手話言語学II (Sign Language Linguistics II)

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

手話言語学I履修ST対V�W手話�Xする知Z[実]T発_させる．前期学習内eTfまえW日本手話[日本語k比較
�よりW日本手話へk理rTさら�tめる．ろwSTxりyz社会問~やそれTrÇするÉk科学]Ñ�ÖÜれる．実]はW
単語だけでなzW手話文çÖ学習しW様êな場í�おいてk基本óなコミュニケーションができるよw�なるこ[T目指す．

【C3】日本手話k特徴・ルールT理rしW音声言語[比較して説©できる． 日本手話k特徴・ルールT理rしW音声言語[比較して説©できるかどwかT
定期試験・レポートで評≤する．

【D2】ろwST対V[し≥福祉分∑�科学]Ñが貢πする可能º�つい
て議øできる．

ろwST対V[し≥福祉分∑�科学]Ñが貢πする可能º�ついて議øで
きるかどwかTW定期試験・レポートで評≤する．

【C3】日本手話T¿って様êな場íでk基本óなコミュニケーションがで
きる．

日本手話T¿って様êな場íでk基本óなコミュニケーションができるかどw
かT定期試験・演習で評≤する．

成ƒはW試験50%　レポート40%　演習10%　[して評≤する．演習方«k評≤方ç�ついては講義��»しzr説す
る．

本科k手話言語学IW専攻科k手話言語学�X する．

履修:�
注意事項

毎Ãk授業�出Œして手話k演習TœいW基本óな手話表—T“”習‘するこ[.参◊�あ≥ってW積極ó�発言するこ
[[W倫理‹k問~�留fiするこ[がflめられる．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ガイダンス 講義k授業方ç�ついて説©する．　　

2 日本手話[日本語対応手話

3

4 ろw文‰T映Êから学ぶ．　　

5 レポート講評 レポートk講評[プレゼンテーションk説©Tœw．

6 学Íkレポート発表会Tœw．

7 ひきつづき学Íkレポート発表会Tœw．

8

9 学習し≥手話T¿っ≥ペアワー演習Tœw．

10 「音Úkサポート

11 「音声Úkサポート

12 ろwS[社会 ろwSTxりyz社会k仕ıみT学習する．

13 学習し≥手話T¿っ≥グループワーk準˘Tœw．

14 学習し≥手話T¿っ≥グループワーTœw．

15 総括 授業全¸k総括TœいW手話[ろwS�対する理rTtめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験T実˝する．

授4計画（手話言語学II）

日本手話[日本語対応手話k˛い�ついて学習する．「文ç表—1ÚT学習する．

ろw文‰1 ろw文‰�ついて学ぶ．「文ç表—2ÚT学習する．

ろw文‰2

プレゼンテーション1

プレゼンテーション2

ペアワー1 ペアワー演習k≥めk準˘Tœw．「文ç表—3ÚT学習する．

ペアワー2

ろwST支�する音�Xする]Ñ�ついて学習する．「文ç表—4ÚT学習する．

ろwST支�する]Ñ�ついて学習する．「文ç表—5ÚT学習する．

グループワー1

グループワー2

D
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 ゴル�につい�毎時��学習記��技能習熟�によっ�評#する．

2 'がい)スポー-につい�毎時��学習記��レポー/によっ�評#する．

3 /レーニン2計4�立案・実9し;結=>レポー/によっ�評#する．

4 2ルー?@A発CしDメンバーA相互評#する．レポー/によI評#する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

スポー-科学演習A (Sports Science A)

寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

これまAに学んÖスポー-にÜする知àâ経験å>様éな角�かëíつめなおしDスポー-��ï;なかかわIâ学び>
òめるこ�>目ö�する．  1．ゴル�理論＆演習 2．'がい)スポー->ûし;共存社¢�考察 3．/レーニン2理論＆実9 
4．海ßスポー->ûし;日©スポー-�問題¨�発≠�可能Ø�模索

【C3】生≥スポー-Aあるゴル�>学びDµかな健∑ライ�にπげる．

【C3】'がい)スポー->ûし�D共存社¢>考える．

【C3】/レーニン2にÜする理論>学びDºë�/レーニン2計4>立案しD
実9Aきる．

【D2】海ßスポー-�知í>ûし�D日©スポー-�問題¨>発íしD発≠
�方ø>模索する．

科目�特ØによI授業@A�実技試験>¬みDƒ�ように評#する．到達目標毎1＝30%D2＝20%D3＝30%D4＝20%�
割ÀA評#しD100¨満¨A60¨以œ>À–�する．

4．「カルチ‘�休日」　@ß出版社

履修:�
注意事項

1）実技試験が未実€�)はD2月末日まA再試験>‡けるこ�がAきる．それ以„�再試験�‰し出は‡けÂけない．但
しD診断Èが提出され;病Ìâ整形ß科öな疾Ò�場ÀはD担当教ı�相ˆ�œD対¯する．2）診断Èが提出され;病
Ìâ整形ß科öな疾Òにおい�実技試験>‡けるこ�が困˙な場ÀはDレポー/A代¸するこ�がある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1 ゴル�理論＆演習 座学˛ゴル�初心)講座 実習˛2リッ?・スタンス・アドレス・スウイン2�基©

2 座学˛パラリンピッ��歴
につい�　実習˛ パターゲーム

3 座学˛パラリンピッ�選��は�'がい別） 実習˛斜�かë�つ

4 座学˛パラリンピッ�競技�は　 実習˛ バンカー克服

5 座学˛ゴル��ルール 　実習˛視覚'がい)体験

6 座学˛'がい)��共存 　実習˛ア?ローチコンテス/

7 座学˛'がい)��共存�レポー/） 実習˛ゴル�ラウンド

8 中�試験 中�試験は実€しない

9 座学˛/レーニン2�計4・実€に必!な基礎理論>理#する．

10 実技˛œ半身・体&�ス/レン2ス・/レーニン2

11 実技˛下半身�ス/レン2ス・/レーニン2

12 座学＆実技˛目öに¯じ;サーキ//レーニン2�理#�実9

13 海ßスポー-�知í>学びD日©�スポー-��+いについ�理#する．

14 参考図È>事/にû0しD2ルー?@A意í交3>4う．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（スポーK科学演習A）

ゴル�理論＆演習・パラスポー-1

ゴル�理論＆演習・パラスポー-2

ゴル�理論＆演習・パラスポー-3

ゴル�理論＆演習・パラスポー-4

ゴル�理論＆演習・パラスポー-5

ゴル�理論＆演習・パラスポー-6

/レーニン2理論＆演習1

/レーニン2理論＆演習2

/レーニン2理論＆演習3

/レーニン2理論＆演習4

海ßスポー-1

海ßスポー-2

海ßスポー-3 これまA�授業A5;知í>も�にD海ß�日©�スポー-�+い>明8にしD日©スポー-�発≠�方øについ�2ルー?@
A発Cする．

D
考

中�試験および定期試験は実€しない．
中�試験および定期試験は実€しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 スポー�文�ついて�内��レポー�によって評�する．

3 グループワー&における相互評�+,レポー�によって評�する．

4 テーピング�実技試験+,レポー�によって評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

スポー�科学演習B (Sports Science B)

吉本 陽亮 准教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

全学科・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

これまでに学んyスポー�にzする知|}経験�Ä様Çな角EかÖÜつめなおしàスポー�と�äたなかかわり}学,Ä
éめることÄ目êとする．  1．ニュースポー� 2．スポー�文��ìり立ち 3．コーチング理論＆実践 4．スポー�傷害理論＆
演習

【C3】ニュースポー�Ä学,àメンバーと実践できる． ニュースポー��ルールÄ理†しàz心à意£Äもって実践しているか評�す
る．

【D2】スポー�文�とそ�概ßÄ学,à現©�スポー�がど�ように≠り上
げÖれてきたか背±Ä理†する．

【C3】コーチングにzする理論Ä学,àメンバーにコーチングできる．

【C3】スポー�活≥に起µする外傷}∑がい�特πÄ学,àそ�具体êな
予防対øとしてテーピング�手¡Ä習¬する．

科目�特√により授業内で�実技試験Äƒみà∆�ように評�する．到達目標毎1＝30%à2＝20%à3＝30%à4＝20%�
割Õで評�しà100点満点で60点以上ÄÕ“とする．

履修:�
注意事項

1）実技試験が未実’�÷はà2月末⁄までに再試験Ä‹けることができる．それ以›�再試験�fiしflは‹け‡けない．
·しà診断‰が提flされた病Ë}整形外科êな疾Ï�場Õはà担当教と相Ò�上à対Úする．2）診断‰が提flされた
病Ë}整形外科êな疾Ïにおいて実技試験Ä‹けることが困Ùな場Õはàレポー�で代ˆすることがある．
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テーマ 内容（目標・準Dなど）

1

2

3

4 交˘Ä主目êとしてàアルティメッ��ゲーˇÄ�う．

5

6 交˘Ä主目êとしてàアルティメッ��ゲーˇÄ�う．

7 スポー�と体育à部活≥�文�について

8 中間試験 中間試験は実’しない

9 コーチング�理論Ä学,à知|Äéめる．

10 グループワー&Ä�してàコーチ・プレイヤー相互�経験Ä�う．

11 簡
な身体活≥場�で�コーチング実践Ä�して経験Ä高める．‹講÷相互�コーチング実践Ä�して相互評�Ä�う．

12 スポー�活≥場�で�コーチング実践Ä�して経験Ä高める．‹講÷相互�コーチング実践Ä�して相互評�Ä�う．

13

14

15 実技試験：足z��テーピング

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授4計画（スポーK科学演習B）

スポー�文��ìり立ち1/ニュースポー�1 スポー��原点と�,/ボッチ�についてルールÄ理†しà実践する．

スポー�文��ìり立ち2/ニュースポー�2 実教�として�スポー�/モルッ&についてルールÄ理†しà実践する．

スポー�文��ìり立ち3/ニュースポー�3 近現代におけるスポー�とナショナリズˇ/アルティメッ�についてルールÄ理†しà実践する．

ニュースポー�4

スポー�文��ìり立ち4/ニュースポー�5 近代スポー��ゆくえ/キンボールについてルールÄ理†しà実践する．

ニュースポー�6

スポー�文��ìり立ち5

コーチング理論＆演習1

コーチング理論＆演習2

コーチング理論＆演習3

コーチング理論＆演習4

スポー�傷害理論＆演習1 スポー�活≥に起µする外傷}∑がい�特πÄ学,à知|Äéめる．　　テーピング実技1：足z��テーピング手¡Ä理†しà
実践する．

スポー�傷害理論＆演習2 テーピング実技2：足z�・膝z��テーピング手¡Ä理†しà実践する．

スポー�傷害理論＆演習3

D
考

中間試験およ,定期試験は実’しない．
中間試験およ,定期試験は実’しない．

- E–122 -



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 タイピングテス��結��評�する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information TechnologE)

松露 真 准教授, 藤田 政宏 講師

電気工学科・1年・通年・必修・2単位【演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本演習はb現代社fにおいj数理・データサイエンス・AIqrえる影uv利活y�z��留意}~理�しb基礎ÅÇデー
タ�ÉqÑえるようにÇること~目Åとしjいる．演習�はbデータサイエンス~学ä重要性b深層学習Çど�先端技î~活
yしï社fサービス�動向bAI~活yするz��留意事öÇどについj学習する．さらにbPEthon~yいïデータ�Éお
よü可視¢に£する演習~Ñう．

【A3】現§�社f変¢に数理・データサイエンス・AIqrえる影uおよü
自ß�生活と�£©についj理�しjいる．

現§�社f変¢に数理・データサイエンス・AIqrえる影uおよü自ß�生
活と�£©についj理�しjいる™前期中間試∞�評�する．

【A3】深層学習Çど�先進技îvそれ~活yしï¥しい社fサービスÇ
ど�動向についj理�しjいる．

深層学習Çど�先進技îvそれ~活yしï¥しい社fサービスÇど�動向
についj理�しjいる™前期中間試∞�評�する．

【A3】数理・データサイエンス・AI~活yするz�遵∂するべ∏法∫vモラ
ºについj理�しjいる．

数理・データサイエンス・AI~活yするz�遵∂するべ∏法∫vモラºについ
j理�しjいる™前期中間試∞�評�する．

【A3】情報処理~Ñうz�必要Çコンピュータvネッ�ワー√に£する基本
Å知≈~∆ちbそれら~説…することq�∏る．

情報処理~Ñうz�必要Çコンピュータvネッ�ワー√に£する基本Å知≈~
∆ちbそれら~説…することq�∏る™前期中間試∞�評�する．

【A3】様ÀÇ種Õ�データ~Œうz��基本Å知≈~∆ちbそれら~統計
Åに�Éすることq�∏る．

様ÀÇ種Õ�データ~Œうz��基本Å知≈~∆ちbそれら~統計Åに�É
することq�∏る™演習v後期中間試∞�評�する．

【A3】条件分’v÷◊ÿし処理Çど基本ÅÇプログラミング技î~∆ちbそ
れら~‹っj簡単Çデータ�É~Ñうことq�∏る．

条件分’v÷◊ÿし処理Çど基本ÅÇプログラミング技î~∆ちbそれら~‹
っj簡単Çデータ�É~Ñうことq�∏る™演習と後期中間試∞�評�する．

【A3】大規·データv時系‰データÇど~Œうz��基本Å知≈~∆ちb
簡単Çデータ�É~Ñうことq�∏る．

大規·データv時系‰データÇど~Œうz��基本Å知≈~∆ちb簡単Çデ
ータ�É~Ñうことq�∏る™演習�評�する．

【A3】タッチタイピングq�∏る．

成Áはb試∞30%　タイピングテス�10%　演習60%　としj評�する．総合評�~100}満}としjb60}以z~合格
とする．試∞成Áは2Ó�試∞�平均}とする．演習は授業�ÒされるÒÚ�提出ı�評�する．

必要にˆじjbwebÇど�資˚~配˝する．

「はじめj�AIリテラシー」�岡嶋 裕史b吉田 雅裕（技î評論社）
「教
としj�データサイエンス」�内田 誠�ほ™（講談社）
「PEthonユー��ïめ� JupEter�実践］入門」�池内 孝啓b片柳 薫"ほ™（技î評論社）
「PEthon�はじめるアºゴリズ&入門 伝統ÅÇアºゴリズ&�学ä定)と計算量 」�増井 敏克（翔泳社）
「PEthonによる機械学習入門」�株式f社システ&計画研究所（オー&社）

E2 情報処理IbE3 情報処理IIbE5 通信工学IIbE1-E2 数学IbE1-E2 数学IIbE4 確率・統計

履修:�
注意事項

本科目は演習~通じj修Aする科目�ある．そ�ïめ総合情報センター�演習室開F~積極Åに利yする�qIましい．
まïb√ラウドツーº~yいj学習可NÇ内Oに£しjはb自P��演習~積極ÅにÑうことqIましい．
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授4計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 演習システ&�利y方法 演習室�利y方法v利yz�マナーについj学習する．

2 タイピング練習bコンピュータ基礎 タイピング練習~Ñう．コンピュータ�ハードウェアおよüソフ�ウェア��般ÅÇ知≈についj学習する．

3 タイピング練習bネッ�ワー√基礎 タイピング練習~Ñう．社f~Zえる情報通信ネッ�ワー√�仕\みとそれ~Zえる技îについj学習する．

4 タイピング練習~Ñう．社f�^∏jいる変¢~知◊bデータサイエンス~学ä意_~学習する．

5

6

7

8 前期中間試∞ ここま��内O�理�*~確`するïめに前期中間試∞~Ñう．

9 データ�種Õ・代表値 質Åデータと量Åデータ�dいについj学習する．様ÀÇ代表値によっjデータ~統計Åに要e�∏ること~学習する．

10 データ�ばらつ∏・観hデータ�誤差 観hされïデータにkまれるばらつ∏~理�しbばらつ∏�大∏さ~評�するïめ�代表値�ある標準偏差についj学習する．

11 層oデータ�Œい・√ロス集計 層o因"~kむようÇbひとまとめにしj�Éすべ∏�はÇいデータについj学習する．

12 データ間�相£と因�

13 データ�集計・�É データ�集計・可視¢についj学習する．データ�種Õv表現しïい内Oについj様ÀÇ可視¢方法qあること~学習する．

14 データ�可視¢・データ�比較 データ�可視¢についj学習する．データ�種Õv表現しïい内Oにwしï可視¢~学習しb表計算ソフ�~‹っï演習~Ñう．

15 演習

16

17 ÷◊ÿし処理~yいること�b大量�処理~簡xに記zする方法についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

18 演習

19 条件分’~yいること�b様ÀÇ入{データ~�Éする方法についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

20 演習

21 線形探�v素数判定Çど�基本ÅÇアºゴリズ&~学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

22 演習

23 後期中間試∞ ここま��内O�理�*~確`するïめに後期中間試∞~Ñう．

24

25 演習

26

27 演習

28 時系‰データ�É 時間変¢にともÇっj変¢するデータとそ��É・可視¢についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

29 演習

30 演習

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利yと活y(1)

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利yと活y(2) タイピング練習~Ñう．データサイエンスq様ÀÇ業種�活yされjいる事Ñ~知◊bデータ・AI�活yqど�ように�値~生む™
~学習する．

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利yと活y(3) タイピング練習~Ñう．深層学習Çど�先端技îvそれ~活yしïサービス~学習する．社fへ�展開q進むこと�生じる問Ú
についjも学習する．

タイピング練習bデータ・AI~利活yするà�倫理 タイピング練習~Ñう．データ・AI~Œうz��基本倫理についj学習する．実à�事Ñ~äÇqらbデータ~活yする社fにおけ
るリス√についjも学習する．

2変数データ間�相£についj学習する．相£と因��dいv疑似相£についjも学習する．

14週目ま�に学習しï内O�演習~Ñう．

プログラミング入門 - PEthon�導入 - 機械学習~はじめèく�分ë�‹われjいる汎yス√リプ�言ï�あるPEthonについj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñ
う．

プログラミング入門 - ÷◊ÿし処理 -

17週目に学習しï内O~中óとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - 条件分’ -

19週目に学習しï内O~中óとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - アºゴリズ& -

21週目に学習しï内O~中óとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - データ�可視¢ - matplotlibライブラリ~yいïデータ�可視¢についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

24週目に学習しï内O~中óとしï演習~Ñう．

プログラミング入門 - 大規·データ- pandasライブラリ~yいï大規·データ��Év可視¢についj学習しbそれ~理�するïめ�演習~Ñう．

26週目に学習しï内O~中óとしï演習~Ñう．

28週目に学習しï内O~中óとしï演習~Ñう．

29週目ま�に学習しï内O�演習~Ñう．

J
考

前期中間試∞およü後期中間試∞~実õする．
状ùによっjは臨時試∞~実õすることqある．
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科　目

担当教員 谷口 雅央 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(50%), A4-E4(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 点・線・平��投影��� !"理$で ているか*課題�で評.する．

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年@シラバス

電気製�Ⅰ (Electrical Drawing I)

電気工学科・1年・後期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

製�基bとして�製�器具（hにj三角定nとコンパスr�sい!jJISnvに基づx�y*学びj製�*{して基本}~事
Äについてj��*ÇÉ� 出Öる能á*àにつけさせる．又j�学}ç�見!j表ê�仕!�学習í空間}思考áj構成
á*ôうたú重ûである．こ�点に重点*°いた講義とする．投影yとしてíjJIS機械製�でn定されj又j国内ßで®x
sわれている第三角y�� !について重点}に学習する．

【A4-E1】製�に´いる線�区≠と文Ø�∞ !"理$で る． 線�種≤と´途j線�¥ ! µび 文Ø�形j∑ さについて理$で ている
か*課題�で評.する．

【A4-E1】三角定nとコンパス�Éでj基本�í�ける事"理$で る． 三角定nとコンパス�É*sってj��"�ける事"理$で ているか*課題
�と期末試ªで評.する．

【A4-E1】角・線º�等º"出Öる． 角・線º�等º"j三角定nとコンパス�É*sって�ける事"理$で てい
るか*課題�と期末試ªで評.する．

【A4-E1】曲線（楕円j放ç線j双曲線j三角関数r"�ける． 曲線（楕円j放ç線j双曲線j三角関数r�� !"理$で ているか*課題
�で評.する．

【A4-E1】点・線・平��投影�"�ける．

【A4-E4】投影��種≤�ƒでjhにj第三角yによる正投影�µび等角
投影��内«"理$で る．

投影��種≤ µび 第三角yによる正投影�と等角投影��内«"理$で
 ているか*課題�で評.する．

【A4-E4】第三角yによる立体��正投影�"�ける． 第三角yによる立体��正投影��� !"理$で ているか*課題�で
評.する．

【A4-E4】斜!眼À*利´して等角投影�"�ける． 斜!眼À*sってj等角投影��� !"理$で ているか*課題�で評.
する．

成Õíj試ª40%　毎œ�課題製�60%　として評.する．到達目標2～8�課題製�60%（正◊さj丁Ÿさj提出期限j
授業へ�積極‡*重視r�比„で評.する．毎回j製�課題*Âえj提出期限内に提出させる．課題製�未提出í比„に
Ëじて減点する．100点満点で60点以Ì*合vとする．

プリント
「電気製�」：小池他著（実教出版r

「立体��� !」：ƒ本 繁実著（パワ˛社r
「工学基b�学と製�」：磯田 浩/鈴木 賢次郎 共著（サイエンス社r
「製�学入門」：坂本 卓 著（日刊工業新聞社r
「練習ノ˛ト電気・電子製�j基b製�」：（実教出版株式会社r

こ�科目í2年�で学習する電気・電子回�~ど�「電気製�」�基bと~っている．

履修:�
注意事項

製�器具（三角定njコンパスj雲形定n又í曲線定nj直線定njテンプレ˛トj製�´シャ˛プペンシルjØ%し板j%し
ゴ(~どrí各自´+し持-�こと．製�´Àíj毎回支/する．
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授4計画（電気製EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンス・製��基b

2 製�に´いる線

3 製�に´いる文Ø

4 平��形（線º�等º・角�等ºr

5 平��形（正五角形j正六角形r

6 平��形（楕円r

7 平��形（放ç線r

8 ƒ間試ª

9 平��形（双曲線r

10 三角関数曲線

11 投影�（点と直線�投影r

12

13

14

15 立体ç�等角投影�およびキャビネット�

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業�9ú!（シラバスrについてj説;する．製�基bとしてj製�器具（hにj三角定nとコンパスr�sい!j製�に関するn
vj��欄（タイトルj��番号j作成者j��ÖB~どr�∞ !~どについて具体}に$説する．

線í��*表す�に重û~ûCでありj線�形と種≤jEさ�種≤ µび 線�¥ !~どについて$説する．各種�線*¥xこと
によってj三角定nとコンパス�sい!F練習する．課題：「製��線」

製�に´いる文Ø�種≤íjロ˛HØj数Øj漢Øj仮名j記号"ある．JISnvでn定された文Ø�形j文Ø�∑ さ µび 文Ø
M記号*�xと �注+事Ä~どについて$説する．課題：「製�に´いる文Ø」

平��形�� !について概説した後j線・角�N等º�!yについて$説する．課題：「線�2等ºj線�3等ºj角�2等ºj直
角�3等º」

一S"Âえられたと  µび 対角寸y"Âえられたと �®角形�� !について$説する．課題：「一S"Âえられたと �正
五角形j正六角形µび 対角寸y"Âえられたと �正五角形j正六角形」

楕円�� !�!yとしてj焦点y（長軸ABと2点�焦点F1jF2"Âえられているrと副円y（長軸ABと短軸CD"Âえられて
いるrについて概説した後j副円yによる楕円�� !について$説する．課題：副円yによる「楕円」

放ç線�� !�!yとしてj頂点Aと焦点F"Âえられて�x!yとj頂点Aと放ç線Ì�点P1とP2"Âえられて�x!y（枠
組yrについて概説後j枠組yによる放ç線�� !について$説する．課題：枠組yによる「放ç線」

第1œ目から7œ目まで�範fで�試ª*gう．

主軸A0Bおよびiつ�頂点A0jAと曲線Ì�一点C"Âえられた場合�双曲線�� !について$説する．課題：主軸A0Bお
よびiつ�頂点A0jAと曲線Ì�一点C"Âえられた「双曲線」

電気・電子技lにおいて必û~三角関数曲線（正弦曲線j余弦曲線r�� !について$説する．課題：「三角関数曲線（正弦曲
線・余弦曲線」

oずj投影��種≤について概û*$説する．主投影��配°íjJIS機械製�でn定されている「第三角y」�配°について
$説する．®�体�r�頂点と頂点*sんu直線�見!とj主投影��� !について$説する．課題：「点と直線�投影」

投影�（平��投影) ®�体�平��各�íj視線と�v によってj視線に垂直~平�j視線に平g~平�j視線に斜ú�平�"ありjそれぞれ�平
���見!j主投影��� !について$説する．課題：®�体�「平��投影�」

立体ç�正投影�（1r 正投影yによる立体�表êとししてj第三角y�配°について具体}に説;した後j2回にわたって立体ç�投影�*作�する
．課題：「立体ç�投影�（1r」

立体ç�正投影�（2r 前回�{ 課題：「立体ç�投影�（2r」

等角��� !について$説しj斜!眼À*利´してj第三角yで∞かれた投影�*等角�で�x練習*する．課題：「等角投
影�(1)」（第三角yで�いた立体ç�配°�*斜!眼Àに等角投影�*�xrと|じ立体�*キャビネット�でF�x．

L
考

後期ƒ間試ªおよび後期定期試ª*実}する．
試ªにí筆記´具以ßに定njコンパス必û．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 電位，電位差，電圧降��理解��前期中間試��評�する

2 分流器，倍率器�理解��レポート(前期中間試��評�する

3

4

5 平*+ブリッ/0不平*+ブリッ/�レポート(後期定期試��評�する

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「電気回8�基礎」宮本俊幸@コロC社）

関連科目 数学，電気回8

数学�基礎計I�しっかり0理解しておくこ0．

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

基礎電気工学 (Fundamentals of Electrical Engineering)

中村 佳敬 教授, 道平 雅一 教授

電気工学科(1年(通年(必修(2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電気工学�学âä�一番基礎0+る語句，オーè�法則，キルヒホッñ�法則，諸定理，電ò+ど�身õú見ûけられる事
£�引•し，基礎¶+知®©計Iò�十分´けるようúする．

【A2】電位，電位差，電圧降�Æ理解�きる

【A2】分流器，倍率器�理解し，テスター�理≤�把¥�きる

【A2】いろいろ+直流回8∏�計IÆ�きるようúキルヒホッñ，テブCン
+ど各種定理�理解�きる

キルヒホッñ，テブCン+ど�電気回8�基礎0+る各種定理�理解し，諸計
IÆ�きるか�前期中間試�，前期定期試�(レポート�評�する

【A2】Y－Δ変¿�理解し，交流回8ú¬する諸問ƒú対∆�きる． YーΔ�変¿�理解しているか合成抵 �計I©電流�計I�後期中間試
��評�する

【A2】ブリッ/�理解し諸問ƒú対∆�きる．

【A2】抵 �見方@カラーコード）úついて理解�きる 抵 �見方@カラーコード）úついて理解しているか後期定期試��評�する

成œは，試�84%　レポート16%　0して評�する．レポート�16%úは，‘テスト�評�’÷む．100点満点�60点以ä
�合€0する．

「例ƒ�学â©さしい電気回8 直流編(新装版) 」堀浩雄著@森北出版）
「直流回8�計I」池田芳博著 @廣済堂出版）
ノート講義@プリント）

履修:�
注意事項
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授4計画（基礎電気工学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 基礎電気�概Û0ギリシı文˜�説明 基礎電気�学âこ0，電気�はよく出てくるギリシı文˜�説明�する．

2 オーè�法則，抵 �直列接続，並列接続 例ƒ�通して合成抵 ©分圧，分流�計I方法�説明し，演習問ƒ�理解��める．

3 抵 �直並列接続 直並列回8���方�説明し，演習問ƒ�理解��める．

4 抵 �はし�回80組合�回8 はし�回8，組�合わ�回8úついて説明し，演習問ƒ�理解��める．

5 電池�接続 電池0電
��り�い�
いúついて説明し，電池�直並列接続+ど�演習��い理解��める．

6 電流計0分流器 電流計0分流器úついて説明し，演習問ƒ�理解��める．

7 演習 これま��演習問ƒ��い，理解��める．

8 中間試�

9 中間試��解答(解説 中間試��解答(解説��う．

10 電圧計0倍率器電
�直列，並列接続 電圧計0倍率器úついて説明し，演習問ƒ�理解��める．

11 電ò0電ò量 電+らびú電ò量úついて説明し，電ò�最大，最‘条�úついて説明する．

12 /ュール�法則 /ュール�法則�説明し，演習問ƒ�理解��める．

13

14 演習問ƒ�解くこ0�キルヒホッñ�法則�理解さ�る．

15 演習

16 定期試��解答0��合��定理 定期試��解答(解説��う．ま���合わ��定理�導入部分�説明する．

17 ��合��定理 ���定理úついて説明し，演習問ƒ�理解��める．

18 テブCン�定理úついて説明�する

19 テブCン�定理�演習問ƒ�解き+Æら理解��める．

20 帆�ミルマン�定理 帆�ミルマン�定理�説明し，演習問ƒ�理解��める．

21

22

23 中間試�

24 中間試��解答(解説0単位電流法�導入 中間試��解答(解説��い，単位電流法�導入部分�説明する．

25 単位電流法 単位電流法���方úついて説明し，演習問ƒ�理解��める．

26 対称回8 対称回8�性$�説明し，演習問ƒ�理解��める．

27 ブリッ/回8 平*，不平*+ブリッ/回8�説明し，演習問ƒ�理解��める．

28 補&�定理 補&�定理�説明し，演習問ƒ�理解��める．

29 抵 �温�係数0抵 率 抵 �温�係数0抵 率úついて説明し，演習問ƒ�理解��める．

30 演習，抵 �見方 カラーコード+どúついて説明し，抵 �種)©見方�理解さ�る．

1週+から7週+ま��範.�試�する．

キルヒホッñ�法則1 キルヒホッñ�第1法則，第2法則�説明��う．

キルヒホッñ�法則2

これま��内1ú¬する演習úより理解��める.

テブCン�定理1

テブCン�定理2

抵 �YーΔ変¿ 抵 �YーΔ�変¿úついて説明し，演習問ƒ�理解��める．

抵 �ΔーY変¿ 抵 �ΔーY変¿úついて説明し，演習問ƒ�理解��める．

16週から22週ま��範.�試�する．

K
考

前期，後期0’ú中間試�および定期試��実4する．
計Iò�必Û0する試���め，日6から計Iò�7�るこ0Æ8められる．
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科　目

担当教員 赤松 浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(50%), A4-E1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 複素��諸問���けること��演!およ$前期中間試*によっ-評/する．

3 微3�諸問���けること��演!およ$前期定期試*によっ-評/する．

4 積3�諸問���けること��演!およ$前期定期試*によっ-評/する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「電気電子�学入門」：森武昭�奥村万規子�武尾英哉（森北出版株式会社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年_シラバス

電気�学Ⅰ (Electrical Mathematics I)

電気工学科・2年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電気工学科{学!する専門科|におい-�重�かÅ必�とされる�学�計算力・応用力�Åけること�|âとする．具体
âには�三角関��複素��微3・積3に重ê�おき�演!�中íとしî講義�ïなう．まî�電気工学特ö�表úù問�に
ûüれ�電気工学におい-�学がど�ような物理â意•�¶Åか�理�する．

【A1】三角関�に関する諸問���ける． 三角関�に関する諸問���けること��演!およ$前期中間試*によっ-
評/する．

【A1】複素�に関する諸問���ける．

【A1】微3に関する諸問���ける．

【A1】積3に関する諸問���ける．

【A4-E1】積3�用い-交流回™における平均値・実効値�計算が{きる
．

積3�用い-交流回™における平均値・実効値�計算{きること��演!およ
$前期定期試*によっ-評/する．

成±は�試*75%　演!25%　とし-評/する．総合評/100ê満ê{60ê以∏�合πとする．担当教º�判æにより
再試*�実¡することがある．

「基礎 電気回™1 [第3判]」：ö馬泉�岩崎晴光（森北出版株式会社）
「ドリ—と演!シリーズ 電気回™」∏原政啓（電気書院）
「大学1年⁄�îめ�電気�学[第2班]電気回™・電磁気学�基礎�学」：高木浩一�猪原哲�佐藤秀則�高橋徹�向川政治（森北出版
株式会社）

�学�電気回™I�電気回™II

履修:�
注意事項

電気工学におい-必�な�学â知Ï�修Ìすること�|âとし-いるîめ�積極âに理�するように努力すること．自3�
力{暗Úすべき項|はしっかりと暗Úし�計算すべき項|はしっかりと計算し-いくというíˆえが必�{ある．
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授4計画（電気数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3 三角関��復! 教科書�演!問���きながら�三角関��復!する．

4

5

6 複素��復! 教科書�演!問���きながら�複素��復!する．

7

8 前期中間試*

9

10 微3計算˙�復! 教科書�演!問���きながら�微3計算˙�復!する．

11

12

13

14

15 積3�復! 教科書�演!問���きながら�積3�復!する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第5章 三角関�(そ�1) [5.1]一般角と角_�表示˙�[5.2]三角関��定義�およ$[5.3]三角関��基本公式にÅい-演!する．

第6章 三角関�(そ�2) [6.1]三角関��グラフ�[6.2]逆三角関��およ$[6.3]正弦波関�にÅい-説
する．

第8章 複素�(そ�1) [8.1]複素�平面�[8.2]複素��表示�計算にÅい-説
する．

第8章 複素�(そ�2) [8.3]直交表示と極表示�相互変換�およ$[8.4]極表示�複素��計算にÅい-説
する．

第12章 微3計算˙(そ�1) [12.1]微3係�と導関��[12.2]微3�計算規則�およ$[12.3]合成関��微3にÅい-説
する．

授業計画1-7ま{�範�{筆Ú試*�実¡する．

前期中間試*��答・�説�第12章 微3計算˙(そ�2) 前期中間試*��説し�[12.4]�な関��微3�[12.5]高次微3�およ$[12.6]関��連続�と微3にÅい-説
する．

第16章 不定積3 [16.1]不定積3と積3定��[16.2]不定積3�計算�[16.3]不定積3に関する規則�およ$[16.4]�な不定積3にÅい-説

する．　

第16章 不定積3 [16.5]置換積3˙�[16.6]部3積3˙�およ$[16.7]積3計算によく用いられる手˙にÅい-説
する．

第17章 定積3 [17.1]定積3と面積�[17.2]定積3�基本â�質�[17.3]定積3における置換積3�およ$[17.4]定積3における部3積3にÅ
い-説
する．

第18章 積3�応用 [18.1]面積�計算�[18.2]平均値�計算�[18.3]実効値�計算にÅい-説
する．

K
考

前期中間試*およ$前期定期試*�実¡する．
試*{は�ノート�教科書�プリント�電'�¶()みは禁,{ある．

- E–130 -



科　目

担当教員 松露 真 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

後期定期試��相�す�レポー�課� 課す!試�"は$教科書$ノー�$プリン�+,-./0禁2であ�!

神戸市立工業高+専門学校 2025年Cシラバス

情報処KⅠ (Information Processing I)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

C言k�よ�プログラミング�pす�講義q演習 rう!プログラt,しく0 学んだ,.$変数$演算$条件分岐$ÄÅÇし$
配列$ポインタ$ファイâ操作$p数�pす�知çq技è 学ぶ!

【A3】C言k,プログラミング$コンパイâ$デバック$実rまで,òれör
え�!

C言k,プログラミング$コンパイâ$デバックおよùプログラt実r,òれ 
説üでき�こq$または実rでき�こq $前期中間試�¶演習�よÅ評®す�
!

【A3】C言k,mainp数,仕™0 説üでき�!mainp数 ´い≠標準
出±q標準入±,プログラミングöでき�!

C言k,mainp数,仕™0 説üでき�こqq$mainp数 ´い≠標準出
±q標準入±,プログラミングöでき�こq $前期中間試�¶演習�よÅ評
®す�!

【A3】C言k,変数,種¥ö説üでき$変数へ,∂,代入およù参πö
rえ�!

C言k,変数 説üでき�こqq$変数へ,∂,代入およù参π ´いたプロ
グラミングöでき�こq $前期中間試�¶演習�よÅ評®す�!

【A3】C言kで四則演算・条件分岐・ÄÅÇし プログラミングでき�! C言kで四則演算・条件分岐・ÄÅÇし プログラミングでき�こq $前期中
間試�¶$前期定期試�$演習�よÅ評®す�!

【A3】C言kで配列・ポインタ ´い≠プログラミングでき�! C言kで配列・ポインタ ´い≠プログラミングでき�こq $前期定期試�¶
演習�よÅ評®す�!

【A3】C言kでmainp数以Ω,p数 プログラミングでき�! C言kでmainp数以Ω,p数 プログラミングでき�こq $後期中間試�
¶演習$レポー��よÅ評®す�!

【A3】C言kでファイâから,データ¿0/0qファイâへ,データ書き/
0 プログラミングでき�!

C言kでファイâから,データ¿0/0qファイâへ,データ書き/0 プロ
グラミングでき�こq $演習・レポー��よÅ評®す�!

成¬は$試�60%　レポー�20%　演習20%　qし≠評®す�!総合評® 100点満点qし≠$60点以» 合…qす�.試
�成¬は3À,試�,平均点qし$必Œ�œじ≠レポー�,提出 受�条件qしたうえで再試�,受� ‘め�場合öあ
�!

「初級C言k¶さしいC」：後藤良flら‡実教出版株式会社）

「C言kプログラミングレッスン入門Á」：結城浩(SoftbanÌ)
「¶さしいC」：高橋麻奈‡SB Creative）

E1：情報基礎$E3：情報処KII

履修:�
注意事項
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授4計画（情報処EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2

3

4

5

6

7 演習

8 中間試� 学んだ内˜,知çK¯ 試�答˙,˚で表˝でき�!

9

10

11

12

13

14

15 演習

16

17 演習

18

19

20 演習

21 演習

22 演習

23 中間試� 学んだ内˜,知çK¯ 試�答˙,˚で表˝でき�!

24

25

26

27

28

29

30

C言k導入 C言kqPythonq,�い 説üでき�!C言k,プログラミング,òれ 説üもしくは実rでき�!

C言k,変数qデータ型 C言k,変数qデータ型 説üでき�!

C言k,mainp数q標準出± C言k,mainp数 説üでき�!C言kで標準出±öでき�!

C言k,四則演算 四則演算 C言kでプログラミングでき�!

C言k,標準入± C言kで標準入±öでき�!変数へ,∂,代入およù参π C言kでプログラミングでき�!

C言k,条件分岐 条件分岐 C言kでプログラミングでき�!

提�された演習問� C言kでプログラミングでき�!

C言k,ÄÅÇし1・前期中間試�¯説 ÄÅÇし for� ´い≠C言kでプログラミングでき�!前期中間試� ¯説す�!

C言k,ÄÅÇし2 ÄÅÇし while� ´い≠C言kでプログラミングでき�!

C言k,配列1 数∂,配列 C言kでプログラミングでき�!

C言k,配列2 �
,配列 C言kでプログラミングでき�!

C言k,ポインタ1 ポインタ C言kでプログラミングでき�!

C言k,ポインタ2 ポインタq配列 p連�け≠C言kでプログラミングでき�!

提�された(中間試�以�,学習内˜ö中�qな�)演習問� C言kでプログラミングでき�!

C言k,p数 p数・引数・�Å∂,説üöでき�!標準p数¶p数,自作などmainp数以Ω,p数 C言kでプログラミングでき�!

提�された(p数ö中�qな�)演習問� C言kでプログラミングでき�!

C言k,構造体1 構造体 C言kでプログラミングでき�!

C言k,構造体2 構造体,配列q構造体へ,ポインタ C言kでプログラミングでき�!

提�された(構造体ö中�qな�)演習問� C言kでプログラミングでき�!

提�された(p数q構造体ö中�qな�)演習問� C言kでプログラミングでき�!

提�された演習問� C言kでプログラミングでき�!

C言kで,ファイâから,入±・後期中間試�¯説 ファイâから,入± C言kでプログラミングでき�!後期中間試� ¯説す�!

C言kで,ファイâへ,出± ファイâへ,出± C言kでプログラミングでき�!

総合演習1 提�された演習問� C言kでプログラミングでき�!

総合演習2 提�された演習問� C言kでプログラミングでき�!

総合演習3 提�された演習問� C言kでプログラミングでき�!

総合演習4 提�された演習問� C言kでプログラミングでき�!

総合演習5 提�された演習問� C言kでプログラミングでき�!

L
考

前期中間試�$前期定期試�およù後期中間試� 実�す�!
授業,進r�よっ≠は$試�範�ö前後�変�す�場合öあ�!
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「ドリ��演�シリーズ 電気回� 上原政啓（電気書院）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

電気回�Ⅰ (Electric Circuit I)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

直流回�S回�計UによりY必Z[知]^復�する．そしてY交流回�S回�素hである抵抗・コイ�・コンデンqSrる
sいについて学v理xしYこれらS回�素h|混~する回�に�してY三角関É�フェーÜá^àいて電圧・電流・電力
|確åに計Uできるように演�^èう．

【A4-E1】直流回�においてY各íSáì^àいて電圧・電流・電力S計
U|できる．

様ï[直流回�においてY適óにáì^àいて電圧・電流・電力|計Uできる
かY前期中間試験Y前期定期試験およvレポー¢により60%以上正x^合ß�
して評©する.

【A4-E1】三角関É^àいて抵抗・コイ�・コンデンqで構¨される交流回
�S電圧・電流・電力S計U|できる．

三角関É^àいて抵抗・コイ�・コンデンqで構¨される様ï[交流回�|計
UできるかY前期定期試験およvレポー¢により60%以上正x^合ß�して評
©する.

【A4-E1】フェーÜá^àいて抵抗・コイ�・コンデンqで構¨される交流
回�S電圧・電流・電力S計U|できる．

フェーÜá^àいて抵抗・コイ�・コンデンqで構¨される様ï[交流回�|
計UできるかY後期中間試験Y後期定期試験およvレポー¢により60%以上正
x^合ß�して評©する.

【A4-E1】共r現±およvインピーダンスS周波É特∑^理xしY諸問題
^計Uできる．

共r現±およvインピーダンスS周波É特∑^理xしY諸問題^計Uできる
かY後期定期試験およvレポー¢により60%以上正x^合ß�して評©する.

¨ªはY試験75%　レポー¢25%　�して評©する．[おY試験¨ªは中間試験�定期試験S平均¿�する．総合¨ª(試
験�レポー¢)100¿満¿で60¿以上^合ß�する．レポー¢�はY教科書Sドリ�部ƒSこ�である．

「基礎電気回�1 [第3版] 有馬泉Y岩崎晴光 共著（森北出版株式会社）
「電気電hÉ学入門 森武昭Y奥村万規hY武尾英哉（森北出版株式会社）

基礎電気工学(1年)Y電気É学I(2年)Y電気回�II(3年)Y電気回�III(4年)

履修:�
注意事項

レポー¢は次回講義SÊめに回ËしYそれ以Èに提出されたもSは減¿される．[おY前期レポー¢S最終提出期は本科
ÚS前期定期試験S前12:30Y後期レポー¢S最終提出期は本科ÚS後期定期試験S前12:30�する．
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授4計画（電気回EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2 電圧およvオーıSáìS概˜およv計U方á[どについて説˚する．

3 直¸または並¸に接�された抵抗およv直並¸接�された抵抗S計U方á[どについて説˚する．

4 ƒ圧�ƒ流S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

5

6

7

8 前期中間試験

9 前期中間試験S答案返�およvx説しYテブナンS定理�ノー¢ンS定理S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

10 ブリッ�回�Y相反定理Y補償定理S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

11 電力�電力�S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

12 交流回�S計Uで必Z�[る複素ÉS概˜およv計U方á[どについて説˚する．

13 交流回�S基礎�[る正弦波�位相S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

14 コイ��コンデンqS概˜およv計U方á[どについて説˚する．

15

16

17

18

19 交流並¸回�SインピーダンスS計U方á[どについて説˚する．

20 交流直並¸回�SインピーダンスS計U方á[どについて説˚する．

21

22

23 後期中間試験

24 後期中間試験S答案返�してx説しY直¸共rおよv並¸共rS概˜およv計U方á[どについて説˚する．

25 交流回�における諸定理S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

26 相互誘導回�S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

27 交流回�における有効電力・無効電力・皮相電力・力�[どS概˜およv計U方á[どについて説˚する．

28 インピーダンスS周波É特∑�複素平面上S軌�S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

29

30

シラバスS説˚およv[1.1]電流�キ�ヒホッフS第1áì（電流ì） シラバスについて説˚しY電流およvキ�ヒホッフS第1áìS概˜およv計U方á[どについて説˚する．

[1.2]電圧�オーıSáì

[1.3]合¨抵抗

[1.4]ƒ圧�ƒ流

[1.5]キ�ヒホッフS第2áì（電圧ì） キ�ヒホッフS第2áì（電圧ì）S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

[1.6]Y-Δ変換Y%ねS理 Y-Δ変換およv%ねS理S概˜およv計U方á[どについて説˚する．

1週Úから6週ÚまでS復� 1週Úから6週ÚまでS学�内)[どについて復�する．

1週Úから7週ÚS学�内)[どについて記述試験^する．

前期中間試験S答案返�およv[1.7]テブナンS定理�ノー¢ンS定
理

[1.8]ブリッ�回�Y相反定理Y補償定理

[1.11]電力�電力�

[2.1]複素É

[2.2]正弦波

[2.3]コイ��コンデンq

9週Úから14週ÚまでS復� 9週Úから14週ÚまでS学�内)[どについて復�する．

前期定期試験答案S返�およv[2.4]フェーÜ�インピーダンス 前期定期試験S答案返�およvx説しY複素É^.ったフェーÜ表1�交流回�SインピーダンスS概˜�計U方á[どにつ
いて説˚する．

[2.5]RL直¸回��RC直¸回� RL直¸回��RC直¸回�S計U方á[どについて説˚する．

[2.6]LC直¸回��RLC直¸回� LC直¸回��RLC直¸回�S計U方á[どについて説˚する．

[2.7]並¸回�

[2.8]直並¸回�

ドリ�(no.15-no.19)Sx説 ドリ�(no.15-no.19)S内)[どについてx説する．

16週Úから21週ÚS復� 16週Úから21週ÚまでS学�内)[どについて復�する．

16週Úから22週ÚS学�内)[どについて記述試験^する．

後期中間試験S返�およv[2.9]共r回�

[2.10]交流回�S諸定理

[2.11]相互誘導回�

[2.12]交流電力

[2.13]周波É特∑�複素平面上S軌�

ドリ�(no.20-no.24)Sx説 ドリ�(no.20-no.24)S内)[どについてx説する．

24週Úから29週ÚまでS復� 24週Úから29週ÚまでS学�内)[どについて復�する．

L
考

前期Y後期�もに中間試験およv定期試験^å6する．
[おY試験単7S平均¿|例年�9べて著し;<い�担当教?|判Aした場合はY60¿満¿S再試験^クラス全7でå6する場合|ある|Y学FからS再試験ZGにはHじ[
い．
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科　目

担当教員 森田 二朗 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(50%), A4-E4(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

特になし

神戸市立工業高等専門学校 2025年'シラバス

電気製/Ⅱ (Electrical Drawing II)

電気工学科・2年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

動作・機LM中OとしQ電気製/（配線/・接続/・系統/など）に必[な電気・計装関連規aによc線，/，記号，gh文
字記号M習lし，各規an/記号・ 文字記号などMoいq基本tな実o/vM理xさせc{屋内配線/n内容gh技L
vn理xMÄめcQめに第2種電気工事Ön筆記試àおよh技L試àn内容M習lさせc{

【A4-E1】電気製/ä機L，動作中On/vであり，線・文字記号・/記号
é基本であc事é理xできc{

電気製/ä機L，動作中On/vであり，線・文字記号・/記号é基本であc
事é理xできqいcかM中間試àおよh定期試àで評îすc{

【A4-E1】電気製/に必[な電気計装関連規a，電気o/記号と機ñn
名òé理xできc{

電気工事Ön筆記試àにおけc鑑別問題，配線/問題n過去問か†選¢し，
中間試àおよh定期試àで評îすc{

【A4-E1】電気工事Ön筆記試àに出題されcレベßn電気工事Ö法，
電気o品安全法，電気設備技術基準，電気事業法などn法規内容M理x
できc{

電気工事Ön筆記試àにおけc過去問か†選¢し，中間試àおよh定期試
àで評îすc{

【A4-E4】電気工事Ön筆記試àに出題されc竣工検≤n測定ñ，絶縁
抵抗測定，接地抵抗測定などn方法é理xできc{

電気工事Ön筆記試àにおけc過去問か†選¢し，中間試àおよh定期試
àで評îすc{

【A4-E4】低圧屋内配線工事n/記号，内容，種類等é理xできc{ 電気工事Ön筆記試àにおけc過去問か†選¢し，中間試àおよh定期試
àで評îすc{

【A4-E4】電気工事Ön技L試àにおけc単線/か†複線/へn変¿é
理xできc{

技L試àにおけc公表問題13題全ƒM単線/か†複線/に変¿できcか，
課題およh中間試àおよh定期試àで評îすc{

成«ä，試à80%　事後課題20%　としq評îすc{試à評îä2 n試àn平Ãとすc{Qだし，必[にŒじq臨時試
àM“な”場’éあc， 100点満点で60点以⁄M’aとすc.

プリント
「第二種電気工事Ö筆記試à模範x答集」：電気書院
「電気製/」：実教出版社編集

記号・/記号ハンドブック ：片岡 徳昌著（日本理工出版会)
JIS C 0617/IEC 6061シリーズ JIS電気o/記号 ：（日本規a調≤会）

電気製/I，電気工学実à実習

履修:�
注意事項
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授4計画（電気製EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 配線/n基�となc配線n/記号，ñ具，機ñ等n/記号é実�nもnと一�すcよ”に，機Lx説，写	によcx説M“”{

2

3

4

5 竣工検≤，絶縁抵抗n測定，接地抵抗n測定，導通試à，計ñn/記号，電気工事n施工方法についqx説M“”{

6

7

8 中間試à

9 試à返却{保安に関すc法令 試à返却しx説すc{保安に関すc法令n”ち，[点M抜�しqx説M“”{

10 電気工事に関すc基�理論 電気抵抗，直流 路，発熱量，単相交流 路，力�n改善，三相交流 路n基�nx説M“”{

11 配電理論，配線設計 配電理論，配線設計についqx説M“”{

12 単線/か†複線/に書き¿えc方法Mx説すc{

13

14 技L試à公表問題n複線/n$き方

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

配線n/記号，電線gh電線%n種類，ñ具，分電'までn機ñ，照明
ñ具

コンセント，そn傍記表示，スイッチ（点滅ñ），電動機等，そn他機械ñ
具，絶縁電線，ケーブß

コンセント，そn傍記表示，スイッチ（点滅ñ），電動機等，そn他機械ñ具，絶縁電線，ケーブßn/記号é実�nもnと一�すc
よ”に機Lx説，写	によcx説M“”{

電線M接続に必[な工具ñ具，そn他電線工事，電線%工事等に必[
な工具ñ具

電線M接続に必[な工具ñ具，そn他電線工事，電線%工事等に必[な工具ñ具é実�nもnと一�すcよ”に機Lx説，写
	，実6によcx説M“”{

3週8でx説しQ以9n電気工事で:”工具ñ具， 路計等n測定
ñ，照明ñ具n特徴，三相誘導電動機

3週8でx説しQ以9n電気工事で:”工具ñ具， 路計等n測定ñ，照明ñ具n特徴，三相誘導電動機についq，実�nも
nと一�すcよ”に機Lx説，写	によcx説M“”{

竣工検≤，絶縁抵抗n測定，接地抵抗n測定，導通試à，計ñn/記
号，電気工事n施工方法

6週8でx説しQ以9n電気工事n施工方法 6週8でx説しQ以9n電気工事n施工方法についqx説M“”{

1週8～6週8n授業内容n総復習 1週8～6週8n授業内容n総復習M“”{

過去10 分n第二種電気工事Ö筆記試à問題か†授業範@n内容n該Bすc100問M選¢しq出題すc{

複線/そn1

複線/そn2 12週8でx説しQ範@9n単線/，複線/n書き¿え方法Mx説すc{

技L試à公表問題13問についq，複線/へn$き方Mx説すc{

9週8～14週8までn総復習 9週8～14週8までn総復習M“”{

L
考

前期中間試àおよh前期定期試àM実施すc{
中間試àまでn前半，以後n後半に分けq，/記号，/等n省FしQ講義ノートプリントM配Hすc{電子黒Kか†抜けqいc/記号，/等M写し，説明M“”{まQ理xMÄめcQめ
に，授業内容に該Bすc電気工事Ö筆記試àn過去問題nx説M“”{授業後，Lめ†れQ事後課題M期限内に提出すcこと{
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科　目

担当教員 佐藤 徹哉 教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

ディジタ(電子回路 (Logical Circui7)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

マイクロコンピュータをはじめとすTディジタ(計算回路Wディジタ(制御回路Z[いTディジタ(電子回路技^_基aと
それらを応[しg基本回路_理論設計Zついm英文教科pを[いm講義すTq身stディジタ(技^を英uv学ぶこと
を通じm技^英u_基ay身ZつけTq

【A3】各進}_相互変換方Éを理ÑすTq 各進}相互変換W2進}_加減乗算W補}tどä理ÑvきmいTかを前期中
間試ív評îすTq試í問ñy英文v出ñすTq

【A3】論理代}_理論を理ÑすTq 論理演算W真理値表Wベン図Wブー(代}Wゲ－¢回路tどä理ÑvきmいTか
を前期中間試ív評îすTq試í問ñy英文v出ñすTq

【A3】論理回路_設計方Éを理ÑすTq 加É標準形W乗算標準形Wカ(ノー図Wクワイン・マクラスキーÉtどä理Ñv
きmいTかを前期定期試ív評îすTq試í問ñy英文v出ñすTq

【A3】ディジタ(ICZ必´t基a項≠を理ÑすTq 基本ゲー¢回路_構成WTTLとC-MOSZついmWIC_µつ規∑tどä理Ñv
きmいTかを後期中間試ív評îすTq試í問ñy英文v出ñすTq

【A3】π∫ªわΩ回路W順序回路_¿¡方を理ÑすTq コンパレータ・エンコーダ・デコーダtどä理ÑvきmいTかを後期中間試í
v評îすTq試í問ñy英文v出ñすTq

【A3】マ(チプレクサ・デマ(チプレクサW加算回路W減算回路WRS-FFWJK-
FFtど_¿¡方を理ÑすT

加算回路W減算回路WRS-FFWJK-FFtどä理ÑvきmいTかを後期定期試í
v評îすTq試í問ñy英文v出ñすTq

【A3】非同期式順序回路と同期式順序回路tど_¿¡方を理ÑすT 非同期式順序回路と同期式順序回路tどä理ÑvきmいTかを後期定期試
ív評îすTq試í問ñy英文v出ñすTq

【A3】デジタ(情報分”ZおけT工学Z’すT基a知◊を英uv身Zつ
けTq

試í問ñを英文v出ñし評îすTととyZ年�ÿめZ工業英u_Ÿテス¢v
y評îすTq工業英u_Ÿテス¢は技^英検試í結›v_代fiyflとすTq

成‡はW試í85%　Ÿテス¢15%　としm評îすTq100点満点v60点以Êをª∑とすTqŸテス¢は年�ÿめZ工業英
単u試íをÁっm評îすTäWÈΩm技^英検3級試í_受íを推ÌしW指定Ôまv_受í結›v_代fiyflとすTq(ª
∑:15点W正答率50-60%は9-15点v換算W50%未満は代fi不fl)

Digi7al PrinciplesW 3rd edi7ionW Roger L.TokheimW McGrawHill

2025年�版技^英検3級問ñ集(ISBN-13:978-4800593016)Ô本能率協会 JSTC技^英u委員会(著)
2025年�版技^英検2級問ñ集(ISBN-13:978-4800593023)Ô本能率協会 JSTC技^英u委員会(著)
新�マイクロコンピュータ技^入門(ISBN:4339024902) 松田忠重・佐藤徹哉(共著) (コロ�社)
デジタ(電子回路_基a(ISBN:4501323000)堀圭太郎(著) (東京電機大学出版局)

工業英uIW計算機工学W電子回路IW電子回路II

履修:�
注意事項

『授業計'と教科p_対応)Z*っm『主´英単u一-)y参¿Z予0をÁいWProblem assignmen7Z記3_問ñを
Ñいm復0すTことq英文教科pを[いmデジタ(回路を学ぶメリッ¢8かしmW英u_専門[u9英文表現方Éを身Z
つけW英文データシー¢を読ÑvきT基a<を=うようZ@äけTことq年�当ÿから技^英検3級Zª∑vきTようZBり
π∫W年�D_tTべFGFZª∑すTことq
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授4計画AディジタF電子回路）

テーマ 内容A目標・準Pなど）

1

2

3

4

5 ベン図_Hい方とブー(代}_諸定理を学0すTq

6 ブー(代}_諸定理をHっm式_簡単KをÁうq

7 ゲー¢回路

8 前期中間試í 前期_前半部分v講義を受けgDNä理ÑvきmいTかを評îすTq

9 中間試í確Pと論理回路設計手順と加É標準形・乗É標準形 試í_返却・Ñ答確P_後W論理回路設計手順を学びWUZ加É標準形・乗É標準形Zついm学0すTq

10 カ(ノー図

11 クワイン・マクラスキーÉ

12

13

14

15 補Vと質疑応答 これまv_授業をYま¡m必´Z応じm補VをÁうととyZ質疑応答をÁうq

16

17 絶対最大定∑W推Ì動作条件Wスイッチ特性W伝搬遅延時間を学0すTq

18 しきい値Wプ(ダウン抵抗Wファンアウ¢Wオープンドレイン形Wオープンコレクタ形Zついm学0すTq

19 コンパレータ コンパレータはW入<データ_大Ÿ’oを比qすT回路vあTことを学0すTq

20 エンコーダとデコーダ

21 マ(チプレクサ

22 デマ(チプレクサ

23 中間試í 後期_前半部分v講義を受けgDNä理ÑvきmいTかを評îすTq

24 中間試í確Pと加算回路

25 減算回路

26 加減算回路

27 RS-FF

28 JK-FF

29 非同期式順序回路と同期式順序回路

30 補Vと質疑応答 これまv_授業をYま¡m必´Z応じm補VをÁうととyZ質疑応答をÁうq

ディジタ(とア�ログW2進}_加減乗算と相互変換I ディジタ(とはtかWア�ログとはtかWそれぞれど_ようt性質äあTかを学ぶq「2進}_¿¡方」を学0しW2進}_加減乗算
を学0すTq

相互変換II 2進}->10進}変換W10進}->2進}変換W16進}->10進}変換を学0すTq

相互変換III 10進}->16進}変換W16進}->2進}変換W2進}->16進}変換を学0すTq

補}とy_}_表現W2進K10進}W論理台} 1_補}W2_補}と補}を[いgy_}_表現方Éを学0すTq2進K10進}とANDWORWNOT回路Zついm論理式W真理値
表W図記{Zついm学0すTq

ベン図とブー(代}_諸定理I

ブー(代}_諸定理II

NANDW NORWEX-ORWEX-NORWバッファ回路_論理式W真理値表W図記{Zついm学0すTq

3変}と4変}_カ(ノー図を[いm論理式を簡単KすT方Éを学0すTq

3変}と4変}_クワイン・マクラスキーÉを[いm論理式を簡単KすT方Éを学0すTq

ゲー¢回路_構成I ANDWORWNOT回路Zついmダイオードを[いg実�_回路Zついm学0すT.UZ¢ランジスタ_比例領域W飽和領域Zつい
m学0すTq

ゲー¢回路_構成II 汎[NANDゲー¢を[いg回路構成tど_デジタ(回路構成を学0すTq

TTLとCMOS TTLとCMOS_ゲー¢回路Zついm学0すTq

74シリーÜとファミリ 74シリーÜ_ファミリZついm学びCMOS_àれmいT点Zついm学0すTqUZ型äätをãしmいTか学0すTq

IC_規∑I

IC_規∑II

エンコーダは10進}を2進}Z変換すT回路Wデコーダーは2進}を10進}Z変換すT回路vあTことを学0すT

複}_データから1つ_データを選éすT場ªZマ(チプレクサäHわれTことZついm学0すTq

デマ(チプレクサは1つ_データを複}_データê_うち_いずれかZ出<すT回路vあTことを学0すTq

試í_返却・Ñ答確P_後W半加算ìはW2î_1ビッ¢データを加算すT装óvありW全加算ìはWÊ位ビッ¢へ_桁Êäり情報
とW下位ビッ¢からygらされT桁Êäり情報を受けBり加算すT機能をyつ装óvあTことを学0すTq

半減算ìはW2î_1ビッ¢データ_減算をすT装óvあTq全減算ìはWÊ位ビッ¢へùり情報とW下位ビッ¢からygらされTùり
情報を受けBり減算すT機能をyつ装óvあTq加減算回路：加算ìをH[しm減算をÁうことを学0すTq

複}ビッ¢_加算/減算をÁう並列加算ì/並列減算ìを学0すTq

フリップフロップ（FF£_基本§t説明qRS-FF_特性方程式を理ÑすTqRS-FF_動作確PをすTqRS-FF_応[例をãすq

JK-FF_特性表W特性方程式とそ_回路を学0すTq

非同期式順序回路と同期式順序回路とはど_ようty_か理ÑすT.ポジティブエッジ型Wエッジ¢リ©型Zついm学0すTq

P
考

前期W後期とyZ中間試íおよび定期試íを実™すTq
試í問ñy英文v出ñすTq
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(30%), B1(10%), B2(10%), C4(30%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 実験実�で�活���ながら�各種計測機#�取扱方'�評)する．

3

4

5 各テー/0�報告3�提出状7で評)する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Kシラバス

電気工学実験実� (Laboratory Work in Electrical Engineering)

森田 二朗 特任教授, 池内 丈人 非常勤講師

電気工学科・2年・通年・必修・3単位【実験実�】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

基礎電気工学�電気回路1�情報基礎�情報処理Iなど�座学で学んÜ理á�実験でàかめ�理ã�åめさせるèêに�電
気í�測定方'î#ï�取扱に�ñさせる．また�座学で学ぶこè�できなú製作実��電線接続実��通じて�電気技
術¶èして�知識�技™�向¨�≠る．実�Æ個人作業�実験Æ少人±に≤けて¥うこèで理ã�徹∑�≠る．

【A4-E1】実験�通じて基礎理áが理ãできる． 基礎電気工学・電気回路など�知識�à∏�実験報告3�レポート課ºに
よって評)する．

【D1】電圧計�電流計�電力計èúった基本√な計測#�取扱方'�実験
ƒで≈るこèで体«する．そ�他各種計測機#�取扱方'に してÀ取
扱説明3�Œむこèè実–に測定するこèで—ú方�体«する．

【B1】計測技術�理áによる理á“è実験で«た実験“�デー‘�比較
方'�実験で体«する．

デー‘処理など�体験するこèで�理á“è実験“�誤ÿデー‘処理など�レ
ポート課º�考察項‹èして評)する．

【B2】製作実��電線接続実�による電気技術¶èして�センス�技™�体
«する．特に製作実�におúてÆ�基fl�ある程K自„に配Âできるため�
独創Ë�ÈうこèÀ‹Íèする．

Îめられた時間内に正àに完Òさせられるか�独創Ë�部≤がどこか�実�
ƒに完ÒK�各チェッˆ項‹に˜して評)する．電線接続実�Æ�技™試験
で評)する．

【C4】期限内に実験実�報告3�提出できる．

Ò˚Æ�実�40%　実験60%　èして評)する．実�Æテー/0に学�態K（服装・記録方'�点検・提出物・技™試験
など）100%で評)し�実験Æテー/0にレポート50%・学�態K50%で評)する．実�40点�実験60点�計100点満点
で60点以¨�合�èする．未提出物があれ
原則29点以��最終Ò˚èする．

電気実験 基礎計測編（電気学会）
第2種電気工事士筆記試験・技™試験模範ã答集（電気3院）

基礎電気工学�電気回路1�情報基礎�情報処理I

履修:�
注意事項

提出期限Æ指 がなú限!原則1週後朝8:50èし�正'な理„がある場合に限!期限後À受*する．提出物�+れÆ�各
テー/�学�態Kに˜し�1,につき満点�6%減点(50点満点�場合3点減点)�原則èする．
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授4計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2 半田0け�基本技™�実��通して学�する

3 学�教材2�テス‘�製作�前半部≤�¥う

4 学�教材2�テス‘�製作�後半部≤�¥う

5

6 電線接続実��¥う．

7 電線接続実��¥う．

8 電線è電気#ïè�取!0け実��¥う．

9 電気工事士�技™試験˜策2ビデ6で学�した後�配線≠�ã説è実��¥う．

10

11 電7リレー�—2した制御回路�作製するこèによ!�制御・電7リレー��作原理・回路≠記号等�理ã�åめる．

12 実験実�報告3（実験レポート）指導・実験実��説明 実験実�報告3（実験レポート）�3き方に してã説する．

13

14

15 電気工事士技™試験�体験学�

16 ガイダンス 授業計?�全体説明（,程�Ò˚評)方'など�説明ÀAむ）�実Bする．

17 後期前半�実験説明 後期前半�実験説明

18 重回路パ‘ーン�プリント基flEするなど�作Ò実��する．

19 プリント基flに部F�取!0け�作Òした回路�Ë™à∏�する．

20 非接≈給電�実験�¥ú�原理�理ãする．

21 力HèÆIか�知るために単相電力計�—った電力測定�¥ú�力H改L�ため�方'�実験によって学�する．

22 後期後半�実験説明 後期後半�実験説明

23 ダイ6ーM�静特Ë�Oめる実験�¥ú�ダイ6ーM�原理�理ãする．

24 整流回路è平滑回路�Sみ�出力信号波W�観察�¥う．

25

26

27

28

29

30 報告3�講評 実験レポート�返Z�¥ú�レポート�考察�3き方等につúて再K学�する．

ガイダンス・実験実��説明・実�è電気工事è� 連(1) 授業計?�全体説明（,程�Ò˚評)方'など�説明ÀAむ）��ち�電気工事�基礎èなる部≤�学��¥う．機#�取扱�作
業時などで�注意点につúて`神戸高専安全/ニュアe」�2úて説明する．

A1:テス‘�製作è校正1

A2:テス‘�製作è校正2

A3:テス‘�製作è校正3

A4:電子2hカウン‘�製作1 電子回路�パ‘ーン�PCBエディ‘で作Òする．

B1:電線接続実�1

B2:電線接続実�2

B3:電線接続実�3

B4:電線接続実�4

B5:電線接続実�5 過oに第2種電気工事士�試験で出ºされた問º�基qにした技™試験�¥う．

C:シーケンス制御�実験

ビデ6学�(1) 実験実�に 連するテー/でビデ6学�（ÀしくÆ校外学�）�¥う．電線接続実��基礎知識�学�する．これまで�実験実
�が実B完uしなかった場合に�こ�時間�そ�テー/�実Bする時間にvてるこèÀある．

講演会(1) 実験実�に 連するテー/で外部講師による講演�実Bする．これまで�実験実�が実B完uしなかった場合に�こ�時間�そ
�テー/�実Bする時間にvてるこèÀある．

第2種電気工事士技™試験�公表問º13問につúて�ポイント学�する．

A5:電子2hカウン‘�製作5

A6:電子2hカウン‘�製作6

C1:非接≈給電�実験

C2:単相回路�電力è力H改L実験

D1:ダイ6ーM�特Ë試験実験

D2:整流・平滑回路�実験

E1:/イコンによる入出力実�(1) Arduino�導入�¥う．

E2:/イコンによる入出力実�(2) Arduinoè各種セン~�連�し�信号�入出力�à∏する．

講演会(2) 実験実�に 連するテー/で外部講師による講演�実Bする．これまで�実験実�が実B完uしなかった場合に�こ�時間�そ
�テー/�実Bする時間にvてるこèÀある

ビデ6学�(2) 実験実�に 連するテー/でビデ6学�（ÀしくÆ校外学�）�¥う．これまで�実験実�が実B完uしなかった場合に�こ�時
間�そ�テー/�実Bする時間にvてるこèÀある．

ビデ6学�(3) 実験実�に 連するテー/でビデ6学�（ÀしくÆ校外学�）�¥う．これまで�実験実�が実B完uしなかった場合に�こ�時
間�そ�テー/�実Bする時間にvてるこèÀある．

L
考

ƒ間試験およÄ定期試験Æ実Bしなú．
Åで�実験実��実B�そして社会状7にÉú�授業計?�実B順Ö�入れÜえるこèがある．実験・実�でÆ半田0け�電工ナイâ�—った作業などがある�で�äれてÀãく�
安全がàåできる服装が必çである．
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科　目

担当教員 赤松 浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(50%), A4-E1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新 応用数学」： 佐藤 志保 他著（大日本図書出版社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

電気数学Ⅱ (Electrical Mathematics II)

電気工学科・3年・後期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電気工学Y基礎工学であ^回路工学a電磁気学で使用す^数学として，2年iY電気数学Ijkえ，微分方程式，ラプラ
ス変tなどjついて学ぶz数学としてY分{|網~す^ことÄ時間Éj困Öであ^Yで，電気工学で頻áj使用す^範囲
j限ãして学ぶz

【A1】線çY2éまでY微分方程式êëけ^ようjな^z 電気工学科専門教科でïñóう範囲Y線çY2éまでY微分方程式Y問題
|ëけ^か|，演úおよû後期中間試°で評£す^z

【A4-E1】回路Y過渡ë¶j必ßな微分方程式êëけ^ようjラプラス変
tY計算（ラプラス変t，逆変t）ê出´^ようjな^z

ラプラス変tY計算（ラプラス変t，逆変t）問題||ëけ^か|，演úおよû
後期ã期試°で評£す^z

成≠Ä，試°75%　演ú25%　として評£す^z総合評£100点満点で60点以µ|合∂とす^z試°成≠Ä後期中間試
°と後期ã期試°Y平均点とす^z担当教ªY判Ωjよñ再試°|実¿す^ことêあ^z

「電気回路基礎ノー√」：森真作（コロ…社）
「大学1年iYためY電気数学」：高木，猪原，佐藤，高橋，向川著（森北出版）

2年i電気数学I

履修:�
注意事項

電気工学jおいて必ßな数学É知‘|修’す^こと|目Éとしてい^ため，積極Éj理ëす^ようj努€す^ことz自分Y
€で暗fiすべ‡項目Äしっかñと暗fiし，計算すべ‡項目Äしっかñと計算していくという心Âえê必ßであ^z
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授4計画（電気数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3

4

5 ラプラス変tjついてそY必ß性，用Ë|説Íす^zÎえ^べ‡公式|ë説す^z

6 前ÓjÔ‡‡，ラプラス変tY公式|ë説す^z

7 ラプラス変tY練ú

8 中間試°

9 中間試°ë説と部分分数分ë 中間試°jついてë説し，ラプラス変t|用いた微分方程式YëÛで必ßとな^部分分数分ëjついてë説す^z

10 逆ラプラス変t Ùえられた複素関数|部分分数分ëして，ラプラス変t˙jあうçj変çし，逆ラプラス変tす^方Ûjついてë説す^z

11 ラプラス変tjよ^微分方程式YëÛ

12 様¸な微分方程式YëÛ 初期条ˇでÄなく，境界条ˇêÙえられた�Y微分方程式YëÛ，連立微分方程式YëÛなど|ë説す^z

13

14

15 ラプラス変tと回路jおけ^微分方程式Y練ú

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試°およû後期ã期試°|実¿す^z

2éまでY微分方程式(1) 一般Éな微分方程式YëÛ(変数分離型，同次型，特性方程式)|紹
す^z特性方程式|用い^ëÛjおけ^余関数，特殊ë
Y�め方|ë説す^z

2éまでY微分方程式(2) 特性方程式|用い^ëÛ|使って2é微分方程式|ëく方Û|ë説す^z

2éまでY微分方程式(3) 電気回路jおけ^2é微分方程式YëY種類(過減衰，臨界減衰，減衰振動，単振動)|ë説す^z

2éまでY微分方程式(4) 授業計画1-4Y内�jついて練ú問題|ëくz

ラプラス変tY導入(1)

ラプラス変tY導入(2)

授業計画5-6Y内�jついて練ú問題|ëくz

授業計画1-7Y内�jついて中間試°|�うz

微分方程式|ラプラス変tす^方Ûjついて説Íし，そY結�jよñë|�め，最後j逆ラプラス変tす^ことjよって，微分方
程式Yëê�ま^こと|ë説す^z

回路jおけ^微分方程式(1) RL回路，RC回路Y動作|，微分方程式j書‡$し，ラプラス変tす^ことでそYë|�め^一連Y%れ|ë説す^z

回路jおけ^微分方程式(2) RLC回路Y動作|，微分方程式j書‡$し，ラプラス変tす^ことでそYë|�め^一連Y%れ|ë説す^z

授業計画9-14Y内�jついて練ú問題|ëくz

K
考

- E–142 -



科　目

担当教員 松露 真 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

情報処'Ⅱ (Information Processing II)

電気工学科・3年・後期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

データサイエンスN実PするためU応用基礎的知\]技_N習`するこ]でcデータサイエンス応用基礎N学ぶ.

【A3】データサイエンスN実fするためU手h]してUアルゴリズpUqえ
st説vできる．

データサイエンスN実fするためU手h]してUアルゴリズpUqえst説
vできるこ]Nc試z{レポー~で60%以上正ÉN合Ö]して評áする．

【A3】データサイエンスU技_]応用分野cäにå実çにデータサイエン
スN活用するçU一êUëれN説vできる.

データサイエンスで活用されている技_N説vし実çに活用できるこ]Nc試
z{レポー~で60%以上正ÉN合Ö]して評áする．

成ñåc試z70%　レポー~30%　]して評áする．総合評áN100点満点]しc60点以上N合Ö]する．試z成ñå中間
試z]定期試zU平均点]しc必†に応じてレポー~U提£N受z条¶]したうえで再試zU受zN©める場合tある．

必†に応じてcwebなどで資±N配≥する．

「アルゴリズp'µU基礎∂宮崎修一著（森北£版）
「応用基礎]してUデータサイエンス AI×データ活用U実P∂北川源四郎他（講談社）

情報基礎c情報処'Ic計算機工学c電気工学実z実習c数学

履修:�
注意事項

本科Ãå数'・データサイエンス・AI教Õプログラp（応用基礎レベル）N意\して実”する.
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授4計画（情報処EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 アルゴリズp全般 プログラpU構◊Nフローチャー~・アクティビティflで説vできる．

2 ソー~・探‚Uアルゴリズpc計算量

3 演習

4 グラフ

5 木構◊

6 コンピュータでËうデータ 数値・文字・画Ìなどt二進数で表fできるこ]N説vできる．

7 演習 提Òされた演習問ÛNÉくこ]tできる．もしくå提Òされた内˜に¯する報˘{発表tできる．

8 中間試z 中間試zN実”する．

9 データ分析・回˝]分類 データ分析U進めs{回˝・分類Uデータ分析手ˇN説vできる．中間試zÉ説Nする．

10

11 機械学習 機械学習c教�あ�学習c教�なし学習c強化学習について説vできる．

12 機械学習U応用]発展 実世	で進
機械学習U応用]発展について説vできる．

13 深層学習

14 自然言語処' 自然言語処'U活用事�およ�形態素É析・単語分割・��受�É析などについて説vできる．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ソー~・探‚UアルゴリズpNc1手�ずつ説vできる.計算量t�N表す�説vできる.

提Òされた(アルゴリズpt中 ]なる)演習問ÛNÉくこ]tできる．

グラフN説vできる．提Òされた(グラフt中 ]なる)演習問ÛNÉくこ]tできる．

木構◊N説vできる．提Òされた(木構◊t中 ]なる)演習問ÛNÉくこ]tできる．

生成AIU基礎]展望 対${コーディング支&などc実世	で進
生成AIU応用]革(などについて説vできる．

深層学習そUもU・深層学習U応用]革((画Ì©\c自然言語処'c音声生成など)・ニューラルネッ~ワークU原'などについ
て説vできる．

AIU構築・運用 AIU学習・推µ・評á・再学習・開発環6]実行環6などについて説vtできる．

L
考

後期中間試zおよ�後期定期試zN実”する．
授業U進行によってåc試z範:t前後に変äする場合tある．
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科　目

担当教員 赤松 浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

電気磁気�において�静電�におけ�クーロ��法!"ガウ%�定'など�電気的現,-講/す�．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト 「電磁気�」：宇野亨�白井宏;コロ=社）

参考書

関連科目

試AB教科書�ノート�プリ�ト�およJ電K�LMNみB禁Qであ�．

神戸市立工業高等専門�校 2025年aシラバ%

電気磁気�Ⅰ (Electromagnetics I)

電気工�科・3年・通年・必修・2単位【講/】 ( �修単位I )

授4�
概6�方針

【A2】点電荷��クーロ�力�点電荷によ�電�-計Çす�ことができ�． 点電荷��クーロ�力�点電荷によ�電�-計Çす�ことができ�か�前期中
�試AおよJ演åによç評èす�．

【A2】ガウ%�法!-利ëして帯電îによ�電�およJ電位が計Çす�こ
とができ�．

ガウ%�法!-利ëして帯電îによ�電�およJ電位が計Çす�ことができ
�か�前期中�試AおよJ演åによç評èす�．

【A2】電�かï電位�電位かï電�-計Çす�ことができ�． 電�かï電位�電位かï電�-計Çす�ことができ�か�前期定期試AおよJ
演åによç評èす�．

【A2】電気双極òあ�いB電気二重õによ�電位およJ電�が計Çでき
�．

電気双極òあ�いB電気二重õによ�電位およJ電�が計Çでき�か�前期
定期試AおよJ演åによç評èす�．

【A2】導îù�静電容ü-計Çす�ことができ�． 導îù�静電容ü-計Çす�ことができ�か�後期中�試AおよJ演åによ
ç評èす�．

【A2】導îが°え�エネルギーおよJ導îにß®力が計Çでき�． 導îが°え�エネルギーおよJ導îにß®力が計Çでき�か�後期中�試A
およJ演åによç評èす�．

【A2】コ�デ�™回¨において�静電容ü�電荷�電位�およJエネルギーが
計Çでき�．

コ�デ�™回¨において�静電容ü�電荷�電位�およJエネルギーが計Çでき
�か�後期中�試AおよJ演åによç評èす�．

【A2】誘電îÆ�分極�電��電束密a�およJ電位が計Çでき�． 誘電îÆ�分極�電��電束密a�およJ電位が計Çでき�か�後期定期試A
およJ演åによç評èす�．

【A2】誘電î境�≥にß®力が計Çでき�． 誘電î境�≥にß®力が計Çでき�か�後期定期試AおよJ演åによç評è
す�．

【A2】電��特殊解法として�電気影像法�ラプラ%・ポアソ�方程æによç
電�・電位-計Çでき�

電��特殊解法として�電気影像法�ラプラ%・ポアソ�方程æによç電�・電
位-計Çでき�か�後期定期試AおよJ演åによç評èす�．

成¿B�試A75%　演å25%　として評èす�．総合評è-100点満点とし�60点以»-合…とす�．必 にÀじて再試
A-実œす�ことがあ�．

「エレクトロニク%�ため�電磁気�例題演å」：松森徳衛;コロ=社）
「電気磁気� 新装版-そ�物'像と詳論」：小塚洋司;森北出版）
「詳解電磁気�演å」：後藤 憲一�山崎 修一郎;共立出版）
「電磁気�演å」：山村 泰道�北川 盈雄;™イエ�%社）
「電気�会大�講座 電気磁気�」： 山田直平�桂井 誠(電気�会)

基礎電気工��電気回¨I�II�Àë物'�電気磁気�II�電気磁気�III�電気材料

履修:�
注意事項
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授4計画（電気磁気学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 電荷とクーロ��法! 点電荷によ�クーロ�力が計Çでき�ようにな�．

2 電� 点電荷が��電��大きさ-計Çでき�電��方�-説�でき�ようにな�．

3 演å これまで�åしたÆ容�演å-
う．

4 電気力�とガウ%�法! 電気力��定/およJガウ%�法!-説�でき�ようにな�．

5 ガウ%�法!-利ëし�い®つか�電荷分
におけ�電�-計Çでき�ようにな�．

6 ガウ%�法!-利ëし�い®つか�電荷分
におけ�電�-計Çでき�ようにな�．

7 演å これまで�åしたÆ容�演å-
う．

8 中�試A

9 試A�解答 中�試A�解答・解説-
う．

10 導îと静電誘導 導î�性�-説�でき�静電誘導現,-説�でき�ようにな�．

11 電�と電位・静電ポテ�シャル 電荷-��仕�が計Çでき�電�中�電位-計Çでき�ようにな�．

12 電位と電� 電位と電��関�-説�でき�電位かï電�-計Çでき�ようにな�．

13 電気双極ò 電気双極ò�性�-説�でき�これによ�電位およJ電�が計Çでき�ようにな�．

14 電気二重õ 電気二重õ�性�-説�でき�これによ�電位が計Çでき�ようにな�．

15 演å これまで�åしたÆ容�演å-
う．

16 電荷ù�静電エネルギー 点電荷によ�電荷ùにおけ�静電エネルギー-計Çでき�ようにな�．

17 導îù�静電エネルギー 導îùにおけ�静電エネルギー-計Çでき�ようにな�．

18 コ�デ�™と静電容ü 複��導îùによ�静電容ü-計Çでき�ようにな�．

19 コ�デ�™�接続 コ�デ�™�並列接続およJ直列接続-計Çでき�ようにな�．

20 仮想変位法 仮想変位法によç導îにß®力-計Çでき�ようにな�．

21 マク%ウェル�静電À力 マク%ウェル�静電À力によç導îにß®力-計Çでき�ようにな�．

22 演å これまで�åしたÆ容�演å-
う．

23 中�試A

24 試A�解答 中�試A�解答・解説-
う．

25 誘電î中�静電� 誘電îとB$か-説�でき�分極�大きさと電�と�関�-計Çでき�ようにな�．

26 電束 電束とB$か-説�でき�誘電îÆ�電束密a�電��およJ電位-計Çでき�ようにな�．

27 境�条件 誘電î境�で電�およJ電束が満たすべき条件-説�でき�ようにな�．

28 誘電îにß®力 静電À力によç�誘電î境�≥にß®力-計Çでき�ようにな�．

29 電気影像法

30 境�値問題 静電��特殊解法として�境�値問題が解け�ようにな�．

ガウ%�法!-利ëした電��計Ç1

ガウ%�法!-利ëした電��計Ç2

授業計画1～7に関す�中�試A-
う．

授業計画16-22に関す�演å-
う．

電気影像法-説�でき�これ-ëいて導î-点電荷に関す�計Çができ�ようにな�．

K
考

前期�後期ともに中�試AおよJ定期試A-実œす�．
授業�-み方によってB�試A範0が前後す�ことがあ�．

- E–146 -



科　目

担当教員 森田 二朗 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「はじめ���電気電子計 」"松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）

参考書

関連科目 電気工�実験実習

特になし．

神戸市立工業高等専門�校 2025年Gシラバス

電気計  (Electrical Measurement)

電気工�科・3年・前期・必修・2単位【講義】 ( �修単位II )

授4�
概6�方針

我fghかj計 しようとすo場合，電気電子技sjtいoことgwい．計 jxしく，効率|に}うには，信�Ä性ÇÉ 
定ÖÄ原ájáàすoことg重äであo．電気計 では，計 Ä基éとし�電気|なèÄ計 êについ��び，さらに代
表|な電気電子関òÄ計 ÖÄ動作原ájáàすo．

【A4-E3】計 手ê（零位ê，偏位ê等）Ä基本原áj説†できoようにな
o. 雑音，雑音指¶につい�説†できoようになo．

計 手êßび雑音につい�áàしたかj， 前期中間試験と事前・事後課Øに
よ∞評≤すo．総合評≤におい�，60点以∏で到達目ºj達Ωしたという基準
にすo.

【A4-E3】基本単位，ø¿立�単位，接頭辞等Äº準につい�説†できo
ようになo．有効¶字，誤差，不…かさについ�説†できoようになo．

基本単位等，有効¶字等つい�áàしたかj， 前期中間試験と事前・事後課
Øによ∞評≤すo. 総合評≤におい�，60点以∏で到達目ºj達Ωしたという
基準にすo.

【A4-E3】偶然誤差jÃÕデー–処á，誤差伝”Äê則，最小二乗êjá
àし，説†できoようになo．

デー–処á，誤差伝”Äê則，最小二乗êについ�áàしたかj，前期中間試
験と事前・事後課Øによ∞評≤すo. 総合評≤におい�，60点以∏で到達目
ºj達Ωしたという基準にすo.

【A4-E3】電圧・電ÿÄ 定Ÿにおい�，入€インピーダンスÄ影響，分圧，
分ÿによo範囲拡大，可動コイË形計ÖÄ原ájáàし， 説†できo.

各項目につい�áàしたかj， 前期中間試験と事前・事後課Øによ∞評≤す
o. 総合評≤におい�，60点以∏で到達目ºj達Ωしたという基準にすo.

【A4-E3】整ÿ形計Ö，電位差計，熱電形計Ö，静電形計Ö，可動鉄片形計
Ö，電ÿ€形計Ö等ÄアナロÙ計ÖÄ原ájáàし， 説†できo.

アナロÙ計ÖÄ原áについ�áàしたかj， 前期定期試験と事前・事後課Ø
によ∞評≤すo．総合評≤におい�，60点以∏で到達目ºj達Ωしたという基
準にすo.

【A4-E3】大電圧，大電ÿ 定，ブリッ¯によo抵抗 定Ä方êについ�原
ájáàし， 説†できo.

各 定方êについ�áàしたかj， 前期定期試験と事前・事後課Øによ∞評
≤すo. 総合評≤におい�，60点以∏で到達目ºj達Ωしたという基準にす
o.

【A4-E3】低抵抗 定，高抵抗Ä 定，絶縁抵抗計，接地抵抗Ä 定Ä方
êについ�原ájáàし， 説†できo.

各 定方êについ�áàしたかj， 前期定期試験と事前・事後課Øによ∞評
≤すo. 総合評≤におい�，60点以∏で到達目ºj達Ωしたという基準にす
o.

【A4-E3】各�ブリッ¯によo，インダク–ンス，容è，周波¶Ä 定Ä方ê
につい�原ájáàし， 説†できo.

各 定方êについ�áàしたかj， 前期定期試験と事前・事後課Øによ∞評
≤すo. 総合評≤におい�，60点以∏で到達目ºj達Ωしたという基準にす
o.

Ω�は，試験80%　事前課Ø6%　事後課Ø14%　とし�評≤すo．試験評≤は2�Ä試験Ä平
とすo．ただし，必äに
�じ�臨Ÿ試験j}なう場合gあo， 100点満点で60点以∏j合�とすo.

「電気・電子計 」"新妻弘†・中鉢憲賢著（朝倉書店）
「基é電気電子計 」"信太克規著（¶á工�）
「電子計 」"岩崎俊（森北出版）
「改訂　電磁気計 」"菅野允著（コロナ社）

履修:�
注意事項
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授4計画（電気計測）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 計 手ê，雑音，雑音指¶ 計 êÄ分類，零位ê，偏位ê等，内部雑音と外部雑音，雑音-jà説すo．

2

3 単位，º準，有効¶字，誤差と不…かさ 単位，º準，有効¶字，誤差と不…かさjà説すo．

4 偶然誤差jÃÕデー–Ä統計処á，不…かさÄ伝搬（誤差伝”） 偶然誤差jÃÕデー–Ä統計処á，不…かさÄ伝搬（誤差伝”）jà説すo．

5 誤差伝”Ä0き，最…値，最小二乗ê 誤差伝”Ä0き，最…値，最小二乗êjà説すo．

6 電圧・電ÿÄ 定，入€インピーダンスÄ影響， 定範囲Ä調整（分圧，分ÿ）jà説すo．

7

8 中間試験

9 中間試験Äà説，整ÿ形計Ö，電位差計，熱電形計Ö，静電形計Ö，可動鉄片形計ÖÄà説j}う．

10 電ÿ€計形計Ö，電€ 定，大電圧，大電ÿÄ 定，線路電ÿ計（クランプメー–）jà説すo．

11 抵抗ÉインピーダンスÄ 定，ブリッ¯によo抵抗 定 抵抗ÉインピーダンスÄ 定，ブリッ¯によo抵抗 定jà説すo．

12 低抵抗Ä 定（四端子 定ê），ホイートストンブリッ¯，ケËビンダブËブリッ¯等jà説すo．

13 高抵抗Ä 定，インピーダンスÄ 定 高抵抗Ä 定，インピーダンスÄ 定jà説すo．

14 各�ブリッ¯によoインダク–ンス，容èÄ 定 各�ブリッ¯によoインダク–ンス，容èÄ 定jà説すo．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1/f雑音，ショット雑音，素子Ä雑音，雑音対策 1/f雑音，ショット雑音，素子Ä雑音，SN比，雑音対策jà説すo．

電圧・電ÿÄ 定，入€インピーダンスÄ影響， 定範囲Ä調整（分圧
，分ÿ）

指示計Ö（アナロÙ計Ö）Ä分類，可動コイË形計Ö，1～6週目までÄ
総復習 指示計Ö（アナロÙ計Ö）Ä分類，可動コイË形計Öjà説すo．また，1～6週目までÄ総復習j}う．

1週から7週Ä内容に関し�試験j}う．

中間試験Äà説，整ÿ形計Ö，電位差計，熱電形計Ö，静電形計Ö，可
動鉄片形計Ö

電ÿ€計形計Ö，電€ 定，大電圧，大電ÿÄ 定，線路電ÿ計（クラ
ンプメー–）

低抵抗Ä 定（四端子 定ê），ホイートストンブリッ¯，ケËビンダブ
Ëブリッ¯等

各�ブリッ¯によo周波¶Ä 定，9週目から14週目までÄ総復習 各�ブリッ¯によo周波¶Ä 定Äà説，9週目から14週目までÄ総復習j}う．

J
考

前期中間試験および前期定期試験j実Mすo．
本科目Ä修Nには，30 Ÿ間Ä授業Ä受講と 60 Ÿ間Ä事前・事後Ä自己�習g必äであo．前半，後半とS各7�分ÄTÄ部分jUいた講義ノートプリントj事前配Xすo．事
前�習では，classroomに完全版講義ノートjアップし�いoÄで，毎�Ä授業開始前にTÄ部分j講義ノートプリントに書き_Õこと，これj事前課Øとすo．事後�習とし�は，
毎�Ä授業課Øj期限内で提出すoこと，これj事後課Øとすo．
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科　目

担当教員 河合 孝太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「電子工学基礎」：中沢達夫，藤原勝幸'コロ*社）

参考書

関連科目 物.およ1数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年?シラバス

電子工学 (ElectronicL)

電気工学科・3年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

本講義では，半導aデバイスなどf様hな電子デバイスi学ぶにあたり，.op必qな電子f物.的事tについw講義す
る．まず，真空中およ1固a中における電子f運ÇにÉする基礎的な事tÑ定量的áいi講義し，電子デバイスにどfよう
に利ãされwいるかi説êする．さらに電子工学応ãデバイス等にÉしwそf原.等io説する．

【A4-E2】電子発ïf過程，エレクトロンボルト，原子f構†にÉする内容
i説êできる．

電子発ïf過程，電界中f電子運Ç，原子f構†等にÉする内容i•し¶説
êできるこÑi中間試験´1レポートにより評Øする．

【A4-E2】エネルギー準位についw説êできる．
エネルギー準位についw説êできるこÑi中間試験およ1レポートにより評Ø
する．

【A4-E2】ボー≥f量子条µおよ1振Ç数条µについw説êでき，基本的
な計∏pできる．

ボー≥f量子条µおよ1振Ç数条µについw説êでき，基本的な計∏pでき
こÑi中間試験およ1レポートにより評Øする．

【A4-E2】フェルミ・ディラック分øについw説êでき，基本的な計∏pでき
る．

フェルミ・ディラック分øについw説êでき，基本的な計∏pできるこÑi定期
試験およ1レポートにより評Øする．

【A4-E2】半導a材¡f特√やpn接合f基本的なÇ作原.i電子f運
Çf観…やエネルギーバン Àから説êできる．

半導a材¡f特√やpn接合f基本的なÇ作原.i電子f運Çf観…やエ
ネルギーバン Àから説êできるこÑi定期試験´1レポートにより評Øする．

【A4-E2】電子工学で学ぶ原.p，ダイオー やトランジスœfような半導
aデバイスにどfように利ãされwいるかi説êできる．

電子工学で学ぶ原.p，ダイオー やトランジスœfような半導aデバイスに
どfように利ãされwいるかi説êできるこÑi定期試験´1レポートにより
評Øする．

成—は，試験85%　レポート15%　Ñしw評Øする．試験85%分は，中間試験Ñ定期試験f相加平÷iÑる．試験成—85
…Ñレポート成—15…i合わせw100…満…で60…以‹i合›Ñする．総合評Øf小数…以‡は·り‚wる．

「電子物√f基礎Ñそf応ã」：‡村武'コロ*社）
「改訂 電子工学」：西村，落山著'コロ*社）
「Ào雑学 相対√.論」：佐藤健二監修'*ツÛ社）

履修:�
注意事項

授業にÉÙfない私ˆi一·¯じる．本科2年˙までに履修した基礎数学や線形代数等f知�p必qであるため，復習
しwお¶こÑ．電子f振�いにÉしw量子論的なáい�導�するfで，量子論f�門書等で予習iしwお¶こÑp
ましい
．
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授4計画（電子工学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4

5

6

7

8 中間試験 前半部分で授業i
けた内容p.oできwいるかi評Øする．

9 中間試験fo�Ño説 試験問�fo�Ño説，採…基準f説ê，試験範�f復習i�う．

10

11

12

13

14

15 後半f総復習 後半f内容f総復習i�う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電子工学Ñは�か/電子工学f歴史I こf授業f方�Ñ電子工学全aで学ぶ内容全ai説êする/電子f発ïf過程Ñトムソンf実験についwo説する．

原子f構†I/電子工学f歴史II
ラザフォー f原子模"およ1水素原子スペクトルについwo説する/ミリカンf実験から電気素量f(p)られた過程につい
wo説する．

原子f構†II/電界中f電子運Ç
ボー≥f原子模"における量子条µÑ振Ç数条µについwo説する/電子運Çf数式áい，およ1エレクトロンボルト+e,]f概
/についwo説する．

原子f構†III/熱電子放出 ボー≥による水素原子スペクトルf説êから原子中f電子p3つエネルギーについwo説する/熱電子放出Ñそf応ãについ
wo説する．

エネルギー準位/真空管'電子管）
原子中なら1に固a中における電子fエネルギー準位についwo説する．また，真空管f中で2極管Ñ3極管についw電気的特
√�6めwo説する．

導a，絶縁a，半導a/光電子放出 導a，絶縁a，半導af構†f:いi化学結合方式f:いからo説する/レー*ルトf実験についw説êしつつ，光電子放出Ñ
それp=こるためf条µについwo説する．また，プランク定数についwo説する．

固afエネルギーバン /導a，絶縁a，半導afエネルギーバン 
エネルギー準位Ñf:い，許容@f種類，電子fバン 間遷Dについwo説する．また，エネルギーバン iãいw，導a，絶縁a，
半導af√Ef:いio説する/半導aにおける電子Ñ•孔，すなわGキャリ≥についwo説する．

半導af分類/エネルギー準位にÉする内容f復習 真√半導a´1不純物半導aについwo説する/これまでfエネルギー準位にÉÙする内容f総合復習i�う．

フェルミ・ディラック分øI/フェルミ・ディラック分øII
フェルミディラック分øÉ数Ñフェルミ準位f概qについwo説する/各種伝導"f半導aにおけるフェルミディラック分øf取
りáいについwo説する．

pn接合/pn接合II
熱平衡状Qにおけるpn接合についwエネルギーバン Àiãいwo説する．また，空乏Sf形成についwo説する/pn接合に対
しw電界i印加した場合fキャリ≥f運Çi�Ñに，ダイオー f整流√ÑI-,特√についwo説する．

バイポーラトランジスœI/バイポーラトランジスœII
バイポーラトランジスœfエネルギーバン ÀÑキャリ≥fÇきi基に，基本Ç作についwo説する/バイポーラトランジスœf増
幅作ãÑ設計f指�についwo説する．エミッœ注�効^Ñベース輸送効^に基づいw電流増幅^i導出する．

ホール効果/FETf基礎
ホール効果f概qÑ原.についwo説する/FETf基本Ç作，反転Sf形成なら1に不純物イオンに=iしたピンチオフf発
˙についwo説する．

J
考

後期中間試験およ1後期定期試験i実lする．
本科mf修)には，30 時間f授業f
講Ñ 60 時間f事前・事後f自己学習p必qである．事前学習：授業Çqi参sしw予習するこÑ．事後学習：授業Çqf内容i.oし
wいるかi確uするレポートに取りvむこÑ．
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科　目

担当教員 森田 悠作 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 単��暗�できているか��テスト!中間試験&'定期試験で評+する．

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 英�演習

神戸市立工業高等専門学校 2025年Aシラバス

工業英�Ⅰ (ESP, Engineering I)

電気工学科・3年・後期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

技術英検 2 _`試験対策等�cじて技術関f`英�`基h�iめていく．

【B4】�l�mえている

【B4】英�による英単�`説r�理tできる 英�による英単�`説r�理tできるか�中間試験&'定期試験で評+す
る．

【B4】英単u�理tできる 英uv�wにxけ!単u�理tできるか��テスト!中間試験&'定期試験で
評+する．

【B4】英�`uz�理tできる 複|`uからなるuz`論展ÅÇ全Ñ`内Ü�理tできるかどうか�中間試
験&'定期試験で評+する．

【B4】英作uができる 英単��äえられれåçしい英u�èê立てられるか��テスト!中間試験&
'定期試験で評+する．

成íは!試験70%　�テスト30%　Çして評+する．成íにおいて!100 点満点中 60 点以öで合úÇする．ùきは履修
ö`注意事¢に�£している．

公益社団v人日本技術英�協会 『3 _クリ∞』※技術英検 2 _`旧 形µに対応
プリント

公益社団v人日本工業英�協会『工業英検3_問題集』日本能率協会マネジメントセンター!各年A
公益社団v人日本工業英�協会『技術英検2_問題集』日本能率協会マネジメントセンター!各年A
佐藤洋一『BASIC800でÕけるŒ理系英u』サイエンス・∞イ新Õ!2010年

履修:�
注意事項

ほ’毎時間冒Ÿに�テスト�⁄う`で各€で暗�等準›する事．総合評+が 60 点以ö`場合に‡り!別途外部試験で
ある技術英検 2 _合úで 70 点!1 _不合ú A で 80点!合úで 90 点!技術英検準プロフェッショナÔ合ú以öで 
100 点Ç評+する．ただし!総合評+がö�`点|�öÚる場合は総合評+`点|`ままÇする．
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授4計画（工4英DⅠ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 授業全般説r

2 模˜テスト

3 模˜テスト返˘Çt説 前Ú実¸した模˜テスト�返˘しt説�⁄う．

4 修˝するÇいうこÇ

5 テクニカÔに�い�えるÇは

6 長u読t問題`原�Ç具Ñ策

7 	'
え英作u独�`
しさ

8 中間試験 中間試験

9 中間試験返˘Çt説 中間試験�いった�返˘しt説�⁄う．

10 問題演習 問題演習�cじて前�でt説した方v`定���る．

11 問題演習 問題演習�cじて前�でt説した方v`定���る．

12 問題演習 問題演習�cじて前�でt説した方v`定���る．

13 問題演習 問題演習�cじて前�でt説した方v`定���る．

14 問題演習 問題演習�cじて前�でt説した方v`定���る．

15 問題演習ÇまÇめ 問題演習�cじて前�でt説した方v`定���り!最後に学習内Ü全Ñ��り返る．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業全般`�め方!技術英検 2 _`傾向等について説rする．

実�`技術英検 2 _に�って過去問�再構成した模˜テスト�⁄う．

設問II`t説�cして名#`修˝方v�教授する．

設問IV`t説�cして英u�よりテクニカÔライティン'に�った�いÚしにする方v�模(していく．

設問VI`t説�cして英�`uz`全Ñ的構*なら'に英�`試験一般にcじる長u読t問題`tv�教授する．

設問VII`t説�cして	'
え英作u`tき方�教授する．

K
考

後期中間試験およ'後期定期試験�実¸する．
目,Çする試験がc年でÅ-されているこÇ�考/して授業前�では�テスト`t説�cして設問I!III!V`教授�⁄なう．また!10 から 13 `いずれか`授業で模˜テスト�再
A実¸し!1`授業でそ`返˘Çt説�⁄う
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科　目

担当教員 道平 雅一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

電気回)Ⅱ (Electric Circuit II)

電気工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

直流回)解CについG簡単に復JしL後NフェーRSTいL交流回)V記号解CYS学びN演JS通しG単相交流回)
および多相交流回)V解CにJ`するc後dではNグラフ理iにjづl回)網解C（閉)電流YN節点電位Yrならびに
回)網にuする諸定理についG学びN最後に二端子対回)網V}~�いについG学Jするc

【A4-E1】種ÅV直流回)についG回)方程ÑSLGNそれS解lことがで
きるc

キルヒホッフV電圧・電流YëSTいG種ÅV抵抗回)が解CできることSレ
ポーñと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期V各試ùで評üするc

【A4-E1】交流電圧・電流V表現YN交流回)における各種回)素子V働
きがわかるc

正弦波交流におけるN抵抗NコイルNコンデンÆなどV働きS理解しN種ÅV回)
が解CできることSレポーñと前期中間・前期定期・後期中間・後期定期V各
試ùで評üするc

【A4-E1】フェーRSTいL記号YによっG交流回)S解Cすることがで
きるc

RLCからなる種ÅV回)S記号YによっG解lことができN複素インピーダン
スVベクñル軌πがわかることSレポーñと前期中間・前期定期・後期中間・
後期定期V各試ùで評üするc

【A4-E1】平∫および不平∫三相交流回)における電流N電圧N電ΩS解
Cすることができるc

種ÅV三相交流回)においGN電æø負¡にY－Δ等ü変∆S«しG回)解
CができることSレポーñN後期定期試ùN»テスñで評üするc

【A4-E1】交流回)におけるグラフV概Àがわか~N必ÃにÕじG回)網に
おける諸定理STいG一般線形回)が解Cできるc

閉)電流YN節点電位YにjづいG回)方程ÑS立GG回)解Cができる
ことN“”‘わせV理NテブナンV定理N補償定理などSTいG回)解Cがで
きることSレポーñと前期定期・後期中間c後期定期V各試ùで評üするc

【A4-E1】受動二端子対回)網V}~�いS理解しN回)解Cができるc
種ÅV二端子対回)網および回)網V接›においGインピーダンス行列Nア
ドミタンス行列N縦›行列などSÂめG回)網V解CができることSレポーñと
後期中間・後期定期V各試ùで評üするc

成ËはN試ù70%　レポーñ15%　»テスñ15%　としG評üするc100点満点で60点以ÌS‘Óとするc

「j礎電気回)1」〈第3版〉：有馬　泉N岩崎晴光（森北出版r

「大学課程　電気回)（1r」：大野克郎N西哲生（オー�社r
「大学課程　電気回)（2r」：大野克郎N西哲生（オー�社r
「j礎電気回)」：伊佐　弘N谷口　勝ëN岩井　嘉男N吉村　勉N見市　知昭（森北出版r
「j礎からV交流理i」：»亀英己N石亀篤司（電気学会r

「j礎電気工学」N「電気回)I」N「電気数学」

履修:�
注意事項

1年生V「j礎電気工学」N2年生V「電気回)I」N「電気数学」とu連%けG講義するVでそれらV内'S十分理解しGお
lことがÃÂされるc
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授4計画（電気回EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 瞬時値N実効値N各種パッシブ素子（抵抗・インダクタ・キャパシタrV動作N電ΩなどについG復Jするc

2 瞬時値N実効値N各種パッシブ素子（抵抗・インダクタ・キャパシタrV動作N電ΩなどについG復Jするc

3 フェーR軌πV3き方S説5するc

4 逆図形STいLフェーR軌πV3き方S説5するcフェーR軌πS使TしL電気回)V解YS紹:するc

5

6 相;インダクタンスV制御電圧æSTいL等ü回)S説5するc

7 回)網における諸定理

8 前期中間試ù

9 中間試ùV返却・解説 前期中間試ùV返却・解説S行いN到達!VBかっL項DについG復Jするc

10 回)網におけるグラフV概À 一般線形回)V解Cにおけるグラフ理iVj礎についG説5するc

11 閉)電流Y 回)網においG閉)電流S未知数としG回)方程ÑSLGNそれS解l方YについG説5するc

12 節点電位Y 回)網においG節点電位S未知数としG回)方程ÑSLGNそれS解l方YについG説5するc

13 閉)電流Y・節点電位Y 閉)電流Yø節点電位Yが使えない場‘V回)方程ÑV立Ñ方YN回)V等ü変形方YS説5するc

14 演J

15 演J 前期分V演JS行うc

16

17

18

19

20 二端子対回)網V縦›接›についG説5するc

21 演J

22 演J これまで講義しL電気回)V内'についGV全般Kな演JS行うc

23 後期中間試ù

24

25

26

27 不平∫三相交流回)V解CYおよび電ΩについG説5するc

28 演J

29 »テスñ

30 演J

瞬時値N実効値N電Ω(1)

瞬時値N実効値N電Ω(2)

フェーR軌π(1)

フェーR軌π(2)

相;インダクタンス(1) 相;インダクタンスVT型等ü回)S説5するc

相;インダクタンス(2)

“”‘わせV理NテブナンV定理NノーñンV定理N補償定理N最大電Ω供給定理などN回)におけるいlつかV“Ãな定理につ
いG説5するc

1～7週DV内'NならびにそVu連問Tから出TしN到達!S確Vするc

第11週～第13週V演JS行うc

二端子対回)網(1) 二端子対回)網S表現するLめV各種行列についG説5するcZパラメータについG説5するc

二端子対回)網(2) YパラメータについG説5するc

二端子対回)網(3) ZパラメータV直列接›NYパラメータV並列接›NZパラメータ・YパラメータによるΔY変∆・YΔ変∆公ÑV導出S説5するc

二端子対回)網(4) FパラメータについG説5する

二端子対回)網(5)

第16週～第20週V内'についG演JS行うc

]に17～22週DV内'NおよびそVu連問Tから出TしN到達!S確Vするc

中間試ùV返却・解説N三相交流(1) 後期中間試ùV返却・解説S行いN到達!VBかっL項DについG復Jするc三相交流における電æV結線方Ñおよび負¡V
接›方YについG説5するc

三相交流(2) ΔY等ü変∆STいL平∫三相交流回)V解CYおよび電ΩについG説5するc

三相交流(3) ΔY等ü変∆STいL平∫三相交流回)V解CYおよび電ΩについG説5するc

三相交流(4)

25～27週DV内'についGV演JS行うc

]に25～28週DV内'NおよびそVu連問Tから出TしN到達!S確Vするc

1年間V復JとしG演JS行うc

L
考

前期N後期ともに中間試ùおよび定期試ùS実«するc
必ÃにÕじG再試ù（回数未定・時期未定rS実«する場‘があるc
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科　目

担当教員 佐藤 徹哉 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新編   マイクロコンピュー�技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著-コロ.社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年?シラバス

計算機工学 (Computer Architecture)

電気工学科・3年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

マイクロコンピュー�技術`基bを2defけ，1dをディジ�l基b，2dをマイクロコンピュー�基bとしo学ぶqマイクロ
コンピュー�rパーソ.lコンピュー�としouvwわれoいるが，メカトロニクス`頭Çでもある`で，どちらかといえãメ
カトロニクス`応çを念頭eおいo学ぶqCPU`基ír機ìe依ïしないようe説öするが，uv普ùしoいるPIC`ハー
ドウエア，ソフトウエアを中•e説öするq

【A4-E3】ビット`意味，2進´コード，¨e文字，整´型´値，実´型´値
`コードを説öできるq整´型´値，実´型´値`コードで簡単な計算が
できるq

ビット`意味，各ì2進´コードを説öできることと，´値コードで簡単な計算
ができることを試∏とレポート(ノートをºむ)で評øするq

【A4-E3】マイクロコンピュー�`ハードウエア，ソフトウエア構¡を説öで
きるq簡単なイン�フェースを構¡できるq

マイクロコンピュー�`ハードウエア，ソフトウエア構¡を説öできることを試∏
とレポート(ノートをºむ)で評øするq

【A4-E3】マイクロプロセッ≈が処«できる基í命…を説öできるq マイクロプロセッ≈が処«できる基í命…を説öできることを試∏とレポート
(ノートをºむ)で評øするq

【A4-E3】マイクロプロセッ≈` うプログラÃ処«`方Œを説öできるq マイクロプロセッ≈` うプログラÃ処«`方Œを説öできることを試∏とレ
ポート(ノートをºむ)で評øするq

【A4-E3】アセンブ–言“で≈ブプログラÃ，およ”‘’÷◊プログラÃを書
v場⁄`基í€な約束fiが説öできるq

アセンブ–言“で≈ブプログラÃ，およ”‘’÷◊プログラÃを書v場⁄`基
í€な約束fiが説öできることを試∏とレポート(ノートをºむ)で評øするq

¡flr，試∏85%　レポート15%　としo評øするq100点満点で60点以Âを⁄Êとするqレポートr，教科書`演習問題
をレポートçÎe問題文から手書きで書いo提ÓしÔ内Òと，各Ú`ノートを提Óしo確ÙされÔ内Òをˆe評øするq教
科書演習問題もノート提Óも一?でも未提Óがあるとレポート15%`全˙を0点とするq

「マイクロコンピュー�技術入門」：松田忠重著-コロ.社）
「イラストで˚むマイクロプロセッ≈入門」：グレッド・ワイアント，�ッカー・ハーマーストロンÃ共著-インプレス社）
「PICマイコン活çハンドブック」 ：トランジス�技術編集d-CQÓ版社）

情報基b，ディジ�l電子回路，情報処«，電子回路II

履修:�
注意事項

レポートr教科書`演習問題もノート提Óも«�`如	eかかわら
指�されÔ
切日�e�れÔ場⁄r減点対�とす
るが，一?でも未提Óがあるとレポート15%`全˙が0点となる`で，�れÔ場⁄も減点が�きvならない内e必
提Óす
ることq
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授4計画（計算機工学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2

3

4 ≈ンプ–ング�«と量子化誤差

5

6

7

8 中間試∏ 前�e学ん�内Òeついo中間試∏を実�するq

9

10 マイクロプロセッ≈`ハードウェア基í構¡ マイクロプロセッ≈`ハードウェア基í構¡と各ìバスeついo学ぶq

11

12

13 命…セットとアドレッシング 基í€な命…セットとアドレッシングeついo学ぶq

14 アセンブラ言“と命…セット`構¡

15 疑似命…とプログラÃ構¡

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ビット・コード化(1) デジ�lデー�を計算機でwçする応ç"eついo学ぶqまÔ，計算機内dで$う2進´`位%’，情報`&’方を学ぶq

ビット・コード化(2) デジ�lデー�を計算機でwçする応ç"eついo学ぶqまÔ，計算機内dで$う2進´`位%’，情報`&’方を学ぶq【1・2章
`演習問題】

2進´eよる´値表現 2進´eよる´値表現としo整´と浮動小´点´-実´形）`´値表現を学ぶq整´形と実´形`¨.と注意点を学ぶq【3章`
演習問題】

音声・画3デー�など，ア.ログ情報をデジ�l化-標í化）する場⁄`基í�«を学ぶqAD変7する場⁄，それeよっo:けら
れない誤差があることを学ぶq

AD変7 物«現�を電圧値で表し，それをディジ�lコードeする方Œを学ぶqAD変7`基í€な¨=`一つであるf解?を学ぶq【4章
`演習問題】

マイクロコンピュー�`基í構¡と処«方式(1) マイクロコンピュー�`ハードウエア基í構¡装置(MPU，メモ–，IOイン�フェース，バス），ソフトウエア基í構¡-プログラÃ，デ
ー�FrOS，アプ–ケーション）を学ぶq

マイクロコンピュー�`基í構¡と処«方式(2) マイクロコンピュー�`ハードウエア基í構¡装置(MPU，メモ–，IOイン�フェース，バス），ソフトウエア基í構¡-プログラÃ，デ
ー�FrOS，アプ–ケーション）を学ぶq【7章`演習問題(1)-(10)】

中間試∏確Ùとハーバートアーキテクチャ・並列処«・マイクロコントロ
ーラ 中間試∏`採点確Ùとハーバートアーキテクチャ・並列処«・マイクロコントローラeついo学ぶq【7章`演習問題(11)-(12)】

各ìレジス�(1) MPUrど`ようなfR`レジス�をSっoいるか説öし，そ`中`汎çレジス�，専çレジス�`機?を簡単な命…をwっo学ぶ
q

各ìレジス�(2) MPUrど`ようなfR`レジス�をSっoいるか説öし，そ`中`汎çレジス�，専çレジス�`機?を簡単な命…をwっo学ぶ
q【8章`演習問題】

アセンブラ言“とU`コンピュー�言“`関係，アセンブラ言“とマシン“と`関係，アセンブラ言“`構文を学ぶとともe，アセ
ンブラ言“`命…d`構¡を学ぶqPIC`命…セット-オペコード`ìR1-デー�転送），2-演算などデー�加工），3-f]^コー
l），4-MPU制御）を学ぶq

疑似命…`文Œ，PIC`デー�転送命…・演算などデー�加工命…，f]命…`文Œ`文Œ，アセンブラ言“eよるプログラÃ
構¡-メイン，≈ブ，‘’÷◊プログラÃ）を学ぶq【9章`演習問題】

J
考

前期中間試∏およ”前期�期試∏を実�するq
í科b`修cer，30 �間`授業`受講と 60 �間`fi前・fie`Ú己学習が必gであるqfi前学習：シラバスe記i`毎k`授業計画elっo教科書「新編マイクロコンピ
ュー�技術入門」`対応するdf`予習を うことqfie学習：授業内Òをnまえo各Ú`ノートを完¡させるとともe教科書`演習問題e%’qむことq
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科　目

担当教員 津吉 彰 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 レポー�およ�試�で�水力�およ�水力発!"#す%理解()評+す%．

2 レポー�およ�試�で�熱力�およ�火力発!"#す%理解()評+す%．

3

4 レポー�およ�試�で�変!設1"#す%理解()評+す%．

5 レポー�およ�試�で#2す%!気回5"#す%理解()評+す%．

6 レポー�およ�試�で#2す%各設1"#す%理解()評+す%．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

神戸市立工業高等専門�校 2025年(シラバス

!力工�Ⅰ (Electric Power Engineering I)

!気工�科・3年・前期・必修・2単位【講義】 ( �修単位II )

授4�
概6�方針

水力�火力�原子力発!�fエネルギーk原理)�lm"より�力��熱力�などk物理k基本原理)応uでき%能力)養
yす%．また�送!配!k基本とな%!気回5k理�)���多Åk演É)Ñうこと"より�諸問â)理解�解äす%能力)
ã"つけさせ%．また発!�送!�変!�配!k各設1k概ë)�ばせ%．

【A4-E4】水力�k基礎理�およ�各種水力発!ïk構yと設1)理解
し�水力発!"#す%知ôと計算問âú解け%能力)ã"つけ%．

【A4-E4】熱力�k基礎理�およ�汽力発!�ガスタービ°発!�内燃力
発!ïk構yと設1)理解し�火力発!"#す%知ôと計算問âú解け
%能力)ã"つけ%．

【A4-E4】原子核物理k基礎理�およ�各種原子力発!ïk構yと設1
)理解し�原子力発!"#す%知ôと計算問âú解け%能力)ã"つけ
%．

レポー�およ�試�で�原子核物理およ�原子力発!"#す%理解()評+
す%．

【A4-E4】変!ïk役¶とそk構y機©と運u方¨)理解し≠説Øでき%
能力)ã"つけ%

【A4-E4】送!k原理)理解す%ため"必ëな!気回5k理�)É±す
%．

【A4-E4】送!�変!�配!k設1k概ë)理解す%．

y≤は�試�70%　レポー�30%　とし≠評+す%．試�は前期中間試�40%�前期定期試�60%kπみづけで評+す
%．前期定期試�で60点以æky≤)øめたもkは�それまでky≤"#わらƒ合∆とす%.

!�第3種スイスイわか%!力　第2版（著者：跡部　康秀�!気書院）

応u物理�!気機©I�II�III�!力工�II

履修:�
注意事項

!気回5I�物理（特"力�）k内◊kÉ±ú必ë．場合"より再試�)Ñう場合úあ%．
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授4計画（電力工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3

4 ガスコ°バイ°ドサイクル�タービ°発!機�火力発!k計算 ガスコ°バイ°ドサイクル�タービ°発!機�火力発!k計算"つい≠解説す%．

5

6 各種k原子‡と原子力発!k計算問âk解説

7 水力�火力�原子力k総合復É�再生可能エネルギー等k解説

8 中間試� 水力発!�火力発!�原子力発!�再生可能エネルギー�全Êk達y("つい≠試�で確Èす%．

9 変!ïk役¶�耐雷設計�防災対策�防塩対策�構y�変圧©�変圧©k並Ñ運転�調相設1"つい≠���演É問â)解く．

10

11 送!k基礎�送!設1k構造�送!¯kた%みk計算 直流送!と交流送!など!力伝送k基礎理��送!設1k構造�送!¯kた%みk計算)���演É問â)解く．

12 雷害�風雪害�誘導障害�コロ�放!障害�フェラ°	効果�中性点接地

13 配!系�k構y)���配!¯k!圧降下�各種k計算問â)解くととも"�!力ケーブル�地中!¯5k布設方�)�l．

14 送配!¯k計算"つい≠k演É

15 !気材料�!力工�全Êk復É 導!材料�絶縁材料など)�ばせ%．テス�k難易(k水�) すととも"!力工�全Êk復É)Ñう

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

発!総�．エネルギー変換�．"ú#k!気m業概説．水力発!k基
礎理��水力発!設1．

エネルギー変換とし≠k発!工�k位$づけ)説Øし�"ú#k!気m業k歴&およ�現()解説す%．水k位$エネルギー
から落差�流+k定義およ�理�出力)導く．落差k-り方"よ%各種水力発!方�)紹/し�ダム�導水5等k水力発!ïk
土木設1と門扉等そk付随設1)解説す%．

各種水7k構造と特徴．水7発!機．水力発!ïk諸設1�水7k比
速(．揚水発!．水力計算問â解説

水力発!で使uされ%水7k構造と特徴およ�付帯設1)説Øす%．水力発!ïで使uされ%発!機k特徴)説Øし�そk他
発!ï"設$され%設1)紹/す%．水力発!ïk水7k比速(�運転制御¨�揚水発!k方�)解説す%．

火力発!k基礎理�．熱力�．各種燃料k特徴�各熱効率向æ対策�
公害対策

熱力�とラ°キ°サイクル)説Øし�火力発!"おけ%エネルギー変換�エネルギーk流れ)解説す%．火力発!で使uされ%設
1�各熱効率向æ対策�公害対策)解説す%．

原子力発!k基礎理�．原子核物理．原子‡k構yë素�原子力発!
ïk構造

原子核分G"よ%質+欠Jと結合エネルギーk放出"つい≠�l．原子‡)構yす%ë素�原子力発!ïk構造�PWR�BWR
kOい)�原子力発!で利uされ%反応と燃料サイクル"つい≠解説す%.

各種k原子‡と燃料サイクル"つい≠解説す%.原子力発!k計算問â"つい≠解説す%．

水力�火力�原子力k総合復É�太陽光発!�風力発!�地熱発!�バイオマス発!�燃料!Wなどk発!方�"つい≠�ばせ%．

変!ï)�l1

変!ï)�l2 開閉装$�遮断©k仕^み�GIS�保護継!©�避雷©�力率改fk計算)���演É問â)解く．

雷害とそk防止�風雪害とそk防止�誘導障害�コロ�放!障害�フェラ°	効果"つい≠�l�また中性点接地"つい≠そk種
hとOい)���演É問â)解く

配!系��配!¯k!力供給方�と!力ケーブル�配!系��配!¯
k!力供給方�と地中¯5

!圧降下�!力J失等配!¯k計算�変圧©k負荷分nk計算�オームk¨o"よ%短絡!流k計算�パーセ°�イ°ピーダ°
ス)uいた短絡!流)���演É問â)解く．

K
考

前期中間試�およ�前期定期試�)実vす%．
本科wk修±"は�30 時間k授業k受講と 60 時間km前・mzk自己�Éú必ëであ%．前期定期試�で60点以æky≤)øめたもkは�それまでky≤"#わらƒ合∆
とす%．試�は前期中間試�40%�前期定期試�60%kπみづけで評+す%
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(30%), B1(10%), B2(10%), C4(30%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 テー���実験実施状�およ�報告 �提出状�#評%する．

2 テー���報告 �内*#評%する．

3 テー���実験実施状�+なら�.実験/�質疑応3#評%する．

4 安5.実験67われているか+実験/�=>?み#テー��.評%する．

5 テー���報告 �内*#評%する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 各実験テー�.Cする参考 （図 H.て借入可能）

関連科目 各実験テー�.CNする専門科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年_シラバス

電気工学実験実習 (Laboratory Work in Electrical Engineering)

[前期] 酒井 昌彦 准教授, [後期] 河合 孝太郎 准教授, [後期] 川合 聖 非常勤講師, 矢持 久嗣 非常勤講師, [前期] 田
村 駿 非常勤講師

電気工学科・3年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

電気工学.おける基礎的事£.Cする諸現¶ß実験的.確©することと+実験.おける基本的な技Æおよ�測定機≤�
=>≥い.習¥する．また+実験デー∏ß適∫.処ºして実験結øßまとめ+考¡ß¬えて報告 ß作≈する能∆ß«.つ
ける．適時設定される工場見学ß通して技Œ�現場ß見œし+工学およ�技Œ–�社会的役‘ß©’する．

【C4】÷�メンバーと協∆して実験ß7い+期限内.報告 ß提出するこ
と6#きる．

【B1】測定デー∏ß適∫.‹す図・‹ß くこと6#きる．

【B2】実験�目的・方Æß÷内#議‡し+5·�意思統Âß図ること6#
きる．

【D1】使用実験機≤Ë�=>≥い.注意し+安5.留意して実験.=>?
むこと6#きる．

【A4-E1】実験結øß適∫.処ºし+考¡ß¬えて報告 ß作≈すること
6#きる．

≈Ïは+レポート50%　準備実施状�50%　として評%する．レポート�提出期限は原Ùとして実験終了後1週¯とする．
期限.˘れたレポートは+50点満点換˝#1日ˇ>3.5点�‘合#減点する．未提出レポート6ある学�は総合評%�対
¶としない．100点満点#60点以
ß合�とする．

「電気実験 基礎計測編」：電気学会（電気学会.て購入可能）
「電気実験 電子編」：電気学会（電気学会.て購入可能）
プリント資料（テー�ごと.配布）

履修:�
注意事項

講義科目�なか#�.各実験テー�.CNする+基礎電気工学+電気回路I+電磁気学I+電気計測等�授業内*ßよくº
�しておくこと6必 #ある．テー�.よっては+実験�内*6講義科目�授業.先7する場合もある．
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授4計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2 個%�テー�.ついて+各担ˇ–6資料ß配布し+実験原º+方Æ等ß説(する．

3 レポート作≈指導 実験レポート.おけるグラ,� き方+デー∏�まとめ方+体.など.ついて指導する．

4 安5管º教1およ�施設見学

5 固体光電素子�実験 ,ォトダイオード+光導電素子+太陽電;.ついて+そ�照_+電圧+電?��@ß測定する．

6 静�@ß測定し+それらから定BßCめるととも.+そ�Dきßº�する．

7 接地抵H�測定 接地電極付K�電位分布およ�電極�MNOみPさ.よる接地抵H�変Rß測定し+接地.ついてº�する．

8 二電∆Æ.よる三相電∆�測定

9

10 各種‡º回路ß構≈して信Yß入∆し+そ�出∆ß確©すること.よって‡º回路�応用.Cするº�ßPめる．

11 オシロスコープß用いて整?回路�波形観測ß7い+オシロスコープ�基本的な=>≥い方Æß習`する．

12 リサージc図形.よる位相dと未知周波B�測定ß7い+オシロスコープ�基本的な=>≥い方Æß習`する．

13 トランジス∏�静�@

14 トランジス∏�基礎回路

15 レポート�返hと講評 前期.提出した実験レポートß返hし+内*�講評ß7う．

16

17 個%�テー�.ついて+各担ˇ–6資料ß配布し+実験原º+方Æ等ß説(する．

18 演˝増幅≤�基礎 演˝増幅≤.よる反転増幅≤+非反転増幅≤ßブレッドボード
.作rし検tする．

19 電圧増幅回路

20 共振回路�実験 直xおよ�並x共振回路�動作ßº�し+実験.よって確©する．

21 過渡現¶�測定

22

23 アセンブラ.よるプログラ�ß作≈し+命令・レジス∏�構Çおよ�機能.ついて学習する．

24 実験#使用するレゴ�インドストー�およ�そ�制Öソ,トウェア�使い方.ついて説(する．

25

26

27

28

29

30 レポート�返hと講評 後期.提出した実験レポートß返hし+内*�講評ß7う．

前期実験計画+実験テー��説((1) 前期�実験計画+÷編≈+レポート�提出方Æ+機≤=≥+作業時.おける安5ä#�注意点+など.ついて説(する．また個%
�テー�.ついて各担ˇ–6資料ß配布し+実験原ºã方Æ等.ついて説(する．

前期実験テー��説((2)

機≤=≥ã作業時.おける危険 素・安5管º.ついて指導する．また施設見学ãビデオ学習ß通じて工学技Œ�応用êã
現場#�仕事.ついて紹ìする．

MOSFET�静�@測定

交?.おける有効電∆�意úßº�するととも.+負荷装†�絶縁抵Hß測定すること.よって絶縁抵H.ついて�º�ßPめ
る．

TTL�基礎�@(1) AND+OR+NOT+そ�•�回路�動作ß確©し+それら�?み合わせ.よる‡º回路�基本的な構≈ßº�する．

TTL�基礎�@(2)

オシロスコープ�実験(1)

オシロスコープ�実験(2)

各種接地回路ß?ん#+それぞれ�入出∆�@ß測定する．それ.よって+増幅�@ã飽和�@など+トランジス∏�基本的なD
きßº�する．

静�@�デー∏.基づいて基礎的回路設計ß練習する．実≠.回路ß?むこと.よって設計Æ�妥ˇ@�検∞ß7い+負@�
@ãトランジス∏�定�.ついてもº�する．

後期実験計画+実験テー��説((1) 後期�実験計画+÷編≈+レポート�提出方Æ等+実験5±.ついて説(する．個%�テー�.ついて+各担ˇ–6試料ß配布し
+実験原º+方Æ等ß説(する．

後期実験テー��説((2)

トランジス∏増幅回路ß設計し+そ�周波B�@ß測定すること.よって電子回路.≥しみ+電圧増幅回路.Cする知’ßPめ
る．

R-C回路.おいて抵Hおよ�コンデンサ�Æß変えてそ�過渡応3ß測定し+過渡現¶およ�そ�時定B.対するº�ßPめる
．

PIC�イコン�実験(1) PIC�イコンß利用した回路ß作≈し+C言∑.よるプログラ�ß作≈する．基本的な入出∆処º・設定方Æã+DCモー∏�制Ö
など.ついて学習する．

PIC�イコン�実験(2)

ロボット制Öプログラミング��説（6週1テー�）

レゴ�インドストー��プログラ�作≈(1) ∫められたコース・課ºß達≈するプログラ�ß,ローチャート形¿#作≈する．課ºは複Bあ>+実≠.ロボット�動作ß披√し
て評%ß7う．

レゴ�インドストー��プログラ�作≈(2) ∫められたコース・課ºß達≈するプログラ�ß,ローチャート形¿#作≈する．作≈したプログラ�ßもと.ロボットß動作させて
プログラ��結øß検tする．

レゴ�インドストー��プログラ�作≈(3) ∫められたコース・課ºß達≈するプログラ�ß,ローチャート形¿#作≈する．作≈したプログラ�ßもと.ロボットß動作させて
プログラ��結øß検tする．

レゴ�インドストー��プログラ�作≈(4) ∫められたコース・課ºß達≈するプログラ�ß,ローチャート形¿#作≈する．作≈したプログラ�ßもと.ロボットß動作させて
プログラ��結øß検tする．

レゴ�インドストー��プログラ�作≈(5) ∫められたコース・課ºß達≈するプログラ�ß,ローチャート形¿#作≈する．作≈したプログラ�ßもと.ロボットß動作させて
プログラ��結øß検tする．

L
考

/¯試験およ�定期試験は実施しない．
前期はクラスß5÷.分けて+各÷それぞれ55テー�ß履修する．後期は6÷�.分け+うN3÷は1週1テー�#6テー�ß+∆>�3÷は6週#1テー�ß履修し+そ�後交«する．
詳…は各期1週目.説(する．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目 ロボット要素技術�ロボット応用実践

成長産業技術者教 プログラム（ロボット分野）履修*の,選択可

神戸市立工業高等専門学校 2025年>シラバス

ロボット入門 (Introduction to RoboticN)

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授, 尾山 匡浩 教授 【※成長産業技術者教 プ
ログラム(ロボット分野)開講科目】

電気工学科・3年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

現在社yz活|しているÅロボット」の概要Ñ特Üá理âするã同çに�産業用ロボットの制御方íの基îについて学習
する．

【A5-1】óえられõ課ùにûして�作†á設計・製作し�動作させるこãがz
きる． Å創造実験」の演習課ù作†およØ報告書（レポート)の内∑z評πする．

【A5-1】産業用ロボットの概要が説ªzきる． 報告書（レポート)の内∑z評πする．

【A5-1】ロボットシミュレーæの基本操作がzきる． ロボットシミュレーæの演習課ù作†およØ報告書（レポート)の内∑z 評π
する．

成¡は�演習課ù作†80%　レポート20%　ãして評πする．100点満点z60点以»á合 ãする．

『実践ロボットプログラミング第2版―LEGO MindNtormN EV3z目÷せロボコン!』�近代科学社�ISBN:9784764905597

履修:�
注意事項
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授4計画Aロボット入門）

テーマ 内容A目標・準Lなど）

1 ガイダンス 年間計画等á説ª�連Èする．

2 レゴマインドストームの取扱方íおよØ基本動作について学習する．

3 レゴマインドストームのセンサーの使用方íおよØその応用について学習する．

4 レゴマインドストームá用いて�óえられõ課ùにÛっõ作†á�設計・製作する．

5 レゴマインドストームá用いて�óえられõ課ùにÛっõ作†á�設計・製作する．

6 レゴマインドストームá用いて�óえられõ課ùにÛっõ作†á�設計・製作する．

7 レゴマインドストームá用いて�óえられõ課ùにûするトライアˆá˜う．

8 ロボットãは˘か�まõ�ロボットの現状等についての講演á˝き�その内∑について理âする．

9 産業用ロボットの概要�使用»の安全管理等についての講演á˝き�その内∑á理âする．

10 ロボットシミュレーæの使い方について学習する．

11 ロボットシミュレーæの使い方について学習する．

12 ロボットシミュレーæá用いて実習á˜う．

13 ロボットシミュレーæá用いて実習á˜う．

14 ロボットシミュレーæá用いて実習á˜う．

15 ロボットシミュレーæá用いて実習á˜う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験およØ定期試験は実�しない．

創造実習1

創造実習2

創造実習3

創造実習4

創造実習5

創造実習6

ロボットに�する講演1

ロボットに�する講演2

ロボットシミュレーæ1

ロボットシミュレーæ2

ロボットシミュレーæ3

ロボットシミュレーæ4

ロボットシミュレーæ5

ロボットシミュレーæ6

L
考
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科　目

担当教員 酒井 昌彦 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新 応用数学」： 佐藤 志保 他著（大日本図書出版社）

参考書

関連科目 電磁気学，電気回路，制御工学，数値解析

神戸市立工業高等専門学校 2025年Lシラバス

応用数学Ⅰ (Applied Mathematics I)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

応用数学Iでは，電磁気学，電気回路，制御工学などl専門科目m数学nopq理解することm念xoyいて，|o，ベクト
Ä解析およÉ複素関数áoついて講義するâ理解Lm高めるためo演çm重èした講義とし，前íl科目o関ìする課題
mできるだòôqöõúれて授業mûめるâ本講義は担当教ül企業oおòる研究開発経験m•まえて教授するâ

【A1】ベクトÄl四則演算，微分，積分，線積分，面積分ができるâ ベクトÄl四則演算，微分，積分，線積分，面積分は，|o前期中間試験とレポ
ートで評πするâ

【A1】ベクトÄ∫l発散，回ºl定義m理解し，そl演算ができるâガウスl
発散定理，ストークスl定理o関する応用問題m解qことができるâ

ベクトÄ∫l発散，回ºl演算ができ，ガウスl発散定理，ストークスl定理o
関する応用問題が解òることは，|o前期定期試験とレポートで評πするâ

【A1】複素数l四則演算，微分，積分ができるâテーラー展開，ローラ≈展開
ができるâ

複素数l四則演算，微分，積分l計算，テーラー展開，ローラ≈展開ができるこ
とは，|o後期中間試験とレポートoよõ評πするâ

【A1】コーシーl積分公 およÉグーÄÃl公 m用いた積分ができるâ コーシーおよÉグーÄÃl公 m用いた積分ができることは，|o後期定期
試験とレポートで評πするâ

【A1】留数l計算ができるâ留数oよる複素積分，実関数l定積分，Œラプ
ラス変—ができるâ

留数l計算，ならÉo留数oよる複素積分，実関数l定積分，Œラプラス変—
ができることは，|o後期定期試験とレポートoよõ評πするâ

成‘は，試験75%　レポート25%　として評πするâ試験l成‘は中間試験と定期試験l平◊で，レポートl成‘は課題
全Ÿで評πする. 合計100点満点で60点以‡m合·とするâ

「ドリÄと演çシリーズ 応用数学」：日本数学教育学会高専・大学部会教材研究グÄープTAMS編（電気書院）
「応用解析学ú門」：白井宏著（コロÔ社）
「現代 基礎電気数学」：卯本重郎（オー˜社）
「解析学概á」：矢野健太郎，石原繁（裳華房）

履修:�
注意事項

本科目は専門科目m理解するためl基礎科目であるâ本科目m理解するためoは，空間ベクトÄ，複素数，微分，積分l知
�が必�なため，3年までl数学I，II，ならÉo電気数学l内�m十分o理解していることが重�となるâ初回l授業からこ
れらl知�m活用していqため，春��中oしっかõと復çし，また一年m通して日常no関ìする科目l復ço�むことâ
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授4計画（応用数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 一般科数学理解L確認試験，ガイダ≈ス

2 空間ベクトÄ 空間ベクトÄl内積，外積など，ベクトÄl基本演算m復çし，そl演çm�うâ

3 ベクトÄ関数とそl導関数 ベクトÄ関数とそl導関数oついて講義し，そl演çm�うâ

4 曲線およÉ曲面 ベクトÄ関数oよって表現される曲線およÉ曲面oついて講義し，そl演çm�うâ

5 スカラー∫l勾配 スカラー∫l勾配ならÉo保存∫oついて講義し，そl演çm�うâ

6 ベクトÄ∫l発散と回º ベクトÄ∫l発散と回º，)あõ∫と)なし∫oついて講義し，そl演çm�うâ

7 ベクトÄ関数l線積分 ベクトÄ関数l線積分oついて講義し，そl演çm�うâ

8 前期中間試験

9 中間試験l解答，ベクトÄ関数l面積分 前期中間試験l解答m解+し，これまでlまとめm�うâまた，ベクトÄ関数l面積分oついて講義し，そl演çm�うâ

10 ガウスl発散定理 ガウスl発散定理oついて講義し，そl演çm�うâ

11 ストークスl定理 ストークスl定理oついて講義し，そl演çm�うâ

12 ガウスl法則，ア≈ペアl法則，ファラデーl法則oついて講義するâ

13 マックスウエÄ方程 o関する種8l演çm�うâ

14 複素数löõ9い 複素数l基本nな演算oついて講義し，そl演çm�うâ

15 複素数m変数とする指数関数，三角関数，双曲線関数oついて講義するâ

16 正則関数

17 複素三角関数，複素双曲線関数l性質，導関数，Œ関数oついて講義し，そl演çm�うâ

18 コーシーl積分定理 コーシーl積分定理oついて講義し，そl応用oついて種8l演çm�うâ

19 コーシーl積分公 とグーÄÃl定理oついて講義し，そl応用oついて種8l演çm�うâ

20 コーシーl積分公 とグーÄÃl定理l応用oついて種8l演çm�うâ

21 テーラー展開 テーラー展開oついて講義し，そl演çm�うâ

22 ローラ≈展開 ローラ≈展開oついて講義し，そl演çm�うâ

23 後期中間試験

24 中間試験l解答とまとめ，特異点と分岐 後期中間試験l解答m解+し，これまでlまとめm�うâまた，特異点，分岐，Doついて講義し，そl演çm�うâ

25 留数定理，留数 留数定理oついて講義し，留数応用oついて種8l演çm�うâ

26 留数定理oよる複素積分 留数定理m用いた複素積分oついて講義し，そl応用oついて種8l演çm�うâ

27 留数定理m用いたŒラプラス変—oついて講義し，Œラプラス変—o関する演çm�うâ

28 電気回路E制御理áでöõ9われる種8l関数lŒラプラス変—oついて演çm�うâ

29 複素積分l実積分へl応用oついて講義し，そl演çm�うâ

30 複素積分l実積分へl応用oついて種8l演çm�うâ

一般科数学o関する理解L確認試験l後，1年間l授業計Hl+明，授業o関する諸注Lm�うâ

1）から7）l内�oついて試験m�うâ

マックスウエÄl電磁方程 （1）

マックスウエÄl電磁方程 （2）

初等関数（1）

正則関数oついて講義し， そl演çm�う.

初等関数（2）

コーシーl積分公 とグーÄÃl定理（1）

コーシーl積分公 とグーÄÃl定理（2）

16）から22）l内�oついて試験m�うâ

留数定理oよるŒラプラス変—（1）

留数定理oよるŒラプラス変—（2）

複素積分l実積分へl応用（1）

複素積分l実積分へl応用（2）

K
考

前期，後期ともo中間試験およÉ定期試験m実Nするâ
本科目l修Ooは，60 時間l授業l受講と 30 時間l事前・事後l自己学çが必�であるâ
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科　目

担当教員 中村 佳敬 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 数学，電気数学，電気回路，制御工学，数値解析，電気磁気学

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

応用数学Ⅱ (Applied Mathematics II)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

応用数学IIK電磁気学，電気回路，制御工学などN学OするためT基Vとなる数学であることN念\]^い`授業Naう．
理解Neめるため，演ON重hした内kとする．

【A1】単lな波nTラプラス変qr計tできる，ラプラス変qT基本的性
yN説{できる．

単lな波nTラプラス変qr計tできる，ラプラス変qT基本的性yN説{
できることN基V力試験・前期中間試験・レポート・後期中間試験・áテストや
課ãで評çする．

【A1】簡単なたたみこみ計trできる． 簡単なたたみこみ計trできることN前期中間試験・レポート・後期中間試験
・áテストや課ãで評çする．

【A1】ラプラス変qNêっ`簡単な常微分方程ór解け，ラプラス変qN
êっ`簡単なôT伝達関数T説{rできる．

ラプラス変qNêっ`簡単な常微分方程ór解け，ラプラス変qNêっ`簡
単なôT伝達関数T説{rできることN前期中間試験・レポート・後期中間
試験・áテストや課ãで評çする．

【A1】単lな波nNフーリü級数]することrでき，フーリü級数T基本的
性yr説{できる．

単lな波nNフーリü級数]展¢でき，フーリü級数T基本的性yr説{で
きることN，基V力試験・前期定期試験・レポート・後期定期試験・áテストや
課ãで評çする．

【A1】単lな波nTフーリü変qrできる．フーリü変qT基本的性yN
説{できる．

単lな波nTフーリü変qrできる．フーリü変qT基本的性yN説{でき
ることN，前期定期試験・レポート・後期定期試験・áテストや課ãで評çする
．

【A1】フーリü級数展¢N活用し`偏微分方程óT解N¶めることrでき
る．

フーリü級数展¢N活用し`偏微分方程óN解くことrできることN後期定
期試験・áテストや課ãで評çする．

成©K，試験60%　レポート12%　áテスト16%　基V力試験2%　後期課ã10%　とし`評çする．áテスト・後期課
ãK後期]実¨する．試験K前期中間33%・前期定期33%・後期中間17%・後期定期17%T比∞で計tする．100点満
点で60点以¥N合∂とする．

「新 応用数学 改訂版」：高遠節夫 他著（大日本図書出版社）
「ドリÃと演OシリーÕ応用数学」：（電気書院）

「解析学要論(I)，(II)」：山本稔（裳華房）
「応用解析学入門」：白井宏（コロ‹社）
「やさしいフーリü変q」：松尾博（森北出版）

履修:�
注意事項

本科„K専門科„T基V科„である．本科„T受講]KÂ]，三角関数，微分，積分そし`微分方程óT知Îr必要と
なる．よっ`3年まで]学Oする数学，電気数学N十分]理解し`いることr¶められる．社会状Ûなど]より，授業計ıや
総合評çなど変˜する可能性rある．
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授4計画（応用数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンスと基V力試験．

2 ラプラス変qT定義・例

3 基本的性y

4 たたみこみ たたみこみとKˇ�学ぶ，たたみこみT定義とそTラプラス変qN学ぶ．

5 �ラプラス変q

6 常微分方程ó解�へT応用

7 デÃ�関数とôT伝達関数 デÃ�関数]つい`学ぶ．インパÃス応
と伝達関数N学ぶ．

8 前期中間試験

9 中間試験解説・フーリü級数T定義 中間試験解説Nする．フーリü級数とKどTようなもT�学ぶ，フーリü級数T定義N学ぶ．

10 フーリü級数展¢T例

11 フーリü級数T性y

12 フーリü級数T性y

13 複
フーリü級数 複
フーリü級数T定義N学ぶ．簡単な例N複
フーリü級数]展¢する．

14 フーリü変q，フーリü変qT例 フーリü変q定義N学び，�フーリü変qr成立することN紹�する．

15 フーリü変qT性y いくつ�T簡単な例でフーリü変qNaう．フーリü変qT性y（移動則，微分則）]つい`学ぶ．

16 ラプラス変q，�ラプラス変qT演O・課ãNaう

17

18

19 �ラプラス変qT¶め方]関する演O・課ãNaう

20 ラプラス変qN用いた微分方程ó]関する演O・課ãNaう

21 電気電子工学分�]おける諸問ã]�し`ラプラス変qN用い`�り�む

22 電気電子工学分�]おける諸問ã]�し`ラプラス変qN用い`�り�む

23 後期中間試験 後期中間試験Naう．

24 中間試験解説Naう．フーリü級数]関する演O・課ãNaう

25 フーリü余弦級数，正弦級数，複
フーリü級数]関する演O・課ãNaう

26 手本とし`典型的な偏微分方程óN例]解説Naう．

27 偏微分方程ó]関する演O・課ãNaう．

28 フーリü変q・�変q]関する演O・課ãNaう．

29 フーリü余弦変q，正弦変q]関する演O・課ãNaう．

30 フーリü変qT工学的応用事例]つい`解説する．

1年間T授業計ıT説{，授業]�する諸注意．基V力試験N実¨する．

変qとKどTようなもT�，&]ラプラス変qとKどTようなもT�などT定義N学ぶ．そT後，いくつ�T例N実際aう．学(K，
部分積分T計t，極+]おける計trできる必要rある（こT時点でK複
微分，複
積分Nま-学んでいない）こと]注意．

ラプラス変q]関する線n性，原関数T原点移動Tラプラス変q]関する性yN学ぶ．像関数T原点移動T性yN学ぶ．原関
数T微分積分Tラプラス変q]関する性yN学ぶ．例とし`簡単なR，CT電気回路T微分方程óTラプラス変qNaう．

ラプラス像関数�ら原関数N¶める（変q4T像関数]あるような部分分数]し`原関数N¶める）方�N学ぶ．たたみこみNそ
T定義T積分�ら¶める方�とラプラス変q，�変qで¶める方�N学ぶ．

たたみこみ計tとたたみこみTラプラス変q]関し`演Oする．常微分方程óNラプラス変qすると未知関数T像関数K代数
で¶まることN学ぶ．未知関数K，そT結8N�ラプラス変qすることより¶まることN学ぶ．

1回�ら7回„までT内k]つい`試験Naう．

簡単な例でフーリü係数N¶め，それでフーリü合成N近;し`黒=]グラフ4?し`@せる．また，原関数r不連続関数であっ
た場合]つい`，そTフーリü級数]つい`説{する．

レポート課ã解説する．原関数r偶関数T場合，奇関数T場合Tフーリü級数，原関数T導関数Tフーリü級数N学ぶ．例N用
い`そTフーリü級数N¶める

一般的な周期関数Tフーリü係数N学ぶ．フーリü級数T収M]つい`紹�する．あるNT級数r原関数とフーリü級数T関係
�ら¶まることN学ぶ．パーセバÃT定理N学ぶ．線スペクトÃN学ぶ．

ラプラス演O1

ラプラス演O2 ラプラス変qT基本�則1T演O・課ãNaう

ラプラス演O3 ラプラス変qT基本�則2T演O・課ãNaう

ラプラス演O4

ラプラス演O5

ラプラス演O6

ラプラス演O7

フーリü演O1・試験解説

フーリü演O2

フーリü演O3

フーリü演O4

フーリü演O5

フーリü演O6

フーリü演O7

K
考

前期，後期とも]中間試験および定期試験N実¨する．
本科„T修R]K，60 時間T授業T受講と 30 時間T事前・事後T自己学Or必要である．事前学O：シラバス記VT授業範X]つい`教科書・資ZN熟\すること．事後学
O：学O内k]関する教科書・資ZN復Oし理解N確_すること．指?した課ã]�り�むこと．後期K適宜áテストN実¨する．状Û]より授業計ıや評ç内cN変˜することr
あるr，そT際K周知する．
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科　目

担当教員 李 庚鎬 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「初等力学」：甲木伸一 著（裳華房）

参考書

関連科目

微分，積分，微分方程)とそ,解，およ0ベクト4解5,知78必:となる,=復?しておくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Qシラバス

応用物理 (Applied Physics)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

自然科学,基tとなっている力学w学?する．ニュート|,運動方程)かÄ出Çして種Ñ,物Ö,運動8Üまることw理
解する．運動と座標，質ã,運動，保存則，質ãè,運動，剛Ö,運動w数学,知7w活用してìえる力wïにつける．また
，例õw解きな8Ä理解wùめる．üく,課õw°える,=，レポートにして提出する．

【A2】速Q・加速Qおよ0ニュート|,運動,法則w理解し，慣性èにおけ
る基本´な質ã,運動w運動方程)wたててÜめること8=きる．

速Q・加速Q・位置・軌Æ,),計算，およ0重力・復元力・束縛力等8µくと
き,慣性èにおける質ã,運動w運動方程)wたててÜめÄれるかw，本校
8∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポート=理解Qw評¡する．

【A2】質ãに種Ñ,力8µくとき，慣性èと非慣性èにおける質ã,運動
w運動方程)wたててÜめること8=きる．

慣性èにおける質ã,運動に加え，慣性èに¬して等速Q・加速Q・回転運
動等する座標èにおける質ã,運動w運動方程)wたててÜめÄれるかw，
本校8∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポート=理解Qw評¡する．

【A2】物理学における基本´な保存則w理解し，これÄw用いて質ãおよ
0質ãè,運動wÜめること8=きる．

仕∆とポテ|シャ4エネ4ギー,計算，質ãè,重Ã,計算，およ0保存則w
用いた運動,Üめ方w，本校8∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ªレポート=
理解Qw評¡する．

【A2】剛Ö,運動方程)w理解し，基本´な剛Ö,運動wÜめること8=
きる．

剛Ö,つÕŒい条–,Üめ方，慣性モーメ|ト,計算，剛Ö,固∑‘,まわÕ
,回転運動と平面運動,Üめ方w，本校8∑めた期πに∫ª試Ωと適時∫ª
レポート=理解Qw評¡する．

成Ÿは，試Ω85%　レポート15%　として評¡する．なお，試Ω成Ÿは，中π試Ωと∑期試Ω,平均ãとする．100ã満ã
=60ã以·wŒ‚とする．

「力学」：小出昭一郎 著（裳華房）
「物理学演?·」：後藤憲一，山本邦夫，神吉健 共著（共立出版）
「力学」：原島　鮮 著（裳華房）
「ビジュア4アプローチ　力学」：為近和彦 著（森北出版）
「力学,ìえ方」：砂川重信 著（岩波書店）

物理(本科1，2，3年)，数学(本科1，2，3年)

履修:�
注意事項

- E–167 -



授4計画（応用物理）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダ|ス，座標èと力・速Q・加速Q

2 軌Æと加速Q,接線成分・法線成分 加速Qw軌Æ,接線成分と法線成分に分けて�す接線加速Qと法線加速Q,意�w理解する．

3

4 重力と速Qに比例する抵抗力8µくとき,質ã,運動

5 束縛運動

6 単振動

7 演? これま=,内�,復?と演?によÕ理解wùめる．

8 中π試Ω 中π試Ωま=,授業内�に�する試Ωw∫ª．出õ方�は試Ω�に通知する．

9 中π試Ω解答，抵抗力・強制力8µくとき,運動方程)

10 ばねに ばれた質ã,運動

11 万有引力

12 ガリレイ,相¬性原理 慣性èに¬して等速直線運動する座標èは慣性è=あることw理解する．ガリレイ変)による運動方程)とそ,解wÜめる．

13 慣性èに¬して加速Q運動する座標è=,質ã,運動

14 慣性èに¬して回転する座標è=,質ã,運動

15 演? これま=,内�,復?と演?によÕ理解wùめる．

16 運動*と力積,�+およ0運動*保存則w理解する．また，力,モーメ|トと角運動*,意�w理解する．

17

18 ポテ|シャ4エネ4ギーと力学´エネ4ギー保存則

19 質ãè,重Ã üく,質ãかÄなる質ãèにおける重Ã（質*中Ã）,意�w理解する．具Ö例に¬して重ÃwÜめる．

20 質ãè,運動方程)と保存則

21 衝突

22 演? これま=,内�,復?と演?によÕ理解wùめる．

23 中π試Ω 中π試Ωま=,授業内�に�する試Ωw∫ª．出õ方�は試Ω�に通知する．

24 中π試Ω解答，剛Ö,運動方程)

25 剛Ö,つÕŒい 剛Ö,つÕŒい条–w理解し，具Ö例に¬してつÕŒい条–wÜめる．

26 固∑‘,まわÕ,剛Ö,運動

27 慣性モーメ|ト 回転運動に¬する慣性w�す慣性モーメ|トw理解する．基本となる形1,慣性モーメ|トw計算する．

28 剛Ö,回転運動

29 剛Ö,平面運動

30 演? これま=,内�,復?と演?によÕ理解wùめる．

授業,2め方，到達目標と評¡方法などw説8する．物Ö,位置w�す座標è，力,成分，物Ö,位置,時π´変9w�す速
Qと加速Qw理解する．

ニュート|,運動,3法則，重力だけ8µくとき,質ã,運動 ニュート|,運動,3法則w確<する．力として重力だけ8µくとき,質ã,運動について，座標èw=め，運動方程)wたて，初
期条–,もとに運動方程)w解くと質ã,運動8Üまることw理解する．

重力に加え速Qに比例する抵抗力8µくとき,質ã,運動について，運動方程),立て方とそ,解き方w理解する．また，終速
Qw理解する．

物Ö,運動8特∑,線または面·に限∑される束縛運動について，そ,ときにµく束縛力（垂直抗力，摩擦力等）w理解する．そ
して，束縛力8µくとき,運動wÜめる．

単振動,意�w理解する．距Gに比例する復元力8µくとき,質ã,運動，Hに ばれた質ã,微小振動（単振Õ子）8単振動
になることw運動方程)とそ,解よÕ理解する．

中π試Ω, Jw確<する．また，復元力に加え，速さに比例する抵抗力およ0強制力8µくとき,運動方程),立て方w理解
する．

種Ñ,形K,ばねに ばれた質ã,運動wìえる．質ãにµく力，運動方程),立て方，平衡位置,Üめ方，振動,周期等w理
解する．

ニュート|,万有引力,法則w確<する．重力は万有引力=あることw理解する．惑O,運動，静止衛O，振Õ子時計,周期等w
ìえる．

慣性èに¬して加速Q運動している座標è=は，実T,力とともに加速Qによるみかけ,力wìえると，慣性èとVじよªに運動
方程)8立てÄれることw理解する．慣性èと加速Qè=運動方程)w立て，そ,解w比Xする．

慣性èに¬して一∑,角速Q=回転する座標è=は，コリオリ,力と遠Ã力wìえれば，慣性èとVじよªに運動方程)8成Õ
立つことw理解する．

運動*保存則，角運動*保存則(1)

角運動*保存則(2)，仕∆と運動エネ4ギー 力,モーメ|トと角運動*,�+およ0角運動*保存則w理解する．また，仕∆と運動エネ4ギー,�+，仕∆,計算方法w理
解し，具Ö例に¬して仕∆w計算する．

仕∆8経]によÄ^座標だけ==まる保存力w理解し，保存力に¬するポテ|シャ4エネ4ギー（位置エネ4ギー）wÜめる．運
動エネ4ギーとポテ|シャ4エネ4ギー,和=ある力学´エネ4ギーについて，そ,保存則w理解する．

質ãèに外力と内力8µくとき,運動方程)w理解する．質ãè,重Ãは全質*8重Ãに集中し，外力もすべて重Ãにµいて
いるとき,1つ,質ãとVじ運動wすることw理解する．また，質ãè,保存則w理解する．

質ã,衝突,問õwìえる．弾性衝突と非弾性衝突，eねfÕ+数（反Ç+数），およ0これÄと運動エネ4ギー,�+w理解す
る．

中π試Ω, Jw確<する．剛Ö,運動w重Ã運動とそ,まわÕ,回転運動にわけてìえるとき,運動方程),ìえ方w理解
する．

固∑‘,まわÕに回転する剛Ö,運動方程)w回転角w用いて�す．質ã,並2運動と剛Ö,回転運動における運動方程)
wij物理*,¬比�+w理解する．

慣性モーメ|トに�する∑理w理解し，それw用いて慣性モーメ|トwÜめる．そして，具Ö´な剛Ö,回転運動に¬して運動方
程)w立て，それw解くことによÕ剛Ö,回転運動wÜめる．

剛Ö8平面内=並2運動と回転運動する平面運動に¬して，運動方程)w立て，それw解くことによÕ剛Ö,平面運動wÜめる
．

K
考

�期，後期ともに中π試Ωおよ0∑期試Ωw実kする．
本科目,修lには，60 時π,授業,受講と 30 時π,∆�・∆後,自己学?8必:=ある．
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科　目

担当教員 酒井 昌彦 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

電気磁気学Ⅱ (Electromagnetics II)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

電気磁気学のうちL磁性体L電磁界分QR担当しL講義およV演XRYう．この分QではL電^によ`ab静電界L電^によ
っefられ`磁界発jの現象mアンペアの法則Lビオサバーwの法則）L電磁誘導現象R理|させ`こb�メインbな`．理
|RÉめ`ためにレポーàfâによ`記述・考çの強èR目êす．本講義は担当教ìの企業におけ`研究開発経験Rôま
えe教授す`．

【A2】電^のab静電界の類似性から接地抵¢の£め§R理|でき`．
損ßのあ`媒™に´しeL誘電¨b導電¨さらに静電容ÆR£め`こbにより
接地抵¢�導出§法の理|程)についeL課µレポーàおよV前期中間試
験によっe評ºす`．

【A2】磁束密)b磁èの´係L透磁¨b磁è¨の´係R理|でき`．磁気
におけ`ガウスの法則�理|でき`．

磁束密)b磁èの´係L透磁¨b磁è¨の´係に´す`理|程)についeL
課µレポーàおよV前期中間試験によっe評ºす`．

【A2】ビオ・サバーwの法則�理|でき`．有限≈の電線電^Lwー«状
電^によっefられ`磁束密)�理|でき`．

ビオ・サバーwの法則の理|程)L有限≈の電線電^Lwー«状電^によっ
efられ`磁束密)の理|程)についeL課µレポーàおよV前期定期試験
によっe評ºす`．

【A2】アンペアの法則�理|でき`．無限≈の電線電^によっefられ`
磁束密)の計算L円Œソレノイ—の磁束密)�理|でき`．

アンペアの法則の理|程)L無限≈の電線電^によっefられ`磁束密)の
計算L円Œソレノイ—の磁束密)の理|程)についeL課µレポーàおよV前
期定期試験によっe評ºす`．

【A2】ベクàwポテンシャwによ`磁束密)の£め§についe理|でき`． ベクàwポテンシャwに´す`演X問µR|きL課µレポーàおよV前期定期
試験によっe評ºす`．

【A2】磁気回ÿへの変換理‹�理|でき`．またヒステリシス特性Rもった
磁性体の磁束密)b磁界の´係�理|でき`．磁界中の電^にf·す`
‚�理|でき`．

磁気回ÿへの変換の理|程)Lヒステリシス特性に´す`理|程)についe
L課µレポーàおよV後期中間試験によっe評ºす`．

【A2】電磁誘導の法則R理|でき`．運Âす`導体に発jす`起電‚につ
いe理|でき`．

電磁誘導の法則の理|程)L磁束の時間変èにËう誘導起電‚の導出§法
についeL課µレポーàおよV後期中間試験によっe評ºす`．

【A2】自ÍインダクタンスL相Óインダクタンスの£め§�理|でき`． 代表Òな形状に´す`インダクタンス計算の演X問µR|きLそれに´す`
課µレポーàおよV後期定期試験によっe評ºす`．

【A2】変位電^R理|でき`．アンペア・マクスウェwの法則�理|でき`． 変位電^の概˜の理|程)Lアンペア・マクスウェwの法則に´す`理|程
)についeL課µレポーàおよV後期定期試験によっe評ºす`．

【A2】マクスウェw§程¯およV波Â§程¯b電磁波の概˜についe理
|でき`．

マクスウェwの§程¯Lマクスウェw§程¯からの波Â§程¯への導出§法L
波Â§程¯から˙られ`電磁波の概˜の理|程)についeL課µレポーàお
よV後期定期試験によっe評ºす`．

â˚はL試験70%˝レポーà30%˝bしe評ºす`．総合評º100点満点で60点以�R合�bす`．第三種電気主任技
術者試験の理‹科目に合�しeい`者はL前期中間・前期定期・後期中間試験のいずれか1回の試験に�しeL試験â
˚�60点以�80点未満だったa合にその試験点�R80点に�き換え`こb�でき`．

「電磁気学」：宇Q享L白井宏共著mコロ!社）
「1#ま`っb電験3種4科目」：伊佐他m電気書院）

「電磁気学」：多田泰芳L柴田尚志共著mコロ!社）
「電磁気学」：卯本重郎著m昭晃堂）
「電磁気学」：石井良博著mコロ!社）
「電気磁気学」：安達三郎L大貫繁雄共著m森北出版）

電気磁気学ILIIIL電気回ÿILIIL電気計測L応·�学I

履修:�
注意事項

本科目は電気磁気学IのDき・発Ebした電気磁気学に´す`科目であ`．ベクàw´�・微積分なH·いeL電磁気学現
象Rより正Jかつ抽象ÒにLりMうためL´Nす`�学科目の復XにPむこb．また物理現象bしeの理|RÉめ`ためL
電気計測・電気機TなHの産業応·技術b´Nづけe学Xす`こb�Wましい．
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授4計画（電気磁気学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 �学Ò準備 電磁気学R学Z�で最低限必]なベクàw・スカラの概˜Lベクàw演算L座標変換についe復Xす`．

2 定常電^b保存則 定常電^によっe発jす`磁界の計算§法およV定常電^�存dす`空間でのエネwギー保存則についe説jす`．

3 オーkの法則・ジューwの法則

4 真空中の静磁界・アンペアの‚ 電^によ`磁気f·についe説jしLアンペアの‚の計算§法bその応·obな`電Â機のÂfについe説jす`．

5 ローレンp‚b磁束密) 磁界中R運Âす`点電qにrsローレンp‚bその計算§法についe説jす`．

6 ローレンp‚bその応·

7 ビオ・サバーwの法則 ビオ・サバーwの法則についe説jす`．

8 中間試験

9 前期中間試験|説・応·演X 前期中間試験の|説RYう．またより発EÒな応·演XR紹uしL理|RÉめ`．

10 ビオ・サバーwの法則によ`磁束密)の導出 有限≈直線電^・wー«状電^によっe発jす`磁束密)の算出§法についe演X問µR中wに|説RYう．

11 ベクàwポテンシャwの定義b不定性 ベクàwポテンシャwの定義の|説Lベクàwポテンシャwによ`磁束密)の導出§法についe説jす`．

12 ベクàwポテンシャwによ`磁束密)の導出 ベクàwポテンシャwR·いた磁束密)の計算演XRYいLさらに磁気双極{モーメンàR導出す`．

13 アンペアの法則 アンペアの法則についe説jしL定常電^に�す`アンペアの‚R定ÆÒに導出す`．

14 アンペアの法則によ`静磁界の計算 無限≈直線電^・同~ケーブwによっe発jす`磁束密)の算出§法についe演X問µR中wに|説RYう．

15 演X課µによ`復X

16 磁気回ÿ 電気回ÿからの類Åによっe構âされ`磁気回ÿの概˜b構âについe演X問µR中wに|説RYう．

17 磁性体の特性

18 磁è・磁èベクàw 磁性材Ñにおけ`磁è・磁èベクàwの概˜LそれR応·した物理現象なHR紹uしL磁界に�す`理|RÉめ`．

19 電磁誘導の法則 ファラデーの電磁誘導の法則b誘導電^L磁界中R運Âす`導体に発jす`電磁‚の計算§法についe説jす`．

20 電磁誘導の法則R応·した現象 電磁誘導R応·した産業機TLうず電^L表皮効äについe説jす`．

21 インダクタンスの定義 インダクタンスの定義についe説jす`．

22 後期中間試験

23 後期中間試験|説・応·演X 後期中間試験の|説RYう．またより発EÒな応·演XR紹uしL理|RÉめ`．

24 インダクタンスの計算§法b応·o 自Í・相Óインダクタンスの計算§法L変圧Tの計算§法についe説jす`．

25 代表Òなインダクタンスの導出 ソレノイ—コイw・並Y導線なHにおけ`自Íインダクタンスの算出§法についe演X問µR中wに|説RYう．

26 変位電^bマクスウウェw§程¯ 変異電^の概˜bそれによっe拡èされたアンペアの法則R紹uしLそこからマクスウェw§程¯R導出す`．

27 磁気エネwギーb境界条件 電磁界中に蓄積され`エネwギーb境界îにおけ`電磁界の拘束条件についe説jす`．

28 波Â§程¯b電磁波 マクスウェw§程¯から波Â§程¯の導出RYいL電磁波の存dbその特性についe導出す`．

29 ポインティングベクàwbエネwギー保存則 ポインティングベクàwの概˜説jおよV波Â§程¯からの導出RYいL電磁界のエネwギーaにおけ`保存則R説jす`．

30 演X課µによ`復X

オーkの法則およVジューwの法則についeベクàwaR利·しe一般èされた記述R·いe理|RÉめ`．また接地抵¢の理
‹Ò計算§法についe説jす`．

点電qにおけ`一様磁界中のサイクロàロン運ÂL一様静電界中の放物運ÂR導出しL電磁偏向üブラウン†なHの産業·°に
ついe紹uす`．

1週目から7週目の内容についe中間試験R実§す`．

10週目から14週目の内容についe演X課µによ`復XRYう．また前期中間試験の範¶もßめた演XにもLり®みL理|RÉ
め`．

磁性体の分類b磁性体�有す`BH特性・ヒステリシス特性L透磁¨なHの諸特性についe説jす`．

16回目から22回目の内容についe演X課µによ`復XRYう．

24回目から29回目の内容についe演X課µによ`復XRYう．また後期中間試験の範¶もßめた演XにもLり®みL理|RÉ
め`．

K
考

前期L後期bもに中間試験およV定期試験R実§す`．
本科目の修˙にはL60 時間の授業の受講b 30 時間の事前・事後の自Í学X�必]であ`．
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科　目

担当教員 河合 孝太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 電気材料，応用物理，電子工学

神戸市立工業高等専門学校 2025年*シラバス

半導体工学 (Semiconductor Engineering)

電気工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

これまP学QしS半導体デバイスV基礎知Zに，定量^_アプローde量子論^_ghijkhることP，よopq知Zj
学ぶ．まS，様u_半導体デバイスV動作原理jエネルギーバン~�_どj用q_がÇÉÑ学び，劣áe降â_どV関ãす
る現éè学ぶ．さÇに，半導体デバイス作ëに用qÇれる装ìeデバイスプロセスV基礎につqてè学ぶ．

【A2】エネルギーバン~構òjôÑことがPき，半導体õVキャリア密*j
計°によo°¢Pきる．

エネルギーバン~構òjôÑことがPき，半導体õVキャリア密*j計°によo
°¢Pきることj中間試験ßびレポー™P評¨する．

【A2】pn接合ダイオー~VI-V特¥jキャリア密*かÇ定量^に導¢Pき
る．

pn接合ダイオー~VI-V特¥jキャリア密*かÇ定量^に導¢Pきることj中
間試験ßびレポー™P評¨する．

【A2】pn接合における降â現éjエネルギーバン~�j用qて説πPきる
．

pn接合における降â現éjエネルギーバン~�j用qて説πPきることj中
間試験ßびレポー™P評¨する．

【A2】金ªと半導体V接ºeヘテロ接合_どV異種材料V接º構òにつ
qて，バン~�j基にしS電子運動V観√かÇ説πPきる．

金ªと半導体V接ºeヘテロ接合_どV異種材料V接º構òにつqて，バン
~�j基にしS電子運動V観√かÇ説πPきることj定期試験ßびレポー™
P評¨する．

【A2】MOS構òV動作jエネルギーバン~�jèとに説πPきる． MOS構òV動作jエネルギーバン~�jèとに説πPきることj定期試験ß
びレポー™P評¨する．

【A2】半導体材料と∆V相互作用に関する定量^…qとエネルギーバン
~�j用qS定¥^_説πがPきる．

半導体材料と∆V相互作用に関する定量^…qとエネルギーバン~�j用
qS定¥^_説πがPきることj定期試験ßびレポー™P評¨する．

成Àは，試験85%　レポー™15%　として評¨する．試験85%Œは，中間試験と定期試験V相k平–jとる．試験成À85
√とレポー™成À15√j合わせて100√満√P60√以÷j合◊とする．総合評¨V小数√以€は‹o›てる．

半導体工学 第3版-半導体物¥V基礎-　高橋清，山田陽一著

半導体デバイス　S.M.ジィー

履修:�
注意事項

授業に関ÎV_q私Ìj一‹Óじる．本科3年ÒV電子工学P修ÚしS半導体デバイスV基本^動作原理に，定量^_
アプローde量子論^_ghiV導入，界面準位_どV欠¯e降â_どV劣ájkhて，エネルギーバン~j用qてよo
pq知ZjQÚする．しSがって，電子工学Võ˙jしっかoと復Qしておqてほしq．
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授4計画（半導体工学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3

4

5

6

7 前半V総復Q 前半Võ˙V総復Qj˝う．

8 中間試験 前半部ŒP授業j�けSõ˙が理�Pきてqるかj評¨する．

9 中間試験V��と�説 試験問�V��と�説，採√基準V説π，試験範�V復Qj˝う．

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Si基板中PVキャリアV
る�q/真¥電導現éおよび単結晶成長法
Si基板中j�れるキャリアが�こす，~リフ™電�，フォノン散乱，有効質量_どにつqて�説し，これÇj基に半導体õにおける~リ
フ™電�V全電�密*j導¢する/真¥電導現éにつqてエネルギーバン~�j用qて�説する．まS単結晶SiV作ëi法とし
て，dョクラルスキー法につqて�説する．

半導体Vキャリア密*/pn接合V作ëi法 フェルミ・ディラックŒ布関数と状態密*関数かÇボルツマン近)j用qて半導体Vキャリア密*j導¢する．まS，真¥半導体
におqて，フェルミ準位がÓ制+V中,に存.することにつqて導¢する/pn接合V作ëi法につqて�説する．

質量作用V法則ßび不純物半導体Vバン~構òとフェルミ準位V温
*依存¥/バイポーラ™ランジス4V作ë

質量作用V法則（pn積7につqて�説する．まS，不純物半導体におけるフェルミエネルギーが温*に依存することにつqて�説
する/バイポーラ™ランジス4V作ëi法j詳9に�説する．

pn接合VI-V特¥/様u_FET pn接合ダイオー~VI-V特¥j定量^にキャリア密*j用qて導¢する/接合型電界効=™ランジス4eMESFETにつqて�
説する．

pn接合V降â機構/半導体メモリ _だれ降âとZener降âにつqて説πし，それぞれにおける降â電EV温*依存¥VFqにつqて，メカニズJèKめて�説す
る/DRAMeフラッシュメモリV原理につqて�説する．

™ンネルダイオー~とI-V特¥/MOSFETV作ëi法と¥能向÷ まず，™ンネル効=と™ンネルダイオー~VI-V特¥につqて説πし，そVメカニズJjエネルギーバン~�j用qて�説する/
MOSFETV作ëプロセスと相互コンダク4ンス特¥V向÷につqて�説する．

金ª－半導体接ºI/各種材料Vエネルギーバン~に関する復Q 電子親和Xと仕事関数につqて説πしS後，ショッ™キー接ºとショッ™キーバリアダイオー~につqて�説する/異種材料接º
界面V物¥jバン~�j用qて理�するにあSって，必]_事^j復Qする．

金ª－半導体接ºII/á合物半導体デバイス オーミック接ºにつqて�説する．まS，ショッ™キー接ºV界面におqて，オーミック接ºj実現するi法につqて�説する/á合
物半導体V概]とそれÇj採用しS半導体デバイスにつqて�説する．

MOS構ò/MOS構òVC-V特¥ 理想MOS構òにおける蓄積，空乏，反gVそれぞれV状態につqて�説する/MOS構òにおけるC-V特¥V測定i法と測定す
る意義，まS，C-V特¥V周波数依存¥につqて�説する．

ヘテロ接合/実lVMOS構òI
アンアイソ4イプヘテロ接合およびアイソ4イプヘテロ接合につqて�説する．まS，LEDにおqて採用されるダブルヘテロ接合
に基づqS量子井戸構òにつqて�説する/金ªと半導体V間P仕事関数にrがÒじてqる場合に，C-V特¥にthる影vに
つqて�説する.

半導体V∆吸収/実lVMOS構òII ∆と半導体V相互作用に関する数式…q，吸収Î数e侵入長等に関して�説する/界面準位がMOS構òV特¥にthる影v
と界面準位V軽減i法につqて�説する．

様u_バン~間遷移/実lVMOS構òIII 基礎吸収jはじめ，励�子吸収，õ殻電子による吸収，不純物励�吸収，伝導吸収につqて�説する/酸á膜õに固定電荷，捕
獲電荷，可動イオンが存.しS場合にMOS構òV特¥にßぼす影vにつqて�説する．まS，クリーンルーJV概]j説πする．

K
考

前期中間試験および前期定期試験j実äする．
本科ãV修Úには，30 時間V授業V�講と 60 時間V事前・事後V自己学Qが必]Pある．事前学Q：授業動êj参íして予Qすること．事後学Q：授業動êVõ˙j理�し
てqるかj確ïするレポー™にñoóむこと．

- E–172 -



科　目

担当教員 津吉 彰 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト 「よくわか�電気回�」�津吉彰（電気書院）

参考書 「電気回�基$ノー'」�森真作（コロ-社）

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年>シラバス

電気回�Ⅲ (Electric Circuit III)

電気工学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

本科Zでは1－3年で学ん`電気回�a復cdeうとともにj交流回�j直流回�にわた�瞬時値解析（過渡解析）につい
x学ぶ．そaために必}~回�a定理j回�素Ça特Éd理解させj回�a方程àdâくäができ�ようにさせ�．通éa
数学でêう微分方程àd理解させたìでjラプラス変ñdâóしj回�a微分方程àa解ôd学ばせ�．またj回�a解析
aために必}~àaâ出過程d整理す�ために状態方程àa概¢dâóす�．回�網関数d利¶した回�a表®d理
解させ�．

【A4-E1】回�解析に必}~微分方程àが解け�．
回�解析に必}~微分方程àとしx1階j2階a微分方程àa問¨d解け�
äd≠テス'~らびに試≤で確¥す�． 基本µ~問¨aおおよそ60%正πd
基∫とす�．

【A4-E1】KVLjKCLd¶いx回�a過渡解析に必}~àがâ出でき�．
具体µ~回�についxjKVLjKCLd¶いx回�a過渡解析に必}~àがâ
出でき�äd≠テス'~らびに試≤で確¥す�．基本µ~問¨aおおよそ60%
正πd基∫とす�．

【A4-E1】標∫状態方程àaâ出ができ�． 複¬で~い回�についx標∫状態方程àaâ出ができ�äd≠テス'~らび
に試≤で確¥す�．基本µ~問¨aおおよそ60%正πd基∫とす�．

【A4-E1】回�網関数aâ出ができ�． 複¬で~い回�についx回�網関数aâ出ができ�äd≠テス'~らびに試
≤で確¥す�．基本µ~問¨aおおよそ60%正πd基∫とす�．

【A4-E1】回�a定理d駆ƒしj回�a簡単∆ができ�． やや複¬~回�dよ»単…~回�へj回�a簡単∆ができ�äd試≤で確¥
す�．基本µ~問¨aおおよそ60%正πd基∫とす�．

【A4-E1】回�方程àaâóaためaグラÃ理Õd理解しj簡単~回�d
解析でき�．

回�方程àaâóaためaグラÃ理Õd理解しj簡単~回�d解析でき�ä
d試≤で確¥す�．基本µ~問¨aおおよそ60%正πd基∫とす�．

【A4-E1】ラプラス変ñd利¶しx回�が解析でき�． 具体µ~問¨についxラプラス変ñd利¶しx回�が解析でき�äd≠テス
'~らびに試≤で確¥す�．基本µ~問¨aおおよそ60%正πd基∫とす�．

【A4-E1】過渡解析に必}~定é解がŒめられ�． 具体µ~問¨についx過渡解析に必}~定é解がŒめられ�äd≠テス'~
らびに試≤で確¥す�．基本µ~問¨aおおよそ60%正πd基∫とす�．

【A4-E1】交流回�a定é解析ができ�． 交流回�a問¨についx試≤で確¥す�．基本µ~問¨aおおよそ60%正
πd基∫とす�．

成—はj試≤80%　≠テス'20%　としx評‘す�．100点満点で60点以ìa評‘で合Ÿとす�．後期中間試≤40%j後
期定期試≤60%a比›で試≤a成—とす�．ìfiに関わらずj後期定期試≤で100点満点で60点以ìa成—d‡めた
もaは60点以ìa評‘とす�．

電気回�IjIIj電力工学IjII

履修:�
注意事項

回�解析でƒ¶す�微分方程àa解ôについx熟„しxおく必}があ�．ノー'は試≤aÂÊÁË資Íとしx¥め�場
合があ�aでj整理しx保Ìしxおくä．場合によ»再試≤d実す�場合があ�．
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授4計画（電気回EⅢ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2

3

4 回�a方程àaâ出練c 様Û~回�についxj過渡解析aためa回�方程àaâ出演cdす�

5 電荷保存則j磁束保存則によ�初期条¸aâ出d解˝す�．

6 ≠テス'

7 ラプラス変ña復c ラプラス変ñj逆変ña演cdeいjラプラス変ñd利¶しx微分方程àが確実に解け�ようにす�．

8 後期中間試≤

9

10

11 電圧伝達関数d中�とした回�網関数d学びj演cdす�

12 回�網関数a理解>d≠テス'で確¥す�．状態微分方程àaâ出方ôについx学びjそa意義jâ出方ôd解˝す�．

13

14

15 交流回�a応¶d復cす�．過去問d提�しj試≤問¨a水∫d�す．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

交流回�a基$とÃェー�ô（第2章） 第2章a基$ä�d学びj交流回�a計算j交流電力a計算jベク'�軌�d学びj≠テス'deう．

過渡解析　微分方程à（R-L回�）（第6章） R-L回�jR-C回�についxjKVLから微分方程àdâ出しj解くプロセスd解˝す�

微分方程à（RLC回�）（第6章）R-L回�jR-C回�jRLC回�につい
x過渡解析a演c

RLC回�についxjKVLから微分方程àdâ出しj解くプロセスd解˝す�．R-L回�jR-C回�jRLC回�についx過渡解析a
演cdす�

回�方程àj初期条¸aâ出（第6章－4）

基本µ~回�a過渡応πについxj微分方程àであらわされた回�方程àdâきj解け�か≠テス'で確¥す�．基∫に達し~
い場合は課¨d�え�．

回�方程àdâ出しxj過渡解析がeえ�かjラプラス変ñによ�微分方程àa解ôが理解できxい�かd中間試≤で確¥す
�

ラプラス変ñd¶いた回�解析（第7章） 回�方程àdâ出しjラプラス変ñd¶いxj微分方程àd解く練cdす�．微分方程àaâ出d必}とし~いラプラス変ñによ
�解析ôについx学ぶ．

インパ�スjインディシャ�応πj任意a波#a応π（第7章－2）≠テス
'

ラプラス変ñによ�回�解析においxjインパ�スjインディシャ�応πa意義d解˝す�．複¬~波#に$す�応πa解析方ô
についx解˝す�．ラプラス変ñによ�過渡解析a理解>についx≠テス'で確¥す�

回�網関数（第8章－3）

回�網関数a≠テス'j状態方程àaâ出（第9章）

状態微分方程àa≠テス'j分布定数回�a意味j解析方ôj2端Ç
$回�網 状態微分方程àaâ出についx≠テス'deう．分布定数回�j2端Ç$回�網a解析aためj伝送e*~どについx学ぶ．

3年a電気回�IIa復c（第5章回�方程à） 電気回�IIa復cdeう．特にカッ'セッ'方程àについx学ぶ．

電気回�IjIIa復c（交流回�a応¶）（第4章）j試≤.a全般µ~
復c

L
考

後期中間試≤および後期定期試≤d実す�．
本科Za修1にはj30 時間a授業a受講と 60 時間aä.・ä後a自己学cが必}であ�．後期定期試≤で60点以ìa成—d‡めたもaはjそれまでa成—に関わらず合Ÿ
とす�．場合によ»再試≤d実す�場合があ�．ä.・ä後a自己学cが必}であ�．ä.学cとしxテキス'各章a基本ä�等a予cdす�こと．予ca必}が~い場合はä
.学c課¨dあたえ�．またä後学cとしxj課¨9びに≠テス'aためa学cd十分しx;さい．
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科　目

担当教員 佐藤 徹哉 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

電子回4Ⅰ (Electronic Circuit I)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

アナロM電子回4設計技QとしてU電子回4V基XとなZダイオー_およbトランジスfV基X特性U作図kおよb等価回
4によZトランジスf増幅回4V解析方kUそれらvwかしy各種増幅回4(広帯域・電力・帰還・直流・演算増幅回4)V
解析についてU英âプリントv参çしながらノート講義形ëí授業vìうï本科目V指òにあyってはUもVづくü企業(パナ
ソニック(株))íV実務経験教ßíあZ佐藤徹哉教授がU実社©í必™とされZ実務¨な≠Æ方もØめて指òvìいます
ï

【A4-E1】ダイオー_およbトランジスfV基X動作v説µíきZï
ダイオー_V順方向・逆方向バイアスにおけZ動作UバイポーラトランジスfV
増幅動作UおよbFETV増幅動作が理解íきていZかv前期中間試験ƒbレ
ポートí評価すZï

【A4-E1】トランジスf増幅回4Vバイアス回4が設計íきZï バイポーラトランジスfおよbFET増幅回4におけZバイアス回4V種«が
判…íきU回4v設計íきZかv前期中間試験ƒbレポートí評価すZï

【A4-E1】トランジスf増幅回4V小信号等価回4によZ解析がìÆZï hパラメーfおよbYパラメーf等価回4v–いyトランジスf増幅回4V増
幅,が計算íきZかv前期定期試験ƒbレポートí評価すZï

【A4-E1】広帯域増幅回4V増幅,V周波数特性が説µíきZï
広帯域増幅回4においてU周波数V帯域におけZ増幅,V特性U低域およb
高域におけZ遮断周波数が計算íきZかv前期定期試験ƒbレポートí評
価すZï

【A4-E1】電力増幅回4V動作が説µíきZï AÿおよbBÿ電力増幅回4V直流入力電力およb交流出力電力が計算í
きU電源効flが計算íきZかv後期中間試験ƒbレポートí評価すZï

【A4-E1】帰還増幅回4V動作が説µíきZï 負帰還増幅回4V種«が判…íきU負帰還があZときV増幅回4V増幅,
が計算íきZかv後期中間試験ƒbレポートí評価すZï

【A4-E1】直流増幅回4V動作が説µíきZï
直流増幅回4V問題‰が把ÊíきUそV解決方kとしてVレベルシフト回4
およb差動増幅回4V解析がìÆZかv後期定期試験ƒbレポートí評価
すZï

【A4-E1】演算増幅回4V動作が説µíきZï 演算増幅Ïv–いy線形・非線形応–回4V動作が理解íきていZかv後
期定期試験ƒbレポートí評価すZï

成ÒはU試験85%　レポート15%　として評価すZïレポートは1通íも未提出があZとレポート‰v0‰とすZï100‰満
‰í60‰以¯v合˙とすZï

オリジナルテキストとしてA4˝サイˇV英âテキストv配�すZ

2025年,版技Q英検2ÿ問題集(ISBN-13	978-4800593023)日本能fl協© JSTC技Q英語委ß© (著)
2025年,版技Q英検1ÿ問題集(ISBN-13	978-4800593030)日本能fl協© JSTC技Q英語委ß©(著)
「エース電子回4」�金田彌吉(著 (朝倉書店)

電気回4U 電子工学U 電子回4II

履修:�
注意事項

オリジナルテキストとしてU英âテキストv配�すZVíU自己学!として"てV英âは授業前に#んí理解しておくことï
授業はそれらv参çしながらノート講義形ëíìうVíU講義内'v各自íノートに丁)に記+すZことï演!問題も自己
学!として,ノートに解-すZことï…途指/すZレポートと合わせて自己学!評価‰(レポート‰)として評価すZïレポー
トはA4˝–2に手書きとしU1枚目¯5にE4-出席番号U氏9v記してホチキスí左¯v=じて提出すZことï
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授4計画（電子回EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 電子回4V基X ?ダイオー_?

2 電子回4V基X ?バイポーラトランジスf?

3

4

5

6

7

8 中間試験 前期V前@í学んA内'v試験すZï

9

10

11 デシベル 増幅回4V増幅,vデシベルí表/すZ方kおよbそV利‰について学ぶï

12 広帯域増幅回4 ?中域周波数領域?

13 広帯域増幅回4 ?低域周波数領域?

14 広帯域増幅回4 ?高域周波数領域?

15 補Hと質疑応- 補Hと質疑応-

16

17

18 帰還増幅回4V基X

19 各種V負帰還増幅回4 負帰還増幅回4にはいくつかV構成方kがあZïここíはU各構成回4におけZ入出力インピーダンスV特Mv学ぶï

20

21

22

23 中間試験 後期V前@í学んA内'v試験すZï

24 中間試験確Oと直流増幅回4 ?レベルシフト回4?

25 直流増幅回4 ?差動増幅回4?

26 演算増幅回4 ?演算増幅回4V特M?

27 演算増幅回4 ?反転・非反転増幅回4?

28 演算増幅回4 ?線形・非形応–回4?

29 演算増幅回4 ?アクティブフィルf? オペアンプv利–しy非線形応–回4としてUアクティブフィルfについて学ぶï

30 補Hと質疑応- 補Hと質疑応-

ダイオー_はUアナロM電子回4におけZ非線形素子V基本素子íあZïpn接合ダイオー_V順方向およb逆方向バイアスにお
けZ動作について学ぶï

バイポーラトランジスfはUエミッfUベースUおよbコレクfV3つV端子v[つ電流増幅素子íあZïこVバイポーラトランジスf
V基本構\v説µしU基本増幅回4について学ぶï

電子回4V基X ?FET? 電界効^トランジスfFETは電圧増幅素子íあZïこVFETV動作v説µしU基本増幅回4について学ぶï

増幅回4V基X ?バイアス回41? トランジスf増幅回4íはU回4に直流バイアスvìうことí動作v最aにìうïバイポーラトランジスfv利–しy増幅回4Vバ
イアス回4について学ぶï

増幅回4V基X ?バイアス回42? 前回VバイポーラトランジスfVバイアス回4にbきcきUFETv–いy増幅回4Vバイアス回4について学ぶï

増幅回4V基X ?作図kによZ解析1? トランジスf増幅回4V解析に必™なU直流およb交流負荷線と動作‰についてV解説vìいU作図によZ増幅回4V解析方
kv学ぶï

増幅回4V基X ?作図kによZ解析2? FET増幅回4v作図kによって解析すZï

増幅回4V基X ?小信号等価回4 1? バイポーラトランジスf増幅回4V増幅,vhパラメーfによZ小信号等価回4v–いて解析すZï

増幅回4V基X ?小信号等価回4 2? FET増幅回4V増幅,vYパラメーfによZ小信号等価回4v–いて解析すZï

CR結合トランジスf増幅回4v説µしU信号V周波数が中域領域におけZ2段増幅回4V増幅,vhめZ方kv学ぶï

信号V周波数が低域領域におけZ2段増幅回4V増幅,V計算およb低域遮断周波数V計算方kv学ぶï

信号V周波数が高域領域におけZ2段増幅回4V増幅,V計算およb高域遮断周波数V計算方kv学ぶï

電力増幅回4 ?Aÿ電力増幅回4? Aÿ電力増幅回4はU動作‰v交流負荷線V中iに設定しy電力増幅回4íあZïAÿ電力増幅回4V動作‰v作図kから
hめU電力効flvhめZ方kv学ぶï

電力増幅回4 ?Bÿ電力増幅回4 ? Bÿ電力増幅回4はU動作‰v交流負荷線V原‰に設定しy電力増幅回4íあZïBÿ電力増幅回4V動作‰v作図kから
hめU電力効flvhめZ方kv学ぶï

出力信号V一5あZいは"5v入力にlして増幅すZ回4v帰還増幅回4というïここíはU帰還V基Xおよb利‰について
学ぶï

帰還増幅回41 実mV帰還増幅回4としてバイポーラトランジスfv–いy負帰還増幅回4V解析vìいU負帰還V有oによって増幅,およ
b周波数特性がどVようにqなZかv学ぶï

帰還増幅回42 実mV帰還増幅回4としてバイポーラトランジスfv–いy負帰還増幅回4V解析vìいU負帰還V有oによって増幅,およ
b周波数特性がどVようにqなZかv学ぶï

帰還増幅回43 実mV帰還増幅回4としてFETv–いy負帰還増幅回4V解析vìいU負帰還V有oによって増幅,およb周波数特性がど
VようにqなZかv学ぶï

試験V返却・解-・確OV後U直流増幅回4はU直流信号v増幅すZことがíきZïここíはU直流増幅回4V問題‰v説µしU解
決方kとしてダイオー_tトランジスfv–いyレベルシフト回4について学ぶï

直流増幅回4V種«としてU差動増幅回4について学ぶï差動増幅回4にはU差動利uと,相利uがあüUこVwいに重‰vお
いて学ぶï

演算増幅回4オペアンプはUアナロMICV一つíあZïここíはUオペアンプV特性としてU,相信号除去比UスルーレートUオフセ
ットUおよb位相補}について学ぶï

オペアンプv利–しy基本演算回4としてU反転およb非反転増幅回4V~ループ利uおよb入出力インピーダンスV解析に
ついて学ぶï

オペアンプv利–しy線形応–回4としてU加算U減算U微分Uおよb積分回4V構成と動作について学ぶïまyU非線形応–回4
としてU対数およb逆対数回4について学ぶï

L
考

前期U後期ともに中間試験およb定期試験v実ÖすZï
本科目V修uにはU60 時間V授業V受講と 30 時間V事前・事後V自己学!が必™íあZï試験問題も英âí出題すZがU専門–語U専門表âは必™に応じて英語Aけíなく
日本語íV理解も問うことがあZï日本語íV理解v問う問題は電験2種・3種『理論åV電子回4問題程,とすZï【実務経験者担当科目】
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科　目

担当教員 道平 雅一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 ブロッ�線���す�理解��前期中間試%&評(す�．

3

4 ボー,線���す�理解��前期定期試%&評(す�．

5 各種安定判別3��す�理解��後期中間試%&評(す�．

6 根軌7��す�理解��レポー:;<後期定期試%&評(す�．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「基礎制御工学」：近藤文治編，前田和夫・岩貞継夫・坪根治広共著（森北出版）

参考書 「詳解 制御工学演習」：明石一，今井弘之 共著 （共立出版）

関連科目 応用数学，電気回路，電気機器

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

制御工学 (Control Engineering)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

フィー,バッ�制御óò基礎的事õòúùûやそれ¢相互間ò理論的¶一貫®�明¢か�し，古典制御理論ò体ó�理
解させ�．

【A4-E3】∞ù¢れ±条≥か¢状態û程∑�∏め，伝達�数�∏め�こと
が&き�．

状態û程∑か¢伝達�数が∏め�ことが&き�か�前期中間試%&評(す
�．

【A4-E3】伝達�数か¢ブロッ�線�が¿せ，これ¢か¢制御óò特¬�理
解す�ことが&き�．ま±，ブロッ�線��簡略∆す�ことが&き�．

【A4-E3】制御óò時間応»�理解し，そò特¬が理解&き�．
時間応»��す�理解��前期定期試%&評(す�．ま±，減衰係数�よ�2
次Œれóò時間応»òœい��す�課“�∞ù，レポー:�提出させそò理
解��評(す�．

【A4-E3】ボー,線��‘くことが&き，周波数応»やゲイ⁄余裕等�∏め
�ことが&き�．ま±，ボー,線�か¢伝達�数�∏め�ことが&き�．

【A4-E3】各種安定判別3òœい�理解し，制御óò安定判別が&き�．

【A4-E3】根軌7�‘くことが&き，最fi¶ゲイ⁄�決定す�ことが&き�．
ま±，補償3�よ�効„�定量的�評(&き�．

成Êは，試%85%　レポー:15%　としÈ評(す�．中間，定期試%ò4回ò平Íò85%（85点）とレポー:15点ò合計
100点満点&60点以Ò�合Úとす�．

履修:�
注意事項

3年ま&ò電気回路や物理，微分積分¶どò知˘�必˙とす�場合があ�ò&復習しÈおくこと．ま±，ラプラス変�ò知
˘は重˙&あ�ò&しっかりと修�しÈおくこと．
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授4計画（制御工学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 制御工学ò概˙ 制御工学ò古典制御理論と現代制御理論ò体ó�理解す�．ま±，専門学科�
わ�fi用され�制御工学ò特¬�理解す�．

2 ラプラス変�

3 一次Œれó¶どò基本˙�ò伝達�数�∏め�ことが&き�．

4 複数ò基本的˙�が接�され±場合�おいÈも，全体ò伝達�数�∏め�ことが&き�．

5 ∞ù¢れ±条≥か¢，状態û程∑�±È伝達�数�∏め�ことが&き�．

6 ブロッ�線� ブロッ�線�ò特¬�理解し，伝達�数か¢ブロッ�線��∏め�ことが&き�．

7 ブロッ�線�ò合成 各˙���¿されÈい�ブロッ�線��簡略∆させ，全体ò伝達�数�∏め�ことが&き�．

8 中間試%

9 中間試%ò解»と解説 中間試%ò解»と解説��う．

10

11

12 周波数領��おけ�応» 周波数伝達�数�ついÈ説明し，例“�¿し¶が¢伝達�数と周波数伝達�数ò���ついÈ理解させ�．

13 ベ�:�軌7 周波数伝達�数か¢ベ�:�軌7� くことが&き�．

14 ボー,線�

15 ボー,線�ò合成

16 定期試%ò解»と解説 定期試%ò解»と解説��う．

17 不安定現"と特®û程∑，ラウスò安定判別

18 フ�ビッ%ò安定判別 フ�ビッ%ò安定判別3とそò特¬�説明す�．特®û程∑か¢フ�ビッ%ò安定判別3&安定判別が&き�．

19 ナイキス:ò安定判別3とそò特¬�説明す�．特®û程∑か¢ナイキス:ò安定判別3&安定判別が&き�．

20

21 ゲイ⁄余裕と位相余裕

22 制御óと定常偏差 フィー,バッ�制御óò偏差�ついÈ説明す�．これ¢�理解す�ととも�オフセッ:や定常速�偏差�∏め�ことが&き�．

23 中間試%

24 中間試%ò解»・解説 中間試%ò解»・解説��¶う．

25

26 共振/と共振周波数，複�平面Ò�おけ�減衰係数ò安定領��ついÈ説明す�．

27 制御óò評(と評(�数，制御óò設計とそò基本量

28

29 ‘い±根軌7か¢，条≥�fi合す�最fi¶ゲイ⁄�∏め�û3�説明す�．

30 直列補償

伝達�数は，ラプラス変�され±�数&議論され�ことòメリッ:等�理解す�．ま±，微分û程∑等&∞ù¢れ�状態û程∑�ラ
プラス変�し伝達�数�∏め�ことが&き�．

基本的˙�と伝達�数1

基本的˙�と伝達�数2

基本的˙�と伝達�数3

1回7か¢7回7ま&ò範:ò試%��う．

時間領��おけ�応»1 制御óò応»�は，時間応»と周波数応»ò2つがあ�こと�説明す�．ま±，2次Œれóò時間応»波;と伝達�数�どòよう
¶�係があ�か�理解す�ととも�応»時間ò定義�ついÈも理解す�．

時間領��おけ�応»2 2次Œれóò伝達�数�<ラプラス変�す�こと�より時間応»ò∑�導出&き�．

ボー,線�ò特¬�ついÈ説明す�．ま±，1次Œれóや1次>?ó¶どò基本的¶˙�òボー,線�� くことが&き�．

複数òボー,線�が合成&き�こと�説明す�．ボー,線�ò合成が&き�ととも�，合成され±ボー,線�か¢そò伝達�数�
∏め�ことが&き�．

制御óòパラメーAò設定等�おいÈは，不安定¶状態�Bくことがあ�こと，特®û程∑か¢不安定状態�あ�程�推D&き
�こと�説明す�．ラウスò安定判別3とそò特¬�説明す�．特®û程∑か¢ラウスò安定判別3&安定判別が&き�．

ナイキス:ò安定判別1

ナイキス:ò安定判別2 ナイキス:ò安定判別&は，ゲイ⁄余裕が∏め�ことが&き�こと�説明す�．実F�安定判別と同時�ゲイ⁄余裕�∏め�こと
が&き�．

ボー,線�か¢も安定判別が&き�こと�説明す�．ボー,線��用いÈ安定判別&き，ゲイ⁄余裕，位相余裕�∏め�ことが&き
�．

16回か¢22回ま&ò範:�ついÈ中間試%��¶う．

過渡特®ò評(1 定常特®以J�も過渡特®ò評(が必˙&あ�こと�説明す�．�き過K時間¶どがどòよう¶数/�¶っÈい�べきか�理解
させ�．

過渡特®ò評(2

制御óò評(�は評(�数とMばれ�もòがあ�こと�説明す�．様P¶評(�数�知り，それ¢ò特¬�理解す�．速応®や安
定®は:レー,オフò�係�あ�こと�説明し，こò両立ò重˙®�ついÈ説明す�．速応®や安定®�決定す�パラメーA�理
解し，そò基本的¶設定数/�理解す�．

根軌731 ゲイ⁄Kò決定û3�根軌7があ�こと�説明す�．∞ù¢れ±伝達�数か¢根軌7ò きû�説明す�．

根軌732

位相>?補償や位相Œれ補償¶ど�ついÈ説明す�．位相補償�よっÈどòよう¶効„が�¢れ�か�定量的�評(&き�こと
�理解させ�．

J
考

前期，後期とも�中間試%およ<定期試%�実Sす�．
本科7ò修��は，60 時間ò授業ò受講と 30 時間ò事前・事後ò自己学習が必˙&あ�．
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科　目

担当教員 阪下 和弘 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(20%), A3(80%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「数値計算」高橋大輔著（岩波書店）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年3シラバス

数値解析 (Numerical Analysis)

電気工学科・4年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

情報技YZ著し\発^によりあらゆe分ghihもk手mにコンピューst活vhきe時yとなった~電子工学Z分gh
Ä各種機ÑÖシステáZ設計・評価・環åへZ影èなどに数値解析k頻íに利vされñ数学的思考öによeõ\洞ùk
ûられeことk†\~こZ講義hÄñ電子工学にお\¢重§な種•Z数学的主ßに®すe数値解析Z基本的な手öと技
YZ習ût目的とし¢\e~

【A2】数値t2進数hÆす方öñ∞±誤差ñ有効数∂につ\¢説πhきe~ 数値t2進数hÆす方öñ∞±誤差ñ有効数∂につ\¢説πhきeことtレポ
ーºと前期中間試¬h60%以上正解t合»とし¢評価すe~

【A3】1変数方程ÃZ数値的解öt説πhきe~ 1変数方程ÃZ数値的解öt説πhきeことtñレポーºと前期中間試¬h
60%以上正解t合»とし¢評価すe~

【A3】関数Z数値的な補間öñ合成öt説πhきe~ 関数Z数値的な補間öñ合成öt説πhきeことt前期中間試¬と前期定期
試¬h60%以上正解t合»とし¢評価すe~

【A3】関数Z数値的積分öt説πhきe~ 関数Z数値的積分öt説πhきeことt後期中間試¬h60%以上正解t合
»とし¢評価すe~

【A3】関数Z数値的微分öt説πhきe~ 関数Z数値的微分öt説πhきeことt後期中間試¬h60%以上正解t合
»とし¢評価すe~

【A3】常微分方程ÃZ数値的解öt説πhきe~ 常微分方程ÃZ数値的解öt説πhきeことtレポーºと後期中間試¬h
60%以上正解t合»とし¢評価すe~

【A3】連立1次方程ÃZ数値的解öt説πhきe~ 連立1次方程ÃZ数値的解öt説πhきeことtレポーºと後期定期試¬h
60%以上正解t合»とし¢評価すe~

成÷Äñ試¬80%　レポーº20%　とし¢評価すe~試¬成÷Äñ前期・後期それぞれZ中間試¬・定期試¬Z計4ŸZ
平均‹とすe~試¬成÷80‹とレポーº評価‹20‹Z100‹満‹に®し¢60‹以上t合»とすe~

「数値計算ö入門」松田忠重著（三恵社）
「数値計算Z常識」伊理正夫著（共立出版）
「Scilabh学ぶわかりÖす\数値計算ö」川田昌克著（森北出版）

数学IñIIñ情報基礎ñプログラミングIñ IIñ電気数学ñ応v数学ñ電気Ÿ路Iñ IIñ IIIñ電気磁気学Iñ II

履修:�
注意事項

数学IñIIZ理解k前˛hあe~
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授4計画（数値解析）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 数値解析へZ案内

2

3 演習

4 曲�Z推定（ラグランジュ補間） †項Ãによe補間öhあeラグランジュ補間につ\¢学習すe~

5 曲�Z推定（スプライン補間） †項Ãによe補間öhあeスプライン補間につ\¢学習すe~

6 演習

7 曲�Z推定（最小二乗ö） �えられた離�デーsから近似曲�t推定すe最小�乗öにつ\¢学習すe~

8 中間試¬

9 試¬返却 中間試¬Z返却と解説~

10 演習 曲�Z推定（最小二乗ö）につ\¢計算機tv\た演習t�う~

11 関数Z合成（テイラー級数） �えられた関数tテイラー級数h数値的に合成すe方öにつ\¢学習すe~

12 関数Z合成（フーリ�級数） �えられた関数tフーリ�級数h数値的に合成すe方öにつ\¢学習すe~

13 関数Z合成（離�フーリ�変換ñ複�フーリ�級数）

14 演習

15 数値積分öhあe台形則ñシンプソン則につ\¢学習すe~

16 差分öおよ#微分方程ÃZ数値解öhあeオイラーöにつ\¢学習すe~

17 微分方程ÃZ数値解öhあeホインöとルンゲ・クッsöにつ\¢学習すe~

18 演習

19 偏微分方程Ãhあe拡�方程ÃZ数値的解öにつ\¢学習すe~

20 偏微分方程Ãhあe波動方程ÃZ数値的解öにつ\¢学習すe~

21 演習

22 課ßによe復習

23 中間試¬

24 試¬返却 中間試¬Z返却と解説t�\ñ演習課ßにつ\¢Z補/t�う~

25

26

27 演習

28

29 演習

30 課ßによe復習

シラバスに基づ\¢1年間Z授業計2t説πすe~またñアルゴリズáñプログラáñ計算量ñ数値Æ現ñ有効数∂ñ∞±誤差ñ9:切
り誤差につ\¢学習すe~

方程ÃZ根（2分öñ�ューºンö） 方程ÃZ解öhあe2分öñ�ューºンöにつ\¢学習すe~

2Ÿ目Z内=につ\¢計算機tv\た演習t�う~

4Ÿ目ñ5Ÿ目Z内=につ\¢計算機tv\た演習t�う~

1Ÿ目から6Ÿ目Z内=に関すe試¬t実?すe~

�えられた離�デーsに®し¢離�フーリ�変換ñ複�フーリ�級数tv\¢近似関数t数値的に合成すe方öにつ\¢学習
すe~

12Ÿ目ñ13Ÿ目Z内=につ\¢計算機tv\た演習t�う~

数値積分（台形則ñシンプソン則)

常微分方程ÃZ数値的解ö(1)

常微分方程ÃZ数値的解ö(2)

16Ÿ目ñ17Ÿ目Z内=につ\¢計算機tv\た演習t�う~

偏微分方程ÃZ数値的解ö(1)

偏微分方程ÃZ数値的解ö(2)

19Ÿ目ñ20Ÿ目Z内=につ\¢計算機tv\た演習t�う~

16から21Ÿ目Z内=につ\¢Z課ßおよ#復習t�う~

16Ÿ目から21Ÿ目Z内=に関すe試¬t実?~

連立1次方程ÃZ解ö（ガウスZ消去ö） 連立1次方程ÃZ解öhあeガウスZ消去öにつ\¢学習t�う~

連立1次方程ÃZ解ö（LU分解） 連立1次方程ÃZ効率的な解öにv\られeLU分解Z手öにつ\¢学習t�う~

25Ÿ目ñ26Ÿ目Z内=につ\¢計算機tv\た演習t�う~

連立1次方程ÃZ解ö（反復ö） 連立1次方程ÃZ解öhあe反復öにつ\¢学習t�う~

28Ÿ目Z内=につ\¢計算機tv\た演習t�う~

25Ÿ目から29Ÿ目Z内=につ\¢Z課ßおよ#復習t�う~

K
考

前期ñ後期ともに中間試¬およ#定期試¬t実?すe~
本科目Z修ûにÄñ60 時間Z授業Z受講と 30 時間Z事前・事後Z自己学習k必§hあe~
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

電気機)Ⅰ (Electrical Machinery I)

電気工学科・4年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

電気機)ではE電磁気現HI利KしてE電気エネルギRS機TエネルギRU変WIXなっている．そUためにE電気磁気学
U知cd必要不可hでありEまlmめに電気磁気学I復oする．そして磁気回rU性tについて説wする．これらUo得
した知cI|にしてE電気機)UうちU静止)である変圧)およÑ変圧)S同Üな原àU回転機である誘導機について
説wしE動作原àé特性などIàëする.

【A4-E4】電気機)U動作原àI説wするために必要な電気およÑ磁気
U計算問ñIëける．

フレミンúU左ûおよÑ右ûU法則EファラデRU電磁誘導U法則などIàë
できているかE前期中間試©およÑレポR´で60%以上正ëI合±Sして評
≥する．

【A4-E4】変圧)U動作原àIàëし説wできる．またE等≥回rによる特
性計算éベク´ル∂d作∂できる．

変圧)U動作原àE等≥回rによる特性計算E負∏I接∫した場合Uベク´
ル∂d作∂できるかE前期定期試©およÑレポR´で60%以上正ëI合±S
して評≥する．

【A4-E4】誘導機U動作原àIàëし説wできる． 誘導機U動作原àIàëしているかE前期定期試©およÑレポR´で60%以
上正ëI合±Sして評≥する．

成æはE試©75%　レポR´25%　Sして評≥する．なおE試©成æは前期中間試©S前期定期試©U平均¬Sする．総
合成æ(試©SレポR´)100¬満¬で60¬以上I合±Sする．レポR´SはE講義復o課ñUこSである．

FirstStageシリRズ 新訂「電気機)概論」：千葉w[監修]（実o出版）

「エレク´リックマシRン＆パワRエレク´ロニクス [第2版]」：エレク´リックマシRン＆パワRエレク´ロニクス編集委員会著（森北出版）
「電気機) I」野中作太郎（森北出版）
「電気機) II」野中作太郎（森北出版）

電気磁気学I(3年)E電気回rI(2年)E電気回rII(3年)

履修:�
注意事項

レポR´は次回講義UÚめに回ÛしEそれ以Ùに提出されたもUは減¬される．なおEレポR´U最終提出期˚はE本科目
U前期定期試©˚U前˚12:30Sする．
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授4計画（電気機EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 電気エネルギRおよÑ電気機)について説wする．

2 電気機)I学ぶためU|礎知cについて説wする．

3 導電材�およÑ磁性材�ついて説wする．

4 磁性材�およÑ絶縁材�ついて説wする．

5

6 変圧)U構�およÑà論について説wする．

7 変圧)U等≥回rおよÑ電圧変動�について説wする．

8 中間試© 中間試©I実	する．

9 中間試©Uë説E変圧)U損�S効�EおよÑ変圧)U温!上�S冷�について説wする．

10 変圧)U結�について説wする．

11 三相変圧)・三巻�変圧)・単巻変圧)E変圧)U並X運転法EおよÑタッ�切W�変圧)について説wする．

12 各種変圧)について説wする．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

序章「電気機)」I学ぶにあたって(1)

序章「電気機)」I学ぶにあたって(2)

第2章 電気材�(1)

第2章 電気材�(2)

第2章U節末問ñおよÑ章末問ñUë説 第2章U節末問ñおよÑ章末問ñについてë説する．

第3章 変圧)(1)

第3章 変圧)(2)

第3章 変圧)(3)

第3章 変圧)(4)

第3章 変圧)(5)

第3章 変圧)(6)

第3章U節末問ñおよÑ章末問ñUë説(1) 第3章U節末問ñおよÑ章末問ñについてë説する．

第3章U節末問ñおよÑ章末問ñUë説(2) 第3章U節末問ñおよÑ章末問ñについてë説する．

1回目から14回目までU復o 1回目から14回目までU復oする．

L
考

前期中間試©およÑ前期定期試©I実	する．
本科目U修得にはE30 時間U授業U受講S 15 時間U事前・事%U自己学od必要である．なおE試©単(U平均¬d例年S*べて著し,-いS担当教員d判1した場合はE
60¬満¬U再試©Iクラス全(で実	する場合dあるdE学4からU再試©要5には6じない．
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

電気機)Ⅱ (Electrical Machinery II)

電気工学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

機CエネルギHI電気エネルギHJ変LすN誘導機・同期機R動作原VW構YI説[し]特性・運転方法・速!制御法
などIViすN.

【A4-E4】三lおよo単l誘導電動機R動作原VIViし説[できN.ま
た]等価回vJよN特性計xW速!制御法R説[ができN.

三lおよo単l誘導機R動作原V]一l{りR等価回vI}いた特性計x]
比例推ÇなどR速!制御法がViできていNか]後期中間試àおよoレポH
ãJより60%以上正iI合ëとして評価すN.

【A4-E4】同期機R動作原VIViし説[できN.また]電機子反作}R影
óW並行運転方法が説[できN.

同期機R動作原V]電機子反作}R影ó]並行運転すNöR注意ùIVi
できていNか]後期定期試àおよoレポHãJより60%以上正iI合ëとして
評価すN.

成†は]試à75%　レポHã25%　として評価すN．なお]試à成†は後期中間試àと後期定期試àR平均ùとすN．総
合成†(試àとレポHã)100ù満ùで60ù以上I合ëとすN．レポHãとは]講義復習課´RことであN．

FirstStageシリHズ 新訂「電気機)概論」：千葉[[監修]（実習出版）

「エレクãリックマシHン＆パワHエレクãロニクス [第2版]」：エレクãリックマシHン＆パワHエレクãロニクス編集委員会著（森北出版
「電気機) I」野中作太郎（森北出版）
「電気機) II」野中作太郎（森北出版）

電気回vI(2年)]電気回vII(3年)]電気回vIII(4年)]電気磁気学I(3年)]電気磁気学II(4年)]電気機)I(4年)

履修:�
注意事項

レポHãは次回講義R›めJ回flし]そ·以‚J提出さ·たもRは減ùさ·N．なお]レポHãR最終提出期Èは]本科目
R後期定期試àÈR前È12:30とすN．
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授4計画（電気機EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 三l誘導電動機R原Vおよo構Yついて説[すN．

2 三l誘導電動機RV論およo等価回vJついて説[すN．

3 三l誘導電動機R特性およo運転Jついて説[すN．

4 等価回v法JよN回v定ÔR測定Jついて説[し]節末問´Jついてi説すN．

5 特Ùかı形誘導電動機およo単l誘導電動機Jついて説[すN．

6 誘導電圧調整)およo誘導発電機Jついて説[し]節末問´Jついてi説すN．

7

8 後期中間試à

9 後期中間試àR答案返˛およo三l同期発電機R原Vと構Y・等価回vJついて説[すN．

10 三l同期発電機R特性およo出ˇと並行運転Jついて説[すN．

11

12 三l同期電動機R原Vおよo特性ついて説[すN．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第4章 誘導機(1)

第4章 誘導機(2)

第4章 誘導機(3)

第4章 誘導機(4)およo節末問´Ri説

第4章 誘導機(5)

第4章 誘導機(6)およo節末問´Ri説

第4章R章末問´Ri説 第4章R章末問´Jついてi説すN．

1回目から7回目R内�Jついて記述試àI実�すN．

後期中間試àR答案返˛およo第5章 同期機(1)

第5章 同期機(2)

第5章第1節R節末問´Ri説 第5章第1節R節末問´Jついてi説すN．

第5章 同期機(3)

第5章 同期機(4)およo第5章第2節R節末問´Ri説 三l同期電動機R始動とそR利}Jついて説[し]第5章第2節R節末問´Jついてi説すN．

第5章R章末問´Ri説 第5章R章末問´Ri説Jついてi説すN．

1回目から14回目R復習 1回目から14回目R内�Jついて復習すN．

L
考

後期中間試àおよo後期定期試àI実�すN．
本科目R修
Jは]30 時間R授業R受講と 60 時間R事前・事後R自己学習が必�であN．なお]試à単�R平均ùが例年と比べて著し��いと担{教員が判�した場合は]
60ù満ùR再試àIクラス全�で実�すN場合があNが]学�からR再試à��Jは�じない．また]事前学習として該{部!I熟#すNこと]事後学習としてレポHã（講義内
�IA4}$JまとめNことJ加えて]計x問´Ii�）IすNこと．
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科　目

担当教員 森田 二朗 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年"シラバス

電気法規+,電気施設管理 (Laws and Regulations on Electricity and Facilities Management)

電気工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

電気事業法をはじめとすY電気関係法規\体系+,電気施設\運用管理\概bについf学gすYhiに， 電kを供給
すY電気事業nへ\事業規pと保安規p，電気工作t\種vとそ\保安規p，又，電気に起zすY感電，漏電火災，電気
工作t\損壊損傷，熱的損傷など\防áと安全確保\ために必bな法令å,に電気設備技術基ëについf学gすYh
電気施設管理に関すY基í\計算方法についf学gすYh

【A4-E4】電気事業法をはじめとすY電気関係法規\体系（法律，政令，省
令，告õなど）\概bについf理ùできYh

電気関係法規（法律，政令，省令）\体系\概b，電気事業規p，保安規p\
必b†などについf試¢で評§すYh

【A4-E4】電気工作t，小出k発電設備，主任技術n，電気関係報告規則
\各項≠についf，理ùできYh

電気工作t，小出k発電設備，主任技術n，電気関係報告規則\各項≠につ
いf試¢で評§すYh

【A4-E4】電気用品安全法，電気工事士法+,電気工事業法\概bにつ
いf理ùできYh

電気用品安全法，電気工事士法+,電気工事業法\≠的と定義についf試
¢で評§すYh

【A4-E4】電気設備技術基ëにおけY用≥\定義，電¥\種別，電∂\絶
∏とそ\例∫など\条ºについf理ùできYh

電気設備技術基ëにおけY用≥\定義，電¥\種別，電∂\絶∏とそ\例∫
についf試¢で評§すYh

【A4-E4】電Ω\接続，高¥または特別高¥\電気機械器ƒ\危険防á，
電気設備\接地，接地\方法など\条ºについf理ùできYh

電Ω\接続，高¥または特別高¥\電気機械器ƒ\危険防á，電気設備\
接地，接地\方法についf試¢で評§すYh

【A4-E4】法令\計算問題（電Ω\たYみ，支Ω\張k，風¥荷重，絶∏電
Ω\許容電流，金属製∫÷に施すD種接地工事，電∂\絶∏，絶∏耐k
試¢，B種接地工事）についf理ùできYh

法令\計算問題（電Ω\たYみ，支Ω\張k，風¥荷重，絶∏電Ω\許容電
流，金属製∫÷に施すD種接地工事，電∂\絶∏，絶∏耐k試¢，B種接地工
事）についf試¢で評§すYh

【A4-E4】電Ω∂等，架空電Ω+,地中電Ω\感電防á，発電所等へ\
立fi\防á，架空電∂∂等\高fl等\条ºについf理ùできYh

電車∂等，架空電Ω+,地中電Ω\感電防á，発電所等へ\立fi\防á，架
空電∂∂等\高fl等についf試¢で評§すYh

【A4-E4】接·\定義，架空電Ω等\離隔（併架，共架），下方にあY場合
\離隔，常時監Ìしない発電所等\施設\条ºについf理ùできYh

接·\定義，架空電Ω等\離隔（併架，共架），下方にあY場合\離隔，常時
監Ìしない発電所等\施設についf試¢で評§すYh

【A4-E4】電気施設管理（日負荷曲Ω，変¥器\損Ûと効率，発電所\出
k，電k用コンデンサ，変流器\しくみ，短絡事故，地絡事故，継電器\しく
み等）についf理ùできYh

電気施設管理（日負荷曲Ω，変¥器\損Ûと効率，発電所\出k，電k用コ
ンデンサ，変流器\しくみ，短絡事故，地絡事故，継電器\しくみ等）についf
試¢で評§すYh

【A4-E4】病�\電気設備についf，概��理ùできYh 病�におけY電気設備についf，全体�を理ù\確�に�しf試¢で評§す
Yh

成�は，試¢70%　事前課題6%　事後課題24%　としf評§すYh試¢評§は2�\試¢\平�とすYhただし，必bに
�じf臨時試¢を�な�場合�あY， 100点満点で60点以�を合�とすY.

「電気施設管理と電気法規ù説」：平野正樹編著（電気学会）
「電気設備技術基ëとそ\ù釈」：（オー)社 編）

「電気事業法関係法令集」：オー)社編
自家用電気工作t必携I（法規手続編），II（保安業務編）：関東経済産業局資7エネルギー部 監修
電気保安体pと官庁手続き?わかり：電気法令研究会編（オー)社）
Eとき 電気施設管理と法規：田尻 睦夫著（オー)社）
「電気法規と電気施設管理」：竹野 正二著（東京電機大学出版局）

電k工学I，II，高電¥工学，電気機器I，II，III

履修:�
注意事項

法規は送配電工学，発変電工学，高電¥工学，電気機器などで学O電気工作t\PりQい，設R\規�・基ëなどを定め
たも\であYh履修flれY学Vは，それW電気工作t\知識，+,電気工事\計画，設計，設R施�，検査，維持管理など，
広範多bにcY知識�必bとなYことを�識しfおく事h
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授4計画（電気�規EF電気施設管理）

テーマ 内容（目標・準Pなど）

1 電気関係法令，電気事業法\概b

2

3 電∂\接続，高¥又は特別高¥\電気機械器ƒ\危険防á，電気設備\接地，接地\方法等をù説すYh

4 電Ω\たYみ，支Ω\張k，風¥荷重に関すY計算問題をù説すYh

5

6

7 前半部f\復g

8 中間試¢

9 電Ω∂等，架空電Ω+,地中電Ω\感電防á，発電所等へ\立fi防á，架空電Ω∂等\高fl等\条º内容をù説すYh

10

11

12 日負荷曲Ω，変¥器\損Ûと効率，水k発電所\出kに関すY計算問題をù説すYh

13 電k用コンデンサ，変流器\しくみ，短絡時\保kに関すY計算問題をù説すYh

14 零相変流器，継電器（リレー）\しくみ，地絡電流・短絡電流に関すY計算問題をù説すYh

15 後半部f\復g，病�\電気設備

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電気事業法\概b，電気工作t，事業用電気工作t，主任技術n，工事計画\事前届出，一般用電気工作t\調査と義務，立
fi検査，電気関係報告規則をù説すYh

そ\t\電気関係法規およ,，電気設備技術基ë・ù釈（基ë・ù釈）
1

電気用品安全法，電気工事士法，電気工事業法，電気設備技術基ë・ù釈\用≥\定義，電¥\種別等，電∂\絶∏をù説す
Yh

電気設備技術基ë・ù釈（基ë・ù釈）2

法令\計算問題1

法令\計算問題2 絶∏電Ω\許容電流，金属製∫÷に施すD種接地工事，電∂\絶∏に関すY計算問題をù説すYh

法令\計算問題3 絶∏耐k試¢，B種接地工事・D種接地工事に関すY計算問題をù説すYh

昨年"実施\試¢問題\ù説+,1�≠かW6�≠まで\授業内容を復gすYh

1�かW7�\範yで試¢を��h

電気設備技術基ë・ù釈（基ë・ù釈）3

電気設備技術基ë・ù釈（基ë・ù釈）4 接·\定義，架空電Ω等\離隔（併架，共架），下方にあY場合\離隔，常時監Ìしない発電所等\施設等\条º内容をù説す
Yh

電気設備技術基ë・ù釈（基ë・ù釈）5 配Ω\感電又は火災\防á，�地電¥\p限，低¥電∂\絶∏†能，低¥幹Ω\施設，fbした低¥幹Ωへ\過電流遮断機
\施設等\条º内容をù説すYh

電気施設管理\計算問題1

電気施設管理\計算問題2

電気施設管理\計算問題3

昨年"実施\試¢問題\ù説+,9�≠かW14�≠まで\授業内容を復gすYhまた，病�内で\電気設備に関すYù説を�
�h

P
考

後期中間試¢およ,後期定期試¢を実施すYh
本科≠\修Éには，30 時間\授業\受講と 60 時間\事前・事後\自己学g�必bであYhÜをáまない講義ノートプリントを事前配ãすYh事前学gとしf，毎�\授業範y
部f\完全版講義ノートをclassroomにアップしfいY\で，事前に完成しfおくことhこれを事前課題とすYh事後学gとしf，毎�\授業課題に�しf指定期日以内に提出すY
ことhこれを事後課題とすYh
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(5%), A4-E2(5%), A4-E3(5%), A4-E4(5%), B1(10%), B2(10%), C1(30%), C4(20%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 実�ならび�レポート�口頭試 !"む）�よ&評(する．

2 実�ならび�レポート�口頭試 !"む）�よ&評(する．

3 実�ならび�レポート�口頭試 !"む）�よ&評(する．

4 実,ならび�レポート�よ&評(する．

5 エンジニアリングデザイン演,�取組・発表）�よ&評(する．

6

7 実�ならび�レポート�口頭試 !"む）�よ&評(する．

8 エンジニアリングデザイン演,�取組・発表）�よ&評(する．

9 実�ならび�レポート�よ&評(する．

10 エンジニアリングデザイン演,�取組・発表）�よ&評(する．

総合評価

テキスト プリント

参考書 関連科AB教科書

関連科目 制御工学，電気回路，電子回路，電子工学，電気機器，数値解析，情報処理，計算機工学，応用数学

神戸市立工業高等専門学校 2025年hシラバス

電気工学実�実, (Laboratory Work in Electrical Engineering)

佐藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授, 中村 佳敬 教授, 森田 二朗 特任教授, 津吉 彰 特任教授, 赤松 浩 教授, 加藤 真嗣 
教授, 酒井 昌彦 准教授, 河合 孝太郎 准教授, [前期] 川合 聖 非常勤講師, [前期] 池内 丈人 非常勤講師 【実務経�
者担当科A】

電気工学科・4年・通年・必修・4単位【実�実,】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

座学ø学ん¡理¬!実�ø√か≈理解!∆≈させる．また，各種制御機器等B取&ÕŒ方–—応用!学び，社”ø役立つ
技◊B,ÿ!AŸす．報告書作成方–!学び，提出期限内�報告する,‡!·�‚ける．また後期�Â各研究Ë�配Íし
，エンジニアリングデザイン演,�取&組む．

【A4-E1】データサイエンス演,!通じÔデータサイエンス�関する実践
Òな応用基礎知ı!,ÿする．

【A4-E2】各種電気機器B実��おŒÔそB原理˘実˙!理解する．

【A4-E3】マイコンB実��おŒÔそB動作原理!理解する．

【A4-E4】電気設ˇ�用Œられるシーケンス制御�つŒÔ理¬!理解する
．

【B1】後期B実�˘しÔ取&組むエンジニアリングデザイン演,�おŒÔ，
取&組�内�˘結��つŒÔ残課	˘˘も�ま˘≈るこ˘がøき，口頭発
表し，質 ��し適��応�øきる．

【B2】発表などøÒ√な質疑応�がøきる． Ò√な質疑応�がøきるこ˘!，エンジニアリングデザイン演,�発表）�よ&
教�が分担しÔ評(する．

【C1】各種制御機器，計測機器B特�!理解し，取&Õうこ˘がøきる．また
，座学ø学ん¡理¬˘実�結�B�ŒB要�が�øあるか説 øきる．

【C4】演,テーマB背#˘A$!Ò√�把&し十分な準ˇ活動!*Œ，Ÿ
導教�˘連,しながら自主Ò�研究!遂*øきる．

【C4】計0!立Ô，グループø2!合わせÔ実�!*Œ，期日内�報告書
!提出øきる．報告書�Â，AÒ，原理，実�方–，使用器具，実�結�!正
√�記9し，適�な考;がøきる．

【D1】担当B演,テーマB背#˘社”Ò意=!よ>理解する．

成?Â，レポート40%@実�実,へB取組40%@エンジニアリングデザイン演,20%@˘しÔ評(する．エンジニアリン
グデザイン演,Â取組˘発表ø各10%˘する．100点満点ø60点以F!合G˘する．未提出Iがあれば，原K˘しÔ29点
以MB最終成?˘なる．レポート�Â口頭試 !"むこ˘がある．

履修:�
注意事項

提出期限ÂŸPがなŒ限&原K翌RB朝8:50˘し，正当な理Vがある場合�限&期限後も受Yする．提出IBZれÂ，
各テーマB[実�実,へB取組」��し，1日�つき満点B6%減点(50点満点B場合3点減点)!原K˘する．関連科A�
つŒÔ復,予,しÔお>こ˘．
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授4計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2 教�B研究活動—企業等�よる講演!通じÔ，技◊Ò活動B社”Ò意=!理解する．

3 オペアンプ!用Œたフィルタ!作eし実�!*う．

4 オペアンプ!用Œたフィルタ!作eし実�!*う．

5

6

7

8

9 シーケンサB基本Ò操作–，基本命i!理解し，基本 	Bプログラミング˘√l!*う．

10 シーケンサB応用命iB理解˘˘も�，応用 	Bプログラミング˘√l!*う．

11 搬送装p!用ŒÔ応用 	Bプログラミング˘√l!*う．

12

13 データサイエンス演,!実qする．

14 前回Brき!実qし，データサイエンスB利活用!学,する．

15

16 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む

17 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む

18 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む

19 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む

20 エンジニアリングデザイン演,@中間発表 tご˘�中間発表!*う．

21 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む．

22 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む．

23 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む．

24 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む．

25 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,）�取&組む．

26 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む．

27 エンジニアリングデザイン演, 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組む．

28 エンジニアリングデザイン演,@最終発表準ˇ 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組ん¡結�!発表用�ま˘≈る．報告書も作成する．デwB準ˇも*う．

29 エンジニアリングデザイン演,@最終発表準ˇ 各tøエンジニアリングデザイン演,�取&組ん¡結�!発表用�ま˘≈る．報告書も作成する．デwB準ˇも*う．

30 エンジニアリングデザイン演,@最終発表 tご˘�最終発表!*う．

ガイダンス1�安全�策・テーマ説 など） 前期�*われる各テーマB解説!*う．機器取Õ，作業}�おける安全~øB注意点�つŒÔ説 する．また，レポート作成�必
要な知ı(図表B書き方，使用器具，参考文献，考;等)!説 する．

ガイダンス2�専門分ÑB理解）

フィルタB実�(1)

フィルタB実�(2)

フィルタB実�(3) フィルタB実�(1)～(2)�関するま˘≈�口頭試 !"む）!*う．

マイコンB実�(1) マイクロコンピュータ実�装pøIO装pBスイッã—LED!使っÔステッピングwータ!制御する実�．こB実�!通しÔアセン
ブラ言ê�よるサブプログラム，í&ì�プログラム!学ぶ．MPUBòき，IO装pB使Œ方，ステッピングwータB特ô!学ぶ．

マイコンB実�(2) マイコンB実�(1)Brき!*う．

マイコンB実�(3) マイコンB実�(1)～(2)�関するま˘≈�口頭試 !"む）!*う．

シーケンス制御B実�(1)

シーケンス制御B実�(2)

シーケンス制御B実�(3)

シーケンス制御B実�(ま˘≈) シーケンス制御B実�(1)～(3)ø学,した内��関する総合Òな試�!*う．

データサイエンス演,(1)

データサイエンス演,(2)

データサイエンス演,(3) データサイエンス(1)～(2)�関するま˘≈�口頭試 !"む）!*う．

L
考

中間試�および定期試�Â実qしなŒ．
そBた≈，授業計0Â変ùする可能ôがある．【実務経�者担当科A】
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-2(50%), A5-3(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 ロボットシミュレー���い�演習課��レポート 評"する．

2 レポート 評"する．

3 レポート 評"する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 ロボット入門)ロボット応�実践

成長産業技術者教5プログラム（ロボット分野）履修@のB選択可

神戸市立工業高等専門学校 2025年Qシラバス

ロボット要素技術 (Elemental Technology of Roboticg)

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授, 尾山 匡浩 教授 【実務経験者担当科目】（※
成長産業技術者教5プログラム(ロボット分野)開講科目）

電気工学科・4年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

ロボットの基本ïñ構òô動õについû理†し)ロボットに必要ñ要素技術（£えば)アクチュエー�)機構)センサ)マイコン
)制御)電気回路)技術基µñど）の原理についû学習する．本科目の指πにあ�っûは)実務経験教Ω ある小澤 正宜 
准教授)佐藤 徹哉 教授) 酒井 昌彦 准教授が)実務 必要ñ実践ïñ技術ø¿めû指πする��øに)ロボット分野の企
業かƒ講≈�∆いû指π�«います．

【A5-2】ロボットシミュレー� 産業�ロボットの制御が きる．

【A5-2】ロボットの要素およÃ機構ついû説Œ きる．

【A5-3】【A5-3】産業�ロボットがどんñ現— どんñ“え” ‘われû
いるか�理†する．

成◊は)演習課�50%　レポート50%　�しû評"する．100点満点 60点以‹�合fi�する．

プリント
K-ROSETマニュアル

「ロボティクス」：（日本機械学会 ）
「イラスト 学ぶ ロボット工学」：木野 仁) 谷口 忠大（講談社）
「実践 ロボット制御: 基˜かƒ動力学ま 」：細田 耕（オーム社）

履修:�
注意事項
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授4計画Aロボット6素技術）

テーマ 内容A目標・準Mなど）

1 ガイダンス 年間計画等�説Œ)連�する．

2 ロボットシミュレー���いûロボットプログラムの実習�«う．

3 ロボットシミュレー���いûロボットプログラムの実習�«う．

4 ロボットシミュレー���いûロボットプログラムの実習�«う．

5 ロボットシミュレー���いûロボットプログラムの実習�«う．

6 ロボットアクチュエー� ロボットアクチュエー�の概要についû†説する．

7 動力源 動力源の概要についû†説する．

8 ロボットアームの概要およÃ特	についû†説する．

9 ロボットアームの概要およÃ特	についû†説する．

10 ロボットハンド ロボットハンドの概要およÃ特	についû†説する．

11 ロボットセンサ ロボット ‘�する各
センサの特	ô‘い”についû†説する

12 視覚情報認識 視覚情報認識の簡単ñ原理ô”�についû†説する．

13 ロボット制御 ロボットの制御”�の概要についû†説する．

14 ロボットコントローラ ロボットのコントローラの概要についû†説する．

15 見学会等 ロボット関連企業�見学し)産業�ロボットがどんñ現— どんñ“え” ‘われûいるか�学習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ロボットプログラミング1

ロボットプログラミング2

ロボットプログラミング3

ロボットプログラミング4

ロボットアーム1

ロボットアーム2

M
考

中間試験およÃ定期試験は実�しñい．
【実務経験者担当科目】
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科　目

担当教員 津吉 彰 特任教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), D1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし，ただし実習%&配(する+インターンシッ2参4&あたって』9熟;のこと

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2025年Lシラバス

学外実習 (Practical Training in Factor])

電気工学科・4年・通年・選択・1単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

夏季休業中等の5日nないし910日n程Lのn&，企業また9大学研究室，そのxのyz{|機~�業務の一ÅÇ実
É&体験する．

【C2】実習機~の業務内áÇ理âし，実習ä�の具体åな到達目èÇ達
êする．

実習機~の業務内á&ëする理âLおよî実習ä�の具体åな到達目è
の達êLÇ実習報告ó�評ôする．

【D1】実習Ç通じて工学技úù社ü†自¢&£える影¶&~する理âÇ
ßめる．

実習Ç通じて工学技úù社ü†自¢&£える影¶&~する理âÇßめたこと
Ç実習報告ü�評ôする．

ê©9，実習報告ó50%　実習報告ü�の発表50%　として評ôする．実習報告óおよî実習報告üの内áか≠評ô
し，100点満点中60点以≤Ç合¥とする．

情報処理テキスト∫神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（www2�閲覧可能）
「高等専門学校生のキャリア2ラン∫ 実業之日本社

履修:�
注意事項

実習機~&yz{|Ç依Œして実œする科目なの�，yz{|ä&失—のないよう&節LÇ‘って行÷するととも&，健
康管理，安全管理&留fiして真‡&·‚組むこと．†むÇ‰Âyz{|äù確Áしなかった場合&9辞ÍとしてÎう．
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授4計画（学外実習）

内容（テーマI目標I準Jなど）

中n試験およîÁ期試験9実œしない．

下Ôの|Ç留fiの≤�·‚組むこと．

1) インターンシッ2(学外実習)説明ü（4月）
・担当教Ùよ‚インターンシッ2のfi義，目å，内áおよî実習äの希望方法，学内調整要領，その˛の手�きの概要の説明Ç
行う．

2) 実習äの希望，調整，辞Í&~して（4月～7月）
・実習ä企業9，自≠業界研究Ç行った≤�希望する進路（キャリア2ラン）も	まえた≤�有fi義な実習となるよう&希望する
こと．
・希望者�ù募集�Ç�えた実習ä&ついて9調整Ç行う．（調整9担当教Ù&�う．）
・学内調整�希望ù�め≠|た学生9，�ち&実習ä所Áの応募ó�Ç作êして提�する
・学内調整�希望ù�め≠|なかった学生，およî実習ä�の選�&よ‚実習ù�め≠|なかった学生9，xの実習äの中か
≠再L希望Ç提�する．
（原�として，y{äùなくなるま�希望することとするù，�むÇ‰ない状!となった場合&9本校所Áの「選択科目y講辞Í
願ó∫�辞ÍÇ願い�る）

3) 学外実習届，保険料，そのxの必要ó�（5月～7月）
・実習äù決Áした˛，本校所Áの「学外実習届∫Ç担当教Ù+提�し，所Áの保険料Ç納-する．
・.せて実習äか≠の指1&よ‚，履歴ó，誓約ó，{寮申請ó，ユニフォー=貸£申請ó等のxの必要ó�ùある場合も，担
当教Ù&提�する．

4) 学外実習の実œ（8月～9月）
・実習期n9原�として夏季休業期n中とする．ただし，必要&応じて9月Aま�9公Cとして参4Ç�めることùある．
・実習期n95日以≤�総実習時n30時n以≤とする．

5) 学外実習報告óの提�およî報告üの実œ（10月）
・インターンシッ2終了˛，本校所Áの「学外実習報告ó∫Ç丁I&作êし，十KなチェッNの˛&担当教Ù&提�する．また，学
科O&報告üÇ実œする．
・「学外実習報告ó∫9担当教Ùか≠実習ä+提�し，学科の全教職Ùù評ôするだz�なく，˛輩学生ù参�のため&閲覧
するの�，丁IなÔRÇSùzるととも&，守Uすべき事XÇóくことのYいよう&留fiすること．（守U事Zの尊守9報告üも
同\�ある）

J
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

電子回#Ⅱ (Electronic Circuit II)

[後期] 佐藤 徹哉 教授 【実務経験者担当科目】

電気工学科・5年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

デジタP電子回#Q基SとしV加算減算回#などQ各種演算回#_各種QフリップフロップQ復習後gカウンタk回#g
方形nopいrパPス回#とアナログ－ディジタP変換gディジタP－アナログ変換についV学習する�英ÅプリンÇo参照
しながÜノkÇ講義形àâ授業oäう�本科目Q指éにあrっVはgもQづくï企業(パナソニック(株))âQ実務経験教õâ
ある佐藤徹哉教授がg実社ùâ必ûとされる実務°な¢£方も§めV指éoäいます�

【A4-E1】各種デジタP回#Q基So習熟後g加算回#・減算回#などQ
算術演算回#が説™âきる�

各種デジタP回#Q基SQ習熟o前≠としVg加算回#・減算回#などQ算
術演算回#などが理ØâきVいるかo試験とレポkÇâ評µする�

【A4-E1】それぞれ2つQ入出∫oªつフリップフロップ(RS-FFgJK-FFgD-
FFgT-FF)が説™âきる�まrg図記≈かÜ特性表g特性方程ào めるこ
とが出Ãる�

各種フリップフロップ(RS-FFgJK-FFgD-FFgT-FF)についV理ØâきVいるか
o試験とレポkÇâ評µする�

【A4-E1】各種カウンタ回#（非同期à/同期àg2Qn乗進/n進gアップ/ダ
ウンgリングカウンタgジョンソンカウンタ等’が説™âきる�

各種カウンタ回#（非同期à/同期àg2Qn乗進/n進gアップ/ダウンgリングカ
ウンタgジョンソンカウンタ等’についV理ØâきVいるかo試験とレポkÇâ評
µする�

【A4-E1】短時ÿâ急⁄な変€oする信≈o›うパPス回#とgアナログ-
ディジタP変換(A-Dコンバkタ)gディジタP－アナログ変換(D-Aコンバk
タ)が説™âきる�

パPス回#gA-D変換回#gD-A変換回#についV理ØâきVいるかo試験と
レポkÇâ評µする�

成‡はg試験85%　レポkÇ15%　としV評µする�100点満点â60点以Êo合Ëとする�レポkÇはg(1)指Èされr問題
についVレポkÇpÏに問題ÅかÜ手ÓきâÓいV≠出しr内容g(2)各ÒQノkÇo≠出しV確Ûされr内容g(3)試験ご
とに欠点âあっr学˜に¯される手ÓきレポkÇo˘に評µする�

オリジナPテキスÇとしVA4˝サイ�Q英ÅプリンÇo配�する
ディジタP電子回#âpいrDigital Principlesg 3rd editiong Roger L.Tokheimg McGrawHillも�せV使pする�

「新�マイクロコンピュkタ技術入門」 : 松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社’
2025年�版技術英検2級問題集(ISBN-13:978-4800593023)日本能率協ùJSTC技術英語委õù（著’
2025年�版技術英検1級問題集(ISBN-13:978-4800593030)日本能率協ùJSTC技術英語委õù（著’

ディジタP電子回#g計算機工学g電子回#I

履修:�
注意事項

オリジナPテキスÇとしVgA4˝Q英ÅプリンÇo配�するQâg5VQ英Åは授業前に6んâ理ØしVおくこと�授業はそ
れÜo参照しながÜノkÇ講義形àâäうQâgノkÇに講義内容o記9すること�演習問題も同ノkÇにØ:すること�別途
指ÈするレポkÇと合わせVレポkÇ点としV評µする�レポkÇはÊ記(1)(2)(3)ともに一�âも未≠出があるとレポkÇ
15%Q5@o0点とする�
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授4計画（電子回EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 加減算回#

2 フリップフロップ

3 シフÇレジスタ シフÇレジスタ回#についV学習する�

4 非同期カウンタ

5 同期カウンタ

6 リングカウンタgジョンソンカウンタ リングカウンタとジョンソンカウンタQ構成例g特性表gタイムチャkÇo学習する

7

8 中ÿ試験 前Gに学んH内容についV中ÿ試験o実Iする�

9

10

11

12

13 パPスn形整形とシュミッÇÇリガk回#

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

加減算回#Q復習とgノイマンQ5加算器gCarry Look Ahead AdderについV学習する�

フリップフロップQ復習とgD-FFgT-FFgSet PrioritygReset PriorityについV学習する�

非同期à2Qn乗進カウンタo学習する�カウンÇo増加しVいくアップカウンタとgカウンÇo減PしVいくダウンカウンタo学習す
る�非同期àn進カウンタo学習する

カスケkR接TしrすべVQFFが一Vに動Xする同期à2Qn乗進カウンタo学習する�

Excitation tablegFFQ変換gState transition diagram Excitation TableQX成方[o学びgFFQ変換方[についV学習する�State Transition DiagramQ意^と_き方についV
も学習する�

試験返aと同期n進カウンタ1 中ÿ試験Q採点確Ûと同期n進カウンタQExcitation tableopいr設計方[o学習する�

同期n進カウンタ2 同期n進カウンタQCharacteristic equationopいr設計方[o学習する�

非安定MV(Astable Multivibrator) 非安定マPチバイブレkタQ動Xo学習しg任意Q周期Q非安定MV回#o設計âきるようにする�

単安定MV(Monostable Multivibrator) 単安定マPチバイブレkタQ動Xo学習しg任意Q時ÿQ単パPスo˜成する単安定MV回#o設計âきるようにする�

代表°なパPスn形整形とシュミッÇÇリガk回#についV学習しg任意QThreshold voltageQSchmitt trigger回#o設計â
きるようにする�

D-A変換 代表°なディジタP－アナログ変換回#(D-Aコンバkタ)Q動Xo学習する�

A-D変換 代表°なアナログ-ディジタP変換回#(A-Dコンバkタ)Q動Xo学習する�

L
考

後期中ÿ試験および後期定期試験o実Iする�
本科目Q修nにはg30 時ÿQ授業Q受講と 60 時ÿQ事前・事後QÒ己学習が必ûâある�事前学習rシラバスに記sQ毎uQ授業計vにwっV教科Ó(配�プリンÇ)Q予習
oäうこと�事後学習r授業内容oyま£V各ÒQノkÇo完成させるとともに教科ÓQ演習問題に{ï|むこと�原�としV試験問題も英Åâ出題するがg専門p語g専門表Äは
必ûにÅじV英語Hけâなく日本語âQ理Øも問うことがある�【実務経験者担当科目】
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科　目

担当教員 河合 孝太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 必���じ�資��配�する．

参考書

関連科目 半導体工学，電子工学

神戸市立工業高等専門学校 2025年7シラバス

電気材� (Electric MaterialF)

電気工学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

導体，半導体，絶縁体�代Vされる各種電気材��つい�学]する．また，電気電子工学分a�おい�重�な，誘電体，磁
性体，超伝導体，jデバイス，炭素材�など�つい�p学]し，これらt材�t特性v産業用y�学]する．材�t特性�
つい�は，概�だけではなく，そt特性ÅÇじるメカニズá�電子運ât物ãt観çからãèする．さら�本科ëでは，各
種材�評価技ï�つい�p学]する．

【A4-E2】金ót導電現象，抵抗材�，誘電体úù誘電分ût分ü†誘電
分散，各種絶縁体†絶縁破壊，圧電体†焦電体などt基ß�つい�ãè
し�いる．

金ót導電現象，抵抗材�，誘電体úù誘電分ût分ü†誘電分散，各種絶
縁体†絶縁破壊，圧電体†焦電体などt基ßÅãèでき�いるか�中間試験
úùレポー∞で評価する．

【A4-E2】磁性体t分ü†各種現象，超伝導現象t原ã†�用などt基
ß�つい�ãèし�いる．

磁性体t分ü†各種現象，超伝導現象t原ã†�用などt基ßÅãèでき
�いるか�定期試験úùレポー∞で評価する．

【A4-E2】材�評価技ï†し�，結晶構造，X線回折装置(XRæ)，走査型電
子顕微鏡(SEM)，原子間力顕微鏡(AFM)などt基ß�つい�ãèし�
いる．

材�評価技ï†し�，結晶構造，X線回折装置(XRæ)，走査型電子顕微鏡
(SEM)，原子間力顕微鏡(AFM)などt基ßÅãèでき�いるか�定期試験
úùレポー∞で評価する．

【A4-E2】レーザー材�†レーザーjt発振原ã，発jダイオード，有機EL
材�，jファイバー材�，jディス‘t材�†記録原ã，機能性炭素材�
などt基ß�つい�ãèし�いる．

レーザー材�†レーザーjt発振原ã，発jダイオード，有機EL材�，jファ
イバー材�，jディス‘t材�†記録原ã，機能性炭素材�などt基ßÅã
èでき�いるか�レポー∞で評価する．

成Ÿは，試験85%　レポー∞15%　†し�評価する．試験85%分は，中間試験†定期試験t相加平fi�†る．試験成Ÿ85
ç†レポー∞成Ÿ15ç�合わせ�100ç満çで60ç以‰�合Â†する．総合評価t小数ç以ÈはÍÎÏ�る．

「改訂電気材�」 ： 柳井久義，酒井善雄著 ˘コロ¸社出版）
「半導体素子」 ： 石田哲朗，清水東著 ˘コロ¸社出版）
「半導体工学」 ： 高橋清˘森北出版）
「電気電子材�」：鈴置保雄˘オーá社）
「電気・電子材�」：水谷照吉˘オーá社）

履修:�
注意事項

授業�関�tない私��一Í�じる．電子工学で学]した固体中t電子tバンド構造úùフェルミ・ディラッ‘分��関
する知�Å必�†なるため，復]し�おくこ†．また，半導体工学で学]したエネルギーバンド%�用いたキャリ)t運ât
V現�つい�p授業で*Î+うため，しっかÎ復]し�おくこ†．
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授4計画（電気材料）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3

4

5

6

7

8 中間試験 前半部分で授業�/けた内1Åãèでき�いるか�評価する．

9 中間試験tè2†è説 試験問5tè2†è説，採ç基7t説明，試験範:t復]�;う．

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

金ót導電現象/復] )ルミニウáv>など�つい�金óÅな?導電性Å@いtか，抵抗発Çt�A�つい�è説する．また，電界Èでt材�中t荷
電粒子t数式+い�つい�è説する/本授業�履修する�あたっ�，必�な事I�復]する．

抵抗材�/レーザー材�I ニ‘ロá線，タングステンなどt発熱体�使用する抵抗材��つい�è説する/レーザーt定義，レーザーjt特徴，レーザーt
産業�用�つい�è説する．

誘電体およù絶縁体t電気的性質/レーザー材�II 誘電体およù絶縁体†はSか，絶縁性，誘電分û�つい�è説する/レーザーjt発振原ã†し�，反転分�†誘導放出�学ぶ．
また，レーザー材��よÎ分üされる気体レーザー，固体レーザー，半導体レーザー�つい�è説する．

誘電分ût分ü†誘電分散/有機pn接合半導体
発Çメカニズáから誘電分û�電子分û，イオン分û，配向分û�分üし，それらt分û\t式t導出�つい�説明する．また，
交流電界印加`�Çじる誘電分散�つい�学]し，電子レンat原ã�è説する/有機材�t定義†エレ‘∞ロルミネセンス�
つい�è説する．また，有機ELディスプレイt原ã†特徴�è説する．

絶縁破壊/jファイバー 電子なだれ破壊などt短`間破壊，∞ラッキングなどt長`間破壊�つい�è説する/jファイバーケーブルt構造†使用材�
�つい�è説する．また，材�中tj伝ht数式+い�つい�è説する．

各種絶縁材�/jディス‘I 各種絶縁材�†そt用yなど�つい�è説する/jディス‘t構造†，情jt記録・再Ç原ã�つい�è説する．また，jディス‘
�おい�記録1l�向‰させる�はどうすればよいか説明する．

圧電体†焦電体/復] 圧電体†焦電体t性質úùそれらt産業�用�つい�è説する/前半t内1�つい�復]する．

磁性体I/jディス‘II
磁性体t概�†磁性体t産業�用�つい�説明する．また，磁nt性質Åoなる常磁性体†反磁性体�つい�è説する/記録
1l�よÎjディス‘Å分üできるこ†�説明し，それらt構造tqい�つい�è説する．また，記録原ã�よっ�p分üできるこ
†�説明し，それらt記録原ã†使用材��つい�è説する．

磁性体II/機能性炭素材�
強磁性体であるフェロ磁性体，フェリ磁性体，反強磁性体�つい�説明する．また，各種磁性体�おける磁n\t温7依存性�つ
い�è説する/原子配vv結合t状x�よっ�，ダイヤモンドvグラファイ∞など�分üできるこ†�説明する．また，グラファイ∞�
ãèする‰で重�なファンデルワールス結合�つい�è説する．

超伝導体/超伝導t�用 超伝導現象発ÇtメカニズáであるBCSã~�つい�è説する．また，マイス¸ー効Åt基本的性質�つい�è説する/超伝導
材��産業で�用する�あたÎ�Çされる特性�つい�†超伝導t産業�用É�つい�è説する．

材�評価技ïI/カーボンファイバー 単結晶，多結晶，非晶質などt結晶t分üvミラー指数など�つい�è説する/カーボンファイバーt構造†特徴，作製方ã�つ
い�説明する．また，炭nt原ã�つい�è説する．

材�評価技ïII/グラフェン電子デバイス 各種顕微鏡˘走査型電子顕微鏡(SEM)，原子間力顕微鏡(AFM)など）�用いた材�評価技ï�つい�è説する/グラフェンt
l子サイズ効Åおよùグラフェン∞ランaスタ�つい�説明する．

材�評価技ïIII/復] X線回折装置(XRæ)�用いた材�評価技ï�つい�è説する/後半t総復]�;う．

K
考

前期中間試験およù前期定期試験�実èする．
本科ët修ê�は，30 `間t授業t/講† 60 `間t事前・事後t自己学]Å必�である．事前学]：授業âî�参照し�予]するこ†．事後学]：授業âît内1�ãèし
�いるか�確òするレポー∞�*Îôむこ†．
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

電気機)Ⅲ (Electrical Machinery III)

電気工学科・5年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

直流機E構GH動作原LについP説RしT直流機E特性計Xができるように演`する．またTeに制gにhいられるモータ
E構GH動作原LについP説RしThnにoじP適rsモータt選vできるようにsる．

【A4-E4】直流機E特性にwしP計Xx説RできTまた電機子反作hE影
|についP説Rできる．

直流機にwする問~に解ÄできるかT前期中間試Öおよáレポーäにより
60%以上正解t合ëHしP評ìする.

【A4-E4】制ghモータEïいtL解しThnに最適sモータE選vがで
きT簡単s特性計Xができる．

制ghモータにwする問~が解ÄできるかT前期v期試Öおよáレポーäに
より60%以上正解t合ëHしP評ìする.

成ôはT試Ö75%　レポーä25%　HしP評ìする．sおT試Ö成ôは前期中間試ÖH前期v期試ÖE平均ûHする．総
合成ô(試ÖHレポーä)100û満ûで60û以上t合ëHする．レポーäHは講義復`課~EこHである．

OHM大学テキスä 電気機)学

「エレクäリックマシーン＆パワーエレクäロニクス [第2版]」：エレクäリックマシーン＆パワーエレクäロニクス編集委員会著（森北出版）
「電気機) I」野中作太郎（森北出版）
「電気機) II」野中作太郎（森北出版）

電気機)I(4年)T電気機)II(4年)T電気回路I(2年)T電気回路II(3年)T電気回路III(4年)T電気磁気学I(3年)T電気磁気
学II(4年)

履修:�
注意事項

レポーäは次回講義Eœめに回—しTそれ以”に提出されたもEは減ûされる．sおTレポーäE最終提出期ŸはT本科目
E前期v期試ÖŸE前Ÿ12:30Hする．
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授4計画（電気機EⅢ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 直流機E概fiH構GについP説Rする．

2 直流機E誘導起電‚HäルクについP説Rする．

3 直流機E特性計Xに必fis‰H電機子巻ÊE巻きÁについP説Rする．

4 電機子反作hがËぼす影|sどについP説Rする．

5 直流電動機t運ÏするÌに必fis励磁Á‰についP説Rする．

6 直流機t始動するÌE注意ûT直流機E速!制g法Tおよá直流電動機E動特性についP説Rする．

7

8 前期中間試Ö

9 前期中間試Ö問~E返ıおよá解説しT直流発電機E特性についP説Rする．

10 直流機E損¯E種類Tおよá直流機E効率計XÁ法についP説RしT演`問~についP解説する．

11 制gモータE種類H無整流子電動機E特ˇについP説Rする．

12 永久磁石同期モータE特ˇT特性計X‰TäルクについP説Rする．

13 リラクタンスモータHステッピングモータについP説Rする．

14 ヒステリシスモータH整流子モータについP説Rする．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

[10.1]直流機Hは[10.2]直流機E構G

[10.3]誘導起電‚[10.4]äルク

[10.5]直流機E基本特性‰[10.6]電機子巻Ê

[10.7]電機子反作h

[11.1]直流電動機E励磁Á‰

[11.2]始動H速!制g[11.3]直流電動機E動特性

1回目から6回目までE復`H演`問~E解説<1> 1回目から6回目まで学`した内�ついP復`するHHもにT演`問~についP解説する．

1回目から7回目までE内�についP記述試Öt�う．

前期中間試Ö問~E返ı[11.4]直流発電機

[11.5]損¯H効率およá演`問~E解説<2>

[14.1]モータE種類[14.2]無整流子電動機

[14.3]永久磁石同期モータ

[14.4]リラクタンスモータT[14.5]ステッピングモータ

[14.6]ヒステリシスモータT[14.7]整流子モータ

9回目から14回目までE復`H演`問~E解説<3> 9回目から14回目まで学`した内�ついP復`するHHもにT演`問~についP解説する．

L
考

前期中間試Öおよá前期v期試Öt実�する．
本科目E修�にはT30 時間E授業E受講H 15 時間E事前・事�E自己学`が必fiである．sおT試Ö単�E平均ûが例年H�べP著し��いH担当教員が判#した場合はT
60û満ûE再試Ötクラス全�で実�する場合があるがT学'からE再試Öfi(にはoじsい．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

電力工学Ⅱ (Electric Power Engineering II)

[前期] 糀 芳信 非常勤講師, [後期] 津吉 彰 特任教授 【実務経験者担当科目】

電気工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授4�
概6�方針

本科目X電力工学IY内[をさら_高�_学ばせるc発電，変電，送電，配電といk電力工学Y各要nを学ぶこと_よr電
力Y供t_必要u基本wu技yを理論w，体系w_習�させるc電力を利Åする産業，市民活Üá地â_äえる影çを
ér，エネルギìY効率wu利Åを目ñす技y者教óYòとして，単_理論_とらわれù電力利ÅYÜû_ついて†°ら
学ばせるc本講義Y前期Y範£_ついてX民間企業から講師をßいて実務経験者として電力伝送Y実©をふまえ講義
するc

【A4-E4】送電システ≠を理Æし，第2種電気技y者試験相当Y問¥をÆ
けるよk_するc

送電システ≠を理Æしていることを試験uらび_レポìト，∫テストª評Ωする
c総øª60%以¬Y達成�をø≈とするc

【A4-E4】配電システ≠を理Æし，第2種電気技y者試験相当Y問¥をÆ
けるよk_するc

配電システ≠を理Æしていることを試験uらび_レポìト，∫テストª評Ωする
c総øª60%以¬Y達成�をø≈とするc

【A4-E4】電気事業_おける発電Y原理を理Æし，第2種電気技y者試験
相当Y問¥をÆけるよk_するc

電気事業_おける発電Y原理を理Æしていることを試験uらび_レポìト，∫
テストª評Ωするc総øª60%以¬Y達成�をø≈とするc

【A4-E4】変電システ≠を理Æし，第2種電気技y者試験相当Y問¥をÆ
けるよk_するc

変電システ≠を理Æしていることを試験uらび_レポìト，∫テストª評Ωする
c総øª60%以¬Y達成�をø≈とする

【A4-E4】電力Y利Åá地â環 _äえる影çを理Æし，説Ãすることá
ªきるc

電力Y利Åá地â環 _äえる影ç，エネルギìY有効利Å_ついて理論
w_説Ãªきる事をレポìトª評Ωするc

成œX，試験80%　レポìト10%　∫テスト10%　として評Ωするc総ø評Ωª100点満点ª60点以¬をø≈とするcた
だし，各試験Y成œ_よらù，後期定期試験ª60%以¬Y評Ω_よrø≈とするc

オì≠社　OHM大学テキスト 電力発生・輸送工学　著者：伊ä田 功　編著

電力工学I

履修:�
注意事項

前期X非常勤講師_よる授業を実Âするc本科目_Êらù5年生YÁきコÈ_X補講á実Âされる場øáあるYª注意
されたいc
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授4計画（電力工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3

4

5

6 変電ÔY機器構成を学ばせ，中性線接地方¯˘変電ÔY各機器Y役˚を理Æするc

7

8 中間試験

9

10

11

12

13

14 需要家受電設�˘屋内配線

15

16

17

18

19 水力発電ÔY運転制御�をÆ説するc揚水発電Y方¯，潮力発電を説Ãし，水力発電全�Y演習後，∫テストを実Âするc

20

21

22 後期中間試験 後期中間試験を実Âするc

23 後期中間試験YÆ説 後期中間試験をÆ説するc火力発電Y∫テストを実Âする

24

25

26 核燃�サイクルc原子力発電Y今後 核燃�サイクル˘将来wu原子力発電Y要とuる核融ø発電Y原理uど_ついて外部講師_よる授業を�kc

27 原子力発電問¥演習c 地熱発電

28

29 再生可!エネルギìとエネルギì安全保障 再生可!エネルギìY普及状(˘電力Y安定供t_ついて学び，各°Y意)を∫論*_まとめさせるc

30 電力工学全�_わたる復習

電力輸送する送電・変電・配電設�（1，7章） 発電Ôから電力を消費地点迄輸送する送電・変電・配電及び需要家屋内設�を説Ãし，機!と及び具�性!と高電圧6して来
た送電・配電電圧Y歴史w経9と:え方，及び系統構成˘電気方¯を理Æするc

交流回?と電力計A_必Bu電圧降D˘電力輸送可!電力計A（7
章）

電力計A_必要u電圧・電流・インピìダンスを複nIª表KしてフェìNO_よる電圧降D，フェランP現R˘電力相差角曲
線を理Æするc対称三相回?Yベクトルオペレìタì˘相電圧と線間電圧，Y/△結線uど電気計A_必Bu電気I学を適宜復
習しÈスタìするc

架Á送電設�Y構成機材，四端子回?Æf˘弛�計A（8章） 特別高圧電圧Y架Á送電設�を構成する部材と機!を説Ãし，具�性!を理Æするc送電線Y電気定IX分布定Iªあr，四
端子回?Y理Æと計AÆf手�Y習�するcまた，弛�計A¯を誘mしてカテナリì曲線，及び電線振Ü現Rを理Æするc

電力ケìブルY種類別構u˘Â設方�と電気定I（10章） 9密地wªY特別高圧電力ケìブル_よる系統構成と適xする種類別Y構u˘Â設方�，yび_ジョイント工�˘冷却方¯を
概説して電力ケìブルを理Æするcまた，ケìブル特有Y誘電体損等Y電気定Iを理Æするc

変電ÔY構成と主要機器，変圧器Y結線方¯・中性点接地方¯（11
章）

変電Ô_Â設される主要機器とそY役˚と具�すべき性!要Éを説Ãするc変圧器Y結線方¯と中性点接地方¯Y特質，及
び単位�_よる基本¯を理Æするc電力潮流制御_必要uタッÜ電圧，調相設�Y絶縁方¯，避雷機器等性!要Éを理Æするc

変電ÔY変圧器構成と母線方¯（11章）

変電Ô˘送電線Y異常電圧を概説（9章） 電力機器_発生する異常電圧Y種類と規êを概説して，架Á送電系統・ケìブル系統・変電ÔY異常電圧対ëを理Æするc避
けられuい異常電圧_対する絶縁協調Y:え方を理Æし，ギャッÜレスアレスタìY適x実ïを習�するc

7回まªY内[_基づき中間試験を実Âするc

保護継電器（12章）　
送変配電設�X9ôu°然環 D_Â設され，故障発生_対して早期遮û_よる事故波及抑制，設�・機器保護及び健全設
�からY迅速復電するため，事業者要求性!_対xした保護制御システ≠を開発しÂ設しているcそY種類˘機!・特性を理Æ
するc

故障計Aと対R座標� 1.　　設�故障Y実ï，対称座標�m入（13
章）

電力設�_発生する故障Y形ïと規êを説Ãし，三相交流回?ªX事故相以外Y健全相_†影çá波及すことを故障計A_
利Åされる対R座標�をÅいて理Æするc1.ªX対R座標�_よる発電機Y基本¯˘等Ω回?を作Oして故障計A手�をÈ
スタタìするc

試験返却Æ説・故障計Aと対R座標� 2.　　実ÆY故障計A，対称
座標�xÅ（13章）

試験を返却しÆ説するc2.ªX，1.ª学習した対R座標�をÅいて，一線地絡故障˘二線地絡故障≤Y地絡電流˘健全相電圧
を演A実≥して理Æするc特_，演習問¥を活Åして理Æ深6_µするc

高圧配電設�Y系統構成，機材（14章） ∂á∑Y太πY高圧配電電圧X6kVªあr被覆高圧電線を適Åしている等，独°Y技y開発_よる設�機材を適xしているc
そY系統構成˘機材を説Ãし，接地方¯と密接_関¿する保護方¯とY関¿†¡せてを理Æするc

低圧配電設�Y系統構成，機材c（14章）
∂á∑低圧電圧X100/200vªあr変圧することuƒ負荷機器_直接接続供tされるc低圧系統単相100v/3相200vを効率
w_設�構成する3相4線¯á一�wªあr，これらY低圧配電設�˘結線方¯を説Ãして，保護方¯とY関¿†¡せて理Æす
るc

∂á∑X，需要家電気設�規êY逓 _対xして系統電力からY受電電圧X高電圧6する仕Ãみªあるc特別高圧・高圧受
電設�Œを基_需要家屋内設�Y構成˘そY保安装置等を説Ãし屋内電力設�と¡せて保安確保をOる設�面・ï勢面Y
対ëを理Æするc

送変配電_関する総括，今後Y電力発生と輸送Y課¥（15章）
太陽光等再エネY普及X電力°由6と†相まって電力潮流を双方û6し，機器短絡強�不足問¥を惹‡する等Y課¥áある
á，スÈìトメìタì適ÅX‚たuロìドÈネイジメントを誘Âしてビジネスを創‡するc電力系統Y将来課¥を展Èし対ëY:え
方を:Íするc

発電総論cエネルギì変換論c∂á∑Y電気事業概説（1章） エネルギì変換としてY発電工学Y位置づけを説Ãし，∂á∑Y電気事業Y歴史および現状をÏべるc電気エネルギìá低炭
n6社会実現_配Ôされていることを学ぶc

水力発電Y基礎（5章）
水Y位置エネルギìから落差，流ÚY定義および理論出力をmƒcまたベルヌìイY定理および¿続Y¯よr水力学Y基本公¯
を説Ãするc落差Yˆr方_よる各種水力発電方¯を紹¯し，ダ≠，m水?等Y水力発電ÔY土木設�と門扉等そY付随設�
をÆ説するc

各種水˛Y構uと特徴c  水˛発電機c水力発電ÔY諸設�とそY設
計（5章）

水力発電ª使Åされる水˛Y構uと特徴および付帯設�，発電機Y特徴を説Ãし，そY他発電Ô_設置される設�を紹¯するc
また水力地点から設�を設計する演習を�kc

水力発電ÔY管理c揚水発電c水力問¥演習（5章）

火力発電Y基礎理論c熱力学c各種燃�Y特徴cボイラおよび蒸気タì
ビン（3章）

熱力学とランキンサイクルを説Ãし，火力発電_おけるエネルギì変換，エネルギìY流れをÆ説するc 燃�Y燃�Y計Aを学
び演習する

火力発電ÔY各種設�，さまざまu火力発電（3章） 火力発電ÔY各種設�，構u，Ü作原理を説Ãするc 熱効率そY他効率Y定義および計Aを学ばせるcガスタìビンY構uと特
徴cディìゼルおよびガソリン内燃力発電Y特徴をÏべる

原子力発電Y基礎理論c原子核物理c核分裂¿鎖反xと中性子束分
布c減速材，吸収材（4章）

原子核分裂_よる質Ú欠損と結øエネルギìY放出_ついて説Ãするc熱中性子_よるウラン235Y分裂と高速中性子減速材
，吸収材_よる制御_ついて説Ãし，臨界状ïY核分裂¿鎖反xを維�する条ÉをKす

各種原子�と原子力発電ÔY構成c 原子�Y制御理論（4章） 加圧水!および沸騰水!軽水�Y構uを説Ãするcまた，ガス冷却�，高速 殖�Y構uと特徴を紹¯するc 軽水�_ついて，
加圧水!および沸騰水!Y相違点を中'_そY制御方�，°己制御性を説Ãするc

地熱エネルギìとそY発電設�を説Ãし，世界およびわá∑Y地熱発電Ôを紹¯するcまた原子力発電_関する演習後，∫テス
トを実Âするc

‚しい発電方¯c直接発電，太陽エネルギì，MHD発電，燃�電池，そ
Y他Y°然エネルギì（6章）

太陽光発電uどY特性˘普及状(，°然エネルギìをˆr,ƒ状(_ついて学ぶ またMHD発電uど‚発電˘，普及á-まっ
ている燃�電池uど_ついて学ぶc

電力工学II全�_ついて復習，演習するc

K
考

前期，後期と†_中間試験および定期試験を実Âするc
本科目Y修�_X，60 ≤間Y授業Y受講と 30 ≤間Y事前・事後Y°己学習á必要ªあるc場ø_よr再試験uどを実Âする場øáあるc後期定期試験Y評Ωá60%ªそれま
ªY成œ_よらùø≈とするc【実務経験者担当科目】
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「パワーエレクトロニクス」�平紗多賀夫著 （共立出版）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年9シラバス

パワーエレクトロニクス (Power ElectronicG)

電気工学科・5年・後期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

最XY電力用半導^デバイスとそれd用いf電力変換装jY基本回nについq講義するt各種電力変換装jY動xや
応用{についq理}d~めるとともにÅパワーエレクトロニクス技ÉÑ身Üá技Éであるということd理}するtáおÅ本講
義ç担当教êY企業におけるパワーエレクトロニクスシステîY開発経òdôまえq教授しますt

【A4-E4】各種パワーエレクトロニクス回nY動x原理とそY特üd理}
するとともにÅ電力Å平均電圧Å周波§スペクト¶等Y諸®Y算出ÑできÅ
定®¨に評Æできるt

整流回nÅチョッパ回nに¥する算出çÅ中間試òで評Æするtインバーπに
ついq定期試òで評Æするt

【A4-E4】パワーエレクトロニクス機ªd利用するΩYメリットÅデメリットd
把¡するとともにÅどYようá対策等Ñ必∆かÅどYようá適用Ñ最適かÅá
どd説 できるt

電力用半導^デバイスについqç中間試òで評ÆしÅパワーエレクトロニクス
機ªについqç定期試òで評Æするt

【A4-E4】課題Å資ŒY整理ÑできÅœらそY特üáどd—いだすことÑで
きるt

レポートによ‘評Æするt具^¨にçÅ電力用半導^デバイスY特üと適用範
◊についqと単相Å三相方形波インバーπY出力電圧波形に‹まれる高調波
についqまとめるt

成flçÅ試ò85%　レポート15%　としq評Æするt中間Å定期試òY2回Y平均Y85%（85点）とレポート15点Y合計
100点満点で60点以Ád合Ëとするt

「カラー徹底図} パワーエレクトロニクス」�| 赤津 観 著（ナツメ社）
Power ElectronicG: ConverterGÅ ApplicationGÅ and DeGign: Ned MohanÅ 他（Wiley）

制御工学Å半導^工学Å電力工学Å電気回nIÅIIÅIII

履修:�
注意事項

4年までY電気回nÅ応用§学（フーリエ}析）áど過�に修	しf知�d必∆とする箇
もあるfめÅそれらY確�d各
œで�áっqいることt
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授4計画Aパワーエレクトロニクス）

テーマ 内容A目標・準Nなど）

1 パワーエレクトロニクスY概∆ パワーエレクトロニクス技ÉY重∆�と現状Å課題についq}説するt

2 電力用半導^デバイス

3 半波整流回nÅ全波整流回nY動xd説 しÅ平均出力電圧áどY諸®Y導出方�d}説するt

4 制御つき整流回nについq説 するtそY特üd理}しÅ平均出力電圧Y制御特�áどd}説するt

5 整流回nYフィ¶πとそY特ü チョークインプットÅコンデンサインプット形フィ¶πY�いと特üについq説 するt

6 チョッパ回nY概�と昇圧チョッパ回nについq説 するt

7 降圧チョッパ回nÅ昇降圧チョッパ回nについq説 するt

8 中間試ò

9 中間試ò返却・}説Å単相インバーπ回n

10 単相インバーπ回nY周波§特� 単相方形波インバーπÑ原理¨に#じる高調波についq}説するt

11 パ¶ス制御についq説 するtこY制御d�っfときY高調波Y変%についq}説するt

12

13 三相インバーπ回n 三相方形波インバーπY動xについq説 するt

14 三相インバーπ回nと制御� 瞬時空間ベクト¶理*d用いfベクト¶制御についq説 するt

15 演習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試òおよ.前期定期試òd実0するt

パワーエレクトロニクス機ªに用いられqいる様2á電力用半導^デバイスについq説 するtまfÅそY詳4çレポートとしqま
とめるt

整流回n（1）

整流回n（2）

チョッパ回n（1）

チョッパ回n（2）

7回までY授業内7についqÅ諸®Y算出Å8Y導出Å説 áどY問題で試òするt

前半に中間試òY返却と}説d�うtまfÅハーフブリッジインバーπÅフ¶ブリッジインバーπY回n構成Å動x原理についq説
 するt

インバーπ回nY制御�（1）

インバーπ回nY制御�（2） パ¶ス幅変調（PWM）�についq説 するt

第1回～第7回Å第9回～第14回についqY演習d�うt

N
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(5%), A4-E2(5%), A4-E3(5%), A4-E4(5%), B1(10%), B2(10%), C1(30%), C4(20%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 口頭試�からそ�理解��評�する．

2 実験%�&'()姿+から評�する．

3

4

5

6 報告.�内容，口頭試�におい5評�する．

7 報告.�内容，口頭試�におい5評�する．

8 報告.�内容，口頭試�におい5評�する．

9 報告.�内容，口頭試�におい5評�する．

10 　 　

総合評価

テキスト 7テー:担当作>プリント

参考書 Cに指Eしない

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

電気工学実験実習 (Laboratory Work in Electrical Engineering)

加藤 真嗣 教授, 津吉 彰 C任教授, 赤松 浩 教授, 森田 二朗 C任教授, 池内 丈人 非常勤講師

電気工学科・5年・前期・必修・2単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

実験は10名程��íグループïñい，7テー:3週，4テー:ïñなう．7テー:は，第1，2週に実験�ñい，第3週にレポ
ート提ù�ñなうとともに，理解��確°するた£口頭試��ñなう．これによ'，簡®ï的確な作業報告™実´レヘルï実
≠ïきるように訓∞�ñなう．実験�内容とし5は，±ら実験�目的≥社会，技∑における位πづけ�理解し，�題解º�た
£�分析ø�¿わせること�目指す．

【C1】7実験ïñった作業，結≈につい5，的確に解析し説»すること™ï
きる

【C4】7実験テー:�内容™理解ïき，実験�協 し5実Àïきる．

【D1】報告.にÃした内容につい5，そ�意義等�理解し正確に説»ïき
る．

実験テー:™ど�ような社会的，環境的な�題�”い5いるか�口頭試�か
らそ�理解��評�する．

【B1】7実験ïñった内容につい5，‘≥’�÷い5報告.�作>するこ
と™ïきる．

7実験ïñった原理≥結≈など™論理的にÃŸされ5いるか�報告.�内
容，構>ï評�する．

【B2】報告.�内容につい5説»ïきる． 報告.�内容につい5説»ïきるか，また，他fi�説»にflし5質�™ïきる
か�口頭試�ï評�する．

【A4-E1】7テー:における基礎原理�理解し，実験によ'それら�知識・
技∑とし5修Âïきる．

【A4-E2】7テー:における基礎原理�理解し，実験によ'それら�知識・
技∑とし5修Âïきる．

【A4-E3】7テー:における基礎原理�理解し，実験によ'それら�知識・
技∑とし5修Âïきる．

【A4-E4】7テー:における基礎原理�理解し，実験によ'それら�知識・
技∑とし5修Âïきる．

>Êは，レポート40%　口頭試�32%　実験%�&()28%　とし5評�する．7テー:25点満点（&()7点，レポー
ト10点，口頭試�8点Ïï評�し，4テー:合計100点満点ï評�し，60点以Ò�合Úとする．

電気機器I(4年)，電気機器II(4年)，電気機器II(5年)，電ø工学I(3年)，電ø工学II(5年)，数値解析(4年)，放電現象(4年)

履修:�
注意事項

これまïに修Âし5きた電気機器，送配電工学，計算機工学，放電現象など�ベースに実験テー:™ºEされ5いる�ï，
これら�科目にflする復習�しっか'とし5おくこと．レポート�提ù期�は厳�するも�とし，原�とし5期���ぎたレ
ポートは受理しない．なお，事前に配	される安全fl�:ニュアル�熟�し，初回実験におい5担当教�よ'安全fl�につ
い5説»�受けること．
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授4計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 実験テー:�説»

2 コンピュータシミュレーションによる電ø系��解析

3 高専に設πされた太陽電池�C性分析

4 レポート提ùと質疑応答

5 放電現象�実験

6 衝撃電%�実験

7 レポート提ùと質疑応答

8

9 誘導電動機 簡易等�回*�E数�測Eし円線‘よ'.£たC性と実負荷試験によるC性と�比2する．

10 単相変%器

11 レポート提ùと質疑応答

12 同期発電機�C性 無負荷C性，負荷C性�解析し，基本C性�理解する．

13 同期電動機�C性 始動C性，位相C性，負荷C性など�解析し，そ�基本C性�理解する．

14 レポート提ùと質疑応答

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

4つ�テー:につい5説»するとともに，5年:ïñう実験�意義，目的�理解する．

同期発電機�電ø系�における;る<い�動揺方程?�数値解�.£ることによ'解析し，系�安E��判Aする．制動巻線
によるダンピング効≈につい5考Gする．

本校に設πされた太陽電池�春季，夏季，冬季�実測データ�分析し，季Mごと�ハイブリッS太陽電池，アモルファス太陽電池
�ùøC性�分析，比2�ñい本校�太陽電池�設π効≈につい5理解する．

一人当た'10から15分程�ïレポートにflする質疑�ñう．シミュレーションにflする考G≥，太陽電池による電ø供Yについ5
 査結≈�発’させる．

針-平板，球-球電極等における絶縁破壊試験�実験する．

50%フラッシオーバーC性試験�ñう．

一人当た'10から15分程�ïレポートにflする質疑�ñう．

レポート�返fと講評<1> 4回目と7回目に提ùした実験レポート�返fし，内容�講評�ñう．

巻線抵抗測E，短絡試験等によ'規約効率，%Zなど�.£，実負荷試験によるC性と�比2する．

一人当た'10から15分程�ïレポートにflする質疑�ñう．

一人当た'10から15分程�ïレポートにflする質疑�ñう．

レポート�返fと講評<2> 11回目と14回目に提ùした実験レポート�返fし，内容�講評�ñう．

L
考

%間試験およrE期試験は実Àしない．
なお，質疑応答は担当教sと随時時間 vしñう．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(20%), B2(10%), C2(70%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 中
およ�最終発表会，報告��評�シー� 評�する．

4 中
およ�最終発表会$質疑応()質問回(��評�シー� 評�する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 指導教0$指導によ2準4する．

参考書

関連科目 電気工学実験実習

神戸市立工業高等専門学校 2025年Hシラバス

卒業研究 (Graduation Thesis)

森田 二朗 特任教授, 津吉 彰 特任教授, 佐藤 徹哉 教授, 道平 雅一 教授, 赤松 浩 教授, 加藤 真嗣 教授, 中村 佳敬 
教授, 酒井 昌彦 准教授, 河合 孝太郎 准教授

電気工学科・5年・通年・必修・9単位【研究】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

特å$テーé�設åし，授業等 修ëしí知î)技ñ�総合しò自主õかù計画õに指導教0$も) 研究�°う．研究
�通じò，問§へ$接ß$方©�理´し，文献調Ø∞実験，理論õ≤考¥≤ど$問§´∂$手∏�修ëしò，総合πおよ
�デザイΩ能π�高める．まí，研究成¬�口ƒ 発表し論文にま)めるこ) コミュニケーショΩ能π�Ãにùける．

【C2】研究活動：研究テーé$背“)目‘�õ’に把◊し十Ÿ≤準4活
動�°い，指導教0，共同研究›)連flし≤が·自主õに研究�遂° き
る．

研究へ$‰2Âみ，達成H)卒業研究報告�$内È�評�シー� 評�する
．

【C2】研究$発展性：ë·れí研究結¬�ÓÔ考¥し，今Ò$課§等�示
し，研究$発展性�展Ùするこ)が きる．

研究活動$状況，研究成¬)卒業研究報告�$内È�評�シー� 評�す
る．

【B1】発表およ�報告�：研究$発表方©�工˜し，¯え·れí時
内に
明¸ わか2∞すÔ発表 きる．まí．報告�が合理õ≤構成 研究全体
が簡潔・õ’にま)めるこ)が きる．

【B2】質疑応(：質問$内È�把◊し，質問›にõ’に回( きる．

研究活動(C-2)�30%，研究$発展性(C-2)�30%，卒業研究報告�$構成(B-1)�10%，卒業研究発表$内È(C-2)�
10%，そ$発表(B-1)�10%，質疑応((B-2)�10%)しò総合õに評�する．100点満点 60点以��合�)する．

指導教0$指導によ2準4する．
各研究テーéに�する文献・論文等．

履修:�
注意事項

卒業研究は5年
$勉学$集大成 ある．まí，1年
�$研究活動�通しòデザイΩπ，問§´∂π�Ãにùけるíめ$
科目 ある��自�しò各研究テーéに‰2Âむこ)．
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授4計画（卒4研究）

内容（テーマJ目標J準Kなど）

中
試験およ�å期試験は実�し≤い．

卒業研究$�め方
教0$指導$も)に，輪講・文献調Ø・実験・研究発表・討論≤ど�°う．卒業研究は，各学�$自主性�遵 しò�め·れる$
 ，積極õ・計画õに‰2Âむこ)が重$ ある．

年
スケジュール
3月中旬：配属∂å
10月中旬：中
報告会
1月下旬：卒業研究報告�$提-およ�最終報告会

研究テーé一覧(以下に/げるテーé�参考に選3し受講する．íだし研究6$728ò人:は原則3～4?)≤る．）

・熱電発電�応Bしí装D$開発
・次G�Hう国際技ñ›養成$íめ$ICT応B教育工学に�する研究
・半導体電π変換装D)そ$制Qに�する研究
・高周Sデバイス$設計
・プラズé・パルスパワー技ñ$応Bに�する研究
・鉄道工学に�する研究
・セΩZ�Bいí簡易防]システ^$構築
・リモー�セΩシΩb技ñ)応Bに�する研究
・電磁π駆動アクチュエーiに�する研究
・光学異方性有機材oに�する研究

K
考
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科　目

担当教員 森田 悠作 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%)

幅��分�にわた�科学技��英!"#し%英単'�充)"はか�,-わせ%!/0読2�基456め�,

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科�英'科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Iシラバス

工業英'Ⅱ (ESP, Engineering II)

電気工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

【B4】必fg'h"iえ%��, 英'�!，!l"スムーoに読むにあたr必fg'h"iえたかどうか"課題
w試yz評|す�,

【B4】!/�基4~�につ�%��, 英'�!，!l"正Çに読むにあたr英!/~しっかr�につ�%��かどう
か"課題w試yz評|す�,

【B4】!l~読め�, 複Ö�!からg�!l�論展â0全ã�内ç"理2zき�かどうか"課題w
試yz評|す�,

成ëは，試y90%　課題（提出）10%　0し%評|す�,成ëにお�%，100 点満点中 60 点以ùz-û0す�,üきは，
履修ù�注意事§に•�%��,

「Let's Enjoy Science & Tech English 教養課µ�科学技�英'」∑佐藤哲三，篠田義明，楠松伸二，鞍掛哲治（南雲
堂）

履修:�
注意事項

総-評|~ 60 点以ù�場-に r，別途外部試yzあ�技�英検 2 級(旧「工業英検 3 級」)-ûz70 点，1 級(旧「
準 2 級」)不-û A z 80 点，-ûz 90 点，技�英検準プロフェッショナル(旧「2 級」)-û以ùz 100 点0評|す�,
ただし，総-評|~ù·�点Ö"ù‚�場-は総-評|�点Ö�まま0す�,
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授4計画（工4英DⅡ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 授業全般説明 授業�ÁめËgらびに評|Ë/"説明す�,

2 Chapter 1

3 Chapter 2

4 Chapter 3

5 Chapter 4

6 Chapter 5

7 Chapter 6

8 中間試y それまz�授業内ç"まえた問題z評|す�,

9 中間試y�返Û02説 中間試y"�ったÙ返Ûし2説"ıう,

10 Chapter 7

11 Chapter 8

12 Chapter 9

13 Chapter 10

14 Chapter 11

15 全ã�ま0め 授業全ã"ま0め�,

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Chapter 1 "講読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 2 "購読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 3 "購読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 4 "講読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 5 "購読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 6 "購読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 7 "購読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 8 "購読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 9 "購読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 10 "購読0課題2説"中ˆにıう,

Chapter 11 "購読0課題2説"中ˆにıう,

K
考

前期中間試yおよび前期定期試y")˙す�,
本科目�修˚には，30 時間�授業�受講0 60 時間�事前・事˛�自己学�~必fzあ�,事前学�0し%，予定Chapter部分��き�r0音読"し%おくこ0,事˛学�0し%
，口
z講読�説明された部分"ノー
に·�す�こ0,
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科　目

担当教員 赤松 浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年�シラバス

放電現象 (Phenomena of Electric Discharge)

電気工学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

気体HにおけL荷電粒OP運RS説UしW気体P絶縁破壊理]S解説すL．さらにW放電プラズeとそP応iについてm講
義すL．

【A4-E1】気体P状態方程rS説UできL． 気体P状態方程rS利iしW圧力W温�W密�W速�などS計~できLかS後期
H間試ÇおよÑレポーàで評äすL．

【A4-E1】気体HにおけL荷電粒OP運RS説UできL． 気体HにおけL荷電粒O（åイオンW電OêP運RとしてW平均自由行程ñ衝
突頻�などS計~できLかS後期H間試ÇおよÑレポーàで評äすL．

【A4-E1】気体P原O分O過程S説UできL． 気体HにおけL励起W電離W再結合W付着W移R�S説UできLかS後期H間
試ÇおよÑレポーàで評äすL．

【A4-E1】気体P絶縁破壊におけLタウンゼンà放電およÑスàリーe放電
S説UできL．

気体P絶縁破壊S説UすLα作iおよÑγ作iWさらにスàリーe理]S数
rSiいて説UできLかS後期H間試ÇおよÑレポーàで評äすL．

【A4-E1】プラズeP性Øとして電離�Wデバイ長Wプラズe振RS説Uで
きLようになL．

プラズeP性Øとして電離�Wデバイ長Wプラズe振RS数rで説UできLか
S後期定期試ÇおよÑレポーàで評äすL．

【A4-E1】低気圧気体Hで発∑すLプラズeP特πS説UできL． 低気圧気体Hで発∑すLプラズeP特πS説UできLかS後期定期試Çお
よÑレポーàで評äすL．

【A4-E1】高気圧気体Hで発∑すLプラズeP特πS説UできL． 高気圧気体Hで発∑すLプラズeP特πS説UできLかS後期定期試Çお
よÑレポーàで評äすL．

【A4-E1】プラズeによL環境改ΩへP応iS説UできL． プラズeによL環境改ΩへP応iS説UできLかS後期定期試ÇおよÑレポ
ーàで評äすL．

【A4-E1】プラズeプロセスについて説UできL． プラズeプロセスについてWそP種¬と特πS説UできLかS後期定期試Çお
よÑレポーàで評äすL．

【A4-E1】プラズeによL核融合発電へP応iS説UできL． プラズeによL核融合発電へP応iS反応rSmちいて説UできLかS後期
定期試ÇおよÑレポーàで評äすL．

成»はW試Ç90%Àレポーà10%Àとして評äすL．総合評äS100点満点としてW60点以—S合“とすL．場合によって
は再試ÇS実÷すL．

「高電圧パルスパワー工学 (実践的技術flPためP電気電O系教科„シリーズ)」：高木 浩一W 金澤 誠司W 猪原 哲W —
野 崇寿W 川崎 敏之W 高橋 克幸(理工図„))

「放電プラズe工学」：行村健(オー˚社)
「放電プラズe工学」：八坂保能(森北出版)
「気体エレクàロニクス」：金田輝男（コロ
社ê
「気体放電]」：原雅則W酒井洋輔（朝倉„店ê
「EE Text 高電圧パルスパワー工学」：秋山秀典(オー˚社)

E3：電気磁気学IWE3：電O工学

履修:�
注意事項

試Ç�は教科„WノーàWプリンàP!ち"みは禁%であL.
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授4計画（放電現象）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 気体P性Ø 気体P性ØS把)しW気体P状態方程rW圧力W熱運RWおよÑ熱速�S+すr,説UできLようになL．

2 気体P衝突と反応速� 気体HP粒OP運RとしてW衝突W平均自由行程WおよÑ反応速�S+すr,説UできLようになL．

3 気体粒OP励起およÑ電離現象,説UできLようになL．またW電離過程として衝突W光WおよÑ熱電離S説UできLようになL．

4 荷電粒OPドリフàW拡散W再結合WおよÑ電O付着現象,説UできLようになL．

5 気体からプラズeへP移行 気体放電P基4としてW電O放出W非自続放電S説UできLようになL．

6 気体放電P基4としてWタウンゼンà理]について説UできLようになL．

7 気体放電P基4としてWスàリーe理]について説UできLようになL．

8 H間試Ç

9 試Ç返却WプラズeP性Ø H間試ÇP解答・解説S行う．プラズeP電離�Wデバイ長WおよÑプラズe振RS説UできLようになL．

10 低気圧気体HにおけL放電 低気圧気体Hで発∑すLプラズeについて説UできLようになL．

11 高気圧気体HでP放電 高気圧気体Hで発∑すLプラズeについて説UできLようになL．

12 特:な放電 特:な放電としてW水H放電およÑ雷放電について説UできLようになL．

13 プラズeP特πとそP利iP基本 プラズeによL大気環境改ΩへP応iについて説UできLようになL．

14 電Oデバイス産業へP応i プラズeプロセスについて説UできLようになL．

15 核融合へP応i プラズeS利iした核融合発電へP応iについて説UできLようになL．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

荷電粒OP基4過程1

荷電粒OP基4過程2

絶縁破壊理]1

絶縁破壊理]2

授業計画1～7までP範DP試ÇS行う

J
考

後期H間試ÇおよÑ後期定期試ÇS実÷すL．
本科EP修FにはW30 �間P授業P受講と 60 �間P事前・事後P自己学K,必MであL．授業P進行によっては試Ç範D,前後すLこと,あL．事前学Kでは次QP授業
範Dについて教科„SRみ各自で理解できなところS整理しておくこと．事後学KではレポーàS出WすLPで指定期YまでにレポーàS提出すLこと．
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科　目

担当教員 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 電気磁気学，電子回路，電気計測，電気回路

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

通信工学Ⅰ (Telecommunication Engineering I)

電気工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

「電磁気学」・「電気回路」・「電子回路」Y学ん[諸原^_実`a無線通信システef応hするためfは，伝送工学・アン
テr工学a^st必vとなるy本科目Yは，伝送線路a特|}アンテr工学a基�_sÄするとともf，そa応h技Ñと
してaレーダシステe，ならびf電波航éf代êされる電波利hシステe}，電子機器（電気機器}医療機器ôa電磁的
両立|(EMù)などfついて学°するy本講義は担当教£a無線通信f§する実務経験_•まえて教®するy

【A4-E3】無線通信a分類，方式，最Æaシステefついて^sしているy 無線通信a分類，方式，最Æaシステefついて^sしているか_レポー±}
中間試験Y評∂し，60%以πa正s_合ºとするy

【A4-E3】アrロæ変調，ディジタ≈変調fおける変調方式_^sし，各種
変調器a構Àtわかるy

アrロæ変調，ディジタ≈変調fおける変調^Õおよび各種変調器f§する
^s8_レポー±}中間試験Y評∂し，60%以πa正s_合ºとするy

【A4-E3】マイクロ波伝送線路fおける基本特|_^sしているy マイクロ波伝送線路a基本特|_^sしているか_レポー±}中間試験Y評
∂し，60%以πa正s_合ºとするy

【A4-E3】電磁波a放射原^tわかり，実hアンテra特|_^sしてい
るy

電磁波a放射原^tわかり，実hアンテra特|_^sしているか_レポー±
}定期試験Y評∂し，60%以πa正s_合ºとするy

【A4-E3】レーダシステe}電波航éなど電波利hシステea実h÷}，
電子機器（電気機器}医療機器ôa電磁的両立|_^sしているy

レーダシステe}電波航éなど電波利hシステea実h÷}，電子機器（電
気機器}医療機器ôa電磁的両立|_^sしているか_レポー±}定期試験
Y評∂し，60%以πa正s_合ºとするy

À◊は，試験80%　レポー±20%　として評∂するy試験aÀ◊は，中間試験と定期試験a平均€とするy100€満€Y
60€以π_合ºとするy

「第一級陸π無線技Ñ士試験}さし‚学„無線工学A」（オーe社ô
プリン±

「第一級陸π無線技Ñ士試験}さし‚学„無線工学B」（オーe社ô
第二級陸π特殊無線技士「無線工学」（情報通信振興会ô
「電波工学」松田，宮田，南部共著（コロr社ô
「電磁波工学 基�と応h」進士昌明著（丸善出版ô
「電磁ノイ�発�メカニ�eと克服é」原田，藤原，他著（科学情報出版ô

履修:�
注意事項

本科目_学°するfは，電気磁気学_はじめ数学，物^，そa他�‚a専門科目_^sしていることt前�となるy本科目
はÀ長産業技Ñ者教�プロæラeaう�航空宇宙分野・医療福祉分野a§連科目Yあるy社会情�など状 fより，各
種変!される場合tあるaY留$されたいy
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授4計画（通信工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 マイクロ波中%システe・移動体無線技Ña原^および構À

2 変調^Õおよび変調回路

3 復調^Õおよび復調回路 マイクロ波通信システea受信+fおける，復調技Ña基�^ÕfついてÄ明し，具体的な復調回路fついてsÄするy

4 マイクロ波伝送線路a基� マイクロ波伝送線路f-って伝/する，電磁波a基本的な伝/特|_回路Õ的な立場からÄ明するy

5 マイクロ波伝送線路a終+条件

6 マイクロ波給電回路

7 電磁波a放射現象 微7ダイポー≈a放射特|_s8し，電磁波a放射現象f§する基�_Ä明するy

8 中間試験

9 中間試験sÄ，ならびf線状アンテra特|評∂

10 アンテra特|改善および種:a実hアンテr

11 レーダa基本原^ レーダa概<から，レーダシステea基本構À，ならびfそa原^まY_sÄするy

12 レーダa機能 レーダf§する各種実hシステea構À，およびそa動>fついてsÄするy

13 電波利hシステea実÷ 測位，測距，電波航éなどf代êされる電波利hシステefついてsÄするy

14

15 電子機器（電気機器}医療機器などôf§する電磁ノイ�対AfついてsÄするy

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電磁波fよる情報通信技Ña仕Cみ_概Äし，マイクロ波_hいた固定無線通信システe・移動体無線技Ña原^と構Àfつ
いてsÄするy

/送波通信方式fおける，アrロæ変調およびディジタ≈変調f§する基�^Õ_Ä明し，具体的な変調回路fついてsÄする
y

マイクロ波伝送線路fおける負荷条件，および，それfともなう電圧・電Ia定在波分KfついてÄ明するyさらf，実h回路fお
いて重vな整合技ÑfついてsÄするy

アンテrシステea給電回路として重vな，4分a1波長整合回路，バラン回路，共h回路a動>原^，ならびfそa構Àfつい
てsÄするy

1回目から6回目まYa内O_試験y

中間試験問QasÄ_Rうyさらf，線状アンテra代ê÷として半波長アンテr_Tりπげ，送受信|能a評∂fおいて重vな
種:aアンテrパラメータ_sÄするy

アレイ構Àfよるアンテr利Wおよび指向|a改善é_Ä明するとともf，各種実hアンテrfついて，そa構Zと特長_sÄす
るy

電子機器a電磁的両立|（Iô 電磁ノイ�a発�メカニ�e，ならびf電子機器（電気機器}医療機器などôfおける電磁的両立|(EMù)fついてsÄするy

電子機器a電磁的両立|（IIô

K
考

前期中間試験および前期定期試験_実[するy
本科目a修Wfは，30 時間a®業a受講と 60 時間a事前・事^a自己学°t必vYあるy事前学°aシラバス_参cし，事前f®業範efついて教科f_熟hしてお‚ことy
事^学°a®業Y学°した内Of§する教科f}配Kした資k_復°し，^s_確mすることyまた，®業Y指nした課QfTりCむことy
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科　目

担当教員 中村 佳敬 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-E3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 情報基礎，情報処�な�情報系科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年.シラバス

通信工学Ⅱ (Telecommunication Engineering II)

電気工学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

インターネッXY代[され^情報通信ネッXワー`Yaして，TCP/IPプロXコjk中lY学mし，ネッXワー`構築，管�，運
rY必tな基本知wx技zkm{す^}本授業で�ゼÅ形ÉkÑÖÜれ^}

【A4-E3】コンピュータネッXワー`â概ãk�åす^} コンピュータネッXワー`â種éx構èYついて，中間試験・レポーXで評òす
^}

【A4-E3】通信一öY必tな通信プロXコjレイõYついて説ùでき^} 通信一öY必tな通信プロXコjレイõYついて，中間試験・レポーXで評ò
す^}

【A4-E3】TCP/IPâü†°と，具体•な仕ßみx機™Yついて説ùでき
^}

TCP/IPâü†°と，具体•な仕ßみx機™Yついて説ùができ^¨中間試
験・定期試験・レポーXで評òす^}

【A4-E3】セッション層・アプリケーション層Yおけ^各種プロXコjxサー
バとそâ周辺技zâ説ùができ^}

アプリケーションでªわれ^プロXコjxサーバとそâ周辺技zk�åしてい
^¨定期試験・レポーXで評òす^}

成æ�，試験80%　レポーX20%　として評òす^}上記比√Yよ^総合成æ100点満点で60点以上k合Àとす^}試験
評ò�中間試験と定期試験â算z平Œとす^}

「マスタリングTCP/IPÜ門“」‘井上直也・村山公保・竹下隆史・荒井透・苅田幸雄ÂオーÁ社）

「Íしい情報ネッXワー`教科書」‘井戸伸彦・法雲俊邑ÂオーÁ社）
「情報通信ネッXワー`」‘滝根哲哉ÂオーÁ社）
「情報ネッXワー`工学」‘池田博昌・山本幹ÂオーÁ社）
「情報通信工学」‘岩下基Â共立出版）
「基本k学ぶ コンピュータネッXワー`」‘菅原真司ÂオーÁ社）

履修:�
注意事項

状�YよÖ講義â実施順	kÜれ
†^ことがあ^}社会状�な�YよÖ，授業計�x総合評òな�変�す^可™�があ
^}
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授4計画（通信工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 通信とネッXワー`â構è

2 ネッXワー`â種é アナログとデジタjâネッXワー`xネッXワー`Yおけ^交換°É，規�x形状Yよ^ネッXワー`â分éYついてå説す^}

3 イーサネッXYおけ^ネッXワー`â構成 イーサネッX，レイõ構èでâ通信処�，ビッXレーXYついてå説す^}

4

5 jータYよ^ネッXワー`

6 ネッXワー`層â機™

7

8 中間試験

9

10 プライベーXネッXワー` プライベーXネッXワー`とゲーXウェイYついてå説す^}

11

12 電!メーj 電!メーjâ概tとメーj送受信でª%され^プロXコjYついてå説す^}

13 World Wide Web

14 ネッXワー`â安全管� ファイアウォーj，暗号技zな�Yついてå説す^}

15 01行列

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

通信â歴史xネッXワー`â構è，OSI参8モデjYついてå説す^}

最;ネッXワー`構成Yよ^LAN 最;構成âLANYついてå説し，スイッチングハ@â役BYついて説ùす^}

IPアドレスYついて説ùし，jータとIPYついてå説す^}

IPアドレスとサ@ネッXマス`，IPâjーティング，pingコマンドYついてå説す^}

TCPとUDP XランスポーX層でファイj転送でª%され^TCPとUDPâ動KYついてå説k行う}

1回目¨ら7回目までâ内Rk試験}

DNSとDHCP・中間試験問題å説 中間試験問題Yついてå説す^}ドメインVâª%°法x階層•な命V法Yついて紹Zし，DNSとDHCPâ役Bと動KYつい
てå説す^}

リモーXア`セスとFTP TelnetxSSHな�âリモーXア`セスYついて紹Zし，FTPk%い\ファイj転送Yついて，そâ挙動^_めてå説す^}

WWWk実aす^\めâHTMLYついて紹Zし，HTTPYよ^通信â仕ßみとwebサーバâ構築す^\めâ技zkå説す^}

WebサーバY¨¨^負eâ評òな�，ネッXワー`â�™評ò技zâ基礎とな^モデj化手法âü†°kå説す^}

K
考

後期中間試験およh後期定期試験k実施す^}
本科目â修{Y�，30 時間â授業â受講と 60 時間â事前・事後â自己学mが必tであ^}事前学m‘シラバスk参8し，事前Y授業範oYついて教科書k熟qしておくこと}
事後学m‘授業で学mし\内RYaす^教科書x配tし\資vk復mし，�åk確yす^こと}ま\，授業で指{し\課題YÑÖßむこと}
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科　目

担当教員 南 政孝 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「電磁気学」：宇野亨，白井宏共著"コロ%社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年5シラバス

電気磁気学Ⅲ (Electromagnetics III)

電気工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授4�
概6�方針

大学編入試YZ電磁気学Z問題，大学院入試問題でZ電気磁気学Z問題Z演`a解cd毎回3問程5iうk問題Z解
ca演`問題d解くこaで，電界，電束密5，磁界，磁束密5，電流，電磁波，静電容量，インダクタンス等Z物理量a電気磁
気学現~aZ�わりd完ÉなもZaしá理解するk各問題ãåしá， 授業前およêëã演`aしá解く.

【A2】電磁気学É分野Z法ïãついá理解できるこak
ガウスZ法ï，磁界ã�するガウスZ法ï，変位電流もúめûアンペアZ法ï
，ファラデ§Z法ïなどZ積分ßd微分ßã変ßできるかどうかd中間試Yお
よê定期試YZ設問Æêレポ§±課題で評¥するk

【A2】大学編入試Y問題でZ電気磁気学問題µ理解できる 様∑な大学でZ公πされáいる編入試Y問題でZ電磁気学問題ã�しá，類
似問題d作øし，中間試Yおよê定期試Yで評¥するk

【A2】大学院入試問題でZ電気磁気学問題µ理解できる 様∑な大学院で公πされáいる大学院入試問題でZ電磁気学問題ã�しá，
類似問題d作øし，定期試Yおよêレポ§±課題で評¥するk

ø¿は，試Y85%　レポ§±15%　aしá評¥するk総合評¥100点満点で60点以…d合 aする. 必ÃãÕじá臨時試
Yd実“する.

「電気磁気学」：安達三郎，大貫繁雄共著"森北出版）
「電磁気学」：卯本重郎著"昭晃堂）
「電磁気学」：沢新之輔，小川英一，小野和雄著"朝倉書店）
「電磁気学」：多田泰芳，柴田尚志著"コロ%社）

電気磁気学I，電気磁気学II，電気材料，Õ用数学I

履修:�
注意事項

電気磁気学I(3年)およê電気磁気学II(4年)Z継続科ˇであり，現~Z基�aしáÕ用数学I(4年)Z知�µ必�であり， 
電気材料(5年)Z分極問題Z時ã電気磁気学Z知�µ��するk
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授4計画（電気磁気学Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1

2

3

4

5 神戸高専専攻科入試問題でZ電気磁気学Z問題Z解cdiうk

6 神戸高専専攻科入試問題でZ電気磁気学Z問題Z解cdiうk

7 神戸高専専攻科入試問題でZ電気磁気学Z問題Z解cdiうk

8 中間試Y 中間試Yd実“する

9 中間試Y解c 中間試YZ解cdiうk

10 公
されáいる大学編入試Y問題でZ電磁気分野Z問題Z解cdiうk

11 前回ã�き続き，大学編入試Y問題でZ電気磁気学Z問題Z解cdiうk

12 前回ã�き続き，公
されáいる大学編入試Y問題でZ電磁気分野Z問題Z解cdiうk

13 前回ã�き続き，公
されáいる大学編入試Y問題でZ電磁気分野Z問題Z解cdiうk

14 公
されáいる大学院入試問題でZ電気磁気分野Z問題Z解cdiうk

15 前回ã�き続き，公
されáいる大学院入試問題でZ電気磁気分野Z問題Z解cdiうk

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第3学年で`っû電磁気学Z現~論(1) 第3学年で`っû電磁気学Z現~論Z復`Z講義diうk

第3学年で`っû電磁気学Z現~論(2) 前回ã�き続き，第3学年で`っû電磁気学Z現~論Z復`Z講義diうk

第4学年で`っû電磁気学Z現~論(1) 第4学年で`っû電磁気学Z現~論Z復`Z講義diうk

第4学年で`っû電磁気学Z現~論(2) 前�ã�き続き，第4学年で`っû電磁気学Z現~論Z復`Z講義diうk

神戸高専専攻科入試問題(1)

神戸高専専攻科入試問題(2)

神戸高専専攻科入試問題(3)

編入試Y問題(1)

編入試Y問題(2)

編入試Y問題(4)

編入試Y問題(5)

大学院入試問題(1)

大学院入試問題(2)

K
考

前期中間試Yおよê前期定期試Yd実“するk
本科ˇZ修�ãは，30 時間Z授業Z受講a 60 時間Z事前・事ëZ自己学`µ必Ãであるk
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-2(50%), A5-3(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 課���す�文献・論文等

関連科目 ロボッ�入門�ロボッ�要素技術

成長産業技術者教)プログラム（ロボッ�分野）履修4の6選択可

神戸市立工業高等専門学校 2025年Dシラバス

ロボッ�応用実践 (Applied Practice of RoboticZ)

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授, 尾山 匡浩 教授 【実務経験者担当科目】（※
成長産業技術者教)プログラム(ロボッ�分野)開講科目）

電気工学科・5年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

ロボッ�の安全管理概要ã学習す�．まé各êの実際íì問�ã解ñす�éめ��開òす�あ�いõ適ù�用い�éめの
ロボッ�基ü†応用�ついて�実践íì課�学習ãとおして学習す�．本科目の指®�あéってõ�実務経験教™であ�小
澤 正宜 准教授�佐藤 徹哉 教授�酒井 昌彦 准教授¨実務で必要ì実践íì技術ÆØめて指®す�．まéロボッ�分野の
最新動≥Æ理解でき�よ∂指®ã∑∂．

【A5-3】ロボッ�の安全管理�ついて説πし�実∑でき�． 実施内容(演習課�)Ωæレポー�内容で評√す�．

【A5-2】課�ã解ñす�め�ロボッ�†その�≈ユニッ�†部品�システム
の基本íì設Ã†設Õ¨でき�．

実Œ†シミュレー—ã用いての設Ã・設Õ�ついて�その実施内容(演習課�)
およæレポー�内容で評√す�．

【A5-2】各“で設Ã・設Õしéロボッ�†そのシステムã用いて課�解ñ
�実際�アプロー‘す�こと¨でき�．

課��対応しé実Œ†シミュレー—ã用いé実施内容(演習課�)およæò表
内容(プレゼンテーション)で評√す�．

【A5-3】課�€‹›6fi�flてきé問�‡�対して�解·して�よ‹‚い解
ã„めて活動でき�． 実施内容(演習課�)Ωæò表内容(プレゼンテーション)で評√す�．

成Âõ�レポー�15%　プレゼンテーション5%　演習課�80%　として評√す�．100‡満‡で60‡以Íã合Ïとす�．

プリン�
K-ROSETマニュアル

履修:�
注意事項
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授4計画Aロボット応用実践）

テーマ 内容A目標・準Nなど）

1 ガイダンス�ロボッ�安全法規 年間Ã˚†授業方˝ã説πす�．まé安全法規概要ã説πす�．

2 ロボッ�‡検�安全管理 ロボッ��ついて日常í�実施す�ハードウエア�ソフ�ウエアの‡検維	†安全管理ã学習す�．

3

4 　同Í

5 　同Í

6 　同Í

7 　同Í

8 　同Í

9 課�検討 実�させéロボッ�の内容ãò表す�ととÆ��問�‡†その改善方法ã討論す�．

10

11 　同Í

12 　同Í

13 　同Í

14 ò表・プレゼンテーション 課�学習として€‹›ん�ロボッ�の内容ãò表す�ととÆ��問�‡†その改善方法ã討論す�．

15 ロボッ�ò展学習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

課�学習1 社�†工場�家庭等で省力化�“動化�“律化¨„められてい�各ê課�ã�実際�ロボッ�ã用いて実�させ�éめの課�学
習ã∑∂．

課�学習2

課�学習3

課�学習4

課�学習5

課�学習6

課�学習7 社�†工場�家庭等で省力化�“動化�“律化¨„められてい�各ê課�ã�実際�ロボッ�ã用いて実�させ�éめの課�学
習ã∑∂．

課�学習8

課�学習9

課�学習10

企業†ロボッ�展示��fl≥く�まéõ第一'の技術者ã(いての講演��よ‹ロボッ�の)われ方†ò展内容等の情報収集
活動ã∑∂．

N
考

fi間試験およæÕ期試験õ実施しìい．
【実務経験者担当科目】
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